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に 才 ン デ ーッ ミエ す ー 


MSX-ーDOS TOOLS は , 高度 な 機能 を 持っ た MSXーDOS に 加え , 2 8 の ツ 
ー ル ソフ トウ ェ ア , 強力 な スク リー ン エ ディ タ , お よび 大 型 コ ンピュータ 上 の ソフ トウ ェ 
ア に 匹 英 する 機能 を 持っ た ユー ティ リティ ソフ トウ ェ ア を パッ ケー ジ し た プロ 必携 の ソフ 
トウ ェ ア で す 。MSXーDOS が さら に 使い や すく な る うえ に , 生産 性 を 高め , アセ ン ブ 
リ 言 語 に よる アプ リケーション ・ プ ログ ラム の 開発 環境 を 大 幅 に 向上 させ る ソフ トウ ェ ア 
で す 。 

この ユー ザー ズ マ ニュ アル に は 以下 の も の が 含ま れ て いま す 。 

*MSXーDOS TOOLS マニ ュ ア ル 
・MSXーDOS マニ ュ ア ル 

・MED (MSXーDOS スク リー ン エ ディ タ ) マニ ュ ア ル 
*・MSX-ーDOS ユー ティ リティ ソフ トウ ェ ア マニ ュ ア ル 


ーー タ 主 基 


(1) この ソフ トウ ェ ア な ら び に マニ ュ ア ル を 賃 貸 業 に 使用 する こと を 禁じ ます 。 ま た , こ 
の ソフ トウ ェ ア な ら び に マニ ュ ア ル の 一 部 また は 全部 を 無断 で コピ ー す る こと は で き 


ませ ん 。 
2) この ソフ トウ ェ ア は , 製品 登録 カー ド を 返送 し て 当社 に 登録 済 の 方 に 限り , 使用 し た 
り コ ピー し た りす る こと が で きま す 。 な お , この ソフ トウ ェ ア を 個人 使用 以外 の 目的 


き コ ピー すず する と と は で き 攻 ん 。 


(3 この マニ ュ ア ル に 記載 され て いる 事柄 は , 将来 予告 な く 変 更 す る こと が あり ます が , 
当社 に 登録 され て いる 方 に は 案内 を お 送り し ます 。 


(4) 製品 の 内 容 に つい て は 万 全 を 期し て お り ま す が , 製品 の 内 容 に つい て の 人 御 不 審 や , 誤 


り , マニ ュ ア ル の 記載 も れ な ど , お 気付 きのこ と が ご ざい まし た ら , マニ ュ ア ル 巻 末 


の 「 お 問い 合わ せ 」 に つい て の 要領 で 下記 の 問い 合わ せ 先 へ お 送り 下さ い 。 


(5) この ソフ トウ ェ ア を 運用 し た 結果 の 影響 に つい て は , (4⑭) 項 に か か わら ず , 裏 任 を 負い 


か ね ます の で 御 了 承 下 さい 。 
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1 MSX-ーDOS TOOLS の 概要 

MSX-DOS TOOLS は MS※ーDOS 上 で の プロ グラ ム 開 発 を 強力 に サポ ー ト 
する 外部 コマ ンド 群 で す 。TOOLS を 構成 する ソフ トウ エア は 、2 8 の COM 形 式 の フ 
ァイル か ら な り 、DOS 上 で コマ ンド 行 を 入力 する こと に より DOS の 内 部 コマ ンド と 同 
様 の 操作 感覚 で 実行 で きま す 。 

個々 の コマ ンド は ディ スク 管理 、 フ ァイル 操作 か ら カ レン ダー や 電卓 機能 等 、 幅 広く サ 
ポー ト し 、 ま た 、 パ イプ ライ ン 、1 エ プロ 0 リ ダ イ レ ク シ ョ ン 様 能 (後述 ) に より UN IX ラ 
ィ ク な 入出 力 操作 が 可能 で す 。 


1.1 UNIX の 人 出力 環 境 と MSX-DOS 

UNIX オ ペレ ー テ ィング シス テム が プロ グラ ム の 開発 環境 と し て 、 そ の 実力 を 高 
く 評価 され る 理由 の 一 つと し て 、 豊 富 な ツー ル (UN IX で は ソフ トウ エア を 何ら か 
の 目的 を 達成 する た め の 道 具 と し て と ら え る 立場 か ら 個 々 の 開発 支援 、 を その 他 の プロ 
グラ ム を こう 呼ぶ ) を 機能 や 目的 に 応じ て 縦横 に 組合 せる こと が で きる と いう 点 が あ 
げ ば られ ます 。 UN 1I X の 環境 下 で は 、 あ る プロ セス (個々 え を の プ ログ ラム の 実行 過程 ) 
と 他 の プロ セス の 間 で デー タ の 受け 渡し を 行っ た り 、 複 数 の アロ も セス を それ ぞ れ 独立 
に ディ スク ファ イル や コン ソー ル か ら 入 力 を 行っ た り 、 プ リン ター や ディ スク ファ イ 
ル に デー タ を 出力 し た り し な が ら 、 順 次 実行 し て いく な ど と いっ た 和 柔 軟 性 に 富ん だ 入 
出力 操作 が 可能 で す 。 

こう し た すぐ れ た 入出 力 環 境 を 実現 する 共通 の イン ター フェ ー ス を 、UN I X で は 
OS レベ ル で サポ ー ト し 標準 入出 力 と し て 各 ゲ ログラム が 用 いる こと が で きま す が 、 
残念 な が ら MSXーDOS に は 標準 入出 力 の 概念 は な く 、UN I X の よう な 入出 力 環 
境 を OS の レベ ル で は サポ ー ト し て いま せん 。 


1.2 MSX-ーDOS TOOLS の 標準 入出 力 
MSXーDOS TOOLS で は 、UN 1 メラ イク な 操作 環境 を 実現 する た め 、U 
NTI X の 標準 人 出力 を コマ ンド 内 部 で シミ ュ レ ー ト し て いま す 。 
MSX-ーDOS TOOLS で 用 いら れる 標準 入出 力 は 以下 の よう な 機能 を サポ ー 
ト し て いま す 。 ( 各 機 能 の 詳説 は 、 2. 入 力 と 出力 を ご 覧 下さ い ) 
a) コン ソー ル 入 出力 
通常 、 入 力 は キー ボー ド か ら 、 出 力 は スク リー ン に 表示 し ます 。 
b) 1 プ O リ ダイ レク ショ ン 
人 出力 を ディ スク ファ イル や 他 の デバ イス に 切り 換え ます 。 
c ) パイ ププ 機能 
ある コマ ンド の 出力 か ら 別 の コマ ンド の 入力 へ デー タ の 受け 渡し を 行い ます 。 
d) シー ケン シャ ルプ ロ セ ス 
複数 の コマ ンド を コマ ンド 間 の デー タ の 受け 渡し な し に それ ぞ れ 独立 に 実行 し ま 
す 。 
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2 入力 と 出力 

多く の ツー ルコ マン ド で は 前 述 の 機能 を 持っ た 標準 入出 力 が サポ ー ト され て いま す 。 コ 
マン ド へ の 入力 を キー ボー ド か ら 行 っ た り 、 あ る い は スク リー ン に 結果 を 表示 する と いっ 
た 通常 の 入出 力 の 他 に 後述 の リダイレクト を 用 いて 入力 を キー ボー ド か ら デ ィ ス ク 上 の フ 
ァイル に だ 切り 替え た り 、 出 力 を スク リー ン で な く 、 デ ィ ス ク フ ァ イル や プリ ンタ へ 転送 す 
る こと が で きま す 。 ま た 、 パ イプ 機能 (後述 ) に より 、 あ る コマ ンド の 出力 を を その まま 別 
の コマ ンド の 入力 に あて る と いっ た UN TX ライ ィ イク な 入出 力 環境 を 実現 する こと が 可能 で 
E 記 


2.1 1| プ 0 リタ ダイ レク ショ ン 

リ ダ イ レ ク シ ョ ン に より 標準 入出 力 を 通常 の コン ソー ル 入 出力 か ら プ リン タ や ファ 
イル 等 に 転送 する こと が で きま す 。 リ ダイ レク ト に は “<” 、 “>” の 記号 を 用 いま 
区 a 


例 1 

CAL >PRN 

で は 、 カ レン ダー を プリ ンタ ー へ 出力 し 、 
例 2 


26RK | 芝 し 1J8T1 あみ 母 sLJHgT タ 2 
で は カレ ント ドラ イブ の L IST 1] と いう ファ イル を ソー ト し 、B ド ライ ブ に 
LIST2 と いう 名 で ファ イル 出力 し ます 。 


さら に PATCH コ マン ド で は 以下 の よう に バイ ナリ ファ イル の 更新 デー タ を ファ 
イル か ら 受 け 取 る こと に より キー 入力 な し に 確実 な ファ イル 更新 が 可能 で す 。 
PATCH FILE. BIN <EDIT. DAT 
この 例 で は FILE. BIN と いう ファ イル を ディ スク 上 の BEBD IT. DA 
と いう ファ イル 中 の 更新 デー タ に し た が っ て 更新 し ます 。 (詳細 は PATCH 
コマ ンド 参照 の こと 。) 


2.2 パイ プ 機 能 
ある コマ ンド プロ セス の 標準 出力 を 次 の プロセ ス の 標準 入力 に 送り こむ と いう 操作 
を サポ ー ト し ます 。 
例 
SORT <LIST1 | HEAD 
で は カレ ント ドラ イブ の L I ST 1 と いう ファ イル が ソー ト さ れ を その 出力 が H 
EAD コ マン ド の 入力 と な りら 先頭 部 分 が 画面 出力 され ます 。 


パイ プ 機 能 で は ディ スク 上 に 中 間 フ ァイル が つく られ る た め デ ィ ス ク が ライ ト プ ロ 
テク ト さ れ た 状態 で 使用 し ます と 処理 を 中 断 し ます 。 通常 は カレ ント ドラ イブ に 中 間 
ファ イル は つく られ ます が 、 “" |a “" 。 の よう に ブラ ンク を あけ ず に ドラ イブ 名 を 
指定 する こと に より 、 つ くら れる ドラ イブ を 変更 する こと が で きま す 。 


より ゆき ー ジ 


また 、 フ ブロ セス 間 の 入出 力 の 受け 渡し を せ ず に 個々 の プロ セス を 独立 に 順次 実行 す 
る 場合 に は 次 に 述べ る シー ケン シャ ルプ ロ セ ス を 用 いま す 。 


2.3 シー ケン シャ ルプ ロゼ セス 
複数 の コマ ンド プロ セス を 順次 実行 し ます 。 パ イプ ライ ン の よう に 前 の プロ セス の 
標準 出力 が 後 の ア プロセ ス の 標準 入力 と な る こと は あり ませ ん 。 
夫 デ ゲロ セス は “。 ” ゼ つ の なぎ ます 。 
例 
は 多胡 0 LUISU 』 る き 穫 民 T 呈 上 よる ます 
で は 、HEAD コ マン ド が LIST と いう ファ イル の 先頭 部 分 を 画面 表示 し た 
の ち 同 じ フ ァイル L I ST を あら た め て ディ スク か ら 読 みだし ソー ト し て 画面 に 
出力 し ます 。 
注 ) 以上 述べ た 入出 力 環 境 は 、TOOLS の コマ ンド レベ ル で サポ ー ト され て いる 
も の で あり 、D I R、TYPE 等 の MSX-ーDOS の 内 部 コマ ンド で は 使用 で き 
ませ ん 。 


3 コマ ンド の 青 式 指定 
ツ ッ ー ル コマ ンド の 書式 表記 法 は DOS の 内 部 コマ ンド の 表記 に 準拠 し ます が 、 以 下 い く 
つか 補足 し ます 。 (DOS マ ニュ アル 第 2 部 参照 ) 
3.1 ファ イル スペ ッ ク 
書式 中 で “ファイ ルス ペッ ク "” と な っ て いる パラ メー タダ は ドラ イブ 名 、 フ ァイル 名 、 
ピリ オド 、 拡 張子 名 が 正しい 順序 で 並ん を だ も の を 示し 、 フ ァイル 名 、 拡 張子 名 は ワ ィ 
ルド カー ド ネ ャ ラク タ (*, ?) を 含む こと が で きま す 。 
さら に 上 記 の 指定 を “+" また は “, " で つなぐ こと に よ - り 複数 指定 可能 で す 。 ( 
間 の プラ ンク は 無視 され ます ) 
"ライ ブ グ 名 は 常に 省略 可能 で あり 、 デ フォ ルト は カレ ント ドラ イブ と な の ます 。 ま 
た 、 フ ァイル スペ ッ ク の か わり に ファ イル の 間接 指定 ( 3.4 ファ イル の 間接 指定 を 
参照 の こと ) を 用 いる こと が 可能 で す 。 


例 
D き 二 。 め 及 も 本 。 Q 半 基 {8 も 3o。 


3.2 ファ イル 名 

“ファ イル 名 ” で 示さ れる パラ メー タタ は ワイ ルド カー ドキ ャ ラク タタ を 含む こと が で 
き な い と いう 点 、 複 数 の 指定 が ゆる され な いと いう 点 で ファ イル スペ ッ ク と 区 別 さ れ 
ます 。 その他 の に つい て は 同様 の 指定 と な り ま す 。 


3.3 ドラ イブ 名 
"ドラ イプ ブ 名” で 示さ れる パラ メー タ は 接続 され て いる ドラ イブ の AH まで の 各 
ドラ イブ 名 に コロ ン  : - を つけ た も の で 了 示し ます 。 
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3.4 ファ イル の 間接 指定 
ファ イル の 間接 指定 と は 、 複 数 の ファ イル を 同時 に 指定 可能 な コマ ンド に つい て 、 
前 述 の “ファ イル スペ ッ ク ” を 用 い ず 必 要 な ファ イル 名 を まとめ て ひと つの ファ イル 
に し て 、 コ マン ド 行 で は その “ファ イル 名 の ファ イル ” を 間接 的 に 指定 する こと で す 。 
ファ イル の 間接 指定 に より 複数 の ファ イル 指定 を 簡単 な コマ ンド 行 の 入力 で お こ な 
うこ と が で きま す 。 


1) 間接 指定 の 方 法 

通常 の ファ イル スペ ッ ク を 指定 する か わり に 下記 の フォ ー マ ッ ト に し た が っ た フ 
ァイル 名 の リス ト フ ァイル を “[] ” で 囲ん で 指定 し ます 。 コ マン ド 側 は “[]” 
で 囲ま れ た ファ イル を 間接 指定 用 の リス ト フ ァイル と し て オー プン し その 内 容 を 通 
常 の ファ イル 指定 と 同様 に 処理 し ます 。 

間接 指定 の “[] ” の な か で ワイ ルド カー ド を 用 いた り 補 数 の リス ト フ ァイル を 
指定 する こと は で きま せん 。 ま た 、 間 接 指定 を も ちい た 場合 は それ の み が 有 効 で 
あり 、 同 時 に ファ イル スペ ッ ク や ファ イル 名 の 指定 を し て も る 無効 と な り ま す 。 


(2) ファ イル 名 の リス ト フ ァイル に つい て 
ファ イル の 間接 指定 の た め の フ ァイル 名 の リス ト フ ァイル は 以下 の フォ ー マ ッ ト 
で 作り ます 。 
・ 必要 な ファ イル 名 を 1 行 に ひと つ だ け 指 定 し ます 。 指定 で きる ファ イル 数 に 制 
限 は あり ませ ん 。 
・ フ ァイル 名 に ワイ ルド カー ド は も ちい られ ませ ん 。 
・ 各 行頭 の スペ ー ス 、 タ プ ブ は 無視 され 最初 の キャ ラク ター か ら フ ァイル 名 と みな 
され ます 。 


(G③) 間接 指定 の 用 例 
間接 指定 の 用 例 と し て ディ スク 上 の 拡張 子 "bat” の つい た すべ て の ファ イル 
を ファ イル サイ ズ の 更新 日 の 新しい 順に その ヘッ ダー 部 分 を 見 な が ら 必 要 な ら 別 の 
ディ スク に コピ ー す る と いう 操作 を 以下 に 解説 し ます 。 
1)LS コ マン ド の リダイレクト に より リス ト フ ァイル を つく る 。 
1 き 9 デミ ググ Gc  。 Bat 全 sat。 1gt 
し S コ マン ド の プ T、 プ ビ オプ ショ ン に より カレ ント ドラ イブ の ディ スク 上 
の 拡張 子 "bat" を も っ た すべ て の ファ イル が 最新 更新 日 の 新しい 順に ソー ト 
(プイ オプ ショ ン に よる ) され 一 行 に 一 ファ イル 名 の リス ト が (ププ C に よる ) B 
“ライ ブ に bat. 1 st と いう 名 で り ダ イレ クト され ます 。 
2)bat. 1l st を ファ イル 間接 指定 の リス ト フ ァイル に 用 いて MENU コ マン 
ド に より 必要 な ファ イル を コピ ー す る 。 
menu グ も tk [bzibat。 st] 
これ に より 拡張 子 bat" を も っ た ファ イル が 更新 日 の 新しい 順に プロ ンプ 
ト 表 示さ れ 以 下 MENU コ マン ド の コマ ンド に より その ヘッ ダー 部 分 を 見 な が 
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ら 、 必 要 な ら C じ コマ ンド で コピ ー す る こと が で きま す 。 


3.5 西暦 指定 

西暦 年 (yyyy) の 入力 は 、 4 桁 の うち 上 2 桁 が 省略 可能 で あり デフ ォ ル ト は 2 
0 世紀 と な り ま す 。 

00<99 ...1900<1999 年 


3.5 オプ ショ ンス イッ チ 
" グ ” に アル ファ ベッ ト 1 文 字 を つけ た (“ンプ S 1 0 0 "の よう に パラ メー タ を 伴 
うこ と も ある ) アー ギュ メン ト は 、 コ マン ド の 各種 の オプ ショ ン 機 能 を 実行 する た め 
の スイ ッ チ を 意味 し ます 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト は 大 文字 で も 小文字 で も 有効 で も あり 、 ま た 
視 数 の オプ ショ ンス イッ チ を 指定 する 場合 、 ス ペー ス 、 タ プ ブ 等 で 区 切ら ず に 続け て 指 
定 可 能 で す 。 
例 
①GREP プ メグ N グ A---- 
②gr ep プレ ニプロ レー グ ョ ーー--- 
①、② ど ちら も 有効 で す 。 


3.7 アー ギュ メン ト の 区 切り 
ツー ルコ マン ド で は 、 書 式 中 "で あら わ さ れ る アー ギュ メン ト の 区 切り に は ス 
ペー ス ま た は タプ の み が 有 効 で す 。 カ ンマ を 用 いる こと は で きま せん 。 
但し “ プ X” の よう な オプ ショ ンス イッ チ を 複数 指定 する 場合 各 オ プシ ョ ン 間 の ス 
ペー ス は 省略 で きま す 。 
例 
ず 6GD プ テグ ロン ノコ ョ やす ーー は 昌 iwe。 い o 
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ツー ルコ マン ド 一 覧 
BEEP 
BIO 
BODY 
BSAVE 
じ A し 
じ CALC 
CHKDSK 
に とる 
すき KCOPY 
DUMP 
ECHO 
EXPAND 
GREP 
HEAD 
中 馬上. ビ 
KEY 
5T 
1 人 S 
MENU 
MORE 
PA し H 
9 5 
SORT 
す 放 」 も 
T R 
UNIQ 
VIEW 
WC 


BEEP 音 の 発生 
バイ オリ ズム の 出力 
ファ イル の 一 部 の 切 出 し 


HEX フ ァイル の バイ ナリ ファ イル へ の 変換 


カレ ンダ ー の 表示 

科 易 電卓 

ディ スク の 状態 の 表示 

グ サ アス クリ ーッ 

パ バックアップ コピ ビー 及び 賠 合 
ファ イル の 1 6 進 ダ ンプ 
コマ ンド 行 の 表示 

スペ ー ス ・ タ プ ブ の 変換 
任意 の 文字 列 の 検索 

ファ イル の 先頭 部 分 の 表示 
コマ ンド リフ ァ レ ンス の 表示 
ファ ンク ショ ン キ ー の 設定 


BAS 1IC の 中 間 言 語 フ ァイル の ソー ス フ ァ イル へ の 変換 


ディ レク トリ の 詳細 情報 の 表示 
ディ レク トリ の ファ イル の 諸 操 作 
ファ イル の 表示 

パイ ナリ ファ イル の 更新 

ァ アラ ー ム 機能 

ソー ト (クイ ッ ク ソ ー ト ) 
ファ イル の 未 尾部 分 の 表示 
文字 列 の 置き 換え 
重視 行 の 削除 

ファ イル の 表示 (スク ロー ル ) 
語数 、 行 数 、 ペ ー ジ 数 カウ ント 
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5 コマ ンド リフ ァ レ ンズ 
5.1 コマ ンド リフ ァ レ ンス 表示 オプ ショ シ “ング H" に つい て 
すべ て の ツー ルコ マン ド で “ノン H” オプ ショ ン を 用 いる こと に より コマ ンド リフ ァ 
レン ス を 表示 、 参 照 する こと が で きま す 。 但し この 場合 コマ ンド は 実行 され ませ ん 。 


以下 ッ ー ル コマ ンド を アル ファ ベッ ト 順 に 解説 し ます 。 
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BEEP 


書式 
BEEP「[ ン /H] 
機能 
BEEP 音 を 発生 し ます 。 
解説 
BEEP 音 を 発生 し ます 。 
バッ チ 処 理 中 な ど で 用 いる こと に より 、 処 理 の 進行 の 目安 と する こと が で きま す 。 
また 、BEEP コ マン ド で は 、 リ ダイ レク ト に より ファ イル に BEL コ ー ド (1 6 進 
の 07h) を 送る こと も 可能 で す 。 
例 
Abeep』 
Beeeeeeeeeep ! 
AA> 


より 上 S プ 9 


BIO 


書式 


機能 


解説 


例 


BITO[/ ノ HH (人 Y ま yy テグ mm グ d 開 朋 し に [([ LT yy y グ ] mm アリ 9@) ] 


パイ オリ ズム を 出力 し ます 。 


出力 は 標準 出力 で す (通常 は じ に RT ディ スプ レイ ) 

生年 月 日 を 指定 する と 、 当 日 と 前 後 2 0 日 の パイ オリ ズム が 表示 され ます 。 生 年 月 
日 の 指定 は 西暦 年 , 月 , 日 の 順に スラ ッシュ で 区 切り 指定 し ます 。 

オプ ショ ン と し て 、 年 月 日 を 指定 する と 、 指 定 の 日 と 前 後 2 0 日 間 の バイ オリ ズム が 
出力 され ます 。 こ の 場合 、 年 。 月 の デフ ォ ル ト は 当年 , 当月 で 省略 可能 で す が 、 月 の 
み の 省 略 は 許さ れ ま せん 。 


Aobio 1965/3/30 JJ 
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BODY 


青 式 


機能 


解説 


例 


BODY [ンジ H] [ ジ N] [ンプ S (開始 行 ) ] [ ン E (終了 行 ) ] 、. 
[ (ファ イル スペ ッ ク ) ] 


入力 の 一 部 を 切り 取っ て 出力 し ます 。 


入出 力 は 通常 標準 入出 力 が 用 いら れ ま す が 、 入 力 に つい て は (ファ イル スペ ッ ク ) 
に よる 、 1 つま た は 複数 の ファ イル の 指定 が 可能 で す 。 


出力 に は 入力 の 先頭 行か ら の 行 番号 、 フ ァイル 名 が つき ます 。 
出力 の 開始 行 , 終了 行 は 以下 の スイ ッ チ に より 指定 し ます 。 
の S” 入力 の 切り 出し 開始 を (開始 行 ) で 指定 し ます 。 
の BE ” 切り 出し 終了 行 を (終了 行 ) で 指定 し ます 。 
以上 2 つの デフ ォ ル ト は それ ぞ れ 、 入 力 の 先頭 , 末尾 行 と な り ま す 。 
NMN” を 指定 する と 、 行 番号 , ファ イル 名 等 の 出力 が 省 か れ 、 行 本 体 の み の 出 力 と 
な り ま す 。 


Azbody test.c /s100 /e120 J 


TBST.C: 
100: VOID fnk1 (arg1,arg2, arg3) 
101: int argl,arg2: arg3: 


120: ) ノ *end of fnk1 * ノ 


』> 
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BSAVE 


青 式 


機能 


解説 


例 


BSAYVE【[ ン H] . 。《 ウ ァイル 名 1 ) 「【[ (ワウ ァ イル 名 め ) 1 


HE X 形 式 の ファ イル を バイ ナリ ファ イル に 変換 し ます 。 


アセ ンプ ブラ 、 リ ンカ ー 等 に より 生成 し た HEX 形 式 の ファ イル を 入力 する こと に よ 
り 、BASIC の “BLOAD" 命令 で ロー ド 、 実 行 が 可能 な パイ ナリ ファ イル を 生 
成 し ま す 。 こ れ に より 、 従来 の 類 雑 な ファ イル 操作 な し に 、 マ シン 語 の ルー チン が B 
AS IC の 環境 下 で 実行 可能 と な り ま す 。 

入力 に は 必ず ディ スク 上 の HEX フ ァイル を 指定 し 、 出 力 は 標準 出力 また は (ファ 
ィ イル 名 2 ) の 指定 に より ディ スク ファ イル へ の 出力 も 可能 で す 。 

入力 に HEX 形 式 以外 の ファ ィ イル を 指定 する と 、 “ (ファ イル 名 ) is not 
a hexfi1le" の エラ ー と な り ま す 。 


>BSAVE TEST.HEX >TEST.BIN 』J 
complete 
上 A> 


TOOLS-1 1 


じ AL 


書式 
CAL [ノン H]、 [プン Y(yyyy》) | ([yyyy ン ] mm) ] 


機能 
カレ ンダ ー を 出力 し ます 。 


解説 
出力 は 標準 出力 が 用 いら れ 、 通 常 画面 表示 と な り ま す 。 
以下 オプ ショ ン の 指定 と その 機能 に つい て 解説 し ます 。 


① 月 を 指定 する こと に より 、 指 定 の 月 と その 前 後 1 ケ月 の カレ ンダ ー を 出力 し ます 。 
月 の 指定 は (yyyy プ mm) で 年 , 月 を スラ ッシュ で 区 切っ て 行い ます 。 
答 を の デフ ォ ル ト は 当年 当月 で 省略 可能 で す が 、 月 の み の 省 略 は 出来 ませ ん 。 


⑨ ププ Y” スイ ッ チ で 年 を 指定 し た 場合 、 (y yy y) 年 の 1 年 分 の カレ ンダ ー を 
出力 し ます 。 
年 の 指定 は 上 2 桁 を 省略 出来 ます 。 


例 
AoCAL 2 JJ 
Jan 1987 Feb 1987 Mar 1987 
Su MTu MTh FSa Su MTu MTh FSa Su MTu MTh F Sa 
| きき 1 2 4 5 6567 1 2 3455『 
4 5 6 7 6 910 8 91011121314 8 91011 12 13 14 


OUULS デ 12 


じ A 上 LC じ 


青 式 


機能 


解説 


例 


』』> 
14 
AA> 


CALC[ ン HH] 、,[ (演算 式 / ] 


簡易 電卓 機能 を 提供 し ます 。 


四則 演算 を 通常 の 演算 書式 に よる 計算 式 の 入力 に より お こ な う こと が で きま す 。 
CALC コ マン ド で は 演算 式 の 入力 に 二 つ の 方 法 を サポ ー ト し て いま す 。 
1 ) コマ ンド 行 で 式 を 指定 し な い 場 合 (連続 計算 可 ) 

- じ ALC” と 入力 し コマ ンド を 起動 し た の ち 、 計 算 し た い 数 式 を 入力 し リタ ー ン 
キー を お す と 改行 し 計算 結果 を 表示 する と と も に 次 の 計算 式 の 入力 まち の 状態 と な り 
以上 CT RL し ー じ 、CTERL レ し ー2、 "Q まん は “q だ 沙 り ョ マシ ンド 半 ぬ ける まで 
連続 し て 計算 を お こ な う こと が で きま す 。 

2) コマ ンド 行 で 式 を 指定 する 場合 

コマ ンド 行 で 計算 式 を 入力 する こと も 可能 で す 。 但 し この 場合 1 回 の 計算 で コマ ン 

ド を 終了 し ます 。 


じ AL じ コマ ンド で は 、 十 進 十 二 桁 の 精度 で の 浮動 小数 点 演算 を サポ ー ト し 、- 9 


・99999999999E+99~ て 9. 99999999999E+99 の 重 囲 の 
数 値 を 扱う こと が で きま す 。 


CALC 1241222.21345/2』 
06.7 
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CHKDSK 


青 式 
CHKDSK [ンジ H] [ プ F] [/M] 、[ (ドラ ィ ブ 名 ) ] 


機能 
ディ スク 上 の ファ イル の 状況 、 デ ィ ス ク の 残り 容量 お よび 、 オ プシ ョ ン に より メデ 


ィ ア に だ 関す る 情報 を 表示 し ます 。 


用 説 
(ドラ イブ 名 ) で 指定 し た ドラ イブ (省略 は デフ ォ ル トド ライ ブ ) の ディ スク を チ 


ェ ッ ク し 、 以 下 の 内 容 に つい て 報告 し ます 。 
全 デ ィ ス ク 容 量 
ディ スク 上 の ファ イル 数 と トー タル ファ イル サイ ズ 
使用 可能 ディ スク 容量 
ディ スク 上 の ファ イル 状況 誤り が ある と 、 そ れ を 表示 し ます 。 
つぎ に 示す エラ ー は 、 “ププ F” スイ ッ チ を 指定 し た 場合 、 自 動 的 に 修復 され ます 。 
(ドラ イブ 名 ) ha s invyalid cluster, file truncated 
つぎ の エラ ー は 、 ユ ー ザ ー が 処理 を 選択 し て くだ さい 。 
(XXXX) 1ost clusters found in 〈(YYY〉) chains 
"の F” スイッチ が 指定 され て いる と 、 
Convert lost chains to fi1lies (Y ン N) 
と 表示 され ます 。 


この 表示 に 対し て 、 “Y”* を 選択 し た 場合 に は 
ファ イル 名 F ILEnnnn. CHK を 作成 し 、 次 の よう な 表示 を し ます 。 


(nnnn〉) bytes disk space freed 
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また 、 “N” を 選 択 し た 場合 に は 、 


(nnnn) bytes disk space would be freed 


と 表示 され ます 。 


(ファ イル 名 ) is cross linked on cluster (nnnn) 


と 表示 され た ら 、 そ れ ぞ れ 必 要 な ファ イル の コピ ー を 作成 し た 後 、 重 複 し て 
リン ク し て いる 元 の ファ イル を 消去 し て くだ さい 。 


さら に “ プ M” スイ ッ チ に より 
クラ スタ サイ ズ 及 び 数 
セク タ サ イズ 及び 数 
ディ レク トリ エン トリ ー の 数 
な どの メデ ィ ア に 関す る 詳細 を 表示 し ます 。 


例 
A>chkdsk b: グ プ md 
5 1 byt GrY Sect 
※ すす 1 エ gt FR ーー 
BB 為 谷 まま @ ず 人 ps e+ FAT 
6 Q 人 間 FAT 
も あの 員 放 和合 1 ま 論 公 殖 の まぜ 回 導 門 せみ お 
委 1 YY す @GGeG も BOY 号 届 も Y 】@ 双 
b 生き まま 8 ま 回 沿 も 人 も @ ず 
1 D DD も @ き な つば 人 G] 選 Bt 旧 まず 
上 訂 も の ひ の 【a1 clustaers 
KK tot di SKK 普 acC@ 
688K 1 n 9 0 LuSer files 
K avVvalnlable disk space 
ん 
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じ LS 


害 式 
CLS [ ン H] 


機能 
スク リー ン 画 面 を クリ ア し ます 。 


解説 
CLS コ マン ド で は 標準 出力 に Ctr 1 一 (0 CH) コー ド を 送る こと に より 画 


面 を クリ ア し ます 。 そ の た め り リダイレクト に より ファ イル に 00 CH コー ド を 送る こと 
も 可能 で す 。 
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D ! 





書式 


機能 


解説 


例 


らし と ら P マ ツマ 


1 SS 傘 選 DP | ト / 仙 | レッ | 1 ツク 1 に VN ドウ タダ 省 科 コー 
[ 《 ド タイ ダ 省 分 ) ] 


ディ スク 単位 で の パッ クア ッ プ コピ ー 及 び 賠 合 を 行い ます 。 


(ドラ イブ 名 1 ) で 指定 され た ドラ イブ の ディ スク の 内 容 を すべ て (ドラ イブ 名 2 ) 
の ディ スク に コピ ー し ます 。 


DISKCOPY コ マン ド に より 出来 た 2 枚 の ディ スク は 同一 の ファ イル 内 容 を も 
ち ま す 。COPY コ マン ド と 違い 、 不 連続 の ファ イル を 連続 し た ファ イル に コピ ー す 
る こと は 出来 ませ ん 。 ま た 、 (ドラ イブ 名 2) の ディ スク の 元 の ファ イル は 、D IS 


KCOPY に よっ て すべ て 失わ れ て し まい ます 。 
属性 の 異な る メデ ィ ア 聞 で の コピ ー は 出来 ませ ん 。 


ディ スク ドラ イブ 名 の デフ ォ ル ト は 1. 2 と も それ ぞ れ カレ ント ドラ イブ と な り ま 


す 。 
"の V スイ ッ チ を 指定 する と ディ スク の コピ ー で は な く 照 合 の み を 行い ます 。 


ププ じ "スイ ッ チ を 指定 する と コピ ー の 実行 に 続い て ディ スク の 照合 を 行い ます 。 


A>diskcopy az bz: 』 
SOurCe disk az: 
destination disk b: 
strike a key when ready 』 
a11 data and file on destination disk 
wi1l] be erased! 
0K?J 
complete! 
copy other disk 〈Y/N 〉) ?N 
> 
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DUMP 


娠 式 


機能 


解説 


例 


DUMP [ププ H] [ グ N] 、,[B (1 行 の バイ ト 数 ) ] 、, [S (開始 バイ ト ) ] 
に, [ ン E (終了 バイ ト ) ] 、,[ (ファ イル スペ ッ ク ) ] 


ファ イル を 1 6 進 及 び キ ャ ラク タ に より ダン ププ し ます 。 


入出 力 に は 通常 標準 入出 力 が 用 いら れ ま す が 、 入 力 に は (ファ イル スペ ッ ク )〉 に よ 
る 1 つま た は 複数 の ファ イル が 指定 可能 で す 。 

ダン プ に は 、1 6 進数 と AS CI I キ ャ ラク ター が 用 いら れ 、 1 6 バイ ト 毎 に 改行 
し 、 標 準 出 力 に 表示 され ます 。 さ ら に 、“〆B” スイ ッ チ に より ら 行 毎 の パイ ト 数 を ュ 
ー ザ ー が 指定 可能 で す 。 

2? グ S”。 ノ E” の 各 ス イッ チ に より 、 ダ ンプ の 開始 バイ ト , 終了 バイ ト を それ ぞ 
れ 1 6 進数 で 指定 出来 ます 。 デ フォ ルト は ファ イル の 先頭 及び 末尾 で す 。 

"の グ N" は ファ イル の アド レス 番地 及び キャ ラク ター ダン プ を 省き 1 6 進数 ダン プ 
リス ト の み を 出力 し ます 。 “ププ B” オプ ショ ン と の 組合 せ で 1 行 の バイ ト 数 を 変更 す 
る こと に より 、 例 えば 1 行 に 1 バイ ト ず つ 出 力 し リダイレクト に より ファ イル に する 
な どの 操作 が 可能 で す 。 


AzDUMP ABC.CON /EF6 JJ 

0000 : C3 26.12 11 F9 FF CD 8 26 21 13 00 39 5E 23 56 .&..y. 89..9「 航 
0010 : 21 01 00 CD F5 2 CA 02 02 21 13 00 39 5E 23 56 sa rel。 肖 製 
0020 : 210200CD2128CA7C01 21 01 00 BB 21 08 00 し も も 。 


0OFO:39ES5CD250CD1 D1 22 39 ee。 間 
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ECHO 





書式 
ECHO [ンプ H] [ (アー ギュ メン ト ) ] 


機能 
コマ ンド アー ギュ メン ト を 標準 出力 に 出力 し ます 。 


解説 
コマ ンド 行 で 指定 し た アー ギュ メン ト を その まま 標準 出力 に 出力 し ます 。 


例 
A>echo hellodJ 
hello 
> 


TOOLSー19 


EXPAND 


理 式 


角 


EXPAND[〆H] [ プ R] [ンド F] 、,[ く ファイ ルス ペッ クッ ] 


スペ ー ス ・ タ ブ の 変換 を し ます 。 


オプ ショ ン を 省略 し た 時 、 タ プ を スペ ー ス に 変換 し ます 。 

"の R オプ ショ ン に より 、 反 対 に スペ ー ス を タブ に まとめ る こと が 出来 ます 。 さ ら 
に 、- グ プ F オプ ショ ン を も ちい る こと に より 各行 頭 か ら 最初 の キャ ラク ター (スペ 
ー ス 、 タ ブフ 以外 の ) 間 の み で 変換 を お こ な う こと が 可能 で す 。 こ れ に より 例え ば 、 プ 
ログ ラム 中 の 文字 列 デ ー タ 内 の スペ ー ス 、 タ ブ が 変換 され て し まい コン パイ ル 後 、 実 
行 時 に 予想 外 の 表示 が な され る と いっ た トラ ブル を 防ぐ こと が で きま す 。 
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は ば 民 世 


書式 
区 BP し Z 有 | レレ て し イロ LA 4 ( 信 少 列 /「、。 
[ (ファ イル スペ ッ ク ) ] 
機能 
入力 か ら 任 意 の 文字 列 を 検索 し 、 出 力 し ます 。 


解説 

入出 力 は 通常 標準 入出 力 が 用 いら れ ま す が 、 入 力 に は (ファ イル スペ ッ ク ) に よる 
1 つま た は 複数 の ファ イル が 指定 可能 で す 。 

文字 列 は ダブ プル クォーテーション で 凍 み 必ず ファ イル スペ ッ ク の 前 で 指定 し ます 。 
入力 中 の 検索 文字 列 を 含む 行 を 先頭 か ら の 行 番号 を つけ て 出力 し ます 。 入力 が ファ 
イル スペ ッ ク の 場合 、 フ ァイル 単位 で ファ イル 名 と と も に 出力 され ます 。 

文字 列 中 で 大 文字 、 小 文字 は 区 別 さ れ ま せん 。 

GREP コ マン ド に は 多く の スイ ッ チ が あり 、 こ れ ら を 有効 に 組み 合わ せる こと に 
より 、 コ マン ド を 効果 的 に 用 いる こと が 出来 ます 。 


XX” 指定 し た 文字 列 を 含ま な い 行 を 返し ます 。 
CC” 指定 し た 文字 列 を 含む 行 数 の み を 返し ます 。 
"の グ N” 行 番号 . ファ イル 名 を 省き ます 。 

人 ム ” 大 文字 . 小文字 を 区 別して 検索 し ます 。 


例 
Azgrep fprintf(” FILEJ 
AA:FILE 
5 fprintf(stderr,“%s”,MESS1) : 
8: fprintf(stderr,“%d 1ine contain 


Z] : fprintf(stderr, "Unknown switch… 
9 Lines contain “fprintf(" 
> 
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HEAD 


書式 
HEAD「[ ン H] [ ジ N] [ ジ エ L (出力 行 数 ) ] 、,[ (ファ イル スペ ッ ク ) ] 


有 能 
入力 の 先頭 か ら 指定 され た 行 を 切り 取っ て 出力 し ます 。 


解説 
入出 力 は 通常 標準 入出 力 が 用 いら れ ま す が 、 入 力 に つい て は (ファ イル スペ ッ ク ) 
で 1 つま た は 複数 の ファ イル が 指定 可能 で す 。 
入力 の 先頭 行か ら 指定 の 行 数 を 切り 取り 、 行 番号 , 残り 行 数 , 入力 が ファ イル スペ 
ッ ク で ある 場合 、 フ ァイル 名 を つけ て 出力 し ます 。 こ の 際 各 行 は 、 コ ン ソ ー ル 画面 幅 
を 超え た 部 分 に つい て は 出力 され ませ ん 。 
出力 の 内 容 は 以下 の スイ ッ チ に より 変更 可能 で す 。 


の L し ” 先頭 か ら 何 行 出 力 す る か を (出力 行 数 ) で 指定 し ます 。 
指定 の な い 場 合 、 先 頭 か ら 1 0 行 分 の 出力 と な り ま す 。 

の IN スイ ッ チ を 指定 する と 、 行 番号 , ファ イル 名 等 すべ て 省 か れ 、 行 本 体 
の み の 出 力 と な り ま す 。 こ の 場合 の 出力 は 画面 幅 と 無関係 に 全て 表示 
され ます 。 


例 
A>head test.doc 』 
TEST.DOC : 
1: lst line 
2: 2nd 1ine 


10: 10th 1ine 
AA> 
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HE し P 


書式 
HELP (コマ ンド 名 ) 
また は 、 
(マツ E 需 ) / メ 有明 


ツー ルコ マン ド の リフ ァ レ ンス を 出力 し ます 。 


解説 
' MSXーDOS ツ ー ル の コマ ンド すべ て に つい て HELP に よっ て 参照 する こと が 
で きま す 。 
(但し 、HELP コ マン ド で MS メーDOS の 内 部 コマ ンド を 参照 する こと は で きま 
せん ) 
また 、 各 コマ ンド で “ググ H” オプ ショ ン を 指定 する こと の よっ て も 同様 の ヘル プ メ 
ッ セ ー ジ を 表示 し ます 。 


例 
A>help keyl 
MSX-DOS TOOLS HELP KEY 
Displays or erases function 。・ 
"ON/OFF* 


Usage: key /h ...... 
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KEY 


書式 


機能 


解説 


例 


KEY[ ン H] [ ン I] 、,[ONIOFF] 、. 
[ (ファ ンク ショ ン キ ー 番 号 ) , (設定 文字 列 ) ] 


ファ ンク ショ ン キ ー に 文字 列 を 設定 し ます 。 


画面 最 下 行 に 現在 の ファ ンク ショ ン キ ー の 設定 を 表示 (KEY ON の 状態 ) し た 
り 、 消 去 (KEY OFF) し た りす る こと が で きま す 。 

コマ ンド 行 で 変更 し た い フ ァ ン クシ ョ ン キ ーー 番号 (1 て 1 0 ) に 続い て 、 設 定 文字 
列 を 入力 する こと に より 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 設定 を し ます 。 キ ー 番 号 と 文字 文字 
列 は コン マ で 区 切り ます 。 

設定 文字 列 中 に “CR” “ESC”" な どの コン トロ ー ル コー ド を 入力 し た いり 場合 、 

“* 壮 hh" の よう に “ 半 ” に 続け て 2 桁 の 1 6 進 で キャ ラク ター コー ド を 入力 し ま 
す 。 

設定 文字 列 の 長 さ は 1 5 文字 まで 指定 可能 で す が 1 5 文字 以上 の 文字 列 を 指定 する 
と Fn string too long'′ (n は 指定 し た ファ ンク ショ ン キ ー 
ナン バー) の エラ ー と な り ま す 。 

KEY の ON、OFF の 指定 は コマ ンド 行 の 最初 の アー ギュ メン ト で 行い 、 省 略す 
る と コマ ンド 実行 以前 の 設定 と な り ま す 。 

"の 1 オプ ショ ン は ファ ンク ショ ン キ ー を BAS 1IC の 初期 設定 に 再 設定 し ます 。 
また 、 文 字 列 中 に ツー ルコ マン ド の アー ギュ メン ト の 区 切 と し て 使わ れる 文字 (プペ 
mm 天 
指定 し た い 場 合 、 “DIR プ W” な どの よう に ダブ ルク ォ ー テ ーション で 開 み ます 。 


A>key off 1,“DIR/M 壮 0D” 』J 


(ファ ンク ショ ン キ ー 1 に DIR ノン W と 改行 コー ド を 設定 ) 
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し 1 


S『 





書式 


機能 


解説 


例 


し 1 ST に ( ウ ァ イル 独 / 


BAS 」C の 中 間 言 語 フ ァイル を ソー ス フ ァ イル に 変換 し 出力 し ます 。 


DOS 上 で BASTIC の プロ グラ ムリ スト を 見 る こと が 出来 ます 。 
入力 ファ イル に は (ファ イル 名 ) に より 必ず BAS TIC の テキ スト (中 間 言 語 ) フ 
ァイル を 指定 し て くだ さい 。 そ れ 以 外 の ファ イル を 指定 する と 、 

プチ イル ル 省 > 1 no も t a baaie binamy # ぉ BBj" 
の エラ ー と な り ま す 。 


>list TEST.BAS 
100 CLEAR 1024 , &HD7FF ーー 
110 FOR L=0 TO 


150 END 


A > 
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し S 


書式 
。 生 ト / 提 [アグ ア L] 上 アル アン ア B1 [アゲ 89 | レ Djd も b ア 8 1 デイ] 
[ ノ R] .,[ (ファ イル スペ ッ ク ) | (ドラ イブ 名 ) ] 
機能 
ディ レク トリ の 詳細 情報 を 報告 し ます 。 


解説 
オプ ショ ン を 指定 し な い 場 合 、 カ レン トド ライ ブ の ディ レク トリ 下 の フ ァイル 名 を 
アル ファ ベッ ト 順 に ソー ト し 、 ス クリ ー ン 幅 に 合わ せ て 改行 し 表示 し ます 。 
し L オプ ショ ン に より 以下 の 情報 を 付加 し 、 各 ファ イル ご と に 改行 し て 表示 し 
ます 。 
・ 最新 更新 日 時 
・ フ ァイル サザ イズ 


以下 の スィ ッ チ に より 表示 の 内 容 , 形式 を 変更 する こと が 出来 ます 。 

・ グ A” 一 行 に 一 ファ イル ずつ ファ イル 名 と ファ イル 属性 を 表示 

ーー グ 入 に ヶ ファ イル サイ ズ ヶ 

0P4 ヶ ファ イル の 日 付 ヶ 

・ /C” 表示 の 形式 を 一 行 に 一 フ ァイル に する 

ファ イィ イル の 表示 順序 は 以下 の スィ ッ チ に より 変更 出来 ます 。 

・ ププ T 最新 更新 日 の 新しい 順に 表示 

・ ググ S 。 ファ イル サイ ズ の 大 きい 順に 表示 

・ デ グ R” 上 記 2 つ の スイ ッ チ と それ ぞ れ 組み 合わ せる こと に より 、 各 々 逆 に 表示 

し ます 。 単独 の 場合 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 の 逆順 と な り ま す 。 

周 、“ プ T” パン S” が 共に 指定 され た 場合 『 プ エ ” の み が 有 有効 と な り 日 付 順 に 
表示 され ます 。 


例 
Axls /b/d/t b:J (日 付 の 新しい 順に ソー ト ) 
ATBXT.DOC 1987-01-23 12:30 232345Dytes 
BTBXT.DOC 1987-01-22 10:00 23358Bytes 
CTBXT.DOC 1986-12-24 11:30 345112Bytes 
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ZTEXT.DOC 1985-09-15 12:30 2Z1ZBytes 
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MENU 


書式 

MENU[ プ グ H] [ンプ エ | グ S] [ プ R] 、,」[ (ファ イル ス ペック) | (ドラ イブ 名 ) 
機能 

ディ スク 上 の ファ イル に つい て 、 連 続 し て デリ ー ト , リネ ー ム , タイ プ , ダン プ 

な どの 処理 を 行う こと が 可能 で す 。 
朋 説 


"MENU′ と 入力 する と 、 カ レン トド ライ ブ の ディ スク 上 の ファ イル 名 が 、 ア 了 アル 
ファ ベッ ト 順 に プロンプト 表示 され ます 。 下記 の サ プ コ マン ド に より 各 フ ァイル に つ 
き コ ピー、 リ ネー ム メ 等 様々 な 処理 を 行う こと が で きま す 。 

また カレ ント ドラ イブ に つい て の み で な く ド ライ ブ 名 や ファ イル スペ ッ ク の 指定 に 
より 他 の ドラ イブ や 特定 ファ イル の 指定 が 可能 で す 。 


以下 各 コ マン ド 操 作 に つい て 解説 し ます 。 


ESC or “Q", 。 or ^~C : コマ ンド 処理 の 中 止 
SPACE or JJ : 現在 表示 され て いる ファ イル に つい て 何 も 処 理 
し ませ ん 。 次 の ファ イル に つい て 女 理 命令 待ち 
の 状態 に な り ま す 。 
・“ 選 ”。 : 表示 中 の ファ イル を 消去 し ます 。 
・  R”  : 表示 中 の ファ イル を リネ ー ム し ます 。 新しい ファ イル ネー ム を 
ひき 続き 入力 し ます 。 
・ 上 エ 。 。 : ファ イル の 先頭 の 1 0 行 を タイ プア ウト し ます 。 
・ D” : ファ イル の 先頭 か ら 1 画面 分 の ダン プリ スト を 表示 し ます 。 
・ "CC。 。 : ファ イル を 他 の ファ イル に コピ ー し ます 。 “C” を 入力 後 、 
ひき 続き コピ ー 先 の (ファ イル 名 ) を 入力 し ます 。 
BS : 1 つ 前 の ファ イル に プロ ンプ ト が 戻り ます 。 


“T” 及び “D”" を 実行 し た 場合 、 ア プロ ンプ ト の ファ イル 名 は 実行 前 の も の が ひき 
続き 表示 され ます 。 従っ て 、 フ ァイル の 内 容 を 確認 し た 後 、 デ リー ト , 等 の 処理 を 行 
うこ と が 可能 で す 。 

ファ イル の 表示 順序 は 以下 の スイ ッ チ に より 変更 で きま す 。 

“の TP” 。 ファ イル の 日 付 の 新しい 順に 表示 

“の S” 。 ファ イル サイ ズ の 大 きい 順に 表示 

"の グ R”。 の グ S" プン” と 組合 せ て それ ぞ れ の 逆 に 表示 、 単 独 で は アル ファ ベ 

ッ ト の 逆順 に 表示 し ます 。 
の エーーー グ S” を 同時 に 指定 し た 場合 "S” は 無視 され 日 付 順 に 表示 され ます 。 
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し レー 


例 
A>menu J 
COMMAND.COM: JJ 
MSXDOS.SYS: 』 
TEST.C:Rename 
NEN FILE NAME :TEST1.C JJ 
Complete! 
TEST2.C: Quit 
> 
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MORE 





書式 


機能 


解説 


例 


MORE [ンプ H] [ プ P ( 行 数 ) ] 、,[ く ファ イル スペ ッ ク ッ ] 


察 準 人 力 か ら 標 準 出力 へ 1 画面 分 ずつ 区 切り な が ら 表 示し ます 。 


標準 入力 か ら の 、 ま た は 指定 の ファ イル の 内 容 を 標準 出力 (通常 は C じ RT エディ スプ 
レイ ) に 1 画面 分 表示 し ます 。 入力 が さら に 続く 場合 、 画 面 最 下 部 に 
"ーー デーーMORE? ニ ーー ニニ テニ =“* 
と 表示 され キー 入力 待ち の 状態 と な り ま す 。 
さら に 、 ス ペー スキ ー を お すこ と に より 、 次 の 1 画面 分 、 リ ター ン キ ー を お すこ と に 
より 次 の 1 行 が 表示 され 、 再 度 キ ー 入 力 待 ちと な り ま す 。 
以下 、 入 力 (ファ イル また は 標準 入力 ) の 終り まで 同様 の 操作 に より 表示 する こと 
が 出来 ます 。 
また だ 、 
"の グ P 人 《( 行 数 ) ” に より 1 画面 の 出力 行 数 を 任意 に か える こと が 出来 ます 。 
*Q” (Quit) キー を 押す こと に より コマ ンド は 中 止 さ れ ま す 。 
"S キー に より 、 現 在 表示 中 の ファ イル か ら 次 の ファ イル に スキ ッ プ し て 出力 
し ます 。 入力 が 標準 入力 の 場合 や 1 ファ イル の み 指 定 の 時 な ど は コマ ンド の 終 
了 と な り ま す 。 


A> MORE TEST、DOC 』J 


THIS IS TEST FILE FOR MORE COMMAND 


ーー ニー ニー MORE ?ー ニ ニー ニー 
この 状態 で スペ ー ス Ke y を お すこ と に より 
出力 が 再開 され ます 。 
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PATCH 


害 式 


PATCH[ ン H] [ グ S (ダン プ 開 始 バ イト ) ] 、, (ファ イル 名 ) 


機能 
バイ ナリ ファ イル を 更新 し ます 。 


解説 


コマ ンド 行 の 入力 に より 指定 の ファ イル が スク リー ン に 1 6 進 で 表示 され 、 パ ッ チ モ 
ー ド (ファ イル 更新 モー ド ) と な り ま す 。 カ ー ソ ル を 自由 に 動か し スク リー ン 上 の 数 値 
を 変更 する こと に より 、 指 定 の バイ ナリ ファ イル を 更新 する こと が で きま ず 。 ダ ンプ 開 
始 パ イト は “ プ S”" オプ ショ ン に より 4 桁 以内 の 1 6 進数 で 指定 可能 で す 。 指 定 し な い 
場合 ファ イル の 先頭 (0 バイ ト ) か ら と な り ま す 。 

さら に ESC キ ー に より コマ ンド モー ド に 入り 、 フ ァイル の 任意 の バイ ト を 指定 し 更 
新 す る こと が 可能 で す 。 以 下 各 モ ー ド で 使用 で きる キー、 コ マン ド に つい て 解説 し ます 。 


ジー ド 


本 0 


カー ソル キー 
スペ ー ス キー 

パッ クス ペ ス キ ー 
BSC キ ーー また は 、 "$" 
コ の 記 ド の ーー ドド 

*P* 

*X” 


*Q” 』 


(ダン プ 開 始 バ イト ) の 指定 


更新 し た い バ イト の 1 6 進 表 示 上 に カー ソル を 移 
動 し 各 キ ー を 入力 する こと に より メモ リー 上 の フ 
ァイル イメ ー ジ を 変更 し ます 。 

それ ぞ れ 1 画面 分 前 (P キ ー) 、 後 (N キ ー) へ 
ダン プ 表 示 を 進め ます 。 

カー ソル を 任意 の バイ ト 上 に 移動 し ます 。 

カー ソル を 右 に 一 つ ご 移動 。 

カー ソル を 左 に 一 つ ご 移動 。 

コマ ンド モー ド へ 移行 。 


パッ チ モ ー ド に 戻り ます 。 

更新 し た メモ リー 上 の ファ イル を も セー プ し て コマ 
ンド を 終了 し ます 。 

更新 し た メモ リー 上 の ファ イル を セー プ せ ず に コ 
マン ド を 終了 し ます 。 

ダン プ 開 始 バ イト を 1 6 進数 4 桁 以内 で 指定 し り 
ター ン キ ー を 押す こと に より 指定 の バイ ト か ら ダ 
ンプ 表示 され パッ チ モ ー ド に 戻り ます 。 
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SLEEP 


書式 
し 紅 表 上 /H| 上 L/Al し アゲ Bu 【【%MNt9。] *《mmy、4 《aa) 


機能 
ンス テム を 一 時 休止 状態 に し ま す 。 


解説 

SL し EEP コ マン ド で は シス テム の 再開 時 を 時 (hh) 、 分 (mm) 、 秒 (ss) 
で 指定 し ます が 、 指 定 の 時 間 は デフ ォ ル ト で シス テム 再開 まで の イン ター バル 時 間 と 
と な り “ プ A” オプ ショ ン 指 定時 に は 時 刻 、 す な わ ち hh 時 mm 分 s s 秒 まで の シス 
テム 休止 と な り ま す 。 時 、 及 び 分 は 省略 可能 で す が 、 分 の み の 省 略 や “ プ A"” オプ シ 
ョ ン 指 定時 の 時 、 分 両方 の 省略 は 無効 で す 。 ま た この 場合 、 時 の デフ ォ ル ト は 当時 刻 
と な り ま す 。 

"の B” スイ ッ チ に より 、 シ ステ ム の 再開 時 に BEEP 音 を 発生 し 、 ア ラー ム と し 
て 用 いる こと が 出来 ます 。 

SLBEEP コ マン ド は 1 ン 6 0 秒 に 1 回 の 割り 込み を カウ ント する こと に より 時 間 
を 計っ て いる た め 内 部 に クロ ッ ク を 持た な い MSX で も 動作 する こと が で きま す が 、 
この 場合 " プ A” を 指定 し た 場合 で も 時 鹿 の 指定 と は な ら ず 、 イ ンタ ー バ ル 時 間 と し 
て 処理 され ます 。 


例 
A>sleep /b 20 』 


BBEBE 一 P ! 
Av 
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書式 


解説 


例 


SORT | ン H」 【/A」 1/R」 |/S (端数 ) 1 し (アァ イル 欠 ペ ッ ク ) J 


文字 列 デ ー タ を ソー ト ( 普 べ 替え ) し ます 。 


入出 力 は 通常 標準 入出 力 が 用 いら れ ま す が 、 入 力 に つい て は (ファ イル スペ ッ ク ) 
で ファ イル の 指定 が 可能 で す 。 
入力 され た アス キー コー ド の デー タ を 各行 の 一 文字 目 か ら を 対象 に 判断 し 、 各 行 


を 特殊 文字 1. 2. 3. -。 A. B. C。 上, ア 。 イ 。 ウ .。 エエ , 順に 並べ 替え を 
し ます 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト は アル ファ ベッ ト 順 に ソー ト さ れ た 後 、 大 文字 . 小文字 の 
順に 出力 され ます 。 


“の R" オプ ショ ン を つけ る こと に より 上 記 の 逆順 に ソー ト し ます 。 

の S オプ ショ ン で は 各行 の 何 桁 目 か ら を 判断 の 対象 と する か を 桁 数 で 指定 し ま 
す 。 TAB は 相当 数 の スペ ー ス と し て 数 えま す 。 

2 つの オプ ショ ン は 同時 に 指定 出来 ます 。 

"の グ A” オプ ショ ン に より アス キー コー ド 順 の ソー ト を し ます 。 

ブ グ R と ププ A” を 同時 に 指定 し た 場合 、 ア スキ ー コ ユー ド 順 の 逆 ソ ー ト と な り ま 
ま 。 


A>sort test.dat JJ 
123 

456 

ABC 

abc 

BBB 

bbb 

7 イサ 

ょ オカ 

> 


より 上 一 8 


』 放 1 本 


例 


TTATIL [ンプ H] [ンジ N] [ンプ S (開始 行 ) | プ L ( 抽 力 行 数 ) ] 
。 [ (ファ イル スペ ッ ク ) ] 


入力 の 末尾 か ら 指 定 さ れ た 行 を 切り 取っ て 出力 し ます 。 


入出 力 は 通常 標準 入出 力 が 用 いら れ ま す が 、 入 力 に つい て は (ファ イル スペ ッ ク ) 
で 1 つま た は 複数 の ファ イル が 指定 可能 で す 。 

入力 の 末尾 か ら 指 定 の 長 さ を 切り 取り 、 行 番号 、 入 力 が ファ イル の 場合 、 フ ァイル 
名 を つけ て 出力 し ます 。 出 力 の 開始 位置 は 以下 の スイ ッ チ に より 指定 し ます 。 


の S” 出力 の 開始 行 を (開始 行 ) で 指定 し ます 。 
ググ L し ” 末尾 の 何 行 を 指定 する か を (出力 行 数 ) で 指定 し ます 。 
以上 どちら も 用 いな い 場 合 、 未 尾 1 0 行 の 出力 と な り ま す 。 


の N” スイ ッ チ を 指定 する と 、 行 番号 , ファ イル 名 が 省 か れ 、 行 本 体 の み の 
出力 と な り ま す 。 


Axtail b:test.doc 』 


B:TEST.DOC 
1225: 1ine 1225 


1234: line 1234 


A> 
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TR 


青 式 


『 


機能 


解説 


R[ グ H] [ ン W] [ プ D]」 [8S] [ビエ ーー レ CC] [ レ N]」 、 
"(文字 列 1) " 、 [ ) (文字 列 2) " ] 、 [< ファ イル スペ ッ ク ッ ] 


文字 、 文 字 列 の 置き 換え を 行い ます 。 


TR コ マン ド で は 、 入 出力 は 標準 入出 力 で す が 、 く ファ イル スペ ッ ク > に より ひと 
つま た は 複数 の ファ イル を 指定 可能 で す 。 ま た 、“ プ W” スイ ッ チ に より 、 2 種類 の 
置き 換え が 選択 可能 で す 。“ グ W” を 指定 し な い 場 合 、 文 字 単 位 の 置き 換え を 行い ま 
す 。 (文字 列 1 ) に 含ま れる 文字 が 入力 中 に 見 つか る と 、 そ の 文字 に 対応 する 〈 文 字 
列 2 ) の 文字 に 置き 換え ます 。 

また 、“ グ W スイッチ を 指定 し な い 時 に の み 、“ グ C” スイ ッ チ が 使用 出来 ます 。 
“*C” スイ ッ チ は (文字 列 1 ) に 含ま れ な い 入 力 中 の 文字 を (文字 列 2 〉 に 置き 換 
えま す 。 

/W を 指定 し た 場合 、 単 語 単位 で の 次 き 換 え を 行い ます 。 〈《 文 字 列 1 ) と 完全 
に 一 致す る 文字 列 が 入力 中 に 検出 され る と 、 (文字 列 2 ) に 置き 換え 出力 し ます 。 


① 文 字 列 の 指定 に つい て 
・ 文 字 列 は ダブ ルコ ー テ イシ ョ ン で 開 み ます 。 
・ (文字 列 1 ) は 省略 出来 ませ ん 。 ま た “ プ D” スイ ッ チ 指定 時 に は (文字 列 2 ) 
は 指定 で きま せん 。 
・ 文 字 列 は 2 5 5 文字 以下 で 指定 し 途中 に ヌル キャ ラク ター を 含ん で は いけ ませ ん 。 
・ 次 の 三 つ の キャ ラク ター は 文字 列 中 で 機能 コード と し て 特別 の 意味 を も ち ま す 。 
"ー*” (ハイ フン ) 
ニニ つの 文字 また は 数 字 を “一” で つなぐ こと に より 文字 また は 数 字 の 午 囲 
の 指定 と な り ま す 。 
例 “1--N" と 指定 する と “TIJKLMN" の 指定 と 同等 と な り ま す 。 
才 。 【 衝 リスタ! 
文字 ※N (N は 数字) で 同一 文字 N 個 の 文字 列 を 意味 し ます 。 
例 “2Z2*※5" は “ZZ2ZZZ” と 同等 と な り ま す 。 


芋 (円 記号 ) 


タブ や キャ リッ ジリ ター ン な どの 特殊 コー ド や ハイ フン 、 ア スタ リス ク な 
ど を 文字 列 の 要素 と し て 指定 し た いひ 場合 芋 の 後に 以下 の よう な 指定 を す 
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る こと に より 可能 と な り ま す 。 


" 学 n" ・ ラ イン フィ ー ド (0Ah) 
" 学 r" : キャ リッ ジリ ター ン (0Dh) 
も : タブ コ ー ド (0 9 h) 


ぎ x (16 進 2 桁 ) ” : 'x' の 後に 2 桁 の 1 6 進数 で コー ド を 指定 

学 (8 進 3 桁 ) “ : 3 桁 の 8 進数 で 指定 例 . “ 壮 102 "は “A" 

" 学 (文字 ) “ : 円 記号 の 後 の 文字 は その まま 文字 列 の 要素 と な り 
ます 。 た と えば “ 詩 半 "の よう に 円 記号 を 文字 列 
に 指定 可能 で す 。 


⑧② オ プシ ョ ンス イッ チ に つい て 
TR コ マン ド に は 以下 の よう な オプ ショ ンス イッ チ が 指定 可能 で す 。 


0 
0” 
1 


ヘル プ メ ッ セ ー ジ を 出力 し ます 。 

単語 単位 で の 軒 換 (だ フォ ルト は 文字 単位 ) を し ます 。 

(文字 列 1 ) に 含ま れ な い 文 字 を 置換 し ます 。 (“ ン W” 指定 時 は 無効 ) 
ファ イル 名 を 出力 か ら 省 きま す 。 

(文字 列 1 ) の 文字 また は 語 を 入力 中 か ら 削 除 し て 出力 し ます 。 

同一 の 置き 換え が 連続 する 場合 、 1 回 の 置き 換え に まとめ て 出力 し ます 。 
(ププ W 、 ソ ププ D” の どちら か が 指定 され て いる 場合 “" プ S” は 無効 ) 
視 数 の 連続 し た スペ ー ス 、 タ ブ を 1 スペ ー ス と し て マッ チン グ を 行い ます 。 


⑧ エ ラー メッセ ー ジ 、 警告 メッ セー ジ 
TR コ マン ド で は 文字 列 、 オ プシ ョ ン の 指定 が 多様 で ある た め 発 生 す る 様々 な エラ 
ー に ユー ザー が 適切 に 対応 可能 な よう 以下 の よう な メッ セー ジ を 出力 し ます 。 


と ケー w 補 一 区 


コマ ンド 女 理 の 続行 不可 能 な エラ ー で あり 処理 を 中 止 し ます 。 


1T11egal use of ーー/ 
文字 列 指定 の た め の 一 ′ の 使用 法 に 誤り が あり ます 。 ( 一 ′ の 前 後に 文字 が 
な か っ た り 同 じ 文 字 で ある 、 な ど ) 


山上 1 な a 1 Be o# 来 
氷 。 の 前 に 文字 が な い 、 後 に 数 学 が な いな どの エラ ー。 


の し ず 1 王 2 0 も お ね の ⑨9 も Ce88aPY" 


の D「 指定 時 に 、 文 字 列 2 は 指定 出来 ませ ん 。 
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Missing string 尋 " 


String 尋 の 指定 が あり ませ ん 。 ( 尋 は 1 また は 2) 


・ 交 告 メッ セー ジ 


メッ セー ジ の 後 何 ら か の コマ ンド 処理 を 実行 し ます 。 


"Warning: multi definition 多 

キャ ラク タタ? が 文字 列 中 に 2 回 以上 指定 され て いま す ( ?”。 は 実際 指定 され た 
文字 が 表示 され ます ) 。 最 初 の 出現 時 の 対応 で 置き 換え を お こない ます 。 
"Warning: string2 is longer 

民 の RA も Q@0 す  g も FInEM fa  Wgmne\ す gt 
単語 単位 の 置き 換え の と き 文 字 列 2 が 長く 文字 列 1 中 に 対応 する 文字 が 存在 し ま 
せん 。 文 字 列 2 の 長 す ぎる 部 分 を 無視 し て 置き 換え を 行い ます 。 


"Warning: stringl is longer 

Rest of stringl will deleted" 

ま 語 単位 の 置き 換え で 文字 列 1 が 長 すぎ 文字 列 2 中 に 対応 する 文字 が 存在 し ませ 
ん 。 文字 列 1 の 長 す ぎる 部 分 に 対応 する 入力 中 の 文字 は 削除 され ます 。 


例 
MyTR  a-z 4A-Z” text.c 
(ファ イル TEX 征 、C じ の アル ファ ベッ ト の 小文字 を 大 文字 に 置き 換え コン ソー ル 
に 出力 し ます 。) 


A>TR  /M /N “printf(” fprintf(stderr” CTEXT.C >CTEXT1.C 
(置き 換え の 結果 を ファ イル に リダイレクト する 場合 ) 
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UNIQ 


書式 
UNIQ [ンジ H] [ ジ N] [ プ C] [ (ファ イル スペ ッ ク ) ] 
機能 
入力 中 の 隣接 する 2 行 を 比較 し 、 そ れ が 同じ で ある 場合 、 2 行 目 を 出力 し ませ ん 。 
解説 
入出 力 は 標準 入出 力 が 用 いら れ ま す 。 
UNTQ の 機能 は SORTT と の 組合 せ で 特に 有効 と な り ま す 。 SOR 華 の 結果 を U 
NTQ フ ィ ル ター に か ける 事 に より 、 同 一 行 の 連続 出力 を 避け る こと が で き 、 見 易い 
出力 に な る で し ょ う 。 
"の じ スイ ッ チ に よら 行頭 に その 行 の 出現 回 数 が 表示 され ます 。 
"の N” スイ ッ チ に より ファ イル 名 、 行 の 出現 回 数 を 省き ます 。 
例 


Axsort <filel >file2 

Auniq <file2 >1ist1 
(以上 の オペ レー ショ ン に より fi le 1 の 各行 が 辞書 順に ソー ト さ れ 同 一 内 容 
の 行 が 重複 し な い リ スト が 1 i st 1 と し て ディ スク 上 に つく られ まし た 。) 
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VIEW 


書式 


機能 


解説 


V IEW | ン / ン HH 。 (クウ ァイル 名 ) 


ファ イル の 内 容 を 画面 表示 し 、 カ ー ソ ルキ ー, その 他 の キー に より 画面 外 も 自由 に 見 
る こと が で きま す 。 


“VIEW コマ ンド を 実行 する と 、 (ファ イル 名 ) で 指定 され た ファ イル が 先頭 
か ら 1 画面 分 表示 され ます 。 以 下 カ ー ソ ルキ ー の 操作 に より 、 画 面 を 上 下 自由 に スク 
ロー ル す る こと が で き 、 1 画面 に 納 ま ら な い フ ァイル の 内 容 を すべ て 見 る こと が 可能 


ok 
カー ソル アッ プ キ ー 5 行 上 を 表示 
ダウ ン キ ー 5 行 下 を 表示 
ライ トキ ー 8 桁 有 を 表示 
レフ トキ ー 8 桁 左 を 表示 
カー ソル キー の 他 に 
前 ペー ジ を 表示 
FN“ 次 ペー ジ を 表示 
肝 。 ファ イル の 先頭 を 表示 
pe ファ イル の 未 尾 を 表示 


の 得 キ ー に より 表示 部 分 を 自由 に 移動 で きま す 。 
また 、 “? キー に より VIEW コ マン ド の サ プ コ マン ド の ヘル プ が 表示 され コマ 


ンド を 起動 中 に 参照 する こと が で きま す 。 
'Q 、 qa 、 CC 又は ESC キ ー に より VIEW コ マン ド か ら 抜 けら れ ま 


す 。 
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WC 


書式 


WC [ンジ H] [ ン P (人 行 数 ) ] 、,[ (ファ イル スペ ッ ク ) ] 


機能 


入力 中 の 語数 , 行 数 ペー ジ 数 を カウ ント し ます 。 


解説 


例 


入出 力 に は 通常 標準 入出 力 が 用 いら れ ま す が 、 入 力 に は (ファ イル スペ ッ ク ) に よ 
り 、 1] つま た は 複数 の ファ イル の 指定 が 可能 で す 。 

[P 〈 行 数 ) ] に より 1 ペー ジ 毎 の 行 数 を 指定 出来 ます 。 デ フォ ルト は 6 0 行 で 
す 。 

WC コマ ンド に お いて は 、 文 字 、 数 字 の プラ ンク を 含ま な い 列 (但し 、 " ” “ーー" 
等 が 間にあっ て も 連続 と みな す ) を 1 ワー ド と し ます 。 

それ 以外 の も の は 無視 され ます 。 


A>wc *。docl| 

Pages Lines Mords Characters 
A.DOC 12 116 441 1543 
B.DOC 1 12 ZO 6 
C.DOC 12 110 900 1634 
AA> 
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5 エラ ー メ ッ セ ゼー ジ 一 覧 
ツー ルコ マン ド で は すべ て の エラ ー メ ッ セ ー ジ は コン ソー ル 画 面 に の み 出 力 さ れ ま す 。 
プリ ンタ ー や ファ イル に に エラー メッセー ジ が 出力 され る こと は あり ませ ん 。 


Bad argument ( 二 usage) 


アー ギュ メン ト の 数 に 誤り が あっ た り 、 不 要 な アー ギュ メン ト が コマ ンド ライ ン 由 に あ 
っ た 場合 この メッ セー ジ と と も に ユー セー ジ を 表示 し コマ ンド を 終了 し ます 。 


及 a は 人 せ すす ad Sae@if き ad 


BODY、DUMP コ マン ド で 出力 の 開始 行 (バイ ト ) の 指定 が 終了 行 (バイ ト ) より 
大 きい 場合 この メッ セー ジ で 女 理 を 終了 し ます 。 


Bad hexadecimal 


1 6 進数 の 指定 に 誤り が あり ます 。 
例 tr “ 笠 Ox" "0a” (x は 1 6 進数 と し て 不適 切な た め エ ラー と な る ) 


Excessive argument ( 填 usage) 


アー ギュ メン ト の 数 が 多 す ぎ ま す 。 複 数 の ファ イル 名 を " 十 '′ また は , ′ で つなが ず 
に 指定 し た よう な 場合 この メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


1 S ※.。 C ※。 Com  ※.。 rel 


ーー 


File cannot be copied onto itse1lf 


MEINU コ マン ド の “CC” (コピ ー) コマ ンド で コピ ー 先 の ファ イル 名 が ュ コピー 元 と 
同一 に 指定 され た 場合 この メッ セー ジ を 表示 し ます 。 コ ピー は お こ な わ れず プロ ンプ ト の 
ファ イル 名 は その まま で 次 の コマ ンド 待ち と な り ま す 。 


ベ フ ァイル 名 > is notk aa hexfi1e 
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BSAVE コ マン ド で HEX フ ァイル で な い フ ァイル を 入力 し た と き に この メッ セー ジ 
で コマ ンド を 終了 し ます 。 


Illegal combination of 





オプ ショ ンス イッ チ の 指定 に 無効 な 組合 せ が あ り ま す 。 その 後 の 処理 は コマ ンド に より 
異な り ま す 。 (BODY、MENU、LS の 各 解 説 を 参照 し て くだ さい ) 
例 ls ググ st 


imyaris month specified(+Tusage) 


CAL コ マン ド で 1 一 1 2 の 範囲 以外 で 月 の 指定 が あっ た 場合 の メッ セー ジ 。 


imyaiia character in の x′ ( 填 usage) 


オプ ショ ンス イッ チ 中 に 不要 な パラ メー タ が あり ます 。 

例え ば グ HI オプション な どの よう に パラ メー タ の 不要 な オプ ショ ン に お いて HH1' 
な どの よう に 無効 な 文字 や 数 字 が 指定 され て る 場合 ユー セー ジ と と も に この メッ セー ジ を 
表示 し コマ ンド を 終了 し ます 。 


Invalid key rember wae | 


KEY コマ ンド に お いて 1 て 1 0 以外 の ファ ンク ショ ン キ ー ナ ン バ ー の 指定 が あっ た 場 
合 こ の メッ セー ジ で コマ ンド を 終了 し ます 。 複数 の キー の 指定 の な か で ひと つ で も 誤り が 
あっ た 場合 この エラ ー と な りら り 和 理 を 中 止 し ます 。 


inysris minute or second yreeiriedresago | 
SLEEP コ マン ド で 6 0 以上 の 分 また は 秒 の 指定 が あっ た と き に この エラ ー と な り ま 


す 。 た だ し 、 時 の パラ メー タ 省 略 時 の 分 、 時 及び 分 の パラ メー タ 省 略 時 の 秒 の 指定 に は 6 
0 を 超え た 値 も 許さ れ ま す 。 


RERIT [ [hh] mm] ss (+usage) 
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SLEEP コ マン ド の 時 刻 指 定 (A 指 定時 ) で 時 、 分 の パラ メー タ が 共に 省略 され た 
と きこ の エラ ー と な り ま す 。 


x is not digit ( 十 uSage) 
数 字 で パラ メー タ を 指定 し な けれ ば な ら な い オ プシ ョ ンス イッ チ で 数 字 以 外 を 指定 し た 
場合 この エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
例 HEAD /S12FG 
の 場合 “" F is not digit" と 表示 され ます 。 


Missing parameter OTR 


HIEAD コ マン ド の プル オプ ショ ン の よう に 必ず パラ メー タ か 必要 な と ころ で 指定 
が な いと この メッ セー ジ で エラ ー 終 了 と な り ま す 。 

例 HEAD ノ L で は Missing parameter in ント L' 
と な り ま す 。 











Not enough memory for buffer 


コマ ンド の 実行 に 十分 な メモ リー を 確保 で き な か っ た 場合 に この メッ セー ジ を 表示 し コ 
マン ド を 終了 し ます 。 


Fi le nmo も t fogunmd!) ププ ァイル 者 > 


指定 の ファ イル が ディ レク トリ 中 に 見 つか り ま せん 。 


Renams rr 


MENU コ マン ド の R 。 (リネ ー ム ) コマ ンド に お いて 指定 され た 新しい ファ イル 名 
が すでに ディ スク 上 に 存在 する ファ イル と 同一 で ある 場合 に リネ ー ム エラ ー と な り プ ロン 
プ ト の ファ イル 名 は その まま で 次 の コマ ンド 入力 待ち と な り ま す 。 





も 1 し ひら 6 』】a 生 屋 esse | 


TR コ マン ド で 2 5 5 文字 を 超え る 文字 列 の 指定 が あっ た 場合 、 ま た は KEY コマ ンド 
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の ファ ンク ショ ン キ ー へ の 設定 文字 列 が 1 5 文字 を 超え た 場合 この メッ セー ジ を 表示 し コ 
マン ド の 実行 を 終了 し ます 。 





Syntax error OTTO 


KEY コマ ンド で 文字 列 設定 の 書式 に まち が い が あ る 場合 の エラ ー メ ッ セ ー ジ で す 。 
例 KEY F1. DIR 

で は ファ ンク ショ ン キ ー ナ ン バ ー と 設定 文字 列 の 区 切り に カン マ で な く ピ リオ ド が 
使わ れ て いる た めこ の エラ ー と な り ま す 。 


Unknown switch evsaeo | 


無効 な オプ ショ ンス イッ チ が 指定 され た 場合 の エラ ー メ ッ セ ー ジ で す 。 

例 WC /K 
で は 、WC コ マン ド の オプ ショ ン に ン K は 存在 し な いた めこ の エラ ー と な り コ マン 
ド を 終了 し ます 。 
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1 定 移 藤 - MS 一 DOS TOOLS 使用 サン プル 集 


MS 一 TOOLS の 、2 つ 以上 の コマ ンド を 組み 合せ た 例 を 、 サ ンプ ブル と し て こと こ 
挙げ ます 。 


と と で は 、 あ ら か じ め フ ロッ ピー に 人 入っ て いる 、 
Saimnplel1. doc 
S&TmnbDle2。doc 
Saimnpl ed3. doc 
お よび 、MSXーj) OS 立ち 上 げ 時 に 使わ れる 、 
welcome. doc 
が 、 必 要 で す 。 
また 、 こ と こと で 使用 する フロ ッ ピ ー は 、 必 ず 、 マ スタ ー か ら コ ピー し た も の を 、 用 いて 下 
さい 。 ま た 、 ラ イト ブロ テク ト ノッ ナチ は off (書き 込み 可能 ) と し て お いて 下さ い 。 
2 つ 以 上 の TO0LS の コマ ンド を 用 いか た 場 合 、 コ マン ド か ら コ マン ド ヘ デー タ を 引き 渡 
す の に 、 中 間 フ ァイル を 作り ます 。 従っ て 、 ラ イト プロ デ テク トス イッ チ を on (書き 込み 
不可 ) と し て お く と 、 中 間 フ ァイル が 作れ ず に エラ ー と な っ て し まい ます 。 


まず 、 サ ンプ ブル と し て 付い て くる ファ イル の 内 容 を 見 て み ま し ょ う 。 
A テ > テト pe Sagmple1. doc 


と 、 タ イブ し て 見 て 下さ い 。 


GS で どー や ーー コト 2 う 


A > 
と 、 表 示さ れる と 思い ます 。 で は 、 こ の ファ イル を ソー ト し て み ま し ょ う 。 
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衝 さ S@F ず も Sammeel1、qdoe 


CoQ- コ OO で G 克 < トト うう デ 


A ム > 
で は 、 も うち ょ っ と 複雑 な こと を し まし ょ う 。 
いま ソー ト し まし た が 、 た と えば ソー ト の 結果 の うち 、 最 初 か ら は つめ まで を 
表示 させ る に は 、 次 の 様 に し ます 。 
みみ SOfTf も safnnpgle1。 doc | jead ププ 1L 上 3 
合間 
0 
2 計 
ム > 
こと で 出 て きた を head コマ ンド (ブフ ァイル の 先頭 (は じ め ) か ら 、 指 定 行 だ け 表 示す 
る 。) に つい て 、 も うす こし 説明 し ます と 、 
ます 
全 み df 、doc 
で 、 拡 張子 が 「d ocC」 の ファ イル を 見 て み ま す 。 お そら く 、 
WELCOME.DOC 
SAMPLE1 .DOC 
SAMPLE2.DOC 
SAMPLE3.DOC 
の 4 つ だ と 思い ます 。 そ 選 で 、 た と えば 


A>head グ L3 welcome. doc 
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まま 

と よう こそ MSXーDOS ノ TOOLS の せ か い へ 

9・ 

の よう に 表示 され ます 。 こ れ は 、 こ と の ファ イル の うえ (最初 ) か ら 3 行 を 表示 し た 
で も の で す 。 で は 、 つぎ 区 、 
A>head グ L5 ※. doc 

と し ます と 、 と これ は この フロ ッ ピ ー 上 の (この 場合 は AF ドラ イブ の ) 全て の 
ブフ ァイル の うち 、 拡 張子 に d oc を 持つ も の の ファ イル の 初め か ら 5 行 を 、 順 に 
表示 し ます 。 


welCoie .doc 


本 

2・ よう こそ MS メーDOS ノ TOOLS の せ か い ぃ へ 

人 

4 この た び ぴ び は , MISXーTOOLS を お か いあ ば げ 

>:。 いた だき まこ と に あり が と う ご ざい ます 。 
SallDle] .ddoc 

1: 4 

oe 

xs 

村 。 間 

ち 。 誠 


Sailple2.ddoc 
・ 1234567890 
・ 2234567890 
・ 3234567890 
・ 4234567890 
・ 5234567890 


〈m ム 呈 て で う トウ うー 


SallDle3.doc 


9 ーー ーーーー ーー 
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3・ 4444 

4: 1111 

っ 。 2222 
A > 


いま は 、 こ れ だ け (4 つの ブフ ァイル だ け ) で す が 、 も っ と ブフ ァイル が 多く な っ て 、 
1 画面 に 入ら ず に 、 ス クロ ー ル アッ プ し て 画面 の 上 に 消え て 行っ て し まう 場合 、 


上 全 Pead ゲ L5 ※ ま 。. doe ] more 
と すれ ば 、1 画面 1 画面 ご と に スク ロー ル が 止ま っ て 、 見 や すく な り ま す 。 


さて 、 ta i 1] (ファ イル の 後ろ (お し まい ) か ら 指 定 行 だ け 表 示す る 。) で も 指定 の 仕 
方 は 同じ で す 。 


AA も wl - デル BB 楽 。 doe 

で 、 該 当 ず する ファ イル (と と で は 、sample1.doc、sample2. doc 
sample3.doc、welcome. doc の 4 つの は ず で す ) の ブフ ブ ァイル の 
お わり か ら 5 行 を 順に 表示 し ます 。 

welcome .doc 

14′ と し て あり ます . これ ら の コマ ント を お つか い 

15: の うえ , より た の し い MSXーLIFE を お すご ご“ 

16: し くだ な だ さい. 

18: 。 。 ーーーーー ASCII MSX と うか つぶ 


Sallplel.doc 


CO ~-3 の ) 〇 1 い 史 
GS くう ッ メー O 〇 の の 


Sallnle2.doc 
・ 4234567890 
・ 5234567890 
・ 6234567890 


〇 っ 〇 1 』ー 
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7・ 7234567890 
8: 8234567890 


Sallple3.doc 
する 
8: 6666 
MC 10 
10: 8888 
1 


A > 


これ ら の head、ta ij 1 コマ ンド は 、「 ど の ファ イル だ っ た か な ーー」 と いう 
と き に 、 非 常に 役に立ち ます 。 

また 、 フ ァイル の 最初 の 方 に 、 フ ァイル を 作っ た 日 に ちや 、 バ ー ジ ミン 、 作 者 の 名 前 
な ど を 書い て お け ば 、h ead コ マン ド に より 、 す ぐに 見 つけ 出す 事 が 出来 ます 。 


と と まで 読ん で こら れ た あな た な ら 、 次 の 例 も 容易 に 理 冬 で きる で し ょ う 。 
和み 合 O 氏 jl 全 AMEPLES き 。 DOGC 1 可 友 AD プ L4 | IMO 頁 世 


つぎ に 、 同 様 に ブフ ァイル の 中 を 見 る コマ ンド で 、DUMP コ マン ド を 使っ た 例 を あげ 
EL よう 。 


A>DUMP sample1. doc 


0A 37 0D 0A 35 0D 0A 38 0D 0A 31 4..2..7..5..6..・ 


0000 : 34 0 D 
A 36 0D 0A 1 oo に 


D 0A 
0010 : 0OD 0A 3 


A 32 0 
3 0D 0 


A > 
と の よう に 、 フ ァイル の 内 容 を 1 6 進 と アス キー コー ド で 表示 し ます 。 上 の 例 で は 、 
34 が 迷 字 の 4、0D が キャ リッ ジリ ター ン (改行 ) 、OA が ライ ン フ ィ ー ド (1 行 
送り ) . . . . と な っ て いま す 。 1 A ふ は ファ イル の 終わ り を 表し ます 。 そ の た め 、 つ ぎの 
バイ ト か ら 先 は 表示 され ませ ん 。 先 ほど の HEAD コ マン ド と 組み 合せ る と 、 下 の 様 に な 
り ま す 。 


A>DUMP sammple1i. doc | HEAD グル し 1 


SamlDlel .doc 
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1: 0000 1 34 0D 0A 32 0D 0OA 37 0D 0A 35 0D 0A 38 0D 0A 31 4..2..7..5..8..1 
な の ン 


最後 に 、MS80、L80、BAS 1]IC を 組み 合せ て 使用 し た 例 を 示し ます 。 


を 
SEBARCH. MAC , M80. COM , し L 
SEARCH. BAT , L80. COM , B 
SEARCH. BAS 
の 7 つの ファ イル が 必要 と な り ま す 。 
これ は 、SEARCH. BAT と 言う バッ チ フ ァイル を 使っ て 実行 する よう に な っ て い 
ます 。 ま ず 、 使 用 する ファ イル の 内 容 を 見 て み ま し ょ う 。 


A>TYPE SEARCH. BAT 動作 の 説明 (これ は 放 作 に は 入っ て ませ ん ) 


80 =search search.mac を アセ ンプ ル す る 

180 /p:d000,search,search/n/x/e アセ ンプ ブル し た 結果 を リン カー に 通す 

bsave search.hex >search.bin リン カー の 出力 を バイ ナリ ー フ ァイル に する 
basic search.bas basic 上 で search.has を 実行 する 

ム > 


最 人 の 3 行 で 、SEARCH. BTIN が 作ら れ 、ba s ic プロ グラ ム の SEARCH. 
BAS の 中 で 、 こ れ が メモ リー に ロー ド され 、 使 われ ます 。 で すか ら 、L80. COM を 
実行 する 際 に 、 多 hDO000h か ら ロ ー ド する よう に 指定 し て いま す 。 (Zp : d000 
の 部 分 ) 


つぎ に 、SEARCH. BAS の 内 容 を 見 て み ま し ょ う 。 こ と の SEARCH. BAS は 、 

BAS TITC 上 の 中 間 言 語 フ ァイル と な っ て いま す の で 、 こ の まま TYPE コ マン ド で 見 る 
こと は 出来 ませ ん 。 そ こ で 、L I ST コマ ンド を 使っ て 、 内 容 を 見 ます 。 (ちな み に 、 中 
間 言 語 フ ァイル の 方 が 、 デ ィ ス ク 上 の スペ ー ス を 取り ませ ん 。) 

入 み LIST SEARC 革 。 BAS 

110 CLEAR 300,&HCFFF: BLOADPSEARCH.BIN": DEF USR=&HDO00 


130 IF AS(N)<>" THEN NEN+1: AWCN)=NID$(USRC⑦ う ,2,8):GOTO 130 
140 IF AWC THEN BEEP: END 
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150 GOSUB 170 

160 |=I+1: GOTO 140 

いり 

180 B$=A$C1)+”.DOCPI OPEN B$ FOR INPUT AS 振 

190 PRINT SPC(8)j” ア 伯 リ お TB$ 

200 IF EOF(1) THEN CLOSE: PRINT SPCC8):B$ ア フナ イロ 93 上 ョ 9 ウッ” ジッ 9 アツ [ RETURN 
210 INPUT #1,C$ 

220 PRINT C$ 

230 GUTO 200 


AA > 


さて 、SEARCH. BAS る も 、 説 明 し て お きま し ょ う 。 こ とこ の プロ グラ ム は 、2 つ の 部 
分 に 分 けら れ ま す 。 そ れ は 、 1 1 0 行か ら 160 行 の 部 分 と 、 1 7 0 行か ら 終 り ま で で す 。 

この うち 、1 1 0 行か ら 160 行 まで が SEARCH. BIN を 使用 し た 部 分 で 、 こ の 
BAS TIC プ ログ ラム の 重要 な 部 分 で す 。 1 1 0 行 は 、 機 械 語 の エリ ア を 確保 し て 、 ( 婦 
HDO0O0O0h か ら 上 ) そこ に SEARCH. BIN を ロー ド し ます 。 そ し て SEARCH. 
B I N の 実行 開始 番地 を 私 HD 000 と し ます 。 


0C” (つま り ”" ※ ま . DOC" ) の 指定 を し て 、 デ ィ ス ク の 中 か ら 最 初 に 該当 する ファ イ 
ル 名 を AS (0) に 代入 し て いま す 。 ま た TI と N に 0 を 代入 し て 、 初 期 設 定 を し て いま す 。 


る ファ イル 名 を すべ て 、 文 字 配 列 A$ に 順次 代 人 し ます 。 フ ァイル 名 を 得る た め に 、SE 
ARCH. BIN を 繰り 返し 実行 し て いま す 。 (USR で ”)〉)) SEARCH. BIN 
は ” ” を 指定 され る と 、 役 続 の ファ イル 名 を 順次 返す よう に な っ て いま す 。 ま か 該当 する 
ファ イル が な い 場 合 に は 、” ” (ヌル スト リン グ ) を 返す よう に な っ て いま す 。 


この 時 点 で 、 文 字 配 列 A ま の 中 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


AS (0) = "WELCOME" 
AS(1) = "SAMPLE1P 
A ま (2) = ” SAMPLE27 
AS (3) ニ SAMPLES3" 
A 吾 (4 ) ー: 人 族 /。 


1 40 行 で は 、 文 字 配 列 A$ の 中 身 が ”” (ヌル スト リン グ ) で あれ ば 、 こ の プロ グラ 
ム を 終了 し ます 。 今 こと を 最初 に 通る と き に は 、! 三 0 で すか ら 、AS (0) =”" WEL 
COME” と な り 、 先 へ と 進み ます 。 IT ニル 4 の と き に 、AS (4) =" ” と な り 、 終 了 し 
ます 。 

1 50 行 は 、170 行 以下 の サ プ ル ー チ ン を 呼ん で いま す (170 行 へ いき 、RETU 
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R N 文 で 帰っ て くる ) - - 
160 行 で は 、 1 の 値 を 1 増やし 、140 行 へ と 飛び ます 。 1 4.0 行 と 160 行 に より 、 
1 の 値 を 0、 1、2、. . . と 増やし て 、 つ まり 文字 配列 人 お の ファ イル 名 を つぎ つぎ と 
変え な が ら 実 行 し て いく わけ で す 。 
17 0 行 以降 は 、 ま と め て 説明 し ます と 、 
B $ に 文字 配列 AB お から ファ イル 名 を 代 人 し て 、 そ の ファ イル を シー ケン シャ ルフ ァイル 
と し て オー プン し 、 フ ァイル の 内 容 を 画面 に 表示 し て 、 表 示す る 内 容 が 抱く な っ た ら RE 
TURN 文 に より 1 50 行 に 帰る 、 と いう も の で す 。 
従っ て 、1 20 行 の " 2 マツ???27DOC”" と 、170 行 以降 を 変え る 事 だ より 、 
「 デ ィ ス ク の ファ イル 名 を 得 て 、 そ れ を 元 に し て 何 か が か する 」 と いう プロ グラ ム が 簡単 に 出 
来る の で す 。 
で は 、 実 行 で す 。 と 言っ て も 、 た だ 見 て いる だ け で 、 ア セン プル か ら BAS 1 C の 実行 
まで 、 全 部 バッ チ ブ ァイル が や っ て くれ ます 。 
お 買い 上 げ 頂 いも マス ター フロ ッ ピ ー か ら の コピ ー を お 使い くだ さい 。 
SB 訪 只 C じ 月 (SEARCH。 BAT を 実行 》 
Azmm80 =search 
No Fatal error(s) 
AzI80 /p:dO00,search,search/n/*/e 
MSXL-80 1.00 01-Apr-85 (C) 1981。1985 Microsoft 
Data DOO0O DOA7 < 1G7> 


43403 ByteS Free 
[0000 DOA7 208] 


Azhsave Search.hex >search.bin 
CollDlete 


AzhasiC Search.has 


(ここ で 画面 が 消え て 、BASTIC が 立ち 上 が る ) 
SEARCH。 BAS を 実行 する 。 
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どう で し た か 。 あま り に すい すい と 実行 し て し まう の で 、 よ くわ か ら な か っ た と 思い 
ます 。 そ の と き は 、CALL SYSTEM と タイ プ し て 、MS メ メーD OS に お も どり 、 も る 
う 一 度合 EEARKC 表 。 BAT 多 実行 し て みて で てく 宮 さ い 。 ま か か 、S 豆 ARC 旨 、 表 AS に つ 
いて 、 も っ と 詳し く 勤 作 を 追っ て 見 たい 方 は 、B AS I C 上 で TRON コ マン ド を 実行 し 
人 hM 抽 還 を は 短 信二 科す 間 
肥 は 、 


A>BASIC 
(BASTIC が 立ち 上 が る ) 
LOAD' SEARCH. BAS" 


か ら 始め る こと と が で きま す 。 


よめ いり LSー99 


和光 ネー ーー MC ペ テ バグ プー スイ マン と 用 と 


CIO_RIWUMRTeefh も (@⑥ 前 NSCANISIG 1 160OMRep or る ボボ 1 の Oh 


と こよ トン の o ち (て ( 二 


本 宮 は 、MSX コ ン ビ ュー タ の た め に マイ クロ ソフ ト 社 が 開発 し を も ディ スク ・ オ ベレ ー 
ディ ング ・ シ ステ ム 放 ざさ ざ メ ダー の ひざ の 上 説 書 で す 。 

MSX コ ンピュータ は 、198383 年 に 内 アス キー と マイ クロ ソフ ト 社 が 提唱 し た コン ビ 
ュー タ の 統一 仕様 で す 。MS X は 、 侵 れ た 拡張 性 を 持つ こと や 、 周 辺 機 器 や ソフ トウ ェ ア 
の 互換 性 が ある こと な ど が 高く 評価 され 、 全 世界 で 多く の 人 々 に 愛用 され て いま す 。 ま た 、 
1985 年 に は 、MSX 仕 様 を さら に 拡張 し た MSX2 統 一 仕様 が 発表 され まし た 。 

MSX は 、 デ ィ ス ク を 使用 する こと で 多く の プロ グ ゲラ ミン グ 言 語 や アプ リケーション ・ 
ブロ グラ ム が 利用 で きる よう に な り ま す 。 ま た MSX 2 は 優れ た 映像 機能 を 持っ て いま す 
が 、 そ の 機能 を より 発 押 する に は や は り デ ィ ス ク の 利用 が 不可 欠 で す 。 こ の よう に ディ ス 
ク の 必要 性 が 高く な る と 、 デ ィ ス ク そ の も の を コン トロ ー ル する ソフ トウ ェ ア が 要求 され 
る よう に な り ま す 。/ が ぐ ざ ダ メー リリ り ひざ は 、 こ と の 要求 に 応え て 開発 され た 、MIS X の た め の デ 
イベ スグ ほ アト ウー ル す る リフ フトウェア (ディ スク タク ・ オ パル リー ジィ ルル ジジ ウス 学 と ) な の 
四 き っ p 

7 ざー リ ひ OS は 、 が ざー の ひざ に 準じ た 操作 性 を 備え て お り 、 ま た ファ イル の 互換 性 
が あり ます 。 そ し て CPM の ブ プログ ラム を 容易 に 移植 で きる な どの 、 数 々 の 特徴 を 持っ 
て いま す 。 そ の た め / ざ バー リカ のり ぶ を 利用 する こと で 、MSX コ ン ビ ュー タ を より 高度 な 
コン ビ ピュー タ ・ シ ステ ム と し て 活用 する こと が 可能 に な る の で す 。 

本 害 が 、 あ な た の MS X の 世界 を より 広げ る こと 役立て ば と 、 期 待 し て や み ま せ ん 。 


本 書 は 、「 第 1 部 7S マ ー リ OS イン トロ ダク ショ ン 」、「 第 2 部 7S マ ー カ OS 
ュー ザー ズ ・ ガ イド 」、「 第 3 部 /MS エ バーリ OS プロ グラ マー ズ ・ ガ イド 」 の 83 部 構成 
(に な っ て い ま 1 


1 部 対 8 バ マー リ り イント ロダ タ シ ョ ン 
7 ぐ ダ メー リカ ひ O ざ を 使用 する 上 で 必要 と な る 基 本 的 知識 に つい て 述べ て いま す 。 
初 め て ディ スク ・ オ ペレ ー デ ィング ・ シ ステ ム に 接する 方 は 、 第 1 部 を 読む こと 
に より 7 ぐー リカ ひざ の 概要 を 理 冬 する こと が で きま す 。 


第 2 部 7 が S ダ ー リ ひ OS ユー ザー ズ ・ ガ イド 
/ 太 が ぐ メ バー リカ OS の 基本 的 な 操作 方 法 や コマ ンド に つい て 解説 し て いま す 。 ブ ロ 
グラ ミン グ 詩 語 や アプ リケーション ・ ブ プロ グラ ム を 利用 する 方 は 、 第 2 部 を 読む 
こと に より 7 ぐさ ぐ ダ ー ガ OO ざ の 操作 法 を 理解 する こと が で きま す 。 


第 GS 部 478 メ ダー カリ ひき ブロ グラ マー ズ ・ ガ イド 
7 が @ メ ー リ り O ぐ ざ の シス テム ・ コ ー ル に つい て 解説 し て いま す 。 アセ ンプ ラ や コ 
ン パ イラ を 使っ て アブ リケーション ・ フ ブロ グラ ム を 開発 する 方 は 、 第 3 部 を 読む 
こと に より 747 ぐ ダー リカ O り ざ の 活用 法 を 理 角 す る こと が で きま す 。 


な お 各部 ご と に 用 語 解 説 を 付け まし た の で 、 必 要 に 応じ て 公明 し て くだ さい 。 


1987 年 2 月 
内 ア スキ ー MSX 統 括 部 


天 1 部 


イン トロ ダク ショ ン 





CE に に に) の 5 を 
第 1 部 イン トロ ダク ショ ン は 次 の よう 構成 され て いま す 。 


系 1 草 で な は な 、 初 ぬ め て オペ レー ディ ング ・ シ ステ デム 区 接する 方 の た め に 、 オ ペ ベレー ティ ン 
グ ・ シ ステ デム に つい て 簡単 に 解説 し て いま す 。 

各 2 章 で は 、 最 新 の オペ レー ティ ング ・ シ スチ テ チム で ある 47 ぐ マー リカ OS の 数 々 の 優れ た 
特徴 を 紹介 し て いま す 。 

第 3 章 で は 、7S マー カカ OS の 使用 例 を 紹介 し て いま す 。 

5 4 電 で は 、 装 き メ ダー リ の の も と で どの よう し で プロ グラ ミン ダ を 行う か に つい て 、 
アセ ンプ ブラ 言語 を 用 いた 場合 の 例 を 上 げ て 和解 説 し て いま す 。 

付 氏 A 人 で は 、 が ぐー カ の カ のり S を 使用 する た め に 必要 な ハー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア に つ 
いて 述べ て いま す 。 

付録 B で は 、 ぐ ダー リカ ひざ ぐ の も と で 利用 で きる アブ リケーション ・ プ ログ ラム を 紹介 
し て い ゆめ ま すず す 。 

付録 C で は 、 妊 ぐー リカ ひ O ぐ に つい て の 知識 を より 深め た い 方 の た め に 、 参 考 と な る 天 
籍 を 紹介 し て いま す 。 


人 メー リル OO 8 
紀生 本 記 3 イー 下 1 の と シー = っ ニテ 
日 時 貼 時 各 暑 各 緑 口 婁 口 時 口 昭 口 還 則 附則 暇 口 琴 則 早口 時 口 口 了 口 野口 照 口 皮 口 量 口 昌 


第 1 本 中 ルー ディジ が ャ ツメ スム 。。 ニ ニニ ペ デニー マデ ニー テ ma っ ちや る の や デュ コキ 1 
第 2 章 77 ぐ マーカ OS の 特徴 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー の 
征 3 章 が S ダ ー リ OS の 使用 例 。 -----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- ー 4 
第 4 章 77Sー カ OS で の プロ グラ ミン グ 例 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 軸 


付録 A 破 き XXー カ きき の ハー ドウ w、 ソ フト ウェ ア 入 成 <- ニ ーー 9 
A. 1 ハー ドウ ェ ア 構 成 
入信 サブ プ ト 交 了 続 了 
A. 3 ぐ S メ ー カ OS 概念 図 
付録 5 アプ リケーション ・ プ ログ ラム の 紹介 = ーーーーーーーーーー 11 
付 祭 に 開 半 寺 給 0 休 20 ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー 1 2 
2 シシ 1 5 


ーー 16 


湖 抽 1 瑞 シン エン ーー デコ アー ニノ フラ デ ーー テン ニー スー ニー デ テテ 、 


マイ クロ ・ コ ンピュータ が 誕生 し た ころ 、 ま だ その 機能 は 低く 周辺 機器 も 少 か っ た た め 、 
走る ブロ グラ ム る 単純 な も の で し た 。 し か し 年 々 マイ クロ ・ コ ンピュータ の 心臓 部 で ある 
中 央 処理 装置 (CPU) の 性 能 は 向上 し 、 内 部 記憶 装置 (メモ リ ) の 容量 も 増大 し た こと 
に より 、 周 辺 機器 の 性 能 は 上 が り 種 類 る 増え て きま し た 。 そ し て これ に と も る な っ て 、 そ れ 
を 利用 する ブロ グラ ム も る 多様 化し 、 大 量 の デー タ を 扱う も の も 出 て きま し た 。 

この よう 進歩 し たん コ ンピュータ の 機能 を 充分 に 活用 する に は 、 周 辺 機器 を 含め た コン 
ピュー タ ・ シ ステ デム その も の を コン トロ ー ル する こと が 必要 で す 。 ま た 多数 の プロ グラ ム 
や 大 量 の デー タ を な 管理 する た め の 手 段 も 不可 欠 に な り ま し た 。 そ し て 、 こ ご の よう な こと は 
人 が 行う より も る 、 コ ンピュータ 自身 に 行わ せ た 方 が 効率 的 で ある 、 と いう こと が わか っ て 
ぎ きま じ た 。 ら う し で 他 ま か だ た ソサ トウ ロア が が ポ ボ ペ ツレ ウデ ィング ゲー シス テム (て O ぎ ) で す 。 

さて 、 進 歩 を 重ね て きた コン ピュ ー タ ・ シ ステ チム の 中 で も る 外部 記憶 装置 の 進歩 は 著しく 、 
短い 月 日 の 間 に 紙 テ チープ か ら カ セッ ト テ デ テープ 、 さ ら に は フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク へ と 長 足 の 
進歩 を 遂げ ば まし た 。 フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク は 、 1 枚 に 多種 多様 な プロ グラ ム や デー タ 〈( フ 
ァイル ) を 記録 する こと が で き 信 出力 も 高速 な の で 、 今 日 の コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム に は 
欠か すず と と の で き な い も の と な っ で いま まず 。 

と の フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク の 持つ 特徴 を 生か し て 設計 され た の ひざ を ディ スク ・ オ ペレ ー 
ディ ャ ング ・ シ メス デム (DOS) と いい 。 末 書 で 朋 語 する 9 メー リル 0 の 0@ も その ひと つ で すず す 。 
ディ スク に 記録 され る ファ イル は 、 多 いと き で 100 以 上 に な り ま す 。 のり ひざ の 主 な 仕事 は 
と この ディ スク ・ フ ァイル を 管理 する と と で す 。 り 0S に は 、 フ ァイル に 関す る 情報 の 表示 、 
ある い は ファ イル の 削除 、 フ ァイル 名 の 変更 な ど 、 フ ァイル を 管理 する た め の 有 用 な 命令 
(コマ ンド ) が いく つか 備え られ て いま す 。 ま た ディ スク に 対す る 入出 力も ひりひり ざ が 行う 
の で 、 人 は どの よう に ディ スク を 扱う か ぬ 、 ど の よう に ファ イル を 扱う か と いう こと は 意識 
する 必要 が あり ませ ん 。 そ の た め 、 プ ログ ラミ ング な どの 作業 を より 効率 的 に 行う こと が 
で きる 9 で ぎ 。 

つま りり ひざ ぐ と は 、 コ ンピュータ の 使用 環境 を 整え 、 コ ンピュータ 資源 を 有効 に か つ 効 率 
良く 利用 する た め の 、 基 本 的 な が ソフトウェア と いう こと が で きま す 。 
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公 生 性 カイ ご ご ズ デ ダー の rZ フ っ ご の っ 竹生 篤 

7 ぐー カリ り OS は 、8 ビ ッ ト ・ マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 用 の OS と し て 、 数 々 の 優れ た 特徴 
を 備え て いま す 。 以下 に その 特徴 に つい て 解説 し ます 。 

i . 7 ぐー リリ ひ OS だ 準じ た 高度 な 操作 性 

ル 7 ぐ S ダ ー リ カリ ひざ ぐ S は 、16 ビ ッ ト ・ マ イク ロブ プロセ ッ サ 用 の 汎用 り ぐ ざき で ある 7 ぐー カリ OS を 
ゐる と に 開発 され まし た 。 そ の た め / 故 SS ダー リカ OS を た 知る こと で 、Sー カ ひりひり ぐ の 操作 に る 
慣れ る こと が で きま す 。 

① が S ダ デー カリ ひ O ぐ S の コマ ンド の 名 前 と 機能 は 77S 一 りり S と 共通 に な っ て いま す 。 そ 


の た め 、 が ぐ ダ ー リ ひざ を 使用 する こと で 、/ ぐ ーー リカ ひ OS の 使用 法 を 学ぶ こと が で き 
ます 。 


② ファ イル を 修正 する と 、 そ の 日 付 と 時 刻 が 自動 的 に ディ スク に 記録 され る の で 、 い 
つ フ ァイル が 修正 され た か を 知る こと が で きま す 。 
③ コマ ンド 行 の 編集 機能 を 備え て いま す 。 そのため 入力 ミス を 容易 に 修正 する こと が 
で き 、 ま た 同じ コマ ンド を 続け て 入力 し た り 、 似 た コマ ンド を 人 入力 し た りす る の か 楽 
な っ て で て いま す 。 
③④ 7478 ダー リカ OS は 、 実行 する プロ グラ ム 名 を “autoexec. ba も も” と いう 
ブフ ブ ァ イル に 書き 込ん で お くだ な け で 、 起 動 時 に 自動 的 に 実行 する 機能 を 備え て いま す 。 
呈 . Sー の リカ り ざと ファ イル の 互換 性 が ある 
ディ スク へ の 記録 方 法 が 4 ぐー の リ OS と 同一 な の で 、/7S ぐ 一 OS で 作成 し た ファ イル 
を /7 ぐ ダー リカ ひ OS で 読み 書き する こと も る 、 そ の 逆 る 可能 で す 。 
授 . 強力 、 高 速 か つ 柔軟 な ブフ ァイル 処理 
4 ぐ ざ メ パーリ OS は 以下 の よう な 優れ た ファ イル 処理 を 実現 し て いま す 。 


① が Sー リ OS や UNIX と 同様 に 最大 1 ギガ バイ ト と いう 大 容量 の ファ イル を 取り 
扱う こと が で きま す 。 
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②③ FAT や ディ レク トリ の バッ ファ リン グ に より 、 高 速 な ディ スク の 入出 力 を 実現 し 
て いま す 。 ま た ブロ ッ ク 人 入出 力 を 利用 し た プロ グラ ム で は 、 さ ら に 高速 な 入出 力 が 可 
能 で す 。 


③ ファ イル の 処理 に 論理 レコ ー ド と 呼ば れる 手法 を 取り 入れ て 、 プ ログ ラム の 開発 を 
容易 に し 、 ま た ディ スク の 有効 利用 を 図っ て いま す 。 


⑨ 周辺 機器 を ディ スク ・ フ ァイル と 同じ よう に 取り 扱う こと が で きま す 。 た と えば 、 
ファ イル か ら の 人 入力 と 同じ 方 法 で キー ボー ド か ら 入 力 し た り 、 フ ァイル に 出力 する よ 
うに し て ブリ ンタ に 出力 し な りす る こと が で きま す 。 


iv. Disk BASIC を りり ひざ ぐ か ら 利 用 で きる 


MSX Disk BASIC は 7S メ ー カ O り ぐ を 利用 し て 動作 し て いま す 。 そ の た め 、 
BASTC の 画面 編集 機能 や 画面 制御 命令 な どの 便利 な 機能 を 、 が ぐー カリ ひ OS か ら 利 用 
する と と ど 8 で きま す 。 


①⑥① ファ イル 処理 に 同じ 方 法 を 用 いて いる の で 、Disk BASIC で 作成 し た ファ 
イル を /7 ぐ パー リリ ひ ざ で 扱う こと も 、 そ の 逆 も 可能 で す 。 


② が S ダ ー カ OS に は Disk BASIC 移行 する コマ ンド が 、 ま た Disk 
BASIC に は / ざ ぐ ざ ダ メー リル ひ ぐ C 移 行 す る コマ ンド が 用 意 さ れ て いる の で 、 相 互 に 行 
ぎ き 来 する こと が で きま す 。 


V. プロ ッ ビ ピー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ プ が 1 台 で 動作 する 

他 の OS は 、 動 作 す る た め に 最低 で も 2 台 の フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ を 必要 と 
する の が 普通 で す 。 し か し 7 ぐー リカ OS は 1 人 台 で る 動作 する よう に 設計 され て いる の で 、 
特に その 必要 を 認め な い 方 は 、2 台 目 の フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ を 設置 し な く て 
ゃ も 、7 ル 7 ぐー リカ OS を 利用 する こと が で きま す 。 

vi. CPM か ら の プロ グラ ム の 移植 が 容易 

/ ざ メー リリ ひ O ざ の シス デム ・ コ ー ル の 大 部 分 は 、 同 じ 8 ビ ッ ト ・ マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 用 


の り ざ で ある CPM の ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル と 互換 性 を 持っ て いま す 。 し た が っ て 、 
CPM 上 の 多く の プロ グラ ム を 移植 し て その まま 利用 する こと が で きま す 。 
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生き - 下 カイ ご デー ブン ご ど ご の っ 1 休 叶 抄 9 


好 S マ ー リ OS に は コン ピュ ー タ の 制御 や ファ イル の 処理 を 行う いろ いろ な コマ ンド が 
備え られ て いて 、 そ の 名 前 を 入力 する だ け で すぐ に その 処理 が 実行 され る よう に な っ て い 
ます 。 

コマ ンド の な か で る 最も る よく 使わ れる も の が “dir”" で す 。 “dir”" コマ ンド は フ 
ァイル に 関す る 情報 を 表示 し ます 。 7 ペー リリ OS で は ファ イル 名 、 フ ァイル の 大 き さ 、 
最後 に 修正 され た 日 時 な ど が 表示 され ます 。 以下 に その 例 を 示し ます 。 


A>dir 回 < "dir" コマ ンド を 人 入力 する 


MSXDOS SS Y らら 2 人 性 温 夫人 65ー リ 8 一 うば 9 9:29p 
COMMAND COM 6656 85-ー09g9ー02 10:1Opb 
AUTOEXEC BAT 1 2 委 島 一 059 一 』」 競 dd 。 ほけ 
皮 き 1 1 COM は 引 44 8 品 一 10 一 当 較 !) 1 まま 司 ぁ 
SAMPLE C OM 12 人 8 5 こり ロー10 き 3。 10p 

人 トト ファ イル 名 1 ・ 人 † 修 正 し た 日 付 † 時 刻 

ファ イル の 大 き さ (バイ ト ) 
SAMUPLE MAC 25B る お ーー は 邊 一 10 <* 因 す 人 
SAMPLE PRN 1 認 練 有り 義 短 一 穫 和 一 10 >: 旨 YE 
8 人 5 PL Ge.a 0 ロロ 愉 bb ヤ 【 ト @R すず Te 





集 人 表示 し た ファ イル の 数 人 トディ スク の 空き 領域 
NQ 次 の コマ ンド の 入力 を 待っ て いる 


“dir コマ ンド を 実行 する と 、 デ ィ ス ク に 入っ て いる ファ イル が 記録 され た 順に 表 
示さ れ ま す 。 

この 他 に 、 フ ァイル の 内 容 を 表示 する “type" や 、 フ ァイル を 削除 する “de1l'"、 
ファ イル 名 を 変更 する “ren” な どの コマ ンド が あり ます 。 

また ディ スク に 記録 され て いる 外部 コマ ンド や プロ グラ ム 、 バ ッ チ ・ コ マン ド な ども ゃ る 、 
コマ ンド と 同様 に その 名 前 を 入力 する だ け で 、 す ぐに 実行 する こと が で きま す 。 
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7 ざー カカ ひ O ぐ の も と で 動作 する プロ グラ ム は 、 基 木 的 に は 機械 語 で 、 普 通 「 実 行 フ ァ 
4 ル 」 と どか 『「 妥 ママ ド ャ ツァ イル 届き を 呼 作れ で いま す 。 

74 ぐ パーリ OO ぐに は 、 機 械 語 プ ログ ラム で 入出 力 や ファ イル の 操作 な ど を 行う た め に 、 
「 シ ステ ム ・ コ ー ル 」 と いう も る の が 備え られ て いま す 。 機械 語 プ ログ ラム は 、 ア セン プラ 
や コン バイ ラ を 使っ て 、 こ の シス デム で コー を 利用 し て 開発 ず する と と だ な り ま す 。 
傘 に 、 “Welcome to MSX-DOS Programming worl 
だ DD つの メッ セー ジ だ ガ ィ スゲ レイ 避 爽 示す る 、 筒 単 が アセ ンプ ラ ゼ に 上 上 る プロジ 
ラム 例 を 示し ます 。 


し 』 も よ る も SAmWD 1 か か FrFQg な ram for 以 8ーUDO る 


が お 
ま も 赤 下 ま 5 
1 d ae 。 雪 る 8 メッ セー ジ ・ デ ー タ の 先頭 アド ルス を 
de レジ スタ に セッ ト 
1 d c, 9 < 機能 番号 9 を c レ ジス タ に セッ ト 
(ディ スプ ブレ イ に デー タ を 表示 ) 
e&11 品 デー シス テム ・ コ ー ル を 実行 
(5 簿 地 を コー ル ) 
Tet 
IS を < 
db "Welcorme to MSX-jDOS 
db ' 選 YY 公 導 HONLY 衝 @OEHI 和 M まま * 
db *^ で “お” の 前 まで が 表示 され る 
e Iid 


この ブロ グラ ム を アセ ンプ ル す る と 、 機 械 語 の コマ ンド ・ フ ァイル が 作ら れ ま す 。 
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図 4.1 に 機械 語 プ ログ ラム の 開発 手順 を 示し ます 。 


ーー スン はり ウム 
作成 


ME D な ど 


アセ ブル 
まな は 
コン パイ ル 





MIS 一 MS0 
IS えー も 
な ご ど 


イラ 


es SS メート 人 きり 
な ど 


機械 語 プ ログ ラム 拡張 子 “『. COM" 


の ファ イル に な る 





図 4.1 機械 語 プ ログ ラム の 開発 手順 
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0 コー ル の 他 の 機能 番号 を 用 いる と 、 デ ィ ス ク に だ 対す る 入出 力 や ファ イル 
管理 な ど を 行う プロ グラ ム を 作る と と も で きま す 。 シ ステ ム ・ コ ー ル 一 覧 を 表 4.1 に 示し 
寺 
家 4。1 ウス テム ・ コ ー ル 一 覧 


は | ウッズ テム * リ セッ ト ま シ ジ ソ ー ル 1 文 字 入 旋 


2 | コン ソー ル 1 文字 出力 3 | 条 助 人 力 装 置 1 2 


4 | 補助 出力 装置 1 文字 出力 


コン ソー ル 直 接 入出 力 
コン ソー ル 直 接 1 文字 人力"** 


HCL ーー = 


バー ジョ ン 番 号 読み 出し 


標準 ドラ イブ 選択 


ブ プ ァ イル ・ ク ロー ズ 


ツテ ディ オル * ザー チチ デア 


ンジ キャ キル ャ リー シー ケン シャ ル ・ ラ イト 


ファ イル 作成 


標準 ドラ イブ 番号 読み 出し *3 


27 | ドラ イブ プ ・ マ ッ プ 情報 読み 出し 


29 | 機能 無し 


機能 拭 し 
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マッ ダム ・ ラ イト ァイル ・ サ イズ の 読み 出し 


レコ ー ド 番号 の セッ ト 機能 無し 


ラッ ダム * プ ロック ャ ラ ャ ィ ト 


ラウ ダム ・ ラ イト "や 


日 付 の 読み 出し 3 | 日 付 の セッ ト 


時 鹿 の 読み 出し 45 | 時刻 の セッ ト 


47 | ディ スク の 直接 読み 出し 





※ ま 1) CTRL 二 す C、CTRL+P、CTRL 土 N、CTRL 寺 S な どの 特殊 文字 の 入力 
の ゃ マッ タ を 行い ます 。 

※ ま 2) 条 人 性 を 満た を す ブ ァイル が 複数 ある 時 に 使用 し 、 次 の ディ レク トリ か ら フ ァイル を 探 
し ます 。 

ネネ 3) 普通 、 機 能 番号 1 4 の シス テム ・ コ ー ル と と も る に 使用 され ます 。 

※ 人 4) ディ スク へ の 書き 込み を 行っ た 後 、 デ ゲー タ を 書か な か っ た レコ ー ド を 0 で 満た し ま 


oO 
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1 本 す 金 粗 人 へ カイ ご デー と ご の 
プー 1 se ラン ルナ ニナ 二 の エ 、 コマ 棚 捕 徹 


A. 1 ハー ドウ ェ ア 構 成 


/ ざ ダー リカ ひざ が 動作 する ハー ドウ ェ ア の 構成 は 次 の と お り で す 。 
i . 必要 な も の 
※※64K バ イト 以上 の メイ ン R AM を 実装 し た ね MSX あ る い は MSX2 コ ンピュータ 
た だ し 、RAM が 64K バ イト 未満 の MSX コ ン ビ ュー タ で る ゐる 、 増 設 す る と と で 動 
作 し ます 。 
※ デ ィ ス プレ イ 
※ 1 台 以 上 の フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ プ 
i. ある と 便利 な も の 
炎 ブ プリ ンタ 


A. 2 ゾ フ ト ウェ ア 構 成 


4 ざ ダ ー リ ひざ は 以下 の ソフ トウ ェ ア に よっ て 構成 され て いま す 。 こ れ ら の ソフ トウ ェ 
ア 人 は 。 ディ ステ ケー イン ター フエ イス ・ カート リッ ジ お よび シス チム ・ デ ィ ス ク に 合 ま れ て 
いま す 。 


① デ ィ ス ク  ROM 

ディ スク 装置 と と も に 供給 され る ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ・ カ ー ト リッ ジ 内 の R 
OM に は 、 デ ィ ス ク を は じ め と する 周辺 機器 と の 入出 力 を 行う も あめ の ソフ ブフ トウェア が 記 
示さ れ て いま す 。 


⑨MSXDOS. SYS 
MSXDOS. SYS は 、MSXーDOS の 中 心 で 、 シ ステ ム ・ コ ー ル の 実行 や エラ 
ー 処 理 を 受け 持ち ます 。 


③COMMAND. COM 


COMMAND. COM は 、 入 力 さ れ た コマ ンド を 受付 け て 、 フ ァイル 名 の 変更 、 削 
除 と いっ た ファ イル の 管理 や プロ グラ ム の 実行 を 行い ます 。 
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※MSXDOS. SYS と COMMAND. COM は 、 シ ステ ム ・ デ ィ ス ク に よっ て 供 
給 さ れ ま す 。 


A. 3 が S ダ ー リ ひめ 概念 


7 ぐー カ O り OS の 概念 図 を 図 A4.1 に 示し ます 。 こ の 図 は 、 “ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ 
ス ・ カ ー ト リッ ジ 内 R OM” 、 “MSXDOS. SYS”P 、 “COMMAND. COM 
お よび 各 周 辺 機 器 が 、 ど の よう に し て 4 ぐ ※ー リ OS を 構成 し て いる か を 表し て いま す 。 


COMMAND. COM ソリ ケー ジョ ウッ 
< フロ ダグ ジム 


MSXDOS. SYS 


ディ スク ・ イ シダー フェ ー ス 
・ カ ー ト リッ ジ 内 R OM 





図 4.1 族 S ア ダー リカ OS の 概念 


MS 一 08 一 リー は 0 


1 人 参 或 玉 


フー ニア デリ シカ テー と を 呈 ニ シ ン ・ つと 5 の ラー あみ 、 の 電 生 プ ャ 


現在 、4 ざ ダー リ O ざ の も と で は 次 の よう な アプ リケーション ・ プ ログ ラム を 利用 する 


に ど が 生き ます 。 


MS た つい 

IM らら えー びり 
の 一 ド FORK]T 氏 仙 IN 
一 AS C を も 
CO で 7 短 に BKOkL/ 

5 介 り あ る 
ASMZFORTH 


則 ア スキ ー 

則 ア スキ ー 

内 ラ イフ ボー ト 

帆 ラ イフ ブフ ボート 

帆 ラ イフ ボー ト 

則 ラ イフ ブフ ボート 

則 イ メー ショ ン ・ オ ブフ ブ ァ リン グ ・ シ ステ デム 
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1 寸 多 薄 ご 本 ェ 奉 蒼 ど つ 当 宣 ラプ ェ 


現在 、 族 S ダ ー リ カ O め 関連 の 書籍 と し て は 、 次 の よう な も る の が 出版 され て いま す 。 ま た 、 
4 ぐ メー カリ OS は が ぐー の OS、CP グ M と 共通 性 を も っ て いる の で 、 こ の 2 つ に 関連 す 
る 書籍 を 参考 と し て も 良い で し ょ う 。 


MSX テ クニ カル デー タプ ブック 1 アス キー マイ クロ ソフ ト FE 本 部 
MSX デ クニ カル デー タブ プ ブック 2 アス キー マイ クロ ソフ ト FE 本 部 
MSX2 デ クニ カル ハン ド プ ブック アス キー アス キー 出版 局 

MS X 早 わか り 事 上 典 朝日 新聞 電子 計算 室 編 朝日 新聞 社 

人 人 門 MS-DOS 村 漂 康治 アス キー 出版 局 
応用 MS-DOS 村瀬 康治 アス キー 出版 局 
実用 MS--DOS 村瀬 康治 アス キー 出版 局 
入門 CP プ M 村瀬 康治 アス キー 出版 局 
実習 CP ノ M 村瀬 康治 アス キー 出版 局 
応用 CPM 村瀬 康治 アス キー 出版 局 
標準 MS 一 DOS ハ ンド プ ブック アス キー 出版 局 
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月 言 苦 角 学 


5 


「「 に 人 ン 


プラ 


本 書 で は MS ダー リ り OS に 備え られ て いる コマ ンド を た 、 特 に “ーー ンー" 
コマ ンド と 書き 表し ます 。 


コン ピュ ー タ に 備え られ た マイ クロ プロ セッ サ の 命令 に 対応 する コー ド 
(イン メト ラ 攻 銘 きみ と いみ ) で 表 かれ た ソー ヌメ ッ ャ プチ ログ ゲ グラム か ら コ マ 
ンド ・ フ ァイル を 作り 出す プロ グラ ム を いい ます 。/ 好 ぐ S ダー リカ OS で 利 
用 で きる アセ ンプ ラ の 代表 的 な お の と し て 、MSXーMS8 0 が あり ます 。 


アサ ナリ ケー ショ ン ・ ア ナ 豆 ダラ ム 


外部 記憶 装置 


キー ポ ボード 


三 吾 
ロロ 


応用 プ 引 ゲラ ム と ども いい 、@ ら iR-ORTRAN 等 の ザ ロ グラ ミン グ 詩 語 、 
Multipl an 等 の ビジ ネス ・ ア プリ ケー ショ ン な ど が あり ます 。 
コン ピュ ー タ の 外部 に 接続 され 、 プ ログ ラム や デー タ を 記憶 し 保存 する 
目的 で 使用 され る 装置 を いい ます 。MSX で 用 いら れる 外部 記憶 装置 に 
は 、 デ ー タ ・ レ コー ダ (テー プ ・ レ コー ダ ) 、 ク イッ ク ・ デ ィ ス ク 、 フ 
ロッ ピー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ プ な ど が あり ます 。 


コン ビュ ー タ で 、 文 字 や 数 字 を 人 力 す る た め に 用 いら れる 装置 の 一 つ で 、 
多数 の 鍵 を 持つ を た めこ の 名 が あり ます 。 


プロ グラ ミン グ 半 語 ゆ うち ソー ス ・ プ ログ ラム だ な コマ ンド ・ フ ァイル に 
変換 する 機能 を 備え た も の を いい ます 。 邦 ざ ダ ギー の ひざ で 利用 で きる コ 
ン パ イラ の 代表 的 な も の と し て MISXーC が あり ます 。 


ソリ ソース ・ 2 ダラム 


ザ メ ルト 当 ア 


アセ ンプ ララ や コン パイ ラ が コマ ンド ・ フ ァイル ぞ を 作り出す 玩 ど と な る プロ 
グラ ラム を いい まず 。 ソー ス ・ プ 区 グラ ム は 、 ア セン ブラ で は その コン ビ ピ 
ュー タ の CPU の 命令 に 対応 する コマ ンド で 、 コ ン バ パイ ラ で は その プロ 
グラ ミン グ 講 語 の コマ ンド で 書か れ て いま す 。 


ユン シビ ピュータ の ブロ グラ ム 給 称し で ソフ トウ ェ ア と いい ます 。 
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中 央 処理 装置 っ CPU 


2 
ディ スケ ッ ト 、 フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク 、 フ レキ ジブ プル ・ デ ィ ス ケッ ト な 
どの 呼称 が あり ます が 、 本 書 で は ディ スク と 書き 玩 し ます 。 


ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ・ カ ー ト リッ ジ 
MSX コ ンピュータ に ドラ イブ を 接続 する た め に 用 いら れる 装置 で 、 カ 
ー ト リッ ジ ・ ス ロッ ト に 差し 込ん で 使用 し ます 。 


が 区 が ルイ 
コン ピュ ー タ が 出力 する 文字 や 図形 な どの 情報 を 表示 する 周辺 機器 を い 
いま す 。 ビ デオ ・ コ ン ソ ー ル 、 ビ デオ 端末 、C RT、 モ ニタ な どの 呼称 
が あり ます が 、 本 書 で は ディ スプ レイ と 書き 表し ます 。 

ドラ イプ 


ノ フロッピー・ デ ィ ス ク ・ ド ラサ イプ 、 デ ィ ス ク ・ ド ライ ププ 、YDD か どの 
呼称 が あり ます が 、 本 書 で は ドラ イプ と 書き 表し ます 。 


内 部 記憶 装置 ユメ モリ 


人 ー デ 
コン ビ ピュータ 本 体 と 周辺 機器 を 絵 称 し て ハー ドウ ェ ア と いい ます 。 
に 攻 ま 。 ソ ッ プ トウ ェ エア ) 
プリ ンタ 
コン ビュ ー タ が 出力 する 文字 や 図形 な どの 情報 を 用 紙 に 印刷 する 周辺 機 
器 を いい ます 。 
ブロ グラ ム 


コン ビュ ー タ に だ 行わ せる 処理 の 手順 を 、 そ の C P UC 備 えら れ か た 命令 で 
書き 表し た も の を いい ます 。 


プロ グラ ミン ゲ が 衣 語 
プロ グラ ム を 作る た め の 青 語 で 、BASTC、C、FORTRAN な ど 
が あり ます 。 


マイ クロ プロセッサ ーーCPU 
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メ 宅 り 


じ ビ プ M 


に ずり 


が ざー が OS 


RAM 


R OM 


UNIX 


プロ グラ ム や デー タ を 記憶 し 、 処 理 を 実行 する た め に コン ピュ ー タ に 備 
えら れ た 装置 で 、 読 み 書き が 自由 に で きる RAMCRandom Access Memor 
y) と 読み 出し 専用 の ROMCRead Only Memory) と が あり ます 。 


Control Program for Microprocessor の 略 で 、 デ ィ ジ タル ・ リ サー ナ 社 
が 開発 し た 8 ビッ ト ・ マ イク ロロ プロセ ッ サ 用 の ディ スク ・ オ ペレ ー テ ィ 
ング ・ シ ステ チム を いい ます 。 


Central Processing Unit の 略 で 、 中 央 処理 装置 、 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 
な どの 呼称 が あり ます 。 コ ンピュータ の 中 心 と な る 装置 で 、 演 算 、 デ ー 
タ 処 理 な ど を 行い ます 。MSX コ ンピュータ は CPU と し て ザイ ログ 社 
の Z80A 相 当 品 を 使用 し て いま す 。 


MicroSoft Disk Operating System の 略 で 、 マ イク ロ ソ フト 社 が 開発 し 
た 16 ビ ッ ト ・ マ イク ロ プ ロ セ ッ サ (ji8086 系 ) 用 の ディ スク ・ オ ペ 
レー ディ ング ・ シ ステ ム を いい ます 。 

ー メ モリ 

っ メモ リ 


ベル 研究 所 が 開発 し も を マルチ ・ ユ ー ザ マル チ ナチ ・ タ スク ・ オ ペレ ー テ ィ 
ング シル スム で ず 。 
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用 給 | 


ア 行 

セッ プ 

アプ リケーション ・ プ ログ ラム 

カ 行 

外部 記憶 装置 

外部 コマ ンド 

スマ ルド 

ユマ ッ ド 行 

コマ ンド ・ ワ ファ イル 

NVY 9 

サ 行 

2 だ? コラール 

2 スス ダ あ ・ デ ディスク 

ゾー ス ・ プ ログ ラム 

ザイ プ ト ワリ ョ ア 

タ 行 

中 央 処理 装置 

メタ 

ディ オス タダ ・ イ ンマ ンター ブロ イス 
* mw トリ サッ ジ ツ 

ゲイ スク グ ・ 叶 レー ティ ッ ル ザ ・ ジ スズ ス ザ サム 

ゲ ィ ス ダ * ャ ファ テイ ル 

デイ スタ ダ 欠 のり MM 

デイ フル イ 

ディ レク トリ 

ドラ イプ 

ナ 行 

内 部 記憶 装置 

ハ 行 

ハー ドウ ツェ ア 

バッ サザ * ャ コマ ンド 

ファ イル 

サナ リ ツタ 

フロ ッ ピ ー・ ザ ディス メタ 

フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ 

マ 行 

マイ クロ ソロ セッ サ 

メモ リ 
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ou の トト う 王 史 デ 


ー OO〉。 人 くぅ 


くう 己 <( デ 忌 ぐら 


人 


10 


10 


10 


* ペ へ ラー 


プ 全 


リン カ 6 

ム A 

小 選 の 到 妥 人 ほ 。 所 も 2 

(人 

COMMAND. COM 9 10 

ら じ メ MM aa よ 

し ドド じ り ] 

D 

de 1 4 

DS 区 昌 作 生じ 3 

dQ 4Y 4 

り ひ OS 4 

IM 

ぎー の ひめ 2 12 

IMS 災 み 9 12 

/7 ぐ メー リ O り OS | 2 本 敵 本 由 人 
2 

IM SS え 2 9 

MO 吉 太 以上 。 人 ⑮YW 6 9 10 

0 

ひざ 1 

R 

KR AM 9 

r en 4 

【YDe 4 

え 

XRKNIX 2 
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共 2 部 


ーー ザー が イド 





7 ぐ メー リカ OS 
用 生 ぞ 音 ーー 
日 画 品 皿 口 画 貼 関 口中 則 画 口頭 各 了 口 一 口 園 口 較 口 画 口 画 口 加 口 題 口 了 題 口 皿 口 題 口 較 


第 1 章 ユー ザー ズ ・ ガ イド の 使用 法 
1 。 1] Bm ザー< ガ イド 了 頂 明 ーー-ー-ーーー ニ ーー ニー 1 
1.2 表記 法  ------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 1 


第 2 草 述 S ダ ー リ OS の 起動 と 終了 
2. 1 ディ スク 使用 上 の 注意 ------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ws 沿 


2.1.1 /7 ぐ ダー リカ ひざ で 使用 する ディ スク の 種類 と 名 称 

2.1.2 ディ スク 取扱 い 上 の 注意 
2. 2 が S※ メ ー カ OS の 起動 ---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー 4 
2. 3 7 が S※ー リ OS の 終了 。 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー 6 
2. 4 シス テム ・ デ ィ ス ク の 予備 の 作成 -----ーーーーーーーーーーー- ーー 7 
2. 5 ディ スク に 対す る 書き 込み 禁止 ------------ーーーーーー- 一 筐 
2. 5 ハー ドウ ェ ア 構 成 に よる 使用 上 の 差異 " ------------ ー 軸 


2.6.1 時 計 機 能 

2.6.2 MSX と MSX2 

2.6.3 仮想 ドラ イブ 機能 

2.6.4 複数 の ドラ イブ を 用 いる 場合 の ドラ イブ 番号 


第 3 草 ファ イル の 概要 
S。 1 ファ イル と は  …----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 1 6 
3 う 3. 2 ディ スク ・ フ ァイル ---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー f 問 
3.2.1 ファ イル 名 
2.2.2 ワイ ルド カー ド 文 宇 
3.2.3 ドラ イブ 指定 
3. 3 特殊 な ファ イル 名 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 2 0 


第 4 章 コマ ンド の 概 要 

4. 1 コマ ンド と は  --ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー っ の 
4.1。1 コマ ンド の 和 訪 
4.1.2 コマ ンド の 書式 

4. 2 コマ ンド の 種類 ・------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー の の 
4.2.1 内 部 コマ ンド 
4.2.2 外部 コマ ンド 
4.2.2 パッ チャ コマ ンド 


第 5 章 コマ ンド 一 覧 


BAS TIC ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 27 
COPY ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 2 8 
DATE ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 3 4 
DEL (ERASE) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 3 6 
D TIR ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 3 7 
FORMAT ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 3 9 
MODE ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4 1 
PAUSE ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 42 
REM ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 43 
REN (RENAME) ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 44 
T TIME ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 45 
TYPE ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 47 
VERIFY ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 48 


第 5 章 特殊 キー の 機能 
6. 1 特殊 キー と は ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 4 9 
B,. ② コマ ンド 行 の 編集 機能 ーーーーーーー ボ ーー 49 
6.2.1 編集 機能 
6.2.2 編集 機能 の 使用 例 
6565. 3 その 他 の 機能 上 --------ー--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 5 4 


第 7 章 バッ チ 処 理 


ア 。 1 バッ チ ・ フ デイ ル 切 作成 " ギーーーーーーー デ ーー ニーーー… 5 5 
7。 2 が パラメータ の 使用 倒 。 =-ーーーーーーーーーーーーーーー" 5 5 
7. 3 太 S ダ メー リカ 058 起 動 時 の 自動 実行 機能 。 ------------ 5 7 


付録 人 MS メー カリ OS ぐ メッセ ー ジ 一 覧 


A。 1 入力 待ち メッ セー ジ =--ーーーー"""ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 5 9 
AA。 お 下 ラ ー* ェ メッ セー ダ ーーーーーーーーーーーーーーーー 5 4 
人 有 間 。) も 。 ニ ーー で mm mar 80yhot ず em pa 6 9 


才 生 1 = 計 ニテ エー ドーー ラ ニー ジリ ココ ド ら う 1 本 


1 1 ユー ザー ズ ・ ガ イド の 権 成 
第 2 部 の ユー ザー ズ ・ ガ イド は 、 次 の よう な 構成 に な っ て いま す 。 


第 1 草 で は 、 ユ ー ザ ー ズ ・ ガ イド の 構成 と コマ ンド 等 の 説明 に 用 いる 表記 法 に つい て 解 
説 し て いま す 。 

第 2 章 で は 、4 ぐ ダー リカ O ひ OS を 実際 に 動か す 時 の 手順 に つい て 解説 し て いま す 。 

第 草 で は 、47 ぐ ダー リ O ぐ で ファ イル を 扱う た め に 必要 な 知識 に つい て 述べ て いま す 。 
第 4 章 で は 、4S ダー リ O ぐ の コマ ンド の 概要 に つい て 述べ て いま す 。 

第 5 章 で は 、 婦 S ダ メー リカ ひ OS の 個々 の コマ ンド に つい て 解説 し て いま す 。 

第 6 章 で は 、 好 ぐー リカ OS の 持つ 有用 な 機能 で ある 特殊 キー の 使い 方 と 、 コ マン ド 行 
の 編集 機能 に つい て 解説 し て いま す 。 

第 7 章 で は 、4 ぐ ダー ひひ OS の 特徴 で ある バッ チ 処 理 に つい て 解説 し て いま す 。 
付録 人 で は 、/44S ダー リカ OS が 表示 する 様々 な メッ セー ジ ど と その 対処 法 に つい て 述べ て 
いま す 。 困 っ た こと が あっ た 時 は 、 こ と の 付録 人 を 参照 し て くだ さい 。 


1.2 表記 法 
ユー ザー ズ ・ ガ イド で は 、 コ マン ド 等 の 解説 に 次 の よう な 表記 法 を 用 いて いま す 。 
だ 当 > 四 型 玉 ツ コ 


コマ ンド 、 フ ァイル 名 な ど が 角 型 カッ コ に 囲ま れ て いる 場合 は 、 そ れ 
が 省略 可能 な 項目 で ある こと を 示し ます 。 


く > ・ 。 山 型 カ ッ コ 
山 型 カッ コ は 、 そ の 中 で 指示 され て いる 項目 を 入力 する こと を 示し ま 
まる 


( 例 ) copy ベベ ファ イル スペ ッ ク 1> と ーー く フ ァイル スペ ッ ク 2> 


し # : 天 ゅ コ 
大 カッ コ に 囲ま れ て いる も の は 、 そ の 中 に ある も の の うち の 1 つ を 必 
ず 入 力 し な けれ ば な ら な いこ と を 示し ます 。 


| ・ 縦 線 
縦 線 で 区 切ら れ た 項目 か ら 1 つ を 選ん で 入力 し ます 。 
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( 例 ) VERIFY (ONIOFFj} 


省略 記号 
直前 の 項目 が 必要 に 応じ て 何 回 も 繰り 返さ れる こと を 示し ます 。 


に ある ・ 大 文字 
大 文字 は , その つづ り 通 り に 入力 し な けれ ば な ら な い コ マン ド ま た は 
パラ メー タ の 一 部 分 で ある こと を 示し ます 。 


EE ・ 囲み 
大 文字 が この “囲み” 内 に ある 場合 、 キ ー ボ ー ド 上 に ある その 文字 が 
書か れ て いる キー を 押す こと を 表し ます 。 ま た 2 つの 囲み が “+” で 結 
ば れ て いる 場合 は 、“+” の 直前 に ある 囲み の キー を 押し な が ら “ 十 " 
の 直後 の キー を 押す こと を 示し ます 。 
( 例 ) CTRL+C  …… CTRL キ ー を 押し な が ら C の キー を 
押す 。 





レコ ・ 区 切り 記号 
ーー ュ は コマ ンド と パラ メー タ 、 あ る い は パラ メー タ と パラ メー タ と 
の 間 の 区 切り を 示し ます 。 区 切り 記号 に は スペ ー ス 、 タ プ 、 カ ンマ が 使 
用 で きま す 。 
また 、 実 際 の 使用 例 で は 以下 の よう な 記号 を 用 いま す 。 
演 細 掛 他 光 : 網 掛 け は 、 キ ー ボ ー ド より 入力 し な けれ ば な ら な い 項 目 を 示し ます 。 
レコ ・ 本 娠 で は 、 区 切り 記号 に すべ て 空白 を 用 いま す 。 


回 ・ リタ ー ン キー を 押す こと を 示し ます 。 





ディ スプ レイ に 表示 され る カー ソル の 位置 を 示し ます 。 


( 例 ) 

A > っ 混 ED 回 

MSXDOS SYS 2432 85-08--283 9:29p 

COMMAND COM SB6856 85-ー09-ー02 10:10p 
2 まず [」]@g 352256 bytes free 

A > 早 
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ァ 長 己 喉 バブ ーー マーー アァ 2 ご O う 赴 箇 カ < 一 衝 生 


2. 1 ディ スク 使用 上 の 注意 


2.1.1 / ぐ メー ガ O ひ OS で 使用 する ディ スク の 種類 と 名 称 
47 ぐ ダー リカ ひ O ざ で は 、 次 の 2 つの タイ プ の ディ スク を 使用 し ます 。 
① 3.5 イ ンチ ・ マ イク ロ ・ フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク 1DD タ イプ 
1DD と は 片面 倍 密 度 倍 下 ラッ ク (Single sided, Double density。 Double track) 
を 示し 、 フ フォー マット 時 の 記憶 容量 は 360K バ イト で す 。 
②③ 3.5 イ ンチ ・ マ イク ロ ・ フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク 2DD タ イプ 
2D D と は 両面 倍 密度 倍 下 トラ ッ ク K(Double sided, Double density, Double track) 
を 示し 、 フ ブフ ォ ー マ ッ ト 時 の 記憶 容量 は 720K バ イト で す 。 
図 2.1 に 3.5 イ ンチ ・ マ イク ロ ・ フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク の 各部 の 名 称 を 示し ます 。 


ャ オー トキ ャ キッ ダー 


表面 





4 倒 ド ィ プロ ディ タ ト 
内 コジ シッ ザ (ライ ィ イド 式 ) 


(ラベ ル 面 ) 





図 2.1 3.5 イ ンチ ・ マ イク ロ ・ フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク の 各部 の 名 称 


ライ ト ャ フロ デ ク よ トメ ッ 更 友 つ ゆで 
上 の 状態 、 つ まり ノッ チ ナ 〈( 騨 ) が 下 に ある 状態 で は 、 書 き 込み 禁止 に な っ て いま す 。 
この と き 、 品 の 方 は 表 と 裏 に 貸 通 し た 穴 と な り ま す 。 ノッチ を 上 に スラ イド させ る と 、 口 
の 穴 が ふさ が っ て 、 書 き 込 み 可 能 と な り ま す 。 
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2.1.2 ディ スク 取扱 い 上 の 注意 


ディ スク は 滴 い 合成 樹脂 の 円 盤 に 磁性 体 を 塗っ な お の な の で 、 取 扱い に は 細心 の 注意 が 
の 軸 で す 。 3.5 イ ンチ ヂ チェ マイ クロ ・ フ グロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク は 、 ハ ー ド ・ ケ ー ス だ 太っ てい 
る た め 扱 い が 楽 で す が 、 使 用 に 際 し て は 次 の よう な こと に 留意 し て くだ さい 。 


① ディ スク の シャ ッ タ ー を 開か な いよ うに し て くだ さい 。 誤っ て ディ スク 面 に 骨 れ る 
と 、 汚 れ て 読み 書き が で き な く な り ま す 。 


② 強い 化 気 を も っ て いる も の 、 を た と えば スピ ー カ ー な どの そば に は 、 絶 対 に 著 か な い 
よう に し て くだ さい 。 書き 込ま れ て いる デー タ が 消え て し まい ます 。 


③ 火気 に 近付け な いで くだ さい 。 熱 の を ため に ディ スク 面 が 泡 ん で 読み 書き で き な く な 
り ま す 。 


⑨④ 水 な どの 液体 を 掛け な いよ うに し て くだ な さい 。 デ ィ ス ク の みな ら ず ドラ イブ の 故障 
の 原因 と な り ま す 。 


この 他 、 本 来 の 目的 を 外れ た 使い 方 を し な いよ うに し て くだ さい 。 


2. 2 /44S ダ ー リ ひざ の 起動 


474S ぐ ダー リカ OS を 起動 する に は 、 以 下 の 手 順 で 行い ます 。 


0 MS コン ビュ ー タ と ディ スプ レイ 、 デ ィ ス ク ・ ド ライ プ 、 プ リッ シタ (必要 に 応じ 
て 装備 し ます ) な どの 周辺 機器 が 正しく 接続 され て いる こと を 確認 し ます 。 


②③ 周辺 機器 の 電源 を 人 れ ま す 。 


③ シス デム ・ デ ィ ス ク を ドラ イプ A に 挿入 し ます 。 こ こと で “ドラ イプ A ム ” と は 、 次 の 
よう な ドラ イブ を 指し ます 。 
※ 接 続 し て いる ドラ イブ が 1 台 の 場合 は 、 そ の ドラ イブ 。 
※※ 接 続 し て いる ドラ イブ が 2 台 の 場合 は 、 デ ィ ス ク ・ イ シンター フェ イス ・ カ ー ト 
リッ ジ に 接続 され て いる ドラ イブ 。 
※※ な お 本 体内 蔵 型 の ドラ イブ を 使用 し て いる 方 は 、「2.6.4 複数 の ドラ イブ を 用 
いる 場合 の ドラ イブ 番号 」 を 参 照 し て くだ さい 。 
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⑧ MSX コ ンピュータ の 電源 を 入れ ます 。 


ここ ご と まで で /7 ざ ダー リカ リ ひ OS が ディ スク か ら メ モリ に 読み 込ま れ 、 デ ィ ス プレ イ に 次 の よ 
うに 表示 され ます 。 


MSXDOS。 SYS の バー ジョ ン 番 号 を 表す 。 
\ 

MS ええ 一 以 W 全 WMW で で 1 下馬 < 著 。 避 大 

し に DDVFj1 だ も 1 人 條 bD 立 内 を も 人 な めき 震 


し OUUMMA 人 MM 、 陳 科 も 伴 ・ 括 記 しい 2 琴 
1 
COMMAND. COM の バー ジョ ン 番 号 を 表す 。 


i. 時 計 機 能 を 装備 し て いな い MSX コ ンピュータ の 場合 、 デ ィ ス プレ イ に は 続い て 次 の 
よう CC 表 示さ れ ま す 。 


し 私 ず でも ち 和 L1 和 & も な 1 半 介 MRR と 一 リル ユー 
Enter new date: 嗣 





へ N と れ が カー ソル 


こと で 日 付 を 入力 し て くだ さい 。 入力 を 間 遅 えた 場合 は 、B S (バッ クス ペー ス ) キ 
ー を 押し て カー ソル を その 場所 まで 戻し 、 人 入力 し な お し ます 。 





ii. 時 計 機 能 を 装備 し た MSX コ ンピュータ で は 、 内 蔵 し た 時 計 の 時 刻 と 日 付 が 自動 的 に 
参照 され る の で 、 日 付 の 人 入力 を 求め ませ ん 。 


AD えー 和 M 倫 科 る まあ 」 の 人 角 義 。 受 鞭 
し COLD.W FEF、 1 宏 。 軸 - 赴 9 3v4 | 6D Ye MG (rm で き 人 人 、 和 れ 
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COMMAND version x. xx 


A> 敵 


2 ざ メ ダー リカ O ひ OS が 起動 する と 、 デ ィ ス プレ イ に “AA>” と いう 記号 が 表示 され ます 。 ご 
の 記号 は 妊 ぐ ダー カ ひ OS の 入力 促進 記号 (プロ ンプ ト ) で 、 こ れ が 表示 され て いる 時 は コ 
ン ビ ュー タ が 入力 を 受付 ける 状態 で も ある こと を 示し て いま す 。 こ の 状態 を 『7S マー リカ O 
どの コマ ンド 入力 待ち 状態 に ある 』 と いい 、 プ ロン プ ト に 続く コマ ンド 行 に 様々 な コマ ン 
ド 名 を 入力 し 、 プ ログ ラム を 実行 する こと が で きま す 。 

ブロ ンプ ト に ある “AA” は 、 現 在 コ ンピュータ が 優先 し て 使用 する ドラ イブ (デフ ブフ ォ ル 
ト ・ ド ライ プ ) の 名 前 で 、“B>” な ら ば デフ ォ ル ト ・ ド ライ ブ が ドラ イブ B で ある こと 
だ 示し ます 。 と と で “d: ア (d は ドラ イブ 名 ) を も 入力 する と 、 デフ ォ ル ト ・ ド ライ プ を 
変更 する こと が で きま す 。 この 結果 プロ ンプ ト の ドラ イブ 名 は 指定 し た も の に 変わ り ま す 。 
た と えば デフ ォ ル ト ・ ド ライ ブ プ を A か ら B に 変更 する 場合 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


A > っ 再 滞 
B > 


な お 、/4 ざ ダー リカ O ゞ を 起動 し た 時 点 で の プロ ンプ ト は “A>” で す 。 


2. 9 4 ざさ ダ ー カ OS の 終了 


7S マ ー リ OS で の 処理 が 済ん だ なら 、 次 の よう な 手順 で 7S ダー リ OS を 終了 し ます 。 


① 最後 に 実行 し た コマ ンド また は プロ グラ ム の 処理 が 終了 し て いる こと を 確認 し ます 。 
処理 が 終っ て いれ ば 、 デ ィ ス プレ イ に は プロ ンプ ト が 表示 され て いま す 。 


ディ スク ・ ド ライ プ か ら デ ィ ス ク を 取り 出し ます 。 


MSX コ ンピュータ の 電源 を 切り ます 。 


⑤⑮ @ 


各 周 辺 機器 の 電源 を 切り ます 。 


最後 に 実行 し た コマ ンド また は プロ グラ ム の 処理 が 終了 し て いな いう ち に コン ビ ピュータ 
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の 電源 を 切る と 、 デ ィ ス ク に 記録 され て いた ファ イル が 破壊 され て し まう 可能 性 が ある の 
で 注意 が 必要 で す 。 


2. 4 シス テム ・ デ ィ ス ク の 予備 の 作成 


4 ざ メ ダー リ O ざ を 初め て 起動 し た 時 に は 、 必 ず シ ステ ム ・ デ ィ ス ク の 予備 を 作り ます 。 
ディ スク に は 、 い つど ん な 事故 が 起こ る か わか り ま せん 。 大 切な ディ スク が 破損 し て 読み 
書き が で き な く な っ て は 大 変 で す 。 予備 の ディ スク を 作り 、 マ スタ ー・ デ ィ ス ク は は 保管 し 
て お いて 通常 は こち ら の 方 を 使う よう に し て くだ さい 。 予備 の ディ スク は 、“f orma 
1” と “copT” の 2 つ コ マン ド を 使っ て 、 筒 単に 作る こと が で きま す 。 


予備 の ディ スク の 作成 は 次 の 手順 で 行い ます 。 
① マス ター・ デ ィ ス ク の ライ ト ・ プ ロ デ ク ト ・ ノ ッ チ を 書き 込み 不可 側 に 動か し ます 。 
② マス ター・ デ ィ ス ク を ドラ イプ A に 入れ ます 。 


③ 新しい ディ スク の ライ ト ・ ブ プロ デ ク ト ・ ノ ッ チ が 書き 込み 可 側 に な っ て いる こと を 
礁 認 し て ドラ イブ B に 入れ ます 。 


③ プロ ンプ ト よ り format と 入力 し ます 。 


A> っ EoTmg 軸 ドラ イプ B の ディ スク を フォ ー マ ッ ト 
Drive name? (〈(A、B) 
Strike a key when ready と 何 か キ ー を 押す と この 
Forma も t complete カー ソル は 消え る 

NN _ フォ ー マ ッ ト が 終了 する と 表示 され る 
ム > 衣 


な お 2DD タ イフ の ドラ イブ を 使用 し て いる 場合 は 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され 
ます 。 これ は 2DD タ イブ の 場合 の 一 例 な の で 、 も し これ と 違う メッ セー ジ が 表示 され た 
時 は 、 そ の ディ スク ・ ド ライ プ の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 


A > っ OFfa も 賠 
mi.WS Ka エキ ( 欠 十 兄 ) 
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Drive type 

1. .. Single sided, お SG ひも の 『S 
。 ・Single sided, SB 作 上 @OY『Pe@ 
うう. .。。 double sided, 928 @ 人 6 や 人 D 平 癌 
和 4 ・double sided, Sg 條 セ @r 


? 旦 フォーマット の 形式 を 選ぶ (標準 は フォ ー マ ッ ト X は この 例 で 
計 ) 

Strike a key when ready 対 

Format complete 


A ム > 敵 


⑤ “copy” コマ ンド を 起動 し 、 シ ステム ・ デ ィ ス ク を 新しい ディ スク に コピ ビー し 
ます 。 


A > デー ドラ イブ A に ある すべ て の ファ イル を 
MSXDOS SYS ドラ イブ B に コピ ー す る と いう 意味 。 
COMMAND COM 

絞 ず 了 ず 11 eS CDi@ 
AA > 鍋 


⑥ これ で 予備 の ディ スク が で きま し た 。 そ れ で は 実際 に 予備 が で きた か どう か “dj 
r” コマ ンド で 確認 し て くだ さい 。 


A > 潤 王 潤 人 
MSXDOS SYS 2432 85-ー08-283 BB ! 9p 
COMMAND COM B656 85-ー09--ー02 10:10p 


2 files S う 522565 bytes free 
A > 江 ED 回 
MSXDOS 小 2 82 モ や 55 一 りー タ g 9 :29p 
COMMAND COM 中 馬 な 旨 8 一 りり 90 り 02 1UI1OUBb 
0 まだ 肖 小 半 叶 352256 bytes free 





⑦ 最後 に 予備 の ディ スク で が ぐー リカ OS を 起動 し 、 正 し く 予 備 が 作れ た か どう か を 確 
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認 し ます 。 今 ド ライ ブ B だ 入っ て いる ディ スク を ドド ライ ブ プ A だ 挿入 し ます 。 そ し て で 一 度 
本 体 の 電源 を 切り 再び 電源 を 人 れる か 、 ま た は リセ ッ ト し ます 。 

マス ター・ デ ィ ス ク の 時 と 同じ よう に 747 ざ ぐ ダー リリ ひ O ざ が 起動 すれ ば 、 予 備 の ディ スク 
は 完全 で す 。 起動 し な か っ か な た 場合 は 、 こ の 手順 で も う 一 度 や り 直 し て くだ さい 。 


2. 5 ディ スク に 対す る 書き 込み 禁止 


新しい ディ スク に コピ ー す る 時 に ディ スク の ライ ト ・ ブ ロ デ チク ト ・ ノ ッ チ が 書き 込み 不 
可 側 に な っ て いる と 、 次 のり メッセ ー ジ が 表示 され ます 。 


MVWF よ も 1 し が PFW 了 遇 ee@ 掲 加 WVW 活 衝 つつ 提 1 や ルト dP まま 立 人 @' -B 
余 馬 |@. 絢 も 。 展 信 も FE 玉 。 IIgnOFe? 


この メッ セー ジ は 、『 ド ライ プ B に 人 人 っ て いる ディ スク が 災 き 込み 禁止 に な っ て いま す 。 
処理 を 中 止 し ます か 、 も う 一 度 処 理 し ます か 、 そ れ と も る エラー を 無視 し て 処理 を 続け ます 
か 。』 と いう 意味 で す 。 が S ダ ー リ ひ O ぐ S は ディ スク が 書き 込み 禁止 に な っ て いる た め に コ 
ピー が で きず 、 ど うす れ ば よい か を た ず ね て いる の で す 。 こ の 場合 は 、 デ ィ ス クタ を 書き 込 
み 可 に し な けれ ば コビー する と と と は で き な い の で 、 ま ず コ ピー する ディ スク の ライ ト ・ プ 
ロ テ デ テク ト ・ ノ ッ チ を 書き 込み 可 の 側 に 動か し ます 。 そ れ か ら “R” を 押せ ば (Retry 
の KR で 、 も る もう 一 度 同 じ 処 理 を する こと と を 示し ます ) 、 コ ピー する こと が で きま す 。 も ちろ 
ん “A” を 押し て (Abor も t の A で 、 そ の 処理 を 中 止 する こと を 示し ます ) 、 始 めか ら 
コピ ー を や り 直 し て も か まい ませ ん 。 


エラ ー・ メ ッ セ ー ジ の 1 行 目 は と の 例 の 他 に も いく つか ある の で 、 付 録 A を 参照 し て く 
だ さい 。2 行 目 の メ ッ セ ー ジ に 対し て は “A”" 、“R また は “1 の いずれ か の キー を 


押し ます 。 通常 は “A” (中 止 ) か “R” ( 再 試行 ) を 用 い 、“ 1” (無視 ) は 他 に 方 法 
が な い 場 合 し か 使い ませ ん 。 


2. 5 ハー ドウ ェ ア 構 成 に よる 使用 上 の 差異 


ぐ メー リカ OS は 、 時 計 機 能 の 有無 、MSX か それ と も MSX2 か 、 デ ィ ス ク ・ ド ライ 
プ が 何 台 接続 され て いる か な ど 、 コ ンピュータ を 構成 する ハー ド ウェ ア の 違い に よっ て そ 
の 析 用 法 が 異 り ます 。 


2.6.1 時 計 機能 
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時 計 機 能 は MS X で は 機種 に よっ て は 装備 され て お り 、MS X 2 で は 標準 装備 に な っ て 
いま す 。 

時 計 機 能 を 装備 し た MS メコン ビュ ー タ で は 、 日 付 、 時 刻 を 自動 的 に 更新 し 、 う る う 年 、 
月 の 大 小 、 曜 日 な ども 管理 され す 。 ま た /7S8 マ ー リ OS の 起動 時 に は 、 時 計 が 持つ 日 付 と 
時 刻 が 自動 的 に 参照 され る の で 、 日 付 の 入力 は 必要 あり ませ ん 。 た だ し 長 時 間 電 源 を 切っ 
た まま に し て お く と 時 計 の 動作 が 停 ま り 、 正 し い 時 刻 と 日 付 を 示さ な く な る こと が あり ま 
す 。 そ の よう な 場合 は 、“da te” コマ ンド と “time” コマ ンド を 使っ て 、 正 し い 
日 付 と 時 刻 に 修正 し て くだ さい 。 な お “dat e” コ マン ド 、“t ime” コマ ンド に つ 
いて は 第 5 章 を 参照 し て くだ さい 。 


2.6.2 MSX と MSX2 


MISX と MSX2 で は 、 デ ィ ス プレ イ の 最大 表示 文字 幅 が 異 り 0、MSX で は 40 字 、M 
らぶ 々 2 で は 8 0 字 に な っ て いま す 。 な お MSX2 の 拡張 機能 と し て 、 文 字 の 表示 幅 、 画 面 
の 前 応 色 、 背 景色 、 周 辺 色 、 ビ ー プ 音 な ど を 、 起 動 時 に 自動 的 に 設定 する こと が で きま す 。 
これ ら の も の は 、Disk BASIC で 好み の 値 に 設定 し “set screen? 命 
令 で MSX コ ンピュータ に 記憶 され 、 起 動 時 に は この 値 が 用 いら れ ま す 。 


2.6.3 仮想 ドラ イブ 機能 


4 ざ メ ー リ ひざ ぐ は 、 1 台 の ドラ イブ で る 運用 が 可能 な り ひ 09 で す 。 こ れ は ZS マー リ ワ 
ざ が 、1 台 の ドラ イブ を あたかも 2 台 の ドラ イブ が 存在 する か の ご と く 動 作 さ せる 、 仮想 
ドラ イブ 機能 を 備え て いる た めで す 。 

表 2.1 に 、 内 蔵 型 の ディ スク を 持 を ず 、 デ ィ ス ク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ・ カ ー ト リッ ジ が 
1 台 の 場合 の 、 仮 想 ド ライ ブ 機 能 の 有無 を 示し ます 。 


表 2.1 仮想 ドラ イブ 機能 の 有無 


ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ・ カ ー ト リッ ジ | ドラ イブ 数 | 仮想 ドラ イブ 機能 





1i 仮想 ドラ イブ 機能 が 動作 し て いる 場合 の 操作 方 法 

44 ざ ダー リカ ひ O ざ は 、 1 台 の ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ・ カ ー ト リッ ジ に 1 台 の ド 
ライ ブ プ 、 あ る い は 複数 の ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ・ カ ー ト リッ ジ に 対し て それ ぞ 
れ 1 台 の ドラ イプ と いう シス テム 構成 で 起動 し た 場合 に 、 標 準 で 仮想 ドラ イブ 機能 が 
動作 し ます 。 
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47 ざ メー リカ リ ひ O ざ は 2 つの 仮想 ドラ イプ を 扱う コマ ンド を 受け 取る と 、 そ の コマ ンド 
の 処理 中 に 次 の よう な メッ セー ジ を 表示 し ます 。 


『 換 邊 介 『 欠 ' 入れ SS は BB も も fQrij MPTji 立 旬 旋 8 
DGG  $S も YEGe みみ Ke hien Tead 
(ドラ イブ プ A 用 の ディ スク を 人 れ 、 ど れ か キー を 押し て くだ さい ) 


こと で 、 そ の 処理 に 必要 な も う 1 枚 の ディ スク と 人 入れ 換え ます 。 す る と /7S ダー リカ O 
ぐ は そ の ディ スク を もう 1 台 の 仮想 ドラ イプ と みな し て 処理 を 行い ます 。 そ の 処理 が 
終っ て 、 も と の ディ スク に 対す る 処理 が 必要 に な る と 、 再 び デ ィ ス プレ イ に 次 の よう 
な メッ セー ジ を 表示 し ます 。 


1 失 誠 門 ま も 生計 攻 伯 も も 色 人 の | 則 更 1 立 待 至 < 
and Strike a&a KeY when readT 
(ドラ イプ B 用 の ディ スク を 入れ 、 ど れ か キー を 押し て くだ な さい) 


この メッ セー ジ に し た が っ て 処理 を 行え ば 、2 台 の ドラ イブ を 必要 と する 処理 を 、 1 
台 の ドラ イブ で 行う どら と が で でき まず 。 叫 の よう じ 仮 相 ド ライ ブ ・ シ ミュ レー タ は 、M 
ぐ ざ メ ー リ ひざ を 1 台 の ドラ イブ で 運用 する 上 で 、 重 要 な 人 役割 を 果して いま す 。 


せ . 仮想 ドラ イブ 機能 を 動作 させ な い 場 合 
2 台 の ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ・ カ ー ト リッ ジ を 用 いて 、 そ れ ぞ れ に 1 台 の ド 
ライ ブ を 接続 し た 場合 な ど 、 仮 想 ド ライ ブ 機 能 を 用 いる と か えっ て 操作 が 複雑 に な 
る こと が あり ます 。 そ の 場合 に は 、 起動 時 に 音 が 鳴る まで CTRL キー を 押し 続け 
て 、 仮 想 ド ライ ブ 機 能 を 動作 させ な いよ うし て くだ さい 。 


2.6.4 複数 の ドラ イブ を 用 いる 場合 の ドラ イブ 番号 
図 2.2<2.7 に 、 複 数 の ドラ イブ を 接続 する 場合 、 ど ご の よう に ドラ イブ 番号 が 割り 当て ら 
れる か を 示し ます 。 カッコ 内 は 仮想 ドラ イブ 機能 が 動作 し て いる 場合 で す 。 起動 後 の ド ラ 


イブ 番号 が この 解説 と 異 る 場合 は 、 使 用 し て いる ハー ドウ ェ ア の マニ ュ ア ル を 参照 し て く 
だ さい 。 
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1 
ディ スタ ッッ イン ター フェ イス 
・ が ーー ト リッ ジ 

\ 


図 2.2 2 谷 の ディ スク グ ・ イ ンタ ー フ エイ ス ・ カ ー ト リッ ジ だ 
それ ぞ れ 外 付 け 型 ドラ イブ を 1 台 ず つ 接 続 し た 場合 


- 選 の ドラ イプ が ドラ イプ A (A、B) と な る 


ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ・ カ ー ト リッ ジ 
\ 


図 2.3 1 台 の 内 蔵 型 ド ライ プ と 、1 台 の ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス 


・ カ ー ト リッ ジ に 外 付 け 型 ドラ イブ を 1 合 接 続 し た 場合 
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1 
ディ スク ーー イン ダー ブフ ョ イス 
ーー ドサ リッピ 







増設 ケー ブルー 





関 に 2 ルー 1 双 の ディ スタ * イ クタ ダ タープ ェ イ ス ・ カ ー ト リッ ジ に 
外 付け 型 ド ライ ブ を 2 台 接 続 し な 場合 


< 選 の ドラ イプ が ドラ イブ プ A と な る 








! 増設 ケー プル 


2.5 1 人 台 の 内 蔵 理 ドラ イプ と 、 増 設 サ ケー ブル に より 
外 付け 型 ド ライ ブ を 1 台 接 続 し た 場合 
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- この ドラ イプ が ドラ イブ プ A (A、B) と な る 


ディ スク タク *・ イ ツゲ ダー ブ ェ エイ スー カー トリ ッ ジ 
\ 


ドライブ 
(ドラ イブ C) 


増設 ケー ブル ー 


ドラ イプ C 


(ドラ イブ プ D) 


図 2.6 1 台 の 内 蔵 型 ド ライ プ と 、1 台 の ディ スク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス 


・ カ ー ト リッ ジ に 外 付 け 型 ドラ イプ を 2 台 接 続 し た 場合 
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ーー と の ドラ イブ が ドラ イブ A と な る 


宮 多 0 区 や が ドラ イプ B と なる 





図 2.7 2 台 の 内 蔵 型 ド ライ プ の 場合 
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湖 取 < 表 プー イラ レ の っ 相生 枝 


3。 1 ファ イル と は 


コン ビュー タ は 、 外 部 記憶 装置 と し て フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ プ 、 ク ィ ッ ク ・ デ 
ィ ス ク 、 デ ー タ ・ レ コー ダ (テー プ ・ レ コー ダ ) や 紙テープ 装置 な ど を 使用 し ます 。 これ 
ら の 外部 記憶 装置 に 記録 され た プロ グラ ム や デー タ を 絵 称 し て ファ イル と いい ます 。 

り ひ ぐ ざ は 、 こ と この よう な ファ イル の 登録 、 既 に ある ファ イル へ の 追加 、 修 正 、 フ ァイル の 
削除 な どの 処理 を 行う プロ グラ ム を 持っ て いま す 。 こ の よう な プロ グラ ム を 、 ブ ファ イル ・ 
マネ ー ジ メン ト ・ シ ステ デム 、 あ る い は 単に ブフ ァイル ・ シ ステ デム と 呼ん で いま す 。 

のり ひざ が 扱う ファ イル と は 、 普 通 デ ィ ス ク に 記録 され る ディ スク ・ フ ァイル で す 。 し か 
し 、/44 ざ ダー リカ ひ O ぐ S で は 、 プ リン タ な どの 周辺 機器 を も ファ イル と し て 管理 し て いま す 。 
この た め 、 周 辺 機器 を 扱う も あめ の プロ グラ ム を わざ わざ 開発 する 必要 が な く 、 周 辺 機器 の 
取扱 が 容易 に な っ て いま す 。 各 周辺 機器 に は 特殊 な ファ イル 名 が 割り 当て られ て お り 、 こ 
の ファ イル 名 は ディ スク ・ フ ァイル 名 と 同様 に コマ ンド 行 で 使用 する こと が で きま す 。 


3。 記 ディスク ファ ィ パル 


7 ぐ ダ ー リ OO ぐ ざ で は ディ スク ・ フ ァイル の 管理 を 、 そ れ ぞ れ の ディ スク に 用 意 さ れ て い 
る FATKFile Allocation Table) と ディ レク トリ (Directory) を 用 いて 行っ て いま す 。F 
A 丁 と は 、 デ ィ ス ク で の ファ イル の 配置 状況 を 記録 し た 地図 で ある と 考え る こと が で きま 
す 。 ま た 、 デ ィ レ クト リ は 、 フ ァイル 名 と その ファ イル に 関す る 情報 を 記録 し た メモ で あ 
る と 考え れ ば よい で し ょ う 。 り OS を 利用 する と き は とこ の うち ディ レク トリ に ある ファ イ 
ル 名 だ け を 意識 し て いれ ば よく 、 実 際 の ファ イル 管理 は すべ て り ひ OS が 行い ます 。 

こと で 第 1 部 第 3 章 で 出 て きた “d ir” コマ ンド を 思い 起こ し て くだ さい 。 “dir 
” コマ ンド は この ディ レク トリ の 内 容 を 表示 する コマ ンド で す 。 


A > 等 潜 同 

MSXDOS 5 Y 5 2 ルル 8 当 お 5 一 お # お 一 みみ 9 邊 。 回 幸 B 

COMMAND COM DB 85ー09ー0U02 1051 ユ 0 ゃ 
2 files 3D 2256 by!}!) as frge 

A > 織 


この よう に “dir” コマ ンド を 用 いて デイ レク トリ を 見 る と 、 そ の ディ スク に どん な 
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ファ イル が あり 、 そ の ファ イル の 大 き さ と いつ 修正 され た か 、 そ し て ディ スク の 残り 容量 
が わか り ま す 。 


3 うみ 。1 プア イル 涯 


ファ イル 管理 の 中 心 と な る も の は 、 そ の ファ イル に 付け られ た ファ イル 名 で す 。 ファイ 
ル 名 は 、 正 確 に は 1 字 以 上 8 字 以 内 の ファ イル 名 と 38 字 以内 の 拡張 子 (ファ イル ・ エ クス 
テ デ テンション) か ら な っ て いま す が 、 拡 張子 は 必ず し も る 必要 な も の で は あり ませ ん 。 ま た ブフ 
ァイル 名 と 拡張 子 の 間 は ピリ オド “. ” で 区 切り ます 。 フ ァイル 名 と し て 使用 で きる 文字 
は 次 の と お り で すず 。 


革 @9 1! %6 / 《( ) 


AZ 0<-9 $ 名 
1 」 ーー ひな カタ カナ 


な お アプ リケーション ・ ブ ログ ラム に よっ て は 一 部 の 文字 が 使え な いこ と が あり ます 。 
その 場合 に は で きる だ け AーZ、0 一 9 を 使用 し て くだ さい 。 


アル ファ ベッ ト の 小文字 は 、44 ぐ メー リカ ひ OS に よっ て すべ て 大 文字 に 変換 され ます 。 こ 
れ ら の 文字 は 、 フ ァイル 名 や 拡張 子 の どの 部 分 で る 使用 する こと が で きま す 。 


拡張 子 は 、 フ ァイル の 種類 を 区 別 し や すく する た め に 使用 し ます 。 拡 張子 に は 、 コ ン ビ 
ュー タ で その 使用 が 決っ て いる も の や 、 ア プリ ケー ショ ン に よっ て は 習慣 的 に 特定 の 拡張 
子 を 用 いる も の が あり ます 。 こ の よう な 場合 に は 、 必 ず そ の 拡張 子 を 使用 し て くだ さい 。 


① コン ピュ ー タ で その 使用 が 決っ て いる 拡張 子 


バッ プッ ソ ア イ ル AUTOEXEC. BAT 


MK ドル WW COMMAND. COM 
ジス デム ・ プ アァ テイル MS え 選 OS。 全 \ ら お 
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②③ 沸 慣 的 に 使用 する 拡張 子 


拡張 子 ファ イル の 種類 


ンプ ダサ *・ ソ ー ス ・ ブ ァイル 
バッタ アッ プ ・ フ ブフ ァ イ 導 

ベー シッ ク ・ プ ログ ラム ・ フ ァイル 

ら ッ < ソース ・ フ ア ィ ル 

し と しり はり し ソー ズ メ ・ ブ アァ イィ イル 

クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル 
デー タダ タ ェ プティ オル 

F り 尽 日 ソー ズ ファ ィ ォ ル 
FORTRAN・ リ ソー スズ ・ フ ァイル 

ィ ツン デ ル ・he\*・ オ プ ジ ェ クト ・ フ ァイル 
ナン メッ ジー ジイ リラ マリ ・ ラ ファ ィ ッ ル 

が セッ フラ ジェ ャ ジイ プラ リ ・ フ ァイル 

7 セ プ プ ナラ ェ ャ ソー メス ・ プ ァイル 

P 訪 合 じ し プー スズ ス ・ ブ アテ イィ イル 

だ し ソー スッ プア ァ ィ ル 

リス ディ ング ・ フ ァイル 

中 以 ダ ゲー タダ ブル *・ オ ブフ ブ ジ ェ タ トド ャ フ テ イ ルル 





な お アブ リケーション に よっ て は 、 使 う 拡 張子 が 決っ て いて ファ イル 名 に 拡張 子 を 必要 
と し な いも の も あり ます 。 


93.2.2 ワイ ルド ガー ド 文字 


ワイ ルド カード 文字 と は 、 フ ァイル 名 を 指定 する 際 に 、 任 意 の 1 字 あ る い は 文字 列 に 対 
応 し て 、 そ の 文字 ある い は 文字 列 の 代り に 用 いる こと が で きる 省略 記号 の こと で す 。 ワイ 
ルド カード 文字 を 用 いる と 、 フ ァイル を 指定 する 際 に いく つか の ファ イル を まとめ て 指定 
する こと が で きま す 。 ワ イル ドカ ー ド 文字 に は 、 任 意 の 1 字 に 対応 する クエ スチ ョ ン ・ マ 
ー ク 〈(? ) と 、 任意 の 文字 列 に 対応 する アス タリ スク (※) の 2 種類 が あり ます 。 

“dir”" コマ ンド を 例 に と っ て 、 ワ イル ド カー ド 文 字 の 使い 方 を 解説 し ます 。 “di 
r” コマ ンド に ワイ ルド カー ド 文 字 を 用 いれ ば 、 限 定 さ れ た ブ ァ イル に つい て の 情報 を 表 
示さ せる こと が で きま す 。 

ドウ イプ 入 に 、 次 の よう な ディ スク が ん 人 っ ぁ ら で い た と し ます 。 
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ABCDE 務 美 」 : 航 半 半 所 一 ザー1U 3 1 お お ぁ a 
ABXDE 生 甘 す 2 本 幸 お 一 デー ジス 6 5:56p 
ABYDE EXT 3 栓 宝 ダー 人 は 1 3 :48p 
す 、 幸人 も 和 // 才 所 COM 9 お 人 4 お ワー 一 0 12808p 
人 の COM 9 はら 9 お 5ー り お せ ー ス らら 3 3 は 包 & 

ら の げ ず 1 1! @s 3 う 37920 byes free 
A > 畔 


1 。 導 基 入学 邊 ツル * マ ー タ (7) 

ir の パラ メー タダ "ab?7de.。 e1" と いう ファ ゴイ ル 吉 を 与え あと し 
ます 。 この 場合 “d ir” は 、 以 下 に 示す よう に ファ イル 名 が 全体 で 5 文字 で AB で 
始ま り 0DE で 終り 、 拡 張子 が “. EXT” で ある すべ て の ファ イル を 表示 し ます 。 


A > っ 間 EEEET あ も: 学 で EGG: 六 革 回 

AA ほじ 0 な 本 上 L 委 全 全 孝一 り イ ー1 ル 17 組 こす 款 導 

ABXDE EXT 2 nx まお の 0 アー 人 a 人 Du お 

ABYDE 度 湾 2 9 イー 話 、】 3 。 條 お 8D 
2 小 補 敵 23792 有 0 DDy も eg free 

A > 名 


な お “?” は 、 拡 張子 の 中 で も 同様 に 使う こと が で きま す 。 


和 。 デス ダサ スベ ダ (まま ) 
ファ イル 名 また は 拡張 子 の 中 に “※” が ある と 、“※” は その 位置 以降 の 文字 列 を 
"2 信 族 き 換 えま す 。 つ まり 、 “ ま ” は 連続 し た “?” の 略記 と 考え る こと が で き 
ます 。 次 の 2 つの コマ ンド は 全く 同じ 意味 で 、 そ の ディ スク に 記録 され て いる すべ て 
の ファ イル を 表示 し ます 。 


2 の emW Wi の 6 いい の ele...6 0.4.U6e し の ie の 6 や 6 


77202 つ 0000AOPNR SAY 


次 の コマ ンド は 、 拡 張子 が “. COM"” で ある 全て の ファ イル を 表示 し ます 。 


A >j:dEETEET 家 江 EEC:O:m 9 装 す 0 デ 、』 導 の て ザ ザ 姜 本 写 。 nm 互層 
ABCZDE COM 9984 85-ー08ー09 12:O08p 
0 の の COM 8320 85--ー08-25 3:39a 
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財 『}1 1 人 @ き る 337920 by も ies free 
A> 暑 


學 の コマ ンド は 、 フ ァイル 名 が ABC で 始ま る 全て の ファ イル を 表示 し ます 。 


A> ッ WEEFEEaHDG: 王 家財 そ diruabc?22222.?2929 と 同じ 
ABCDE EXT 1 6 8 昌一 人 アー1 了 7 9 18a 
ABCZDE COM 8 お 8920 85ー08 一 25 12:08p 

2 土 1」@@ 3937820 files げ f げ rgee 
A ム > 時 


3.2.3 ドラ イブ 指定 


4 ダー の リ ひ O ぐ は 、 フ ァイル を ディ スク ・ ド ライ ブ ご と に 管理 し て いま す 。 そ の た め 違 
う ド ライ プ に 同じ 名 前 の ファ イル が あっ て も 、 混 同 す る こと と な く 扱 うこ と が で きま す 。 

4 ダー カリ OS が 管理 する ドラ イブ の 数 は 最大 8 台 で 、 そ れ ぞ れ A、B 、C・…・…H の ア 
ルフ ァ ベ ッ ト の ドラ イブ 名 を 持っ て いま す 。 ド ドラ イブ を 指定 する と き に は 、 こ の 文字 の 後 
ろ に コロ ン (:) を 付け “di:? と いう よう だ 指定 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の 文字 と コ 
ロン の 組み 合わ せ を 、 “ドラ イブ 指定 ” と いい ます 。 

また 、 ド ドラ イブ 指定 、 ブ ファ イル 名 、 拡 張子 を この 順 で 続け ね も の を 、 特 に 「 フ ァイル ス 
ベッ ク 」 と いい ます 。 フ ァイル スベ ッ ク の 書式 は 以下 の と お り で す 。 


[< ドラ イプ 指定 >] こく フ ァイル 名 > [, < 拡張 子 >] 

例 : A:BCDEFGHI.,. BAS 
な お デフ ブフ ォ ルト ・ ド ライ ブ に ある ファ イル を 指定 する と き は 、 ド ライ ブ 指 定 は 省略 する 
こと が で きま きす 。 


S.・ 9 特殊 な ファ イル 名 


4 ざ ダ ー リ カリ O ざ で は 周辺 機器 に 特殊 な ファ イル 名 を 割り 当て 、 各 周辺 機器 を ディ スク ・ 
ブフ ァイル と 同じ よう に コマ ンド 行 で 取り 扱え る よう に し て いま す 。 こ の 特殊 な ファ イル 名 
を デバ イス ・ フ ァイル 名 と いい ます 。 デ バイ ス ・ フ ァイル 名 に は 次 の も の が あり ます 。 


AUX ー タ ・ レ コー タダ な どの 守 助 人 出力 装置 と の 入出 力 や 他 の コン ピュ ー タ と 


デ 
の 通信 の た め に 用 音 し て あり ます 。 起 動 時 は 、NUL と 同じ 機能 に 設定 し て 
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あり ます 。 
CON : キー ボー ド か ら の 入力 や 、 デ ィ ス プレ イ へ 出力 する 場合 に 使用 し ます 。 


NUL : コマ ンド が 、 そ の 構文 上 入出 力 の ファ イル 名 を 要求 し て いて も る 、 特 に ファ 
イル を 作ら な い 場 合 に 使用 し ます 。 


PRN : プリ ンタ に ご 出力 する 場合 に 使用 し ます 。L ST も る これ と 同じ で す 。 


デバ イス ・ フ ァイル 名 を 用 いた 例 を 以下 に 2 つ 上 げ ま す 。 


キー ポ ボード か め ら の ⑳ の 入力 を “At oa wae ec。pa 1 も" と いら ファ イル 交 で デブ 
チル ト ・ ド ライ プ 上 に 作 系 補 。 


の 6 で 3 タ 0 だ か eo さ ( め ) 9 の 2 6021 も 、@ じ の CO )Wi 湯 り 破 。 訓 いや を 5 る Sh の WALLIP 0 しのい WUWvDH あ 0D も 02 の 1 人 のか) の. あや 
OKA NR AU 導 が し 委 c 雪 者. 敵 2C5 没 X 司 玖 邊 3 電 OR 本 拓 の の 0 病 0 0 し Tr 


"test.mac" と いう ファ イル の 内 容 を プリ ンタ に 打ち 出し ます 。 


な お デバ イス ・ フ ァイル を 使用 する 場合 、 た と え ド ライ ブ 指 定 や 拡張 子 が 与え られ て い 
た ど し て も 、 デ パイ ス ・ フ ァイル 名 が 優先 し ます 。 し た が っ て 、CON。 L ST は ファ イ 
ル に は な り ま せん 。 た と えば 下 の よ うな コマ ンド を 入力 し て も る CON. L ST と いう ディ 
スク ・ フ ァイル は 作ら れず 、SAMPLE. MAC の 内 容 が ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 


A 26DODDEMEEESE あ EDBEHEGSEHDISEGEEEGEOEREEEEE 登 王 回 
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家 人生 瑞 ーー ママ ンド の つう 析 革 計 


4 ん 4。 1 コマ ンド と は 


4.1.1 コマ ンド の 概念 


BASTIC な どの プロ グラ ミン グ 言 語 で は 、 コ マン ド は 1 つの プロ グラ ム を 構成 する 部 
分 品 で し た 。 し か し 故 S@ ダ メー リ ひ OS で いう コマ ンド と は 、 プ ログ ラミ ング 言語 の コマ ンド 
と は 違い 、 プ ログ ラム その も の で す 。 コマ ンド は 、 プ ロン プ ト に 続く コマ ンド 行 に その 名 
前 を 入力 する こと で 実行 され ます 。 

4 ざ メ ー リ OS で 実際 に コマ ンド の 実行 を 受け 持つ の は シス テム ・ コ マン ド ・ フ ァイル 
で ある “COMMAND. COM” で す 。 す べ て の コマ ンド (プロ グラ ム ) は 、 “COM 
MAND. COM"” に よっ て 解析 され 実行 され ます 。 


4.1.2 コマ ンド の 書式 

コマ ンド は 、 コ マン ド 名 と それ に 続く パラ メー タ か ら な っ て いま す 。 パ ラメ ー タ は 、 コ 
マン ド に よっ て 必要 な も る も の と そう で な いも の が あり ます 。 ま た 、 コ マン ド 名 と パラ メー タ 、 
お よび パラ メー タ 相 互 の 間 は 、 ス ペー ス 、 タ プ ま た は カン マ に よっ て 区 切ら れ て いな けれ 
ば な り ま せん 。 コ マン ド の 書式 は 以下 の よう に な り ま す 。 

A> ヶ > [< ドラ イブ 指定 >] < コマ ンド 名 > [上 く パ ラメ ー タ >] . . 

これ は 、< く ドラ イブ 指定 > で 指定 され た ドラ イプ に ある く コ マン ド 名 > と いう コマ ンド 

を 実行 せよ 、 と いう こと を 示し ます 。 


人 4. 2 コマ ンド の 種類 


コマ ンド に は 、 コ ンピュータ の 内 部 に あら か じ め 用 意 さ れ て いる 内 部 コマ ンド と 、 デ ィ 
スク に ブフ ァイル と し て 記録 され て いて 、 コ マン ド 名 が 入力 され る た びに メモ リ に 読み 込ま 
れ て 実行 され る 外部 コマ ンド 、 婦 SS ダー リカ り ひ O ぐ の バッ チ 処 理 機能 に より 自動 的 に 複数 の 内 
部 コマ ンド 、 外 部 コマ ンド を 実行 する バッ チ ・ コ マン ド の 83 種 類 が あり ます 。 


4.2.1 内 部 コマ ンド 
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メー リ ひ O ざ に は 、 以 下 の 18 種 類 の 内 部 コマ ンド が 備え られ て いま す 。 な お 、 そ れ 
ぞ れ の コマ ンド の 詳細 に つい て は 、 次 章 「 コ マン ド 一 覧 」 を 参照 し て くだ さい 。 


BA ぬら STC 1 ゅ 華 | 本 REN V 紅 TIREY 
CO0OPY FORMAT REM 
DATE MODE T IME 
DE し PAUSB りり 信 っ まり 


4.2.2 外部 コマ ンド 


アセ ンプ ラ や コン パイ ラ な ど を 利用 し て 作成 し た “. COM"” と いう 拡張 子 を 持つ ファ 
イル が 外部 コマ ンド で す 。 シ ステ デム ・ デ ィ ス ク と と も る に 提供 され る 拡張 子 “. COM" の 
ファ イル も る これ に あたり ます 。 

外部 コマ ンド は ファ イル 名 を コマ ンド 行か ら 入 力 す る だ け で 、 デ ィ ス ク か ら 読 み 込ま れ 
て 実行 され ます 。 な お コマ ンド ・ フ ァイル が デフ ォ ル ト ・ ド ライ プ に な い 場 合 は 、 コ マン 
ド 名 に ドラ イブ 指定 を 付け る か 、 デ フォ ルト ・ ド ライ ブ を コマ ンド ・ フ ァイル が ある ドラ 
イプ に 変更 する 必要 が あり ます 。 

以下 に 外部 コマ ンド と デフ ォ ル ト ・ ド ライ プ ブ の 関係 を 示し ます 。 た と えば ドラ イブ A、 
B に 、 そ れ ぞ れ 次 の よう な ディ スク が 人 っ て いる と し ます 。 


A >jd:j 拉 回 

兵員 征 COM 3 る 信 、 呈 5 ュ 07 一 分 5 5:16p 

NEWDISK BAT すき 。 旭 紀 一世 宇 一 0 谷 DU: 和合 委 B 
半 天 導 周 350448 bytes free 

A > っ:E:EE 沈 馬 肖 同 

CAT COM 科 和 90 BB 人 ち 一 入り 83.3 D 湯 B 
中 | 1 机 器 3 の 9 の ば 妥 8 有 U Dyw も es free 

A> っ を eS も 回 


A >:e: 吉 回 < cat" を 人 入力 
Bad command or file name で CAT. COM が デフ ォ ル ト ・ 


A > っ DE な 8: も 回 ドラ イブ で ある ドラ イブ プ A 上 に 
1 な か っ た の で 、 エ ラー・ メ ッ セ 
LCAT が 実行 され る 〕 ー ジ が 表示 され た 。 
0 2 ーー デブ フォ ル に 4 ドラ ィ イザ を ドラ イヴ BB に 更 


B > eg も 回 を マツ 放 大 た 力 
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LCAT が 実行 され る 〕 
B > 調 
4.2.3 バッ チ ・ コ マン ド 


バッ ナチ ・ コ マン ド と は 、 拡 張子 が “. BAT” で ある バッ チ ・ フ ァイル に 収め られ た 一 
連 の コマ ンド で 、 バ ッ チ ・ フ ァイル 名 を コマ ンド 行か ら 入 力 す れ ば 、 収 め ら れ て いる コマ 
ンド が 次 々 と 実行 され ます 。 バ ッ チ ・ コ マン ド を 利用 する こと で 、 個 々 の コマ ンド を いち 
いち 信 力 する こと な く 、 一 連 の 処理 を 自動 的 に 行う こと が で きま す 。 こ の た め ア セン プル 
や コン バイル な ど 、 同 じ コ マン ド を 使っ て 何 回 ぉ 処理 を 行う 場合 に は 、 非 常に 便利 な 機能 
で す 。 

バッ チ ナチ ・ フ ァイル が デフ フォルト ・ ド ライ ブ に な い 場 合 、 バ ッ チ ・ フ ァイル 名 の 前 に ドラ 
イブ 指定 を 付け る か 、 デ フォ ルト ・ ド ライ ブ を 変更 し な けれ ば な ら な いこ と は 外部 コマ ン 
ド の 場合 と 同様 で す 。 

前 節 で ドラ イブ プ A に あっ た “NEWDISK. BAT” が 次 の よう な 内 容 で ある と し ま 
す 。 フ ァイル の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 させ る に は 、 “typ e” コマ ンド を 使い ます 。 


rem This is file NEWDISK. BAT 
pa4uSe InsSert new disk in driyve b< 
3 は Yi あみ? 

ます 前. 


ムッ > 詳 


この パッ ナチ ・ フ ァイル 名 を 入力 すれ ば 、 バ ッ チ ・ フ ァイル の 内 容 が 次 々 と 実行 され ます 。 


本 AR 2 KN OR 前 8 寺 ES 


笑み Fem Tigs js fjil]e REWDISK.。 BAT 
A>pause Insert disk in drive B< 
ら も 1Y ike & Key when reagdY デー ドラ イブ BC に 新しい ディ スク 


科 foma を 人 れ た ら ど れ か キー を 押す 
Drive name? (AA,B) b ーー ドラ イプ 日 の ディ スケ タケ を や ブ プ ォ ー マ ッ 1 
Strike a key when ready < どれ か キー を 押す 
Format complete ーー フォ ー マ ッ ト が 終了 する と 表示 され る 
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夫人 1 と is 
ド Fi な 抽 届 も まゆ 品 双 デー ドラ イブ B の ディ スク に は ブフ ァイル が な れい 
A> 調 
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2 用 選 区 テマ ンド 一起 


本 章 で は 以下 の コマ ンド に つい て 解説 し ます 。 コ マン ド は アル ファ ベッ ト 順に な っ て い 
ます 。 


し Disk BASTIC だ 移行 し ます 。 
0 ペ PROORHDRP 0 ファ イル を コピ ビー また は 連結 し ます 。 
DATE ‥ ニ トニ 誤 て トト ・・・・・・・ 日 付 を 表示 、 変 更 し ます 。 
DEL(ERASE)  … ド ドド …… ファ イル を 削除 し ます 。 

1 ディ レク トリ を 表示 し ます 。 

FORMAT …・‥ ド ドド ーー ディ スク を 初期 化し ます 。 
MM 文字 表示 幅 を 設定 し ます 。 

PAUSEー- …・ ド ドド ドド ドー ツー ツー バッ チ ・ コ マン ド の 実行 を 一 時 停止 し ます 。 
REIML < ドド ドド ドド ドド バッ チ ・ フ ァイル に コメ ント を 書き 込み ます 。 
REN (RENAME) ………… ファ イル 名 を 変更 し ます 。 

TIT ME トッ 時 刻 を 表示 、 変 更 し ます 。 

WP 0 信 を Y テ py ゃ rwewwyewresies ファ イル の 内 容 を 表示 し ます 。 
VERIFY 。ー …・‥ ド ドド ドド ーー 害 き 込み の 際 の 検査 の 有無 を 設定 し ます 。 
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内 部 コマ ンド 


解 


注 


例 


説 


意 ・ 


Disk BASIC を 起動 し ます 。 
BASIC」[ く ファ イル スペ ベック ッ >] 


/7 ぐ ダー リガ OO ざ が 起動 され て いる 状態 か ら D isk BAS1IC を 起動 し た い 
と ぎ き は 、 “bas i c”" コマ ンド を 用 いま す 。 マ ファ イル スペ ッ ク > と に よっ て D 
isk BASIC の プロ グラ ム ・ フ ァイル を 指定 する と 、Disk BASI 
C を 起動 し た 後 、 そ の ブログ ラム を 読み 込ん で 実行 し ます 。 
Disk BASIC か ら 44S ダ ー カ OS ふ ぃ ^ 移 行 す る に は “ sys tem/ 
ある い は “cal 1 


syYSsStem” を 用 いま す 。 


Disk BASIC を 起動 し 、BASIC の プロ グラ ム で ある “FUNCK 


E YS。 


INI” を 実行 し ます 。 と の プロ グラ ム は 、D i sk BASIC で フ 
ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー を 設定 し て 、 再 び 44 ぐ メー リ OS ぐ に 戻る る の で す 。 


AA っ Yeti 和 HEGEREEEMESEEEEED は 軸 

も 邊 軸 投了 そ 1。 デ 電 4 デ 

1 1 攻 拉 提 。 FEg 拓 

1D 民 到 YY 肖 。 "semy “ 

: 全 有り 0 代表 YY 中 。 dei デ 

1 0 人 KBY 5。 “type “ デ 

1 呈 り 改 包 YY 下 。 でも #mme“" 中 G 且 弄 【1 和 ほ ) 
1 650 5Y 7。 aagte" キ C 耳 恨 抽 て (18) 
170 KEY 8, “format”? 二 CHRS (13) 
180 KEY 9 "verify “ 

190 人 KEY 10。 "basie デ 

gg 介 紀 人 5CAEC VS] 5M 


の し @NUg、 の あの 、 価 -. の の 9 ぐる の の / る も ご も 6 この 0 の いこ の いや 


47 ぐ ダー リ O ひ OS と Disk BASIC で は コン ピュ ー タ の メモ リ 構 成 が 異 り 、 
"bas ic” コマ ンド の 実行 に よっ て メモ リ が 切り 替え られ ます 。 こ の た め メ 
モリ を 介し て ダー リリ OS と Disk BASIC と の 間 で デー タ を や り と り 
する こと は で きま せん 。 
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人 内 部 コマ ンド 


ファ イル を 複写 (コピ ー) し ます 。 
CDP イダ トブ プ A1 プ 日] マフ ァイル スペ ッ ク タク 1 テ 「[/ ア AB] [< ファ 
0 ウッ ウシ トブ し プ 伺 ] 


ファ イル を 連結 (付加 ) し ます 。 

COPY [LA1/B] くく フ ァイル スペ ッ ク 1> [ノム A1 ノ /B] < ファ ィ 
ルス ペッ ウ プ ラ ッ トト /AA 1 グ 忠 1 [。 。。 キマ ズブ ァイル スペ ッ タ ュ ョ ッ [ ア 
ルプ ア 者 1 は 上 ファ アイ 季 ス ペッ クッ [デア A 1 アア B 1 


く フ ァイル スペ ッ ク ッ > の 指定 に は ワイ ルド カー ド 文 字 を 使用 する こと が で きま 
す 。 普通 “Cc op ゞ "コマ ンド は 、 フ ァイル を 複写 する た め に だ 使用 し ます 。 


1 . 同じ ディ スク に ファ イル を 複写 する 

災 の 例 は 、 "MSDOS。 SYS" と いう ファ イル を で MSXDOS.B 
AK” と いう ファ イル 名 で 同じ ディ スク に 複写 する 場合 の コマ ンド 行 を 示し て 
いま す 。 


和み も OO な MCNS まさ 人 RS な 8 が.SCm る GOoSSD を 衣 

本 必ず 違う ブフ ァ 
イル 名 で な けれ ば な り ま せん 。 同じ ファ イル 名 を 指定 し た 場 人 間 琴 
コマ ンド は 中 断 され (ファ イル を それ 自身 に コピー ーー すず 参 征 と は 主 さ れ ま せん ) 、 
次 の よう な エラ ー・ メ ッ セ ー ジ が 束 示 され まま す 。 


A>C.OP\cnmSxydos.:s:y.ScimsiYHoSs sys 

F ド File cannot be copied pg 部 も a 1 も 全 @1† 
GU ま .1 1 @ 人事 環 用.1 意 析 

A > 


ji. 違う ディ スク に ブフ ァイル を 複写 する 
この 場合 、 こ ファ イル スペ ベック 2 > に は 4 つの 形 が あり ます 。 


① 省 申 され た 場合 
コピ ビー 人 は デフ プ ォ ルト ・ ド ライ プ に 交 し て 行わ れ 。 ビー 後 の フ テイ ル に は < 
ファ イル スペ リグ ュ テ と 則り 省 前 が 所 ま す 。 次 の 人 で 計 。 ド ライ ブ B の 
"msxdos. SysS" が デフ ォ ル ト ・ ド ライ ブ プ で ある ドラ イブ A に コピ ー 
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A>eTOD cbD tm:S 馬 dio:SiEES Sg 

ファ イィ イル スペ ッ ク 1 ュ ララ が チチ フォ ルト ・ ド ライ ブ 上 E の も の で 、 マ ファ イル ス 
ペッ ク 2 ッ > が 省略 され て いる 場合 、“copy”" コマ ンド は 中 断 さ れ (ファ イ 
ル を それ 目 身 に コピ ビー する こと は 許さ れ ま せん ) 、 次 の よう な エラ ー・ メ ッ セ 
ー ジ が 表示 され ます 。 


Fi le cannot be copied onto itself 
9 1 ! es EE 人 @ 食 1@ 可 
A> 飛 


②③ ドラ イブ 指定 の み の 場 合 
指定 され た ドラ イブ に だ 同じ 名 前 で コピ ビー し ます 。 


③ フ ァイル 名 だ け の 場合 
指定 され た ファ イル 名 で デフ ォ ル ト ・ ド ライ プ に コピ ー し ます 。 


A>cOp タ 記 bmSsxdos.-:sYsomsxdos:baE 記 


③ あ 完全 な ファ イル スペ ベック を 指定 し た 場合 
指定 され た ドラ イブ へ 指定 され た 名 前 で ファ イル を コピ ー し ます 。 
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1 . “COpY” コマ ンド の スイ ッ チ 


/ ム スイ ッ チ と /B ス イッ チ は コビー・ モ ー ド の 指定 に 用 いま す 。 “ノン A” は アス キー 
・ モ ー ド (Ascii mode) の 意味 で 、 処 理 し て いる ファ イル の 中 に エン ド ・ オ プ 
・ フ ァイル ・ マ ー ク (EOF 、 フ ァイル の 最後 に 付け られる) が ある と 、 そ こ で ファ イル 
が 終っ て いる と みな し て 処理 を 打ち 切り ます 。 “ノン B” は バイ ナリ ・ モ ー ド CB inar 
y mode) の 意味 で 、EOFE が あっ て る 処理 を 続け ます 。 

く フ ァイル スペ ベッ ク > に スイ ッ チ < く ノ A> ま た は < く < ノ B> が 付い て いる 場合 、 そ の スイ 
ッ チ は 他 の スイ ッ チ が 見 い 出さ れる まで 有効 で す 。 ノ A が 影響 を 持っ て いる 間 に 読 み 取 ら 
れる ファ イル は 、E OF 以降 が 取り 除 か れ ま す 。 

コビー 先 の ファ イル 名 だ 付加 され る ノ プ A ま た は ノン B ス イッ チ は 、EOF が ファ イル の 終 
り に 置か れる か どう か を 決定 し ます 。 フ ァイル の 書き 込み 中 に ノ A が 影響 を 持つ 場合 、 
つの PEOF だ けが 付加 され ます 。 し た が っ て 、 ア スキ ー・ フ ァイル を 次 の よう な コマ ンド 
で コピ ヒー する と 、 も と の ファ イル の E OF は ノン B ス イッ チ の た め 除 去 さ れず 、 コ ピー 先 の 
ブフ ァ イル の ププ A ス イッ チ に より 余分 な EOF が 付加 され る の で 、 結 果 と し て 2 つの EOF 
が 付い た も ブフ ァイル が で きる こと に な り ま す 。 


傘 は ファ イル を 連結 する と き に スイ ッ チ が 付い た 例 で 、 実 行 フ ァイル “PROG. CO 
M” に 、 ア スキ ー・ フ ァイル で ある 定数 デー タ “ERRS. TXT” を 連結 する 場合 を 示 
し て いま す 。 結 果 と し て 必要 な の が バイ ナリ ・ フ ァイル と する と 終り の E OF は 必要 な い 
の で 、 ス イッ チ を こと の よう に 用 いま す 。 


AA ラフ COBYcD FODO き で の Om グ 8 半 eEES OL テ ルン DHISWDE:aiw::: な 


この 場合 、 “AB. TXT" の 途中 に EOF が 含ま れ て いる と 、 そ の 時 点 で コピ ー は 打 
ち 切 られ る の で 、 “CD. TXT” の 大 き さ は “AB. TXT” より 小さ く な り ま す 。 な 
お この と き “DE. TXT” に は 、EOF が 最後 の 文字 と し て 付い て いま す 。 


せ . ブ ァ イル の 連結 
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"CODy コマ ンド を 用 いて ファ イル を 連結 する こと が 可能 で す 。 連 結 は 、“cop 
Y コマ ンド の パラ メー タ と し て < ファ イル スペ ベック > を “ 二 " で つなげ な が ら 並 べ る だ 
け で 行う こと が で きま す 。 


2 を 6L。 AB し と 。 そら D。 テマ 。 夫 し で 綴 世 。 午 生 9 を 連結 し 、 
その 結果 を “GH. CRP"” と いう 名 前 で ドラ イブ A に 書い て いま す 。 

連結 は 、 通 常 ア スキ ー・ フ ァイル に 用 いら れ ま す 。 バ イナ リ ・ フ ァイル を 連結 する 場合 、 
る も る し ファ イル の 中 に E OF が 含ま れ て いる と 、 そ の 時 点 で その ブフ ァイル の コピ ー を 打ち 功 
り 、 次 の ファ イル を 続け て 連結 コピ ビー し ます 。 そ の た め 、 バ イナ リ ・ フ ァイル を 連結 する 
場合 は ププ B ス イッ チ に より バイ ナリ ・ モ ー ド に 切り 替え て 行い ます 。 


A> っ coDp ザ ダグ B 記 な も の em キキ GOEEEGDOmEGe- ま om 回 


この 例 で は 、 "copy” コマ ンド は 、“AB. COM” に “CD. COMP を 連結 し 、 
" 全 ま 。 COM と いう ブ ァ ィ イル な 作り ます ず 。 


傘 の 例 は ドラ イプ ブ B に ある “TEST1. TXT” に 、 デ フォ ルト ・ ド ライ プ に ある “ 
TEST2. TX 征 ”" を 付加 する 場合 の コマ ンド 行 を 示し て いま す 。 


だ た だ 薦 し 。 る あ を 
る 場合 は 、 最 


CN て 


(に な る ファ イル と 付加 する ファ イル が 双方 と も デフォルト ・ ド ライ プ 上 に あぁ 
後 の バ ラメ ー タ を 和 省略 する こと が で きま す 。 

損 . ワ イル ドカ ー ド 文字 の 使用 例 

① 複 写 (コピ ー) 


ワイ ルド カード 文字 を 利用 すれ ば 、 デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ や 特定 の ファ イル 名 ある い 
は 拡張 子 を 持つ ファ イル の み を コピ ー す る こと も で きま す 。 


傘 の 例 で は 、 デ フォ ルト ・ ド ライ ブ で ある ドラ イプ ブ A の すべ て の ファ イル を ドラ イブ B 
(ここ 導 ーー し ます 。 
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次 の 例 で は 、 デ フォ ルト ・ ド ライ ブ プ に ある 拡張 子 が “. COM” で ある ファ イル の すべ 
て と >。 ドラ タイ アプ 昌 コビー も ます 。 


し 傘 GL 二 RI YS し NN) ER5 琴 UI 雪 、K KN (YUK 本 OR RE NM 寺 、 還 UL 也 い 


次 の 例 で は 、 ド ドラ イプ ブ B に ある ファ イル 名 が 39 字 以下 で ある ファ イル の すべ て を 、 デ フ 
キル ォ ッ ドド ダイブ コロール ます 。 


②③ 連 結 (付加 ) 


ワイ ルド カード 文字 を 利用 すれ ば 、 特 定 の ファ イル 名 ある い は 拡張 子 を 持つ ファ イル を 
すべ て 連結 し て 1 つの ファ イル を 作る な どの 処理 を 行う こと が で きま す 。 


次 の 例 で は 、 拡 張子 が “.LST” で ある すべ て の ファ イル を 連結 し て 、 “CONBI 
N. PRIN” と いう 名 前 の ファ イル を 作り ます 。 

0 

また 、 以 下 の よ うに いく つか の ファ イル を 個々 に 連結 し た り 、 あ る い は 一 つの ファ イル 
に 連結 し た りす る こと も で きま す 。 た と えば 、 ド ライ ブ プ A に 次 の よう な ファ イル が ある と 
し ます 。 


AA フン ECEFS9 

まま. 色 1 章 宇 =。= ニ = ニニ ニュ ユー ここ 
ABCDE 1 夫 生 
まま 見 1 RE PF ーー 
ABCDE R FE  *・ ド < 


に の で きき 次 の よう な コマ ラド ちあ 人 人力 すず る も と 。 ド FILE1. し ST な 上 1 し WI、 人 
EF” が 連結 され て “FILE1.PRN" と いう 名 前 の ブフ ァイル が 作ら れ 、 “ABCD 
E.LST"” と “ABCDE. REF” が 連結 され て “ABCDE. PRN” と いう 名 前 
の ファ イル が 作ら れ ま す 。 
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A > cioO: な 光司 素 だ すす 下 半 表 TO で ま 必 pp Fn 回 
E 上 上 し 胡 8。 上 語 て 
見 CU 所 。 し らら も は 

2 filesS copied 


A>d す ET 詞 

人 兵 1 上 上 友 3 1LS 邊 トー ドーーーーーーー・ー・ 
ABCDE ep 
1【 革 到 1 RE FE ド ーーーーーー ド ーーー・ 
ABCDE RE PE トド トート ・ ド トド トー 
だ 1 し L 包 1 PRIN トド トド ドド ーーー・ 
日 だ CD も PRIN ィ トト ドド バト ドー・ 


次 の 例 で は 、“※. LST” に 該当 する 全て の ファ イル を 連結 し て か ら 『※ ネ . 
に 該当 する 全て の ファ イル を 連結 し 、 さ ら に この 2 つの ファ イル を 連結 し て “COMBI 


N. PRN” と いう ファ イル を 作り ます 。 


( 注 ) 次 の よう な 場合 、 


REF" 


連結 し た 結果 作ら れる ファ イル 名 と し て すでに ディ スク に ある 


ファ イル の 名 前 を 指定 する と 、 そ の ファ イル に 連結 する ファ イル の 内 容 が 重ね 書き さ 
れ 、 結 果 と し て も る と の ファ イル の 内 容 な は 書き 変え られ て し まう の で 、 が が ざ ダ ー リ ひざ 


は 警告 メッ セー ジ を 素 示 し ます 。 


A> で IGEDEZES 近 2 光 ま まま ESA FTP Ts や 形 
CO 人 I も BL も Q 品 『f 思 人 @S も Lnag も 1@ ぬ 1 O 
人 fi le copied 


A> 選 3 


次 の 例 で は 、 拡 張子 が “. LST” で ある ファ イル の すべ て を 、 “ALL. 
いう ブフ ァイル に 付加 し て いま す 。 
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P 民 半 " と 


1 うう な へ すす 万 内 部 コマ ンド 


日 付 の 表示 、 変 更 を 行い ます 。 
DATE。」 [< 年 >ー< 月 テー< 日 >] 


バ パラ メー タ な し で 人 入力 し た 場合 は 次 の よう に 表示 され ます 。 


A>d8 も で 9 
じ Current date jsSsS WW YYーmm 一 dd 
Enter new date: 護 


WW ツ ツ 、Y、mm、d dd は 内 感 の 時 計 が 示す 日 付 を る と に 表示 され ます 。 


www  : 曜日 を 示し ます 。 曜日 は 日 付か ら 自 動 的 に 計算 され ます 。 表 示さ 
ね るる の 代 次 の うち の 一 です 。 


3 う 科 MO TUeG Wed T 及 MM Fi Sg も 


YY ・ 西 褒 を 示し 、 下 2 桁 が 表示 され ます 。 


mm ・ 月 を 示し 、2 祐 の 数 字 で す 。 
dd > 虹 を 示し 。 人 2 桁 の 数 で す 。 


日 付 を 変更 する 必要 が な い 場 合 は ここ で を 入力 し ます 。 


バラ メー タダ と し て 日 付 を 人 入力 する と 、 そ モ その まま 閣 し い 昌 付 が セッ ト さ れ ま ます 。 
な お この 場合 は 、 メ ッ セ ー ジ は 表示 され ませ ん 。 


A>dateui85-ー9ー52 沼 


日 付 の 入力 に は 数 字 だ けが 使 必 で きま す (文字 は 許さ れ ま せん ) 。 使用 で きる 
バラ メー タ の 男 囲 は 次 の 通り で す 。 


年 * ます 8 きり 一 2079 
また は 80 一 89(1880 一 1999 と 解釈 され る ) 
また は 00 一 78 (2000 一 2079 と 遂 引き され る ) 
月 に コー12 ジ (0 ユー12) 
日 3 1 補 ほ 1《(01 一 81) 
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史 


年 月 日 の 入力 は 、 ハ イフ ン バ (一) か スラ ッシュ バ () で 区 切っ て くだ さい 。 

日 付 は 時 呈 と と も に 好 ぐ マー リリ ひ O ざ に よっ て 管理 され て いる の で 、 時 刻 が 2 4 
時 に な る と 自動 的 に 更新 され ます 。 ま た 月 の 大 小 や うる う 年 も チェック され 、 正 
し く 変 更 さ れ ま す 。 た だ し 、 時 計 機 能 が な い MSX コ ンピュータ の 場合 は 更新 は 
され ませ ん の で 和 叙 注意 下さ い 。 

パラ メー タ や 区 切り 記号 が 議 っ て いる 場合 は 次 の メッ セー ジ が 表示 され る の で 、 
も う 一 度 正 し く 入 力 し て くだ さい 。 


Invalid date 日 付 の 指定 が 違い ます 
Enter new date: 久 < 日付 を 入力 し て くだ さい 


本 体 の R OM B1IOS が 日 本 版 以 外 の も の で は 、 日 付 の 表示 と 入力 の 形式 が 
が 次 の よう に 変わ り ま す 。 


イン ター ナシ ョ ナル 版 : mmーddー タ タダ 
ヨー ロッ パ 孤 ?。 引 本 本立 且 
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1) を 三信 請 王 2 う 内 部 コマ ンド 


角 く フ ァイル スペ ベッ クッ > で 指定 され た ファ イル を すべ て 削除 し ます 。 
表 き - 了 B 邑 ファ イル スペ パック タッ 
また は 
ERASE ファイ ルス ペッ クッ > 


争 説 : 次 の 例 は 、 デ フォ ルト ・ ド ライ プ か ら フ ァイル “TEST. MAC" を 削除 し 
ます 。 


よっ 意 語る で 

"de1” コマ ンド で は 、 削 除 す る ファ イル の 指定 に ワイ ルド カー ド 文 字 が 使 
用 で きま す 。 た と えば 拡張 子 が “. TXT" で ある ファ イル を すべ て 削除 する と 
き は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


ワイ ルド カー ド 文 字 の 詳細 に つい て は 、 第 3 章 「 フ ァイル の 概要 」 を 参照 し て 
くだ さい 。 

ファ イル の 指定 に “※. ※ ま ”" を 用 いる と 、 デ ィ ス ク に ある すべ て の ファ イル を 
削除 する こと に な り ま す 。 が さ ぐ マ ー リ OS な 実行 し て る よい か どう か を 確認 する 
ため 、 次 の よう な メッ セー ジ を 表示 し ます 。 全 ファ イル を 削除 し て る よい と き は 、 
ここ と で“ を 入力 し ます 。 


ATYTe OU SuUre (YY プル) 9? 


な お “de 1 ” と 同等 の 機能 を 持つ コマ ンド と し て “erase" が 備え られ 
て いま ます 。 


MSXーDOS-I 一 36 


ディ スク に 記録 され て いる ファ イル に つい て の 情報 を 表示 し ます 。 
DIRー [< く フ ブフ ァイル スペ ッ ク ッ >] [ ノ P] [ノン WW] 


また は 
選 


DIR[ グ プ P] [ ノ プ W] 」 コ [< く フ ァイル スペ ッ ク ッ >] 


"dir コマ ンド は ディ レク トリ に 記録 され て いる 、 そ の ディ スク に ある フ 
ァイル の 名 前 、 大 き さ 、 最 後に 修正 され な た 日 付 、 時 刻 お よび 表示 し た ブフ ァイル 数 、 
ディ スク の 残り 容量 な どの 情報 を ディ スプ レイ に 表示 し ます 。 


"dir "コマ ンド で は “ グ P” と “ ン WP の 2 つの スイ ッ チ が 使用 で きま す 。 
グ プ P ス イッ チ は 、 ペ ー ジ ・ モ ー ド を 意味 し 、 デ ィ ス プレ イ い っ ぱい に 表示 され 
た と ころ で 表示 を 中 断 し ます 。 表示 を 再開 する に は 、 任 意 の キー を 押し ます 。 

グ W ス イッ チ は ワイ ド ・ デ ィ ス プレ イ ・ モ ー ド を 意味 し 、 フ ァイル 名 の み を 1 
行 に 表示 で きる だ け ひけ 表示 し ます 。 1 行 の 表示 幅 は “mo de” コマ ンド で 設定 し 
た 値 に より ます 。 


"dir "コマ ンド に パラ メー タ が な い 場 合 、 デ フォ ルト ・ ド ドラ イブ 上 に ある 
ディ スク の ディ レク トリ の 内 容 を 表示 し ます 。 デ フォ ルト ・ ド ライ ブ プ A に ある デ 
ィ ス ク の ディ レク トリ の 内 容 を 表示 させ る に は 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


バ パラ メー タ と し て ドラ イブ 指定 の み が あ る 場合 、 指 定 さ れ ね ドラ イブ プ に ある デ 
人 
が り の 内 容 を 表示 さ せ る 6 人 。 0 う だ 入力 し ま 居 す o 


パラ メー タ と し て 拡張 子 な し の ファ イル 名 だ けが ある と き (ドラ イブ 指定 は あぁ 
っ て も よい) 、 そ の ドラ イプ 上 に ある ディ スク の ディ レク トリ を 検索 し て 、 指 定 
され た ファ イル 名 を 持つ すべ て の ファ イル の 情報 を 表示 し ます 。 次 の 例 で は 、 ド 
ライ ブ B に あり 、 ブ ァイル 名 に “TEST1" を 持つ すべ て の ファ イル の 情報 を 
夷 示 し ます 。 


記 人 計 字 せ 人 
すま 的 全 1 # 本 
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邊 時 は 8 COMT バト ーー ドー トド < トト トト トト ・・ こ ここ ・・・ 
A > 庄 


完全 な く フ ァイル スペ ベック ッ > を 指定 し た 場合 、 指 定 さ れ た ドラ イプ に ある ディ 
スク の ディ レク トリ か ら そ の ファ イル を 検索 し 、 そ の 情報 を 表示 し ます 。 


A> 湯 注 生 EE ま 意 な も Sm 回 
0 ee 3 ASYMT トト トト トト トト トト ・・・・・ こ ここ ここ ・ 

1 。 ff ji 1 ーーー 
A ム > 遇 


ファ イル 名 の パラ メー タ と し て ワイ ルド カー ド 文 字 を 使用 する こと が で きま す 。 
ワイ ルド カー ド 文 字 に つい て は 、 第 3 章 「 フ ァイル の 概要 」 を 参照 し て くだ さい 。 
な お 、 “d ir”" コマ ンド の 呼び 出し で 同等 の 動作 を する も の を 以下 に 上 げ ま す 。 





注 意 : 表示 幅 が 356 桁 未満 の 場合 は 、 情 報 の 一 部 が 表示 され な いこ と が あり ます 。 こ てこ 
の よう な と き は “mode"” コマ ンド を 用 いて 、 表 示 幅 を 35 桁 以上 に 設定 し て 
くだ さい 。 
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FE < うう TTA 丁 内 部 コマ ンド 


機 能 : 閑 し い デ ィ ス ク を 使用 で きる よう に 初期 化し ます 。 
書 式 : FORMAT 


解 説 : “format”" コマ ンド の 処理 は メッ セー ジ に 従っ て 対話 方 式 で 進め られ ま 
す 。 標準 的 な メッ セー ジ は 以下 の 通り で す 。 


i. ドライブ が 1DD タ イプ の 場合 


A> っ orTFma も 紀 の 。 フケ ボー マッ ト ず る ディ メ ク が 
Drive name? 〈〈,B) 暑 入っ て いる ドラ イブ 名 を 入力 
Strike a key when ready 鞭 
Format compliete 1 

どれ か キー を 押す 
A > 己 


せ . ドラ イブ が 2DD タ イプ の 場合 


Drive name? (AA,B) 有 器 で ドラ イブ 名 を 入力 


DrTiIVe type 

1 > 圭 生 意 @ 生 仙 天 。 S1ngle sided 
2 。 。 姜 る 8 避 人 六 も の 6FS。 Single sided 
了 。 生き 谷 なき 傘下 吾 。 doOub] e Sided 
4 。 乱 る @ 避 も @ 〇 YS。 GOoOubie sided 


* う 


望 て 数 字 を 入力 する (標準 フォ ー マ ッ ト は この 例 で は 2) 
Strike a key when ready 護 
Format complete { 

ご どれ か キー を 押す 
A > 膝 


"Format”" コマ ンド を 中 断 す る と き は 、CTRL 士 C を 入力 し ます 。 こ ご 
の と き デ ィ ス プレ イ に は 次 の ひよ うな メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


Aborted 中止 し まし た 
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汗 ・ 9 マー リカ OS で 使用 で きる ディ スク の 様式 を 表 5.1 に 上 げ ま す 。 


表 5.1 奏 S ダ ー リ OS で 使用 で きる ディ スク の 様式 


ディ スク の 様式 | 1DD 
gsectorSs | 9sectors | 8Sectors 


Loeweeeem | | 中 xs 
osym | | dd dl 
1 sm | 時 中 dd: 
zasssom| | | ml * 


使用 可 能 な セク タ 数 630 1268 


使用 可能 な 総 バ イト 数 362496 730112 322560 649216 





2 1) 13 
SSeCtOoFS 





物理 セク タ 番 号 1 トラ ッ ク 8 セ クタ の 場合 1 8 
1 トラ ッ ク 98 セ クタ の 場合 1 <9 

トラ ッ ク 番 号 0<79 

サイ ド 番 号 1 DD の 場合 0 


2DD の 場合 9 、 1 


3.5 イ ンチ 型 の MIS 双 用 ディ スク ドラ イブ 装置 で は 、 全 て の 機種 で 片面 80 ト ラッ 
ク (1DD) ブフ ォ ー マ ッ ト を 読み 書き で きる よう に な っ て いま す 。 他 の 装置 で 使 
う 可能 性 の ある ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る 場合 は 、 こ の フォ ー マ ッ ト を 選ぶ とこ 
と が 望ま し いで し ょ う 。 
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wi た つ も) 選 内 部 コマ ンド 


粒 能 : ディ スプ レイ の 表示 文字 幅 を 設定 し ます 。 
書 式 : MODE ご < 表示 文字 幅 > 
鍵 説 : 設定 で きる 表示 文字 幅 は 、MSX で は 1 一 40 で 4 1 以上 の 値 を 設定 する と エ 


ラー に な り ま す 。 MSX2 の 場合 は 1 て 80 で す 。 設定 し た 値 が 1 て 32 の 場合 
は スク リー ン ・ モ ー ド 1 (BASIC の screen 13) に 、33< て 40 (M 
SX2 で は 38 て 80) の 場合 は スク リー ン ・ モ ー ド 0 (BASIC の scre 
en OO) に 設定 され ます 。 


"imode” コマ ンド を 実行 する と ディ スプ レイ は 消去 され ます 。 
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StTT 号 内 部 コマ ンド 


則 


バッ チ ・ コ マン ド の 実行 を 一 時 停止 し ます 。 
PA ん US 取 、」 [で コメ ント テ 』 


バッ チ ・ コ マン ド の 実行 を 一 時 停止 させ る 目的 で 使用 し ます 。 バ ッ チ ・ フ ァ イ 
ル に この コマ ンド を 書き 込ん で お く と 、 バ パ バッチ ・ コ マン ド の 実行 が "pause 
< を と ら ろ で 一 時 合 止 し ます 。 と の と き デ ィ ス プレ イ と だ は 以下 の よう な メッ セー 
ジ が 表示 され ます 。 


S も trike any hey when ready 調 
(準備 が で きた ら ど れ か キー を 押し て くだ さい ) 


バッ チ ・ コ マン ド の 実行 は 、C T RL 士 C 以 外 の 任意 の キー を 押す と 再開 され 
る の で 、 そ の 間 に だ 必要 な 処理 を 行い ます 。 
CTR し 十 ど を タダ イプ する と 、 鐘 い て 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


Terminate batch file 〈Y ノ N) ? 
(バッ チチ 処理 を 中 止 し ます か ?) 


ここ で “"Y” を 入力 する と パ バッチ ・ コ マン ド の 実行 は 中 止 さ れ 、 好 ざさ ダー リ ひ 
ぶ の コマ ンド 入力 待ち に 戻り ます 。 “N” を 入力 し た 場合 は バッ チ ・ コ マン ド の 
実行 が 再 敵 され ます 。 


*pausSe” コマ ンド の パラ メー タ に コメ ント を 与え る と 、 そ れ を ディ スプ 
レイ に 表示 させ る こと が で きま す 。 た と えば 下 の 例 の よう に だ に 、 使 用 者 に 指示 を 与 


、 芝 ー テ っ うー ご 了 と と) と )^ つっ つ = こと に 
える こと る 可能 に な り ま す 。 


A>rem ThisS jisS NEWDISK. BAT 

ApDa&auUSe InSert djsSK in drive B: 
ら S ら も trT ikKe a KeT when read ツ 

A>format 

Drive name 〈A,B) ? b 

S ら も trTike a&a2 KeT when readY 

が QOY 加 8 る も tt COYTD}! et も te 


A > 時 
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機 能 : 何 る し ませ ん 。 た だ し 結果 と し て 、 “r em” の あと に 続く コメ ント を ディ ス 
ブレ イ に 表示 し ます 。 
書 式 : REM』[ く コメ ント ッ >] 


1 1 


朋 説 : “rem” コマ ンド は 上 記 の 動作 以外 に 、 他 に 何 の 影響 も 与え を ませ ん 。 “pa 


usSe コマ ンド の 倒 を 参照 し て くだ さい 。 
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中 を SD て 家 三 R P ビ う 内 部 コマ ンド 


則 
に 4 


第 1 パラメータ で 指定 し た ファ イル 名 1 を 、 第 2 パラ メー タ の ファ イル 名 2 に 
変更 し ます 。 
民 世 N。 で ブフ ァイル 名 まっ ラー く マブ ァイル 名 3 っ 
まな 仁 
民 記 穫 AMGB ニニ さ ベ ブ ァ イル 名 1 = ュ ュ で ダブ ァ イル 名 2 ッッ 


デフ ォ ル ト ・ ド ライ プ 以 外 の ファ イル 名 を 変更 する 場合 は 、 ブ ァイル 名 1 を 指 
定 す る 際 に ドラ イブ 指定 が 必要 で す 。 “r en” コマ ンド は ファ イル 名 の 変更 を 
行う も る の な の で 、 ブ ファ イル 名 2 で ドラ イブ を 指定 し て る 意味 を 持ち ませ ん 。 ま た 
"Ten コマ ンド で 人 好 の ディ スク に ブフ ァイル を 移動 させ る こと は で きま せん 。 
"Ten コマ ンド で は ワイ ルド カー ド 文 字 を 使用 する こと が で きま す 。 こ の 
と き 、 フ ァイル 名 1 で 指定 し た ブフ ァイル と ファ イル 名 2 で 指定 し た ブ ァ イル と の 
間 で 、 各 文字 が 1 対 1 に 対応 し て 処理 され ます 。 た と えば 次 の 例 で は 、“. LS 
T” 拡張 子 を 持つ 全て の ファ イル の 拡張 子 を “. PRN”" に 変え ます 。 


次 の 例 で は 、 ド ライ プ B 上 の ファ イル ABCDE を ADCBE と いう 名 前 に 変 
更 す る こと に な り ま す 。 


な お 。 "Fr emname" は “rem” と 同等 の め コ マン ド で す 。 
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よ エ まま TFTMT 所 内 部 コマ ンド 


機 能 : 時 刻 の 表示 、 変 更 を 行い ます 。 
書 式 : TIME [< 時 >[:< く 分 > [: < 秒 >] ] ] {ATP 
腔 説 : パラ メー タ な し で 入力 し た 場合 は 次 の よう に 表示 され ます 。 


CuTTen も も time is hh 一 mmーssS. も も {alp} 
Enter new も time: ( 





hh、mm、ssS. も も 、a ま た は p は 内 基 の 時 計 が 示す 時 刻 で す 。 


h h ・。 1 一 12 の 数 字 で 時 を 示し ます 。 
mm ・ 059 の 数 字 で 分 を 示し ます 。 


SS. も も も: ss は 0 一 59 の 数 字 で 秒 を 示し ます 。 ま た も も は 「!“」a 秒 
を 示し ます が 表示 され る 数 字 は “00"” で す 。 


& ま た は p: 午前 か 午後 か を 示し ます 。 
表示 され た 時 刻 を 変更 する 必要 が な い 場 合 は ここ で 記 を 入力 し ます 。 


バラ メー タ と し て 時 刻 を 入力 する と 、 メ ッ セ ー ジ は 表示 され ず に その まま 時 刻 
の 変更 が 行わ れ ま す 。 

時 鹿 の 入 力 に は 数 字 だ けが 沈 用 で き 、 “. も も" は 入力 する 必要 が あり まき ん 。 
また 、 最 後 の 数 字 の 後に “a”" また は “p" を 付け て 、 午 前 〈am) と 午後 〈p 
m) を 指定 する こと が で きま す が 、 こ れ を つけ な いと 24 時 間 制 で 時 刻 を 指定 し た 
と みな され ます 。 従っ て 次 の 2 つの 例 で は 、 最 初 の る の は 午前 10 時 10 分 30 
秒 に 変更 し 、 次 の る の は 時 刻 を 午後 1 0 時 10 分 30 徐 に 変更 し ます 。 


ED あま か ん よ ロ イ 倒 健吾 同 
時 刻 の 入力 に 使用 で きる パラ メー タ の 範囲 は 次 の 通り 9 です 。 


時 : 0 て 283 (24 時 間 制 で 入力 し た と 見 な され る ) 
また は は 112 alp! (a ま た は p を 省略 する と 午前 と 見 な さ 
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れる ) 
分 : 0 一 59 
秒 : 0O<59 


時 : 分 ・ 秒 の 入力 は 、 コ ロン 〈: ) で 区 切っ て 行い ます 。 バ パラ メー タ や 区 切り 
記号 が 誤っ て いる 場合 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され る の で 、 も う 一 度 正 し く 入 力 
し て くだ さい 。 


Invalid time 時刻 の 指定 が 違い ます 
Enter new time: 遇 て と 時刻 を 入力 し て くだ な さい 
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内 部 コマ ンド 


解 


く フ ァイル スペ ベック ッ > で 指定 し た ファ イル の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 し ます 。 
1 リピ 反し 」 乏 プ デオ ルス パッ タッ 


表示 させ る ファ イル の 名 前 を 捜す に は “d ir” コマ ンド を 使い ます 。< ブ ファ 
イル スペ ッ ク ッ > の 指定 に は ワイ ルド カー ド 文 字 を 使用 で きま す が 、 デ ィ レ クト リ 
を 捜し て 最初 に 指定 に 該当 し た ファ イル の 内 容 の み を 表示 し ます 。 

“も pe" コマ ンド は アス キー・ フ ァイル の 内 容 を 表示 させ る た め に 用 いま 
す 。 バ イナ リ ・ フ ァイル の 内 容 を 表示 させ る と 、 ベ ル ・ コ ー ド 、 フ ォ ー ム ・ フ ィ 
ー ド ・ コ ー ド 、 お よび エス ケー プ ・ シ ー ケ ンス を 含む コン トロ ー ル ・ シ ー ケ ンス 
が ディ スプ レイ に だ 送ら れ 、 正 し い 表 示 が 行わ れ ま せん 。 
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ディ スク に 書き 込み を 行う 際 に 、 検 査 を 行う か どう か を 設定 し ます 。 
V 到 RFTY ヤ YOM10PF) 


“Yer if” コマ ンド は 、 娠 き 込 み に 際 し て ファ イル が 正しく 書き 込ま れ 
た こと を 検査 する か どう か を か を 設定 し ます 。 “ver ify" を “on に ます 
る と 、 デ ィ ス ク に 書き 込む ご と に 検査 を 行い 、o f f に する と 検査 は 行い ませ ん 。 

“Yerify on" の 場合 は 書き 込み に 時 間 が か か る の で 、 通 常 は “of 
f” に し ます 。 が S マ ダー リカ OS の 起動 時 に は 、 “Yerify off" に 設定 
され て いま す 。 重要 な ファ イル を コピ ー す る 場合 、 た ど え ば マス ター・ デ ィ ス ク 
の 予備 を 作る と き な ど に は 、 “yer ify on” に する と 良い で し ょ う 。 

な お 、 ベ リフ ァ イ 機 能 は オプ ショ ン で あり 、 ド ドラ イプ に よっ て は 行わ な いる の 
や も あり ます 。 
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愛 富 お 青 中 等 タ 示 デーン の つ フ 株 双 有 有 ビ 


6. 1 特殊 キー と は 


47 ぐ ペー のり ひざ ぐに は 、 普 通 の 文字 キー の 他 に 、 特 別 な 機能 を 持つ いく つか の 特殊 キー が 
あり 、 こ れ ら の キー を 使う こと で が ぐ ダー リカ ひ ゞ の 操作 が より 便利 に な り ま す 。 

この 特殊 キー に は 、CTRL、DEL、HOME、INS. . . な ど が あり ます 。 特殊 
キー の ほとん どけ は 単独 で 使用 され ます が 、CT RL だ け は 、 そ れ を 押し な が ら 他 の 文字 キ 
ー を 提 し て 使用 し ます 。 な お 以下 の 解説 で は 、CTRL 十文字 は 、CTRL キ ー を 押し な 
が ら 文 字 の キー を 押す こと を 表し ます 。 


6. 2 コマ ンド 人 行 の 編集 機能 


2 1 編集 漢 能 


が ざ ダ メー リ ひ ぐに は 、 直 前 に 入力 され た コマ ンド 行 を 記憶 し 、 そ れ を 再び 実行 し た り 、 
修正 し て 実行 し た りす る 機能 が あり ます 。 こ の 機能 を 利用 すれ ば 、 同 じ よ うな コマ ンド を 
繰り 返し 入力 する 手間 を 減ら すこ と が で きま す 。 こ の 記 憎 され た コマ ンド 行 を テン プレ ー 
ト と いい ます 。 

図 6.1 は 入力 され た コマ ンド 行 が どの よう に 記憶 され 、 呼 び 出 され る か を 表し た も る の で 
す 。 
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コマ ンド 行 
に 表示 





図 91 コマ ンド 条 を と デン ブレ ー ト 
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コマ ンド 行 の 編集 に 使わ れる 特殊 キー の 機能 を 素 6.1 に 示し ます 。 1 つの 機能 に 複数 の 
キー が 六 り 当て られ て いる 場合 は 、 ど の キー を 用 いて る 同じ 効果 が あり ます 。 
表 6.1 特殊 キー の 機能 


機 能 | 特殊 キー 


テ デ テンプレート か ら コ マン ド 行 ^ へ 1 文字 コピ ー し ま 
す 。 


指定 コビー SELECT | デン ブレ ー ト か ら コ マン ド 行 へ 、 指 定 さ れ た 文字 
CTRL+X | の 直前 まで の 文字 を コピ ー し ます 。 


\ テン ブレ ー ト 内 に 残っ て いる 全て の 文字 を コマ ン 
ド 行 へ コピ ー し ます 。 


テン ブレ ー ト 内 の 1 文字 を 飛び 越し ます (コピ ー 
し ませ ん ) 。 


テン プレ ー ト 内 の 文字 を 指定 され た 文字 の 直前 ま 
で 飛び 越し ます (コビー し ませ ん ) 。 


新しい HowE コマ ンド 行 を メン プレ ー ト に コピ ー し ます ( 新 し 
行 を 作る | CTRL+K い デ ンプ レー ト を 作り まず) 。 


行 換え に 上 選 上 し 半 』」 | ティ スプ レイ の 表示 の み 履 行 し ます 。 
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6.2.2 編集 機能 の 使用 例 


こと で 実際 に 例 を 上 げ て コマ ンド 人 行 の 紹 集 機 能 を 解読 し ます 。 な お 、 テ ンプ レー ト に 関 
する キー 操作 は 8 と 同様 に ディ スプ レイ に は 表示 され ませ ん 。 こ こ で は わか りや すく する 
た め に 《% 》 み で 囲ん で 示し ます 。 


この コマ ンド 行 は 、 フ ァイル “PROG. COM" の 情報 を 表示 する も の で す 。 こ の コ 
ンド 和 T 名 誠 力 すず す 信 を マロ ャ シコ マツ ド の 素 衝 と と 雪 。 ラ マッ ルド 行政 チップ ルー トビ 
記憶 され ます 。 もう一度 この コマ ンド 行 を 繰り 返す か に は 、\ と : 紅 を 使い ます 。 ! を 押す と 、 
まず デン プレ ー ト が コマ ンド 行 に コピ ー さ れ 、 次 に 愛 を 押す と コマ ンド と し て 実行 され ま 
す 。 


A>《 よ 》dir prog. com 器 


次 に 、 フ ァイル “PROG. MAC" の 内 容 を 表示 する と し ます 。 現在 チ テンプ レー ト に 
は “dir prog. com" と 記入 され て いる の で 、 ま ず SELECT を 押し 、 続 い 
て C と 押す こと で “cc の 直前 まで が コマ ンド 行 に コピ ビー され ます 。 


A> 《SELECTーC》 dir prog. 遇 
これ に 続け て “mac" と 押す と 、 目 的 の コマ ンド 行 が で き あ が り ま す 。 


Ad ir pro 倍 。 8 で 


こと を で な 押す ど と 、 と の ヨコ ヨ マ ッ ド 行 が 実行 きれ 、 今 諾 は "dtr prog、mac" 
デン ブ プレート) に 中信 され ます 。 で は ご 1yrpe prog、OAC" と か う コ マッ タ ド 革 
を 性 っ て み ま す 。 そ れ に は 次 の よう に キー を 押し ます 。 


新しく 入力 され た 文字 は 直接 コマ ンド 行 に 入力 され ます 。 “d ir"” と それ に 続く スペ 

ー ス の 4 文字 が “type” に 変換 され 、 そ し て コマ ンド と バラ メー タ の 間 に 必 要 な スペ 
ー ズ を 入れ る た め に INS と スペ ー ス を 入力 し ます 。 そ し て 最 俊 に 、 テ ンプ レー ト の 残り 
0 の 0 BEO。 mW ER あ コ マン ルド 条 太 コピ ー し ます 。 す 人 る を ユマ ンド 付 は 次 の よう に な 
り ま す 。 


A>type prog.mac 選 
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次 に コマ ンド 行 の 編集 機能 を 用 いて テン プレ ー ト を 修正 する 手順 を 示し ます 。 こ こと で は 
“tpe”" と する べき と ころ を "byir e” と 入力 し て し まっ た と し ます 。 こ れ を 修正 
する に は HOME を 使い ます 。 HOMEG は 現在 の コマ ンド 行 を テン プレ ー ト に コピ ビー し 、 
新しい テン プレ ー ト を 作り ます 。HOME を 押す と 新しい テン プレ ー ト を 作っ た 目 E と し 
て 、 コ マン ド 行 の 末尾 に “@" が 表示 され 、 カ ー ソ ル は 次 の 行 に 移り ます 。 











A>byte prog.mac《 虹 OMEE》 @ 


こと で 、 っ と を 使い テン プレ ー ト の 内 容 を 修正 し な が ら テ ンプ レー ト を コマ ンド 行 に 
ユ ピ ー し ます 。 ーー は デン ラフ レー ト 沙 ら 1 又 字 を コマ ンド 行 に コピ ビー する 僕 能 を 持っ て いま 
す 。 間違え ん“b" を “も に 、 さ ら に “1 を“p に 置き 換え 、 残 り を で コ ビー し 
ます 。 


A>byte prog.mac@ 
も t《 で こつ 》yp《 は 》e prog.mac 


また 同じ こと は 、 以 下 の ひよ うに DE 上 し お よび INS を 用 いて る も 可能 で す 。 


A>byte prog,.mac@ 
《DEL》 《DEE》 《 つ 》 t《TINS》 ャ pp《Y》 prog.mac 恋 


タイ プ きみ F 竹 
《DEL》 ・ 5 ・ 1 文字 目 を スキ ッ プ 
《DEL》 ・ ・ 2 文字 月 を スキ ッ プ 
《~》 t 束 ・ 3 文字 目 を コピ ー 
《1SNS》 yp・ も て p 敵 ・YPp を 挿入 
《Y》 type prosg.mac: 残 0 を コピ ー 
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565. 3 その 他 の 機能 


S マ ー リ OS に は コマ ンド 行 の 編集 に 用 いる 特殊 キー の 他 に 、 表 6.2 の よう な 特殊 キ 
ー が あり ます 。 


表 6.2 その 他 の 特殊 キー 


CT RL+C | 現在 動作 中 の コマ ンド や プロ グラ ム の 実行 を 中 
止 し ます 。 


EH 購 | CRL+P | ディ スプ レイ へ の 表示 を プリ ンタ へ も 出力 し ま 
す 。 
| 


印刷 取消 「CTRL+N “CTRL+P" の 動作 を 取消 し ます 。 


表示 停止 CTRL 十 S | ディ スプ レイ へ の 表示 を 一 時 停止 し ます 。 任意 
の キー を 押す と 表示 は 再開 し ます 。 
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ラ 到 Z 青 プペ ト ハジ ーー 25 時 


7. 1 バッ チ ・ フ ァイル の 作成 


バッ チ ・ コ マン ド を 利用 する に は 、 ま ず デ ィ ス ク 上 に バッ チ ・ フ ァイル を 作成 し な けれ 
ば な り ま せん 。 バ ッ チ ・ フ ァイル は 、 “copy” コマ ンド を 用 いて 次 の よう な 手順 で 作 
成 し ま す 。 エ ディ タ を 持っ て いる 方 は 、 そ れ を 用 いて 作成 する こと も で きま す 。 


キー ボー ド から の 入力 を “AUTOEXEC. 
BAT” と いう ファ イル 名 で ドラ イプ A の デ 
の ヴィ スク に コピ ー す る 


emm 年 hs S 司 せ TO 記 E 表 ECU TE 下 王 表 湖 」 と の 入力 が 
Da:S CTuuneikeyY:s Em:E | ファ イル に 
の 9 ーー ブフ ァイル の 終り に は 、 必 ず CTRL+Z を 入力 する - 記録 され る 


1 f ji | e cop ied 


ーー 


~ 性 は ファ イル が そこ で 終る こと を 示す 記号 で 、 エ ンド ・ オ プ ・ フ ァイル ・ マ ー ク 
ある い は 単に EOF と いい 、 フ ァイル の 最後 に は 必ず 書き 込ま れる 必要 が あり ます 。 

上 の 例 の “AUTOEXEC. BAT" が ディ スク 上 に 作成 され た か どう か “type 
。 コマ ンド で 確認 する と 以下 の ひよ うに な り ま す 。 


まま 生 生母 ま 登 * る 貞 村 手 邊 仙 共 怪 TL 皮 
0 委 き は 6G ま 糧 月 閥 間 立 閣 。 4 多 3 


A > 選 


7. 2 パラ メー タ の 使用 例 


バッ ナチ ナ ・ フ ァイル で は 、 究 の あと 1 桁 の 数 字 を 用 いた 仮 パ ラメ ー タ を 使用 する こと が 
で きま す 。 こ の 仮 パ ラメ ー タ は 、 バ ッ チ ・ コ マン ド 実 行 時 に コマ ンド 行 に 書か れ た ブフ ァ イ 
ルス ペッ ク や スイ ッ チ 、 パ ラメ ー タ と 置き 換え て 処理 され ます 。 こ れ を 利用 すれ ば 、1 つ 
の バッ チ ・ フ ァイル で 様々 な ファ イル に 対す る 処理 を 行う こと が 可能 で す 。 

仮 パ ラメ ー タ は 、%0 か ら %9 ま で の 10 個 が 使用 で きま す 。9%%0 は コマ ンド 名 自身 と 
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直 き 換え られ 、%1 か ら %%9 まで の 9 個 が 実 パ ラメ ー タ と 置き 換え られ ます 。 次 の 例 は 仮 
パラメータ を 使用 し た バッ チ ・ フ ァイル で 、 ア セン プラ を 用 いて コマ ンド ・ フ ァイル を 作 
う て を の まず ぎ 。 


ei hi1 SS 1 8 貢 ら MM、 共 倉 T 
SI 5 た ほす 日 は すず G 依 まま 『 了 も 呈 
dir 

m80 = ニ 1.asm 

me80 =%2. asm 

ll 純 邊 夫 3, 和 頑 呂 。 史 1 ブロ pn ログ デ se 

3 

A > 軸 

これ を 実行 する と ・… 


人 き 8。& み 8@m を や @ St も 2、 a SG を アデ アセ 
ンプ ブル し て 、 コ マン ド ・ フ ァイル を 作成 する 


Arem This is ASM BAT 
うま らら 地 81ART 紀信 AT し CH FILE 


AA>d ir 

MSDbOS O 7 の 2 の 2 な 一 な 一 2 9:29p 
COMMAND C OiM 和紀 色 。 あー 一 0 や ユル も に よせ 人 
iM80 C OM 還 当 当 は 綴 貞 一 人 を ご り ユ 1 も 0 り 2 2 すず 
L80 COM 07 クロ や 5 ち ーD 和 ルーU リ 1 10! 2 お p 
ASM BAT 1 3 7 馬 呈 一 イー1 了 7 1 妥当 短め 
ます 所 1 ASM 2 6 8 一 イー1 8 1 人: 妥 ひ ぁ 
まま 二 は 呈 A SiM 生生 送 S 一 欠 イ ー ミ も や 1 ユ 2 > に 2 る 

す 。 まま よ よ 廊 き 317440 bytes free 

Am80 =test1i. asm 

の 理生 和久 1 gr アタ PP Ks 

A>m80 = ニ test2. asm 
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No Fatal error<〈s) 
A み 18 人 人 も を gs も tl 上 HH。 も es も t9。、 も est1 デ ロブ e 


MSX.L 一 80 1。 00 01 一 Apr 一 85 EE 1981, 19 
BB MEYQ&Q\ ま 


Data 0100 01 和 人 41 く 55> 


43504 Byres Free 


[OO000 0141 1 ] 
AA あ 骨 まき Y 
MM ん DOU 合 SQ Y 5 2 ルル よ は らら ーD8 一 28 引 : 2 全 や も 
COMMAND COM は 燈 ら 6 ら ロー089 一 8 30:1Bsm 
MS 0 COM 2 人 幸 短 ー 生 邊 人 は より 3 人 2 
|。 大 のり C OM tk よね 科 紀 ーー 人 1T 103 名 結 p 
ASM BA 本 4 ユメ 二宮 一 人 メー 『 了 1 は 1 は 朗 る 
まあ 5 上 1 ASM 2 の 拓 め 一生 了 イー ルト B 1 所 3 全 び ぁ 
まあ 誠 よ 2 ASM ね 包 科 gー リ イー ルト 8 1 避 。 各党 ぁ 
# 絡 品 よ 1 R EL : 記 舌 吉 生 ー0 ザ デー ュ 1 8 1 六 : 芝 え ぁ 
よ 衝 疫 よ 名 民 紀 も 1 8 義人 は ーー0 ロ テー]1 旨 1 義郎 呈 a 
も: 選 る 上 』 らし UM 1 入谷 秒 天 ー ロ イー]1 妊 1 上 D 9 島 a 
TO files S う 148368 bytes free 
AA > 
A > 油 


この よう に 、 欠 1 、2 と いう 2 つの 仮 パ ラメ ー タ が 、 コ マン ドド 行か ら 入 力 し た 順に 
eS も t1、test2 と 置き 換 っ て 処理 され ます 。 


7. 3 ざー の ひざ 起動 時 の 目 動 実行 既 能 


"AUTOEXEC. BAT" と いう バッ チ ・ フ ァイル 名 は 、 夏 S マ ー カ OS に 予約 さ 
れ て いま す 。 "AUTOEXEC"” と は 自動 実行 (Auto execution) と いう 意味 で 、4S 
ー り OS 起動 時 に 自動 的 に 実行 され る バッ チ ・ ブ ァイル で す 。 

2 ざ 9 メー カリ ひど が 起動 する と 、 コ ンピュータ は ドラ イブ プ A に 入っ て いる ディ ス み から“ 
AU すす OEXEC。 BAT どこ いう パッ チ ・ フ ァイル を 皇 し 、 見 つか れ ば パッ チャ コマ ッ 
ド と し て 実行 し ます 。 “AUTOEXEC. BAT” が な い 場 合 は 通常 どおり に 起動 し ま 


MSXーDOS-I 一 57 


科 

な お 時 計 機 能 を 持た ない MSX コ ンピュータ の 場合 、 “AUTOEXEC. BAT” が 
実行 され る と 、 志 動 時 に 必要 な 日 付 を 和信 力 する 手続 は 省略 され ます が 好 ぐ マー リ ひ ゞ の 動 
作 に 影響 は あり ませ ん 。 
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1 征 銭 人 人 タイ ご き デ ーー の ご メッ ンー モー デー 覧 


好 ぐ ダー の ひ OS は 、 動 作 中 に いろ いろ な メッ セー ジ を 表示 し ます 。 こ の メッ セー ジ に は 、 
使用 者 に 対し て な ん ら か の 処置 を 求め る 入力 待ち メッ セー ジ と 、 エ ラー が 起こ っ た こと を 
伝え る エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と が あり ます 。 

解説 は メッ セー どの アル ファ ベッ ト 順に 、 次 の よう な 構成 で 行い ます 。 な お 、 デ ィ ス プ 
レイ に は 対処 法 が 表示 され な い の で 、 そ の メッ セー ジ に だ 対す る 対処 に つい て る 解説 を 加え 
ます 。 


《 表 示さ れる メッ セー ジ 》 

※ 《 そ の メッ セー ジ が 表示 され る 可能 性 が ある コマ ンド な ど 》 

意 味 : 《 メ ッ セ ー ジ の 意味 》 

内 容 : 《 メ ッ セ ー ジ が 表示 され た 原因 、 内 容 な ど 》 

対 処 : 《 そ の メッ セー ジ へ の 対処 法 》 

な お ※※ の 項 に "COMMAND"” と ある も の は 、 そ の メッ セー ジ が “COMMAN 


D.COM" に よっ て 管理 され る 外部 コマ ンド や バッ チ ・ コ マン ド に お いて 表示 され る 可 
能 性 が ある こと を 示し ます 。 


A. 1 入力 待ち メタ メッセージ 


敗 肌 ロロ ry も 。 選 和 を も で F 議 。 Ignore? 玉 


※COMMLAND 
意 味 : 中 止 く A>, 再 試行 く R>, 無視 < く 1> ? 
内 容 ディ スク 入出 力 中 に エラ ー が 発生 し た 場合 に 他 の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ と と も る 


に 表示 され る 、 そ の エラ ー に 対す る 処置 を 求め る メッ セー ジ ど で す 。 
対 処 : "AA  、 “R また は “1” を 入力 し ます 。 それぞれ の 意味 は 次 の 通り で す 。 


Abort : そ の 処理 を 中 止 し 、 コ マン ド 入 力 待ち に 戻り ます 。 


Re も try  : その 処理 を る もう一度 試み ます 。 
Ignore: そ の エラ ー を 無視 し 、 次 の 処理 に 移り ます 。 
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Are You Sure 〈(Y/N) 2? 罰 


※DEL 
味 * よる あし いで すか ぐ Y ゲ NN サポ 
内 容 : “de1” コマ ンド で ファ イル 名 の 指定 に “※. ※” を 用 いる と (〈 全 部 の フ 


ァイル を 削除 と いう 意味 に な る ) 表示 され ます 。 
計 処 : 全 フ ァイル を 削除 し て も よい の な ら “YY” を 押し ます 。 “N” を 押す と 、 削 
除 せ ず に コマ ンド 入力 待ち に 戻り ます 。 


Boot error 
PreSS &nYyY Ke foOr retrY 


※ 立 S マ ー カ り 8 起動 時 
意 味 : MS マー リカ リ OS を 起動 で きま せん 。 
任意 の キー を 押し 、 も う 一 度 起動 し て くだ さい 。 
内 容 : ドラ イブ AA 生 人 き ぎれ て いる ディ スケ ルケ に “MSDOS。 ら YY が 入っ て 
いな いた め 4S マー リカ OS を 起動 する こと が で きま せん 。 
対 処 : “MSXDOS. SYS” が 記録 され て いる ディ スク を ドラ イブ A に 挿入 し 
た の ち 、 任 意 の キー を 押し て も う 一 度 起動 し て くだ さい 。 


DisSK error readin る g driyve < ドラ イブ 番号 > 
ADQOF も 。 R ほ も 。 Ignore? 暑 


1 る は erFPQOYP 愉 i も 1 名 抱 dPUYe で ドラ イザ 般 号 > 
AbDort,。 Re も tr。 Ignore? 加 


意 味 : ディ スク に トラ プル が 発生 し まし た 。 

内 容 : ディ スク に キズ が ある な どの 物理 的 な 事故 が あっ た 場合 、 あ る い は ドラ イブ 
に 故障 が ある 場合 に この エラ ー が 発生 し ます 。 

対 処 : 何 度 か “R” を 入力 し それ で る エラ ー が 繰り 返さ ぐれ る よう で あれ ば 、 そ の デ 
ィ ス ク は 使用 不能 で す 。 新しい ディ スク で その 処理 を 行っ て くだ さい 。 それで 
も ゃ エラー が 発生 し た ら ド ライ ブ の 故障 と 考え られ ます 。 


1 他人 きら 6T も dis 反 1 も bagtch filg 
and strike any key when ready 暑 


炎 COMMAND (バッ チ ・ コ マン ド ) 
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意 味 : バッ チ ・ フ ァイル の ある ディ スク を ドラ イプ に 人 入れ て くだ さい 。 
準備 が で きた ら 任 意 の キー を 理 し て くだ さい 。 
内 容 : バッ チ ・ コ マン ド 実 行 中 に 、 そ の バッ チ ・ フ ァイル が ある ディ スク を 引き 抜 
いて し まっ た 場合 に 表示 され ます 。 
対 処 : 実行 中 の バッ チ ・ フ ァイル が ある ディ スク を も と の ドラ イプ に 挿入 し て か ら 
任意 の キー を 押し ます 。 


InsSerT も t disket も te for driye < ドラ イブ 番号 > 
and strike aa key when ready 軸 


が COMMAND,。 CO0OPY、D り DE し, DIRK、 FORKRMAT、 REN, TYPBE 
章 味 : ディ スク を ドラ イブ < ドラ イブ 番号 > に 和信 れ て くだ さい 。 
準備 が で きた ら 任 意 の キー を 押し て くだ さい 。 
内 容 : 仮想 ドラ イブ 機能 が 動作 し て いる と き 、 複 数 の ドラ イプ に 対し て 
処理 を 行う コマ ンド を 実行 する と 表示 され ます 。 
対 処 : 第 2 章 第 6 節 第 4 項 「 仮 想 ド ライ ブ 機 能 」 を 参照 し て くだ さい 。 


1nSsSert DOS diskK in default driye 
&nd strike any Key when ready 園 


COMMAND 

意 味 : COMMAND. COM の ある ディ スク を デフ ブフ ォ ルト ・ ド ライ ブ プ に 入れ て く 
だ さい 。 
準備 が で きた ら 任 意 の キー を 押し て くだ さい 。 

内 容 : 外部 コマ ンド 終了 時 に 、 デ フォ ルト ・ ド ライ プ ブ に 挿入 され て いる ディ スク に 
“COMMAND. COM” が 存在 し な いと 、 こ れ が 表示 され る こと が あり ま 
す 。 ま た 丸 ぐ ダー リ O り 5 起動 時 に 、 ド ライ ブ A に 挿 信 さ れ て いる ディ スク に “ 
MSXDOS. SYS” だ けし か 記録 され て お ら ず 、 “COMMAND. CO 
M” が な い 場 合 る この メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

対 処 : %COMMAND. COM” が 人 っ た ディ スク を デフ ォ ル ト ・ ド ライ プ に 挿 
和信 し て か ら 任 意 の キー を 押し ます 。 


Invalid date 
Enter ne date 時 


※※DATE 
意 味 : 日 付 の 指定 が 違い ます 。 
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新しい 日 付 を 入力 し て くだ さい 。 
内 容 : 日 付 の 指定 に 許さ れ て いな い 値 を 用 いる と 表示 され ます 。 
対 処 : 正しい 値 を る う 一 度 入 力 し ます 。 


[Invalid time 
Enter ne time 時 


※T IME 
意 味 : 時 刻 の 指定 が 違い ます 。 
新しい 時 刻 を 入力 し て くだ さい 。 
内 容 : 時 刻 の 指定 に 許さ れ て いな い 値 や 区 切り 記号 を 用 いる と 表示 され ます 。 
対 処 : 正しい 値 を る う 一 度 入力 し ます 。 


No も t ready error reading drive < ドラ イブ ザ 番 号 > 
AbDOr も 。 E@ も \ 玉 。 Ignore? 国 


意 味 : ドラ イプ < ドラ イブ 番号 > は 読み 込む 準備 が で き て いま せん 。 

内 容 : ディ スク が 正しく ドラ イブ に 挿入 され て いな い 場 合 に 表示 され ます 。 

対処: ディ スク が 正しく ドラ イブ に 挿入 され て いる か どう か を 確認 し 、“R” を 押 
し ます 。 


Not ready error writing driyve < ドラ イブ 番号 > 
Abort, RetrY, Ignore? 再 


意 味 ドラ イブ < ドラ イブ 番号 > に 書き 込む 準備 が で き て いま せん 。 
内 容 : ディ スク に 書き 込み 中 に 誤っ て その ディ スク を 引き 抜い て し まっ か 場合 や 、 
ドラ イプ に 故障 が あっ た 場合 に 表示 され ます 。 


対 処 : i. ディ スク を 引き 抜い て し まっ た 場合 は その ディ スク を 挿入 し “R” を 入 
力 し ます 。 
1 . ドライブ の 故障 の 場合 は それ を 回 復 し て か ら も る う 一 度 そ の 処理 を 試み ま 
す 。 


Strike a keyY when ready 罰 


※DIR グ P, FORMAT, PAUSE 
意 味 : 準備 が で きた ら 任 意 の キー を 押し て くだ さい 。 
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内 容 : 一 時 停止 し た 画面 の 表示 また は バッ チ ・ コ マン ド の 実行 を 再開 し て も よい か 
どう か を 妹 ぐ ダー ひひ O ぐ が 知り た いと き に 表示 され ます 。 ま た 、 “forma 
【” コマ ンド で は 、 デ ィ ス ク の 準 算 が で きた か どう か を が さ マ ダー リ カリ OS が 知り 
た いと き に 表示 され ます 。 

対 処 : 必要 な 処置 を と っ て か ら 任 意 の キー を 押し ます 。 


Terminate batch file 〈〈GY/N)? 里 


※COMMAND (バッ チ ・ コ マン ド ) 

意 味 : バッ チ ナチ 処理 を 中 止 し ます か (YY グ N) ? 

内 容 : バッ チ 処 理 中 に CTRL+C を 押す と 表示 され ます 。 

す 処 : バッ チ ・ コ マン ド を 中 止 す る 場合 は “Y” を 、 続 行 す る 場合 は “N” を 入力 
し ます 。 “N” を 入力 押し た 場合 、 バ ッ チ ・ コ マン ド は 次 の コマ ンド 行か ら 続 
行 さ れ ま す 。 


っ < ト 


Write _ protect error reading drive < ドラ イブ プ 番 
> 
Abort, Re も tr, Ignore? 詩 


ーー マー 


ーーーー 


意 味 : ドラ イプ < ドラ イブ 番号 > か ら の 読み 込み 中 に ライ ト ・ プ ロ テ ク ト ・ エ ラー 
が 発生 し まし た 。 

内 容 : と の ラー は ディ スケ クイ オル ター フェ イス * カ カー ルト サリ ッ ジ に 異常 が ある 場合 
に の み 発 生 し ます 。 

対処: ディ スク ・ イ ンタ ー フ ブフ ェ イス ・ カ ー ト リッ ジ あ る い は ドラ イプ を 点検 する 必 

要 が あり ます 。 


Wr i te protect error writing drive < ドラ イプ 番 
号 > 
ABOY も 。 Re も エエ 。 Ignore? 暑 


意 味 : ドラ イブ < ドラ イブ 番号 > に 対し て 書き 込み が で きま せん 。 


内 容 : 書き 込み の 対象 と な っ て いる ディ スク が 書き 込み 禁止 に な っ て いる (ライ ト 
・ プ プロテクト ・ ノ ッ チ が 書き 込み 不可 側 に セッ ト さ れ て いる ) 場合 に この エラ 


ー が 発生 し ます 。 
対 処 : i. ラ イト ・ プ ロ デ テク ト ・ ノ ッ チ を 書き 込み 可 に セッ ト し な お し て か ら “R 
。 を 信 力 し ます 。 


. A を 入力 し て 処理 を 中 止 し 、 ラ イト ・ プ ロ デ テクト ・ ノ ッ チ を 書き 込 
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み 可 に セッ トト し て か ら 、 も る もう一度 処理 を 行い ます 。 
注 意 *  “R” を 入力 し た 時 に は 、 け っ し て 他 の ディ スク を 入れ な いで くだ さい 。 


( 注 ) 以下 の メッ セー ジ も る 入力 待ち タッ セー ど で す が 、 こ こ で は 解説 を 省略 し ます 。 第 


5 章 「 コ マン ドド 一覧 」 の それ ぞ れ の コマ ンド の 項 を 参照 し て くだ な さい 。 
Current date is 層 祥 Y ャ ーmmーdd 
Enter ne date: 時 
※DATE 
Curren も t も ime is hh:mmiss。. も も {alp} 
Enter ne も time: 虹 


※※T IME 
AA. 2 エラ ー・ メ ッ セ ー ジ 
尽 あ 久 6GQmmfand oOF fiile name 


※COMMAND 
意 味 : コマ ンド また は ファ イル 名 が 違い ます 。 


内 容 : 入力 し た 外部 コマ ンド 名 ある い は バッ チ ・ フ ァイル 名 が 指定 し た ドラ イブ 上 
に な い 場 合 や 、 コ マン ド 名 、 フ ァイル 名 の 入力 を 間違え た 場合 に この エラ ー が 


発生 し ます 。 


対処: 1i. ド ライ ブ 指 定 で 、 そ の ファ イル が 記録 さ れ て いる ディ スク が 挿 信 さ れ て 


いる ドラ イブ を 指定 し ます 。 


せ . その ブフ ァイル が 記録 され て いる ディ スク を ドラ イブ に 挿入 し 、 そ の ドラ 


イプ 名 を 指定 し ます 。 
豆 . 止 し い フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 


BB&d FAT。 GP # ヤ 6 ドラ イブ 客 号 > 


意 味 : FAT が 破壊 され て いま す 。 


MS※XーDOS- 上 一 64 


内 容 : FAT を 読み 出す こと が で き な か っ た 時 に 発生 し ます 。 ま た 未 ブ フォー マッ ト 
の ディ スク を 使用 し た 場合 に も る 、 こ の エラ ー に な る 可能 性 が あり ます 。 
対 処 : 致命 的 な エラー で 、 そ の ディ スク に 記録 され て いる ファ イル は すべ て 破壊 さ 
れ て いる と 考え られ ます 。 こ の エラ ー が 出 た 場合 は 、 読 み 出 せる ファ イル が あ 
れ ば (“も ype コマ ンド 、 “copy コマ ンド を 使っ て 確認 する ) 、 別 
の ディス クタ に コピ ー し て 激 馬 し て くだ さい 。 エ ラー が 起こ っ た ディ スク は フォ 
ー マ ッ ト し な お す 必 要 が あり ます 。 


Bad parameter 


※FORMAT 

意 味 : パラ メー タ が 違い ます 。 

内 容 : “format”" コマ ンド が フォ ー マ ッ ト の 様式 を 選択 する よう に な っ て い 
た 場合 に 、 許 され て いな い 値 を 入力 する と この エラ ー が 発生 し ます 。 

対 処 : “format”" コマ ンド を も る もう 一 度 起 動 し 、 正 し い 値 を 入力 し て くだ さい 。 


有 出す ま 院 色 ず P の W 


※FORMAT 

意 味 : ディ スク タ に エラ ー が 発生 し まし た 。 

内 容 : “format” コマ ンド 実行 中 に ディ スク 入出 力 関係 の な ん ら か の エラ ー 
が 発生 し まし た 。 

対 処 : 他 の コマ ンド を 実行 し て 具体 的 に どの よう な エラ ー な の か を 調べ 、 そ だ 対 
処し ます 。 


ド 1i 1 e Cannot be coOplied onto itself 


意 ・ ファ イル を それ 上 自身 に コピ ー で きま せん 。 

内 容 : ファ イル を それ 自身 が 記録 され て いる ディ スク に コピ ビー し よう と する と 、 こ 
の エラ ー が 発生 し ます 。 た と えば 、 次 の よう な コマ ンド を 投入 し た 場合 な ど で 
す 。 
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対 処 : ii. 同じ ディ スク に コピ ビー し た い 場 合 は 違う ブフ ァイル 名 で コピ ー し ます 。 
ij 天 う ディス クル た ロビ ピール ます 。 


ド 1i le creation error 


意 味 : ファ イル を 作れ ませ ん 。 

内 容 : すでに 記録 可能 な 総 フ ァイル 数 まで 使用 され て いる ディ スク 上 に 、 新 し く フ 
ァイル を 作成 し よう と する と この エラ ー が 発生 し ます 。 

対 処 : 新しい ディ スク を 使用 し て くだ さい 。 


ド Fi le not found 


※DIR, TYPE, DEL, COPY 
意 味 : ファ イル が 見 つか り ま せん 。 
内 容 : < く フ ァイル スペ ッ ク ッ > で 指定 し た ファ イル が 、 指 定 し た ドラ イブ に 存在 し な 
い 場 合 や 、 フ ァイル 名 の 入力 を 間違え た 場合 に この エラ ー が 発生 し ます 。 
対 処 : 1i. その ファ イル が 記録 され て いる ドラ イブ を 指定 し ます 。 
せ . その ファ イル が 記録 され て いる ディ スク を ドラ イブ に 入れ ます 。 
岳 . 正しい ブ ァ イル 名 を 入力 し ます 。 


InSufficient disk space 


※COMMAND, COPY 

意 味 : ディ スク の 容量 が 足り ませ ん 。 

内 容 : ファ イル を 作る た め 、 あ る い は コピ ー す る た め に 充分 な 容量 が ディ スク に 残 
っ て いな い 場 合 に この エラ ー が 発生 し ます 。 

対 処 : 新しい ディ スク ある い は 充分 に 空き の ある デイ スク を 用 いて その 処理 を 行い 
まず す 。 


InVvaglid drive Specification 
炎 COMMAND, DIR, TYPE, REN, DEL, COPY 
意 味 : ドラ イブ の 指定 が 違い ます 。 


内 容 : ドラ イブ 指定 で 、 使 用 する こと が で き な い ドラ イブ を 指定 し た 場合 に この エ 
ラー が 発生 し ます 。 た と えば 、 ド ライ プ B ま で し か 使用 で き な い の に ドラ イプ 
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C を 指定 し た 場合 な ど で す 。 
対 処 : 正しい ドラ イブ 指定 を 行い ます 。 


[Invalid parameter 


MODE、VERIFY 
意 味 : パラ メー タ が 違い ます 。 
内 容 : “mode” コマ ンド で は 許さ れ て いる 値 の 男 囲 を 越え て 指定 し た 場合 、“ 


verify” コ マン ド で は “on”、 “off” 以外 の も の を 指定 し た 場合 
に この エラ ー が 発生 し ます 。 


対 処 : 正しい バラ メー タ を 入力 し ます 。 


No enough memorT 


FORMAT, が ぐー リカ OS 起動 に 関す る エラ ー 


意 味 : メモ リ が 足り ませ ん 。 

内 容 : ディ スク が 動作 する た め に 必要 な メイ ン ・ メ モリ が コン ビュ ー タ に 内 蔵 さ れ 
て いな い 場 合 や 、 “format” コマ ンド を 実行 する た め に 充分 な メモ リ が 
な い 場 合 に この エラ ー が 発生 し ます 。 

対 処 : i. 


増設 RAM カ ー ト リッ ジ に より 、 メ モリ を 増設 する 必要 が あり ます 。 
“format" コマ ンド で この エラ ー が 起こ っ た 時 は 接続 ドラ イブ の 
台数 が 多 す ぎる こと が 考え られ る の で 、 そ の 場合 は “format"” コ 
マン ド を 実行 する と きだ け ド ライ ブ 数 を 少な くし ます 。 


Program too bigg も toO fit in memorT 


※COMMAND 


[ 三 」 


意 味 : プロ グラ ム が 大 き 過 ぎ て 、 メ モリ に 入り ませ ん 。 
内 容 : 使用 で きる メモ リ よ り 大 きい プロ グラ ム を 実行 し よう と し か た 場合 に この エラ 
ー が 発生 し ます 。 


i. 接続 し て いる ディ スク の 数 を 減 し て 、 使 用 で きる メモ リ を 増やし ます 。 
i. 大 き さ が 小さ く な る よう に 、 ブ ログラム を 変更 し ます 。 


対 処 : 
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Rename error 


※REN 

意 味 : この ファ イル 名 変更 は 間違っ て いま す 。 

内 容 : ファ イル 名 を 変更 する 際 に 、 新 し い フ ァイル 名 と し て すでに その ディ スク に 
存在 する ファ イル 名 を 指定 し た 場合 に この エラ ー が 発生 し ます 。 

対 処 : dir コ マン ド で どの よう な ブフ ァイル が 記録 され て いる か を 確認 し 、 そ の デ 
ィ ス ク に は な い フ ァイル 名 を 指定 し ます 。 


Unsupported media ttype error reading dri 
Ve < ドラ イブ プ 番 号 > 


意味 人 実生 ん 。 

内 容 : その ドラ イブ で 扱う こと が で き な い 種類 の ディ スク に 対し て 入出 力 し よう と 
し た 場合 に この エラ ー が 発生 し ます 。 こ の と き 自 動 的 に A b or も し ます 。 

対 処 : その ドラ イプ ブ で 扱え る タイ プ の ディ スク 以外 は 使用 し な いで くだ さい 。 た だ 
し その ディ スク が フォ ー マ ッ ト さ れ て いな い 可 能 性 もら あ り ま す 。 


込み が で きま せん 。 
ら か の 理由 で 書き 込み 中 の ファ イル を 4 ぐさ マ ー リ OS が 見 失っ た 場合 に 
ラー が 発生 し ます 。 


要 2 こ 、》 ぅ な 
一 度 最 凛 か ら や り 直 し まま す 。 
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アス キー ASCII 
アメ リカ 規格 協会 (ANSI) が 制定 し た 情報 交換 用 コー ド (American 
Standard Code for Information Interchanee)、 ま た は この コー ド 表 だ 
記載 され て いる 文字 を いい ます 。 


アス キー・ フ ブフ ァ イル 
アス キー で 書か れ た ブフ ブ ァ イル を いい ます 。 


エケ ー ブ ィ ジー ケン フス 
周辺 機器 な ど ハ ー ド ウェ ア の 制御 に 用 いら れる 信号 で 、 エ スケ ー プ ・ コ 
ー ド (ASCI Ii の 1 BH) と それ に 続く 文字 で 構成 され る の で この 名 
が あり ます 。 


ガー ソル 
ディ ス ブ フレイ で 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 さ れ た 文字 や 数 字 が 表示 され る 簿 
吉 を 示す EH を いい ます 。 


コントロール ・ シ ー ケ ンス 
ハー ドウ ェ ア の 制御 に 用 いら れる 信号 の 総称 で 、 エ スケ ー プ ・ シ ー ケ ン 
ス 、 コ ント ロー ル ・ コ ー ド な ど が これ に 含ま れ ま す 。 


ゴリ 
2 進数 を いい ます 。 


コワ リャ プア ダ ィ ル 
2 進数 で 書か れ た ブフ ァイル を いい 、 遂 常 “. COMP" と いう 拡張 子 を 持 
うっ う て め ゆめ ます 。 


ファ イル 名 や スイ ッ チ な ど 、 あ る 処理 を 行う た め の 情 報 の 総称 で す 。 引 
数 や 変数 を いう こと も あり ます 。 


ファ ンク ショ ン ・ キ ー 
ある 特定 の 機能 を 割り 当て られ て いる キー を いい ます 。 バ パー ソナ ル ・ コ 
ツン ビ ュー タダ タ で は 、 プ ログ ラマ ブル ・ ワ リ ァ ンク ジョ マッ ・ 生 一 を 潮 ピ プ ァ 
ンク ン ヨ ョ ヨン ・ キ ー と 呼ん で いま す 。 
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ブ ォ ー ム ・ フ ィ ー ド ・ コ ー ド 
コン トロ ー ル ・ コ ー ド の 一 つ で 、 画 面 消去 や 改 ペ ー ジ を 行う コー ド で す 。 


ベル ・ コ ー ド 
コン トロ ー ル ・ コ ー ド の 一 つ で 、 コ ンピュータ 内 蔵 の ベル を 鳴ら す コ ー 
ド で す 。 


マス ター・ デ ィ ス ク 
普通 、 購 入 し た ソフ トウ ェ ア が 記録 され て いる ディ スク を 指し ます 。 


EOF 


エン ド ・ オ プ ・ フ プア イル ・ マ ー ク を いい 、 ア スキ ー の 1 人 可 で す 。 キ ギー 
ボー ドド か ら 信 CT 呈し 十 用 で 人力 す る と こと が で き 洗 す 。 


MSXーDOS-Iー70 


守 叶 号 | 
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あ 才 1 ピロ グラ テー の 潜行 時 琴 


1]. 1 プロ グラ ム の 起動 か ら 終了 まで 


MSXーDOS は 、 外 部 コマ ンド の 形 で 、 コ マン ド を 自由 に 追加 変更 し て いけ る 、 拡 
張 性 に 富ん だ オペ レー ティ ング ・ シ ステ ム で 、 ア プリ ケー ショ ン ・ プ ログ ラム や ユー ザー 
の 作っ た プロ グラ ム も 、 人 簡単 に コマ ンド と し て 実行 で きる よう に な っ て いま す 。 


1.1.1 プロ グラ ム の 起動 


MSX-ーDOS の 基本 的 な 動作 は 、 コ ユマ ンド 行 を 入力 し 実行 させ る 、 と いう 女 理 の 繰り 
返し で す 。 こ の 時 、 コ マン ド 行 の 入力 か ら コ マン ド の 解釈 実行 まで の 部 分 を 受け 持つ の が 
コマ ンド ・ プ ロ セ ッ サ で す 。 外部 コマ ンド (アプ リケーション ・ プ ログ ラム ) の 場合 、 ュ 
マン ド ・ プ ロモ セッ サ は 、 そ れ を 以下 の よう に し て 実行 に 移し ます 。 


1i. コマ ンド 行 の パラ メー タ 部 分 に つい て 、 そ の 長 さ を 8 0 H 番 地 に 、 実 際 の 文字 列 
を 8 1H 番 地 以 降 に 格納 する 。 さ ら に 最初 の 2 つの パラ メー タ を ファ イル 名 と み 
な し 、 そ れ を F CB の 形式 で それ ぞ れ 5 CH 番地 お よび 6 CH 番地 以降 に 格納 す 
る 。 (FCB に つい て は 、 “ファ イル ・ ア クセ ス " の 項 で 詳し く 説明 し ます ) 

jj. プログ ラム を 1 0 0 H 番 地 以 降 に 読み 込み 、 1 0 0 H 番 地 に ジャ ンプ する 。 


外部 コマ ンド の 実体 は 、 ア セン ブラ や コン パイ ラ な ど を 利用 し て 作ら れ た コマ ンド 名 + 
拡張 子 "COM” を 持つ ディ スク 上 の ファ イル で す 。 コ マン ド ・ プ ロ セ ッ サ は 外部 コマ ン 
ド を ディ スク 上 に 見 つけ る と 、 そ れ を メモ リ 上 に ロー ド し て 実行 し ます 。 こ の ファ ィ イル の 
内 容 は メモ リ の 1 0 0 H 番 地 か ら ロ ー ド し て 、 そ の まま 実行 で きる よう な 形式 に な っ た 和 機 
械 語 の アプ ログ ラム で す 。 


MS※ーDOS で は 、 シ ステ ム と プロ グラ ム と の 間 で デー タ 等 を 受け 渡し する た め に 、 
メモ り リ の 0 て FF 日 番地 を 固定 の 目的 に 使っ て いま す 。 こ れ を 、 シ ステ ム ・ ス クラ ッ チ ェ 
リア と 呼ん で いま す 。 コ マン ド ・ プ ロ セ ッ サ は プロ グラ ム に コマ ンド 行 の パラ メー タ を 渡 
す た め に 、 シ ステ ム ・ ス クラ ッ チ エリ ア の 設定 を 行い ます 。 こ の た め に 2 つの 方 法 が 使わ 
れ ま す 。 5 CH 番地 また は 6 CH 番地 は その まま ファ イル の アク セス に 使え る よう な 形式 
に な っ て いて (*1) 、 フ ァイル 名 を パラ メー タ と する よう な プロ グラ ム で は た いて いこ ちら 
の 方 法 で パラ メー タ を うけ と り ま す 。 8 0 HH 番地 の 方 に は 全 パ ラメ ー タ が その まま 入っ て 
いま すか ら フ ァイル 名 以外 を パラ メー タ と し た り 、 あ る い は 3 つ 以 上 の ファ イル 名 を 扱う 
よう な プロ グラ ム で は この 方 法 を 使用 し ます 。 





1) 両 F CB の 先頭 アド レス は 1 6 バイ ト し か 此 れ て いな い の で 、 完 全 な FCB と し て 
使用 で きる の は どちら か 片方 だ け で す 。 
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図 111 シス テム ・ ス クラ ッ チ ・ エ リア 


図 1.1 は シス テム ・ ス クラ ッ チ ・ エ リア の 内 容 で す 。 こ れ は 、 
A>test yyy、dat ai:zzzz。 ま bi*※。wwwd 

と いう コマ ンド を 入力 し て 、 外 部 コマ ンド te st を 実行 し た と き の 例 で す 。 8 0 H 番 地 
以降 に は この コマ ンド に 渡す パラ メー タ と その 長 さ が 入っ て いる の が わか り ま す 。 ま た 、 
さき ほど 科 単 に 説明 し た よう に 、5 CH 番地 と 6 CH 番地 に は 最初 の 2 つの パラ メー タ が 
形式 を 整え られ て 入っ て いる の が わか り ま す 。 先頭 1 バイ ト に は 、 ド ライ ブ が 無 指定 で あ 
っ た 場合 は 0、 “A :" で あれ ば 1、 “B :" な ら 2・・・ と いう 値 が 入り ます 。 小文字 
が 大 文字 に 変換 され て いた り 、 “*” が 複数 の “?” に 展開 され て いる こと に も 注目 し て 
くだ さい 。 フ ァイル ・ ア クセ ス に は 、 こ の よう な 形式 に な っ た ファ イル 名 を 使い ます 。 

シス テム ・ ス クラ ッ チ エリ ア の 5 CH<FF H 番 地 は 、 こ の よう に し て プロ グラ ム に パ 
ラメ ー タ を 渡す た め に 使わ れ ま す が 、 プ ログ ラム が 実行 を 開始 し た 後 は 、 こ の エリ ア を ワ 
ー ク と し て 使う こと が で きま す 。 さきほど 述べ た よう に 、5 CH 番地 ある い は 6 CH 番地 
を その まま FCB と し て 使う こと な どの 例 が あり ます 。 


MSX※ーDOS 一 昌一 2 


1.1.2 プロ グラ ム の 実行 


図 1.2 は 、 プ ログ ラム か 実行 を 開始 し た と き の メ モリ ・ マ ッ プ で す 。 0 て FF HH 番地 は 
シス テム ・ ス クラ ッ チ エリ ア で 、 プ ログ ラム その 直後 の 1 0 0 H 番 地 か ら ロ ー ド され て い 
ます 。 1 0 0 H 番 地 か ら 始 まり 、6~ 7 番地 の 内 容 で 指し 示さ れ て いる アド レス の 1 バイ 
ト 手 前 まで の 全 域 は TPA (Transient Program Area = 一 時 プロ グラ ム 領 域 ) と 呼 
ば れ 、 プ ログ ラム で 自由 に 利用 し て よい 領 域 で す 。 

シス テム ・ ス クラ ッ チ エリ ア の 先頭 の 方 に は 、 い くつ か の ジャ ンプ 命令 が 埋め 込ま れ て 
いま す ( 図 1.1) 。 プ ログ ラム は これ ら の 決め られ た アド レス を コー ル す る こと で 、M S 
メシ ステ ム の 持つ 各種 の 機能 が 実行 で きま す 。 0 番地 に ある の が ウォ ー ム ・ ス ター ト の た 
め の エ ント リ 、5 番 地 に ある の が 2 章 で 解説 する シス テム ・ コ ー ル の た め の エ ント リ で 、 
この 2 つ は MS※XーDOS が 持っ て いる 機能 を プロ グラ ム か ら 利 用 する た め に だ 用 意 さ れ て 
いま す 。 ま た 、RDSLT、WRSLT、CALSLT、ENASLT、CALLF 及 び 
INTRPT は 、MS※ーBTIOS に ある 同名 の ファ ンク ショ ン と 同じ 機能 を 持っ て いま 
す 。 INTRPT は 割り 込み 時 に 使わ れ ま す が 、 そ の 他 の エン トリ は 、MSX-ーBIOS 
と 同様 に 利用 で きま す 。MSXーDOS 自 身 も これ ら の エン トリ を 使用 し て いま す の で 、 
0 番地 5 BH 番 地 ( 多 の 部 分 ) を 使用 する と シス テム ・ ダ ウン に つなが り ま す 。 


FFFFH 





図 1.2 外部 コマ ンド 実行 時 の メモ リ ・ マ ッ プ 
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( 注 ) 5 番地 は シス テム ・ コ ユール の た め の ジ ャ ンプ 命令 で す 。 6 て 7 番地 は ジャ ンプ 先 の 
アド レス で 、 こ れ が TP A の 上 限 を 示し て いる と いう こと は 、 ジ ャ ンプ 先 が MSXDOS 
・ SYS の 先頭 に な っ て いる と いう こと で す 。 5 て 7 番地 は ジャ ンプ 命令 で ある と 同時 に 
TPA の 上 限 を 示す と いう 2 重 の 働き を 持っ て いま す 。 


1.1.3 プロ グラ ム の 終了 


プロ グラ ム は 実行 が 終わ る と 、 次 の 3 つの 方 法 の いずれ か で MSXーDOS を ウォ ー ム 
・ ス ター ト し コマ ンド ・ レ ベル に 戻り ます 。 


ji. スタ ッ ク ・ ポ インタ を 変更 し て いな い 場 合 、 “RETT” を 実行 する . 
ii. 後述 の シス テム ・ コ ー ル を 使っ て 、 “シス テム ・ リ セッ ト " を 行う . 
順 . 0 番地 (ウォ ー ム ・ ス ター ト の た め の エ ント リ ) に ジャ ンプ する . 


コマ ンド ・ プ ロ セ ッ サ の 実体 は COMMAND. COM と いう プロ グラ ム で 、TPA の 
内 部 に 位置 し て いま す 。 コ マン ド ・ プ ロ セ ッ サ か が 必要 な の は 、 プ ログ ラム の 実行 が 終わ っ 
て 、 次 の コマ ンド を 入力 する と き で 、 プ ログ ラム の 実行 中 は 、 コ マン ド ・ プ ロ セ ッ サ の 機 
能 は 必要 あり ませ ん か ら 、 プ ログ ラム で コマ ンド ・ プ ロ セ ッ サ が ロー ド さ れ て いる 領域 を 
使用 (破壊 ) し て も か まわ な いわ け で す 。 こ の た め 、 ウ ォ ー ム ・ ス ター ト の 際 に は 、 ( ュ 
マン ド ・ プ ロ セ ッ サ が プロ グラ ム に よっ て 破壊 され て いる 可能 性 が ある た め ) いっ た ん M 
SXDOS. SYS が 制御 を 受け 取り ます 。MSXDOS. SYS は 、 チ ェ ッ クサ ム を 用 
いて COMMAND. COM が 破壊 され て いる か どう か を 調べ て か ら 、 コ マン ド ・ プ ロ セ 
ッ サ C だ 制御 を 渡し ます 。COMMAND. COM が 破壊 され て いた 場合 は 、 再 び デ ィ ス ク 
か ら ロ ー ド し ます が 、 破 壊さ れ て いな い 場 合 に は 、 デ ィ ス ク か ら の ロー ド は 行わ れ ま せん 
の で 、 コ マン ド ・ レ ベル に 戻る の が 早く な り ま す 。 

こう し て 、 再 び コ マン ド ・ プ ロ セ ッ サ が 次 の コマ ンド 行 の 入力 待ち に 入り ます 。 


1. 2 シス テム ・ コ ー ル 


1.2.1 周辺 装置 と の 入出 力 


MSXーDOS の 持つ 機能 は 、 デ ィ ス ク 上 の ファ イル を 扱う も の だ け で は あり ませ ん 。 
それ だ け で は 、 オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム の 持つ 重要 な 機能 の 1 つ で ある ユー ザー・ イ 
ンタ ー フ ェ ー ス の 機能 が 限ら れ て し まい ます 。 その た め 、MSXーDOS で は 、 コ ン ソ ー 
ル (スク リー ン 、 キ ー ボ ー ド ) や プリ ンタ な どの 周辺 装置 の 制御 を 行う 機能 を 豊富 に 用 意 
し て いま す 。 これら の 装置 は 、 基 本 的 に は 1 文字 単位 で 入出 力 を 行う も の で す が 、 コ ン ソ 
ー ル に 関し て は 、 各 種 の オア ション を 持っ た 複数 の 入出 力 機 能 に 加え て 、 行 入力 や 行 出力 
の 機能 も 用 意 し て いま す 。 
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1.2.2 ファ イル ・ ア クセ ス 


ファ イル ・ ア クセ ス の 特徴 は 、 デ ー タ の 位置 を ディ スク 上 の アド レス の よう な 具体 的 数 
値 で 表現 する の で は な く 、 名 前 " を 用 いて 指定 で きる と いう 点 に あり ます 。MSXーD 
OS は ディ スク 上 に 書か れ た ディ レク トリ 等 の 情報 を も と に 、 フ ァイル の デー タ が どこ に 
存在 し て いる か と いう こと を 常に 把握 し て いま す 。 目的 の データ が ディ スク 上 の どん な ア 
ドレ ス に 存在 し て いる か 、 と いう こと は すべ て MSXーDOS に まかせ 、 プ ログ ラム は た 
だ ファ イル 名 を 指示 する だ け で それ を アク セス で きる の で す 。 


倫 FCB (ファ イル ・ コ ント ロー ル ・ ブ ロッ ク ) 

どの ファ イル を アク も セ も ス する か 、 と いう こと を 指示 する た め に 、MS メ メーDOS で は 、 
FCB (ファ イル ・ コ ント ロー ル ・ ブ ロッ ク ) を 用 いま す 。F CB は 、 フ ァイル を 扱う 際 
必要 と な る 情報 を 格納 し て お く 領 域 で 、 ひ と つの ファ イル を 扱う ご と に ひと つ 、 図 1. 3 で 
示す よう な メモ リ ・ エ リア を プロ グラ ム で 用 意 し ます 。F CB は プロ グラ ム で 許さ れ た 範 
囲 で メモ リ 上 の どこ に た 置い て も 構い ませ ん が 、MS メ ーDOS の 機能 を 活か す た め 、5C 
H 番 地 が し ば し ば 用 いら れ ま す 。 


徐 ファ イル の オー プン 

FCB を 用 いて ファ イル の 入出 力 を 行う に は 、 最 初 に ファ イル を “オー プン " する 手続 
きか が 必要 で す 。 “オープ ブン" と は 、 フ ァイル 名 フィ ー ル ド だ けが 設定 され た 不 完 全 な FC 
B を 、 デ ィ ス ク 上 に 記さ れ た 情報 を 用 いて 、 完 全 な F CB に 変換 する こと を 意味 し て いま 
す 。 図 1.3 、 図 1.4 に “オー プン され て いな い FCB” と “オー プン され た FCB"” の 違 
い を 示し ます 。 


倫 ファ イル の クロ ー ズ 

ファ イル を オー プン し て 書き 込み を 行っ た 場合 、 そ れ に 伴っ て 、 フ ァイル サイ ズ を 始め 
と する FCB の 各 フ ィ ー ル ド の 内 容 も 変更 を 受け ます 。 こ の 更新 され た FCB の 情報 を デ 
ィ レ クト リ 領 域 に 戻し て お か な いと 、 次 回 ファ イル を アク セス する 隊 に 、 デ ィ レ クト リ の 
情報 と 実際 の ファ イル の 内 容 が 食い 違っ て し まい ます 。 更新 され た FCB の 情報 を ディ レ 
クト リ だ 戻す と いう この 操作 が 、 フ ァイル の クロ ー ズ で す 。 


釜 DA (ディ スク 転送 アァ アドレス) 

ディ スク の 入出 力 で は 、 基 本 的 に は 文字 単位 の 入出 力 で ある 周辺 装置 と 違っ て 、 一 度 に 
複 数 の バイト を 読み 書き し ます 。 そ の た め 、 デ ィ ス ク の 入出 力 に は “バッファ” か 必要 に 
な り ま す 。MS※XーDOS で は 、 こ の バッ ファ と し て 使用 され る メモ リ 領 域 の 先頭 アド レ 
ス を DTA (Disk Transfer Address= テ ディ スク 転送 アドレス) と 呼ん で お り 、 デ ィ ス 
ク の 入出 力 で は 、 常 に DA を バッ ファ と し と て 使用 し ます 。DTA の 値 は 、0 0 8 0 H に た 
初期 化 さ れ て いま す が 、 任 意 の アド レス に 設定 し 直す こと が 可能 で す 。 
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"ライ ブ 番 号 カレ ント ・ プ ロッ ク 
(通常 0 を 入れ る ) 
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※ ネ ドライブ 番号 ( + 0) 
ファ イル の 存在 する ディ スク ドラ イブ を 示す 
(0 一 デフ ォ ル ト ・ ド ライ ブ 、1 一 A、2ーB、… 8 一 遇 ) 
※ ネ ファ イル 名 本 体 ( エ 1 て 8) 
最大 8 文字 まで 指定 可能 。 8 文字 に 足り な い 部 分 は スペ ー ス (2 0 H) で 埋め る 。 
※ 拡 張子 (+9 て 11) 
最大 3 文字 まで 指定 可能 。 3 文字 に 足り な い 部 分 は スペ ー ス (2 0 H) で 埋め る 。 
※ ネ カレ ント プロ ッ ク ( 寺 12、 廿 14) 
シー ケン シャ ル ・ ア クセ ス の 際 、 参 照 中 の プロ ッ ク 番 号 を 示す 。 
(ファ ンク ショ ン 14H, 15H, 24H ) 
※ ま ブロック 中 の レコ ー ド 数 (+15) 
プロ ッ ク に 含ま れる レコ ー ド 数 が 設定 され る 。 最終 プロ ッ ク 以 外 は 常に 1 2 8。 
※ レ コー ドサ イズ ( 二 1 4 て 15) 
レコ ー ド サイ ズ を バイ ト 数 で 指定 する 。 (ファ ンク ショ ン 26H, 27H ) 
※ ネ ファ イル サイ ズ (165 て 1 9) 
ファ イル の 大 き さ が バイ トト 単位 で 設定 され る 。 
※* 日 付 (+20< て 21) 
最後 に ファ イル に 書き 込み を 行っ た 日 付 が 設定 され る 。 
* 時 刻 (+22 て 2 38) 
最後 に ファ イル に 書き 込み を 行っ た 時 刻 が 設定 され る 。 
※ ネ デバ イス ID (+24) 
周辺 装置 アディ スク ファ イル の 区 別 が 設定 され る 。 
※ デ ィ レ クト リ ・ ロ ケー ショ ン (+25) 
何 番 め の ディ レク トリ ・ エ ント リ に 該当 する ファ イル で ある か が 設定 され る 。 
*※ 先 頭 ク ラス タ (+26…27) 
ファ イル の 先頭 の クラ スタ 番号 が 設定 され る 。 
* 最 終 プ アク セス クラ スタ (+28 一 2 9) 
最後 に アク セス され た クラ スタ 番号 が 設定 され る 。 
※ 最 終 ア クセ スク ラス タ の 先頭 クラ スタ か ら の 相対 位置 (+30 て 31) 
最後 に アク セ も ス され た クラ スタ の ファ イル 内 で の 相対 番号 が 設定 され る 。 
※ カ レン トレ コー ド (32) 
シー ケン シャ ル ア ク セス の 隊 、 参 照 中 の レコ ー ド 番号 を 示す 。( 14H, 15H, 24H ) 
※ ネ ラン ダム レコード (+33< て 35) 
ラン ダム アク セス お よび ラン ダグ ダム プロ ッ ク ア クセ ス の 際 、 ア クセ ス し た い レ コー ド を 
指定 する 。 レ コー ドサ イズ が 1 て 6 3 で ある と +33 て 36 の 4 バイ ト を 使用 する 。 
レコ ー ド サイ ズ が 6 4 以上 の 場合 に は + 3 3 て 35 の 3 バイ ト を 使用 する 。 
(ファ ンク ショ ン 21H, 22H, 23H, 24H, 26H, 27H, 28H ) 
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介 レコ ー ド 

ファ イル の 大 き さ は 、 デ ィ ス ク 容 量 の 許す 限り いく ら で も (最大 1G バ イト ) 大 きく な 
れ ま すか ら 、 メ モリ に 全体 が 読み 込め る と いっ た こと は 期待 で きま せん 。 そ の た め フ ァ イ 
ル の 入出 力 で は 、 フ ァイル を レコ ー ド と 呼ん ば れる 適当 な 大 き さ の デー タ 単 位 に 分 割 し 、 
レコ ー ド 単位 で 使っ て 読み 書き する 方 法 が と られ て いま す 。 


ミーーーーーー レコ ー ド ーーーーーー テ 


ファ イル 全体 





図 115 ファ イル と レコ ー ド 


従っ て 、 フ ァイル の アク セス を 行う た め に は 、 さ ら に 、 ど の レコ ー ド を アク セ モス する か 
と いう 指示 が 必要 に な っ て きま す 。 こ の レコ ー ド の 指示 方 法 は シス テム ・ コ ー ル の 種類 に 
より 、 大 きく 2 つの グル ー プ に た 分 けら れ ま す 。 ひ と つの グル ー プ は CP ン M と の 互換 性 を 
保つ た め に 用 意 さ れ た 入出 力 で 、 も う 1 つの グル ー プ は 、MSXーDOS 独 自 の ラン ダム 
・ プ ロッ ク 入 出力 で す 。 こ の 2 つ は 、F CB の 使用 方 法 が 異な っ て いま す の で 、 同 EFC 
B に 対し て 同時 に 使用 する こと は で きま せん 。 


価 CP ン M 方 式 の レコ ー ド ・ ア クセ ス 
じ P ン M と の 互換 性 を 保つ た め 、MSXーDOS で は CPM と 同様 の ファ イル アク セ 
ス 方 法 を サポ ー ト し て いま す 。CP ン M で は 、 2 つの 全く 異な る アク セス 方 式 が あり 、 ま 
た レコ ー ド サイ ズ は 1 2 8 に 固定 され て いま す 。 
・ シ ー ケ ン シ ャ ル ア ク セス 
(カレ ント レコ ー ド カレント ブロック に よる レコ ー ド 管理 ) 
1 つめ の 方 法 が 、 “カレ ント レコ ー ド ”" と “カレ ント プ ブロッ ク "” で 管理 され る シー ケ 
ン シ ャ ル ア ク セス で す 。 フ ァイル の アク セス は 常に 先頭 か ら 順 (シー ケン シャ ル ) に 行 
い 、 ア クセ ス し た レコ ー ド 数 は FCB の カレ ント レコ ー ド ・ フ フィー ルド で カウ ント され 
ます 。 カ レン トレ コー ド ・ フ ィ ー ル ド の 値 は 1 2 8 に 達する と 0 に リモ ッ ト さ れ 、 そ の 
桁 上 が り が カレ ント ブロ ッ ク ・ フ フィー ルド に カウ ント され ます 。 こ の アク セス 方 式 で は 


MS※ーDOS 一 中 一 8 


"ラン ダム レコ ー ド ” は 使い ませ ん 。 

・ ラ ンダ ム ア ク セス 

(ラン ダム レコ ー ド に よる レコ ー ド 管理 ) 

2 つめ の 方 法 が 、 “ラン ダム レコ ー ド (3 バイ ト ) ” で 管理 され る ラン ダム アク セス 
で す 。 “ラン ダム レコ ー ド ” を 変更 する こと で 任意 の 位置 の レコ ー ド を アク セス する こ 
と が 可能 で す が 、 別 の レコ ー ド を アク セス する た め に は 毎回 この 操作 が 必要 で す 。 


@W ラン ダム ・ ブ ロッ ク ・ ア クセ ス 
MS※XーDOS に は 、 ラ ンダ ム ・ プ ロッ ク ・ ア クセ ス と いう 、 大 変 に 有 能 な 入出 力 方 式 
が 存在 し ます 。 こ れ は MSXーDOS 独 自 の シス テム ・ コ ユ コール で 、 次 の よう な 特徴 を 持っ 
て いま す 。 
・ レ コー ドサ イズ を 任意 に 設定 で きる 
・ 複 数 の レコ ー ド を 一 度 に アク セス で きる 
・ シ ー ケ ン シ ャ ルブラン ダム を 任意 に 切り 換え られ る 


この ファ イル ・ ア クセ ス で は 、FCB の “レコー ドサ イズ "” を 用 いて 、 レ コー ド の 大 き 
さ を 指 示し 、 レ コー ド 位 置 を “ラン ダム レコ ー ド " で 指示 し ます 。 レ コー ドサ イズ の 2 バ 
イト に は 任意 の 値 を 入れ る こと が で きま す (1 て 65535) 。 フ ァイル 全体 を 1 レコ ュー 
ド と し て 扱う こと も 、 1 パイ ト を 1 レコ ー ド と し て 扱う こと も 、12 8 バイ ト を 1 レ ュ コー 
ド と し て 扱う こと (CP ン 方 式 ) も 可能 で す 。 

この アク セス 方 式 で は 、 ラ ンダ ムレ コー ド の フィ ー ル ド が アク セス の 終わ っ た レコ ー ド 
の 次 の レコ ー ド を 指す よう に 常 た 更新 され ます 。 従っ て 、 ラ ンダ ムレ コー ド を 一 度 セ ッ ト 
する だ け で 、 任 意 の レコ ー ド か ら レ コー ド を シー ケン シャ ル に 読み 書き する こと が 簡単 に 


MS※ーDOS は 、 フ ァイル の 内 容 に 変更 が 加え られ た 時 に は 、 自 動 的 に ファ イル の 最 
終 更 新 日 付 時 刻 を 現在 の 日 付 プ 時 刻 に 書き 替え ます 。 こ れ は 、MSXーDOS 自 身 に は 
何 の 意 味 も な い 機 能 で す が 、 ユ ー ザ ー が ファ イル を 管理 する 目的 に は 、 非 常に 有用 な も の 
で す 。 こ の た め 、MS※XーDOS で は 、 日 付 グ 時 刻 の 管理 を 行っ て お り 、 こ れ を 読み 出し 
た り 、 変 更 し た りす る シス テム ・ コ ー ル が 存在 し ます 。 
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グ 革 還 有 ジ シネ テ ーー コーラ レレ の 便 * 技 


MSX デ ィ ス クシ ステ ム の 持つ 入出 力 機 能 は BDOS と いう か た ち で 、 デ ィ ス ク ・ カ ー 
トリ ッ ジ の ROM の 中 に 収め られ た 汎用 の サブ プル ー チ ン に まとめ られ て いま す 。 シス テム 
ュー ル と は 、BDOS を 呼び 出す た め の あ ら か じ め 決 め ら れ た 手順 の こと で 、 ユ ー ザ ー の 
プロ グラ ム は シス テム コー ル を 実行 する こと で 入出 力 操作 が 簡単 に 実行 で きる よう に な り 
ます 。 

シス テム コー ル の 役割 に は 、 大 きく 分 ける と 次 の 2 つが あり ます 。 1 つ は 、 基 本 的 な 機 
能 を あら か じ め 用 意 す る こと に よっ て プロ グラ ム の 負担 を 少な くす る こと 、 も う 1 つ は 、 
すべ て の プロ グラ ム が 共通 の 手順 を 使用 する こと に よっ て 、 移 植 性 や 汎用 性 を 高め る こと 
で す 。 こ の シス テム コー ル を 自由 自在 に 活用 する こと に よっ て 、 プ ログ ラム 開発 の 期間 は 
短縮 され 、 出 来 上 が っ た プロ グラ ム は 移植 性 の 高い も の と な り ま す 。 こ れ は 、OS を 利用 
し た 時 の 最大 の メリ ッ ト の ひと つ で す 。 


シス テム コー ル を 実行 する に は 、Z8 0 CPU の C レ ジス タ に 決め られ た ファ ンク ショ 
ン 番 号 を 入れ 、 次 の アド レス を コー ル し ます 。 


00 0 5 ……ーー……… MSX-ーDOS 上 の 外部 コマ ンド 
F37DH < くく eeeoeooooooeo ゃ ゃ D ISK-BAS [ C 上 の マシ ン 語 プロ グラ ム 


た と えば 、 フ ファンクション 番号 が 1F 日 で あり 、 前 準備 と し て A レ ジス タ に 0) 0 H を セ 
ッ ト す る こと に な っ て いる シス ムコ ー ル が ある と する と 、 こ の シス テム コー ル は 次 の よう 
に し て 実行 し ます 。 


LD A, 00H 
所 に > 1PF 
CALL 0005H (DISK-BASIC の 場合 OF37DH) 


CALL 文 の 後に は 、 戻 り 値 ( 刀 理 の 結果 ) を 受け 取っ た り 、 退 避 し て いた レジ スタ を 
復帰 させ た りす る 事後 処理 が 続き ます 。 


DISK-BASIC の プロ グラ ム か ら は 、CLEAR 文 で 確保 し た 領域 と マシ ン 語 プ 


ログ ラム を 格納 し 、 そ の 開始 アド レス を USR 関 数 で 呼び 出し て や る こと で シス テム コー 
ル を 利用 する こと が で きま す 。 
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ムコ ー ル の 形式 


倫 シ ステ 
ここ で は 、 以 下 の 書 式 に よっ て シス テム ユ コール の 使用 法 を 紹介 し ます 。 


ファ ンク ショ ン : ファ ンク ショ ン 番 号 


設定 : シス テム コー ル を 行う 前 に レジ スタ や メモ リ 上 に セッ ト す べき 値 
戻り 値 : シス テム コー ル か ら 戻 っ た 時 に セット され て いる 値 





ツ デ ング ショ ジェ 

ファ ンク ショ ン 番 号 と は 、 シ ステ ムコ ー ル の 種類 を 判別 する た め の も の で 、 そ れ ぞ れ の 
シス テム コー ル に だ 対応 する 番号 が 決め られ て いま す 。 シス テム コー ル を 実行 する 時 に は 、 
この ファ ンク ショ ン 番 号 を ヒレ ジス タ に セッ ト し ます 。 


設定 : 
半 た 、 シ ステ ムコ ー ル の 前 準備 と し て 、 レ ジス タ や メモ リ に 必要 な 値 を セッ ト し な けれ 
ば な ら な いこ と が あり ます が 、 こ こ で は これ を “設定 ” の 部 分 に 示し ます 。 


戻り 値 : 

シス テム ユ コール の 結果 得 ら れ た 値 は 、 多 く の 場 合 レ ジス タ や メモ リ の 内 容 に セッ ト さ れ 
る こと に な り ま す 。 これが どこ に どの よう に セッ ト さ れる か を 、 こ こ で は "戻り 値 ” の 部 
分 に 示し ます 。 


た だ し 、 シ ステ ムコ ー ル で は 、 戻 り 値 が セッ ト さ れる レジ スタ 夕 以外 に も 、 フ ァ ン クシ ョ 
ン 内 で の 作業 に 使用 され 、 そ の 内 容 が 破壊 され る レジ スタ が あり ます (シス テム コー ル で 
は 原則 と し て レジ スタ の も と の 内 容 は 保証 し て いま せん ) 。 そこで 、 シ ステ ムコ ー ル を 使 
用 する 場合 に は 、 そ の 前 に 、 破 壊さ れ て は 困る レジ スタ の 内 容 を 、 適 当 な 場所 (スタ ッ ク 
な ど ) に 退避 させ て お く よ う に し て くだ さい 。 


MSX-ーDOS の シス テム コー ル は 表 2.1 に 示す 4 2 個 あ ちり ます が 、 こ れ ら を 次 の 4 つ 
に 分 類 し て 説明 し ます 。 

・ ツ ステ ム ・ コ ント ロー ル 

・ 周 辺 装置 と の TO 

* プ ァ イル ・ ア クセ ス 

・ 環境 設定 
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00! シ ステ ム ・ リ セッ ト 
W 


01 | コッ ソー ル 1 文字 入力 15 
02 | コン ツー ル 1 次 字 志 カ 16 
03 | 補助 入力 装置 1 文字 入力 17 
04 | 補助 出力 装置 1 文字 出力 18 
05 | プリ ンタ 1 文字 出力 19 
06 | コン ソー ル 直 接 入出 力 1A 
(入力 待 無 ) 1B 

07 | コン ソー ル 直 接 入力 
08 | コンソール 1 文字 入力 21 
| ( エ ュ ー 舞 ) 22 
09」 コンソール 文字 列 出力 23 
0A | コンソール 1 行 入力 24 


0B!「 コン ソー ル 入 力 チ ェ ッ ク | 


| 





バー ジョ シン 番 号 の 取り 出し 





ディ スグ ・ り リット 

ディ フォ ルト ・ ド ライ ブ の 設定 
OF | ファ イル の オー プン 

10」 フ ァイル の クロ ー ズ 

11 | ファ イル の 検索 











(ソイ ルド ・ カ ー ド に 一 致す る 最初 
の ファ イル ) 

12「 フ ァイル の 検索 
(ワイ ルド ・ カ ー ド に 一 致す る 後続 





の ファ イル ル ) 


ば) 3 章 で 解説 。 
表 2.1 


シン シス テム コー ル の ファ ンク ショ ン 番 号 は 0 0 H か ら 3 0 H ま で で す が 、 こ の な か に は 以下 


に 示す 無効 な ファ ンク ショ ン 番 号 が あり ます 。 
1CH ン 20H、25H、29H 
























機能 


ファ イル の 削除 

シー ケン シャ ル 読 み 出 し 

シー ケン シャ ル 妊 き 込 み 

ファ イル の 作成 

ファ イル 名 の 変更 

ログ イン ・ ベ クト ル の 獲得 
ディ フォ ルト ・ ド ライ ブ の 獲得 
転送 アド レス の 設定 

ディ スク 情報 の 獲得 ば) 


ラン ダム 読み 出し 

ラン ダム 書き 込み 

ファ イル ・ サ イズ の 狼 得 
ラン ダム ・ レ コー ド の 設定 


ラン ダム ・ ブ ロッ ク 書 き 込 み 
ラン ダム ・ ブ ロッ ク 読 み 出 し 


ぞ ゼロ 書き 込み を 伴う ラン ダム 書き 込 


み 


日 付 の 獲得 
日 付 の 設定 
時 刻 の 獲得 
時 刻 の 設定 
べ ベリファイ ・ フ ラグ の 設定 


論理 セク タ の 読み 出し ( ょ ) 
論理 セク タ の 書き 込み (⑬) 


シス テム ・ コ ー ル 一 覧 








これ ら の 無効 な を と ス テム コー ル を 実行 し た 場合 に は 、A レ ジス タ に 0 0 H が セッ ト さ れ 
る 以外 は 何 も 行 いま せん 。 ま た 、 3 1 H 以 降 の ファ ンク ショ ン 番 号 で も 結果 は 同じ で す 。 
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ステ ム ・ コ ント ロー ル 


ーー] 
押 
/』 


旬 シ ステ ム ・ リ セッ ト 
ツジ カタ ダシ ジョ シ ) 0 月 
設定 : な し 
戻り 値 : な し 


MS※ーDOS 上 の プロ グラ ム か ら コ ー ル し た 場合 に は 、MSXーDOS が ウオ ー ム ス 
ター ト し 、DOS の コマ ンド レベ ル に 戻る 。MSX DISK 一 BAS 1 C 上 の プロ グラ 
ム か ら コ ー ル し た 場合 に は 、D ISK 二 BAS IC が ウォ ー ム スタ ー ト し 、BAS 1IC の 
コマ ンド レベ ル に だ 戻る 。 この 場合 、 ロ ー ド され て いる プロ グラ ム は 破壊 し な い 。 


頑 バ ー ジ ョ ン 番 号 の 獲得 
ッ ア デン の ダグ ショ ジ : 0C 昌 
設定 : な し 


戻り 値 : HL レジ スタ ー0022 日 


この シス テム コー ル は 、C じ CPM に お ける 、 さ ま ざ ま な CP ン MIU の バー ジョ ン 番 号 を 欠 
矢 す る た め の も の で ある が 、MSX-ーDOS の 場合 に は 、 一 律 だ 0 0 22 H が 戻さ れる 。 


2, 周辺 装置 と の 入出 力 


周辺 装置 の 入出 力 に 利用 する シス テム コー ル で あり 、 コ ン ソ ー ル (画面 / ノ キー ボー ド ) 

や 外部 入出 力 装 置 、 ア プリ ンタ な ど に 関す る 制御 を 行い ます 。 文字 列 入 力 や プリ ンタ 出力 な 
ご どの ルー チン を 作成 する の は 、 多 く の プ ログ ラム に 必要 な 定例 作業 で す が 、 本 人 節 の シス テ 
ムコ ー ル を 利用 する こと に だ より 、 簡 単に 汎用 的 な プログラム を 組む こと が で きま す 。 


倫 コ ン ソ ー ル 入力 
ファ ンク ション : 0 1H 
設定 : な し 


戻り 値 : A レ ジス ター コン ソー ル か ら 入 力 し た 1 文字 
入力 が な いひ 場合 (キー ボー ド バ ッ ファ が 空 の 場合 ) に は 、 入 力 待ち を 行う 。 入 力 され た 
文字 は コン ソー ル に エコ ー バ ッ ク さ れる 。 以下 に 示す コン トロ ー ル キャ ラク タタ は ファ ンク 


ショ ン 内 部 で 処理 され 入力 と し て 扱わ れ な い 。 


Ctrl- じ シス テム ・ リ セッ ト 
Ctrl1-P プリ ンタ へ の エコ ー 開 始 
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Ctrl-N プリ ンダ へ の エコ ー 停 止 


Ctrl1-C を 受け 付け る と プロ グラ ム の 実行 を 中 断 し て MSXーDOS の コマ ンド レベ ル 
に 戻る 。 Ctrl-P を 受け 付け る と 、 以 降 の コン ソー ル 出 力 は すべ て プリ ンタ ー に も エコ ー 
され る よう に な る 。 こ の 状態 は 、Ctrl-N を 受け 付け る こと で 解除 され る 。 


倫 コ ン ソ ー ル 出力 

プ ァ ジッ クジ ツジ ョ ジュ DU2 青 
設定 : セレ ジス タ で 出力 する 文字 コー ド 
戻り 値 : な し 


ビレ ジス タ で 指定 し た 文字 を 画面 に 表示 する 。 こ の 際 コ ン ソ ー ル 入力 を チェ ッ ク し 上 記 
3 種類 の コン トロ ー ル キャ ラク タ 及 び Ctrl-S の 処理 を お こ な う 。 Ctrl1-S を 受け 付け る 
と 、 交 に 任意 の キー を 押す まで ファ ンク ショ ン 内 部 で 入力 待ち を お こ な う の で プロ グラ ム 
の 一 時 停止 が で きる 。 


人 補助 入力 
ッ 生 ググ ジョ シ ぅ 08 本 
設定 : な し 
戻り 値 : A レ ジス ター 補助 入力 装置 か ら 読 み 込ん だ 1 文字 


補助 入力 装置 が セット され て いな い 場 合 、 常 に た EOF 文 字 (1 AH) を 返す 。 
コン ソー ル 入 力 の チェ ッ ク を 、 フ ァ ン クシ ョ ン 0 2 H と 同様 に お こ な う 。 


価 補 助 出力 

ファ ジグ ジョン: 04 暫 
設定 : セレ ジス ター 福助 出力 装置 に 出力 する 文字 ユー ド 
戻り 値 : な し 


補助 出力 装置 が な モッ ト さ れ て いな いひ 場合 、 何 も し な い (出力 は 捨て られ る ) 。 
コン ソー ル 入 力 の チェ ッ ク を 、 フ ァ ン クシ ョ ン 0 2 H と 同様 に お こ な う 。 


今 プ リン タ 出 力 

アテ ッ プク ジョ ダ : 105 明 
設定 : ビレ ジス ター プリ ンタ に た 出力 する 文字 コー ド 
戻り 値 : な し 


コン ソー ルル 入力 の チェ ッ ク を 、 フ ァ ン クシ ョ ン 0) 2 H と 同様 に お こ な う 。 


信 直 接 コ ン ソ ー ル 入出 力 
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ファ ンク ショ シ : 06 旦 

設定 : ビレ ジス タ に FFH を セッ ト す れ ば 入力 、FF H 以 外 を セッ ト す れ ば 
出力 と な る 。E ビ レジ スタ に FF 日 以外 の 値 が セッ ト さ れ て いひ 場合 は 、 
セッ ト さ れ た 値 を 文字 コー ド と みな し て コン ソー ル に 出力 を する 。 

戻り 値 : ビレ ジス タ が FFH に セッ ト さ れ て いた 場合 に は 、 入 力 を 実行 し 、A 
レジ スタ に 、 結 末 を セッ ト す る 。 コ ン ソ ー ル 入力 が ある 場合 は その 文 
字 コ ー ド 、 無 い 場合 は 0 0H と な る 。E レ ジス タ が FF 日 以外 に セッ 
ト さ れ て いた 場合 に は 、 戻り 値 は な し 。 


入力 の エコ ー バ パック 、 コ ント ロー ルキ ャ ラク タ の 処理 は 行わ な い (入力 文字 と し て 扱わ 
れる ) 。 出 力 の プリ ンタ ー へ の エコ ー は 行わ な い 。 


旬 直 接 コ ン ソ ー ル 入力 
の が Ws 6! 上 
設定 : な し 
戻り 値 : A レ ジス ター コン ソー ル か ら 入 力 し た 1 文字 


入力 の エコ ー パ バッ ク 、 コ ント ロー ルキ ャ ラク タ の 処理 は 行わ な い 。 
この シス テム コー ル は MSXーDOS 用 に 変更 され た も の で CPM と の 互換 竹 は な い 。 


倫 エ コー な し コン ソー ル 入 力 
ツァ アッ の が ジ ョ ヴィ lgR 
設定 : な し 
戻り 値 : A レ ジス ター コン ソー ル か ら 入 力 し た 1 文字 


エコ ー バ ッ ク は 行わ な い 。 コ ント ロー ルキ ャ ラク タタ は ファ ンク ショ ン 0 1 H と 同様 に 処 
理 す る 。 
この シス テム コー ル は MSXーDOS 用 に 変更 され た も の で CPM と の 互換 性 は な い 。 


旬 文 字 列 出力 
の ァ ン の ダグ ジョ ジ : DU9 旦 
設定 : D ビ セレ ジス ター メモ リ 上 に 用 意 し た 、 コ ユン ソー ル に 出力 すべ き 文 字 列 
の 先頭 アド レス 
戻り 値 : な し 


文字 列 の 最後 に は 、 終 端 文字 と し て “$” (2 4H) を 付加 と て お く 。 最初 に あら われ 
る “$” の 直前 まで の 文字 列 を コン ソー ル に 出力 する の で 、 “$” を 出力 する こと は で き 
な が 。 

コン トロ ー ル キャ ラク タ の チェ ッ ク を 、 フ ァ ン クシ ョ ン 0 2 H と 同様 に 行う 。 
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念 文 字 列 入 力 
プ ァ ンク ショ ジ シ : 0AF 
設定 : 行 バ パッ ファ +0 て 最大 入力 文字 数 (1255) ( 図 2.1) 
DE レジ スタ ーー 行 バ パッ ファ の 先頭 アド レス 
戻り 値 : 行 パ ッ フ ァ 1 実際 に 入力 され た 文字 数 
行 バ パッ ファ + サ 2 ンー 
ー コ ン ソ ー ル か ら 入 力 さ れ た 文字 列 


リタ ー ン キー の 直前 まで を コン ソー ル か ら の 入力 と みな す 。 最 大 入力 文字 数 を 越え て 入 
カカ する こと は で き な い 。 こ の シス テム コー ル に よる 文字 列 入力 時 に は 、 テ ンプ レー ト に よ 
る 編集 が 可能 で ある 。 ま た 、 こ の 隊 コ ント ロー ルキ ャ ラク タ の チェ ッ ク を 行う 。 


最大 入力 文字 数 
ee 






ーー 最大 入 芳 項 ーーーーー 


2.1 行 ペ パッ ファ の 構造 


鍛 コ ン ソ ー ル 入力 状態 の チェ ッ ク 
が ーッ ググ ジョ ダ ャ ュ 0 昌 
設定 : な し 
戻り 値 : コン ソー ル 入 力 が ある 場合 に は FF HH を 、 な い 場 合 に は 0 0 H を 、A 
レジ スタ に こ セ も セット する 。 


入力 文字 が ある 場合 も その 文字 は 取り 出さ な い 、 た だ し この 際 、 コ ント ロー ルキ ャ ラク 


タ を 、 フ ァ ン クシ ョ ン 00) 2 HH と 同様 に チェ ッ ク す る 。 入力 文字 自体 は 、 前 述 の ファ ンク シ 
ョ ン 0) 1 HH 、 ま た は ファ ンク ショ ン 00) 8 日 で 取り 出す こと が で き る 。 
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3。 ファ イル の アク セス 


人 @ ひ ディ スク リセ ッ ト 

ブ プ ァ ヴ ジ クシ ジ ション : 0DT 
設定 : な し 
戻り 値 : な し 


変更 され た の ちこ に 、 ま だ ディ スク に 書き 込ま れ て いな い セ も クタ が あれ ば 、 そ れ を ディ ス 
ク に 書き 込 こ ん だ 後 、 デ ィ フ ォ ル ト ・ ド ライ ブ を AF ドラ イブ に セッ ト し 、 デ ィ ス ク 送 ア 
ドレ ス を 0 0 8 0H に セッ ト す る 。 


ォ ル ト ・ ド ライ ブ の 設 

が ダグ ジ ョ ジル: 0 母 且 

設定 : ビレ ジス ター デフ ォ ル ト ・ ド ライ ブ 番 号 
(A= テ 0、B= テ 1、… H=7) 

戻り 値 : な し 


F CB 等 の ドラ イブ 番号 に 0 が 指定 され た と き に 使用 する 、 デ フォ ルト ・ ド ライ ブ を 変 
更 す る 。 接続 され て いな い ド ライ ブ が 指定 され た 場合 に は 、 デ フォ ルト ・ ド ライ ブ は 変更 
し な が 。 


但 フ ァイル の オー プン 
が 2 が り UTF 全 
設定 : DE レジ スタ ー オ ー プ ン さ れ て いな い F CB の 先頭 アド レス 
戻り 値 : (オー プン 成功 ) 
A レ ジス ター0 
F CB て 竹 フ ィ ー ル ド の 設定 が 行わ れる 
(オー アン 具 必 ) 
A レ ジス ター0FFH 


FC じ CB が ファ イル 入出 力 を 行う シス テム コー ル で 使用 で きる よう に な る 。 レ コー ドサ イ 
ズ 、 カ レン ト ・ プ ロッ ク 、 カ レン ト ・ レ コー ド 、 ラ ンダ ム ・ レ コー ド の 各 フ ィ ー ル ド は 使 
用 する ファ ンク ショ ン に 応じ て オー プン の 後 ユ スーザ ー が 設定 する 必要 が ある 。 


介 フ ァイル の クロ ー ズ 
ジグ ァ ン グ クウ ョ シ ツ : 16H 
設定 : DE ビレ ジス ター オー プン され た FCB の 先頭 アド レス 
戻り 値 : ファ イル の クロ ー ズ が 成功 すれ ば 0 0 H を 、 失 敗 す れ ば FFH を A レ 
ジス タ に こち も セッ ト す る 。 
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現在 の F CB の 内 容 を ディ スク 上 の 該当 する ディ レク トリ ・ エ リア に 矯 き 込 むこ と に よ 
っ て 、 フ ァイル の 更新 に 関す る 整合 性 を 保つ 。 た だ し 、 フ ァイル に 対し て 変更 を 行っ て い 
な い 場 合 に は 、 書 き 込 み は 行わ な い 。 ク ロー ズ し た FCB は オー プン され て いな い FCB 
と し て 再 利用 し て も よい し 、 あ る い は 、 オ ー プ ン さ れ た FCB と し て さら に 入出 力 を 続け 
て も よい 。 


介 フ ァイル の 検索 (最初 の 一 致 ) 
ラテ デメ プ の ショ ン ?、 1 時 介 
設定 : DE レジ スタ ー オ ー プ ン さ れ て いな い F CB の 先頭 アド レス 
戻り 値 : ファ イル が 見 つか っ た 場合 は 0 を 、 見 つか ら な か っ た 場合 は OFFH 
を A レ ジス タ に セッ ト す る 。 見 つか っ た 場合 は さら に 、D 工 A で 指示 
され る 領 域 に ドラ イブ 番号 を 、 そ れ に 続く 3 2 バイ ト に その ファ イル 
の ディ スク 上 の ディ レク トリ ・ エ ント リ を セッ ト す る 。 


ファ イル 名 に は ワイ ルド カー ド ・ キ ャ ラク タタ の“?” を 使用 する こと が で きる 。 た と え 
ば 、 フ ァイル 名 の 名 前 部 分 に “????????5 、 拡 張子 部 分 に "MAC" と いう 設定 
を 行う と 、 MAC” と いう 拡張 子 を も つ フ ァイル の うち 、 最 初 に マッ チ し た ファ イル の 
ディ レク トリ 情報 を 得る こと が で きる 。 シ ステ ムコ ー ル ・ レ ベル で は ワイ ルド カー ド ・ キ 
ャ ラク タ の  *※ は サポ ー ト し て いな い の で 、 適 当 な 数 の “?” に 置き 換え な けれ ば な ら 
な い 。 マ ッ チ する すべ て の ファ イル を 検索 し た いひ 場合 や 、 マ ッ チ する ファ イル が 1 個 だ け 
か どう か を 知り た いひ 場合 に は 、 次 に 紹介 する ファ ンク ショ ン 1 2 H を 利用 する 。 

D 了 TA 領域 に 設定 され た も の は オー プン され て いな い F CB と し て 使用 で きる 。 


鍛 フ ァイル の 検索 (後続 の 一 致 ) 
ツア ンダ ジョ ジ :  】) 棚 
設定 : な し 
戻り 値 : ファ イル が 見 つか っ た 場合 は 0 を 、 見 つか ら な か っ た 場合 は OFFH 
を A レ ジス タ に セッ ト す る 。 見 つか っ た 場合 は さら に 、DTA で 指示 
され る 倒 域 だ た ドラ イブ 番号 を 、 そ れ に 続く 3 2 バイ ト に その ファ イル 
の ディ スク 上 の ディ レク トリ ・ エ ント リ を セッ ト す る 。 


この シス テム コー ル は 、 フ ァ ン クシ ョ ン 1 1 日 の ワイ ルド カー ド ・ キ ャ ラク タ に よる フ 
ァイル 名 の 指定 と マッ チ し た 複数 の ファ イル を 検索 する 時 に 使用 する も の で 、 単 独 で 使用 
する こと は で き な い 。 こ の シス テム コー ル を 繰り 返し 使用 し て 、 フ ァ ン クシ ョ ン 1 1 H に 
よっ て マッ チ し た 複数 の ファ イル の ディ レク トリ 情報 を 、 1 つ ず つ 順 番 に 得 て い く こ と が 
で きる 。 

DT AA 領域 に 設定 され た も の は オー プン され て いな い FCB と し て 使用 で きる 。 


倫 フ ァイル の 削除 
ファ ンク グ クション: 1 83H 
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錠 征 : | ビレ ジス ター オー プン され て いな い F CB の 先頭 アド レス 
戻り 値 : 削除 が 成功 し た 場合 は 0 0 H を 、 失 敗 し た 場合 は FFH を A レ ジス タ 
に こ に セッ ト す る 。 


ファ イル 名 に ワイ ルド カー ド ・ キ ャ ラク タ を 指定 し て 、 複 数 の ファ イィ イル を 一 度 に 削除 す 
全 こ ど が で きる ろ る 。 


の シー ケン シャ ル な 読み 出し 

フウ ァ ッ タ * 1 を 折 

設定 : DE セレ ジス ター オー アン され た FCB の 先頭 アド レス 
FCB の カレ ント ブロ ッ ク 一 読み 出す ブロック 番号 
FCB の カレ ント レコ ー ド 一 読み 出す レコ ュー ド 番号 

戻り 値 : 読み 出し が 成功 し た 場合 は 0 0 H を 、 失 敗 し た 場合 は 0 1 H を A レ ジ 
スタ に こ セ ッ ト す る 。 成功 し た 場合 に は 、DTA 以 降 の 1 2 8 バイト に 
読み 込ん だ レコ ー ド を セッ ト す る 。 


FCB の カレ ント プ ブロック と カレ ント レコ ー ド は 、 読 み 出 し 後に 次 の レコ ー ド を 指す よ 
うに 自動 的 に 更新 され る 。 つ まり 、 連 続 し て 読み 出し を 行う 場合 に は 、 カ レン トブ ロッ ク 
と カレ ント レコ ー ド を セッ ト す る 必要 は な い 。 

この ファ ンク ショ ン が 失 骸 する の は 、 フ ァイル の 終り に 達し た 時 で ある 。 


倫 シ シーケンシャル な 書き 込み 

ゲ が デア ダ が み 少 a: 18 旦 

DE レジ スタ ー オ ー プ デン され た FCB の 先頭 アド レス 

FCB の カレ ント ブロ ッ ク 一 書き 込む ブロック 番号 

FCB の カレ ント レコ ー ド ーー 書き 込む レコ ー ド 番号 

DA 以降 の 1 2 8 バイ トー 書き 込む デー タ 

戻り 値 : 書込み が 成功 し た 場合 は 0 0 H を 、 失 敗 し た 場合 は 0 1 H を A レ ジス 
タタ に セッ ト す る 。 


ミル < 
- ぁ 4 


FCB の カレ ント プロ ッ ク と カレ ント レコ ー ド は 、 書 き 込 み 後 に 次 の レコ ー ド を 指す よ 
うに た 自動 的 に 更新 され る 。 つ まり 、 連 続 し て 書き 込み を 行う 場合 に は 、 カ レン トブ ロッ ク 
と カレ ント レコ ー ド を セッ ト す る 必要 は な い 。 

この ファ ンク ショ ン が 失敗 する の は 、 デ ィ ス ク の 残り 容量 が 無く な っ た 時 で ある 。 


介 フ ァイル の 作成 
アア の ダ ショ ジ : 165 昌 
設定 : DE セレ ジス ター オー プン され て いな い F CB の 先頭 アド レス 。 
戻り 値 : ファ イル の 作成 が 成功 すれ ば 0 0 H を 、 失 敗 す れ ば 0 FFH を A レ ジ 
スタ こも セッ ト す る 。 
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FC じ B 中 の レレ ュー ドサ イズ 、 み カレ ント プロ ッッ クー カレ ント レ ュ ユー ド 、 ラ ンダ あと コー ド 
の 得 フィ ー ル ド に つい て は 、 こ れ ら を 本 シス テム コー ル の 実行 後に 必要 に 応じ て セッ ト し 
て お く 必 要 が ある 。 

この ファ ンク ショ ン が 失 必 する の は 、 フ ァイル 名 が 正しく セッ ト さ れ て いな い 時 、 あ る 
い は 、 デ ィ レ クト リ に 空き が な い 時 で ある 。 


坦 フ ァイル 名 の 変更 
プ テ デジ ゲ グ ショ ンジ 17 
設定 : DBE レジスター オー プン され て いな い F CB の 先頭 アド レス 。 
ド FOB 弟 り で そ 目 ファ イ 光 省 
FCB 十 1 6 一 新 ファ イル 名 
戻り 値 : ファ イル 名 の 変更 が 成功 すれ ば 0 を 、 失 敗 す れ ば 0FFH を A レ ジス 
タタ に こ セ ッ ト す る 。 


新旧 ファ イル 名 に 、 ワ イル ドカ ー ド ・ キ ャ ラク タ を 使用 で きる 。 た と えば 、| 旧 ファ イル 
すれ ば 、 “REL ” と いう 拡張 子 を も つ す べ て の ファ イル に つい て 、 拡 張子 を “LIB" 
に 変更 する こと が で きる 。 


側 ロ グイ ン ベ ク トル の 獲得 
ポッ クン ツジ ョ クン 6 月 
設定 : な し 
戻り 値 : HL レジスター オン ライ ンド ライ ブ ザ 情 報 


MSX に は 最大 8 台 ま で の ディ スク ドラ イブ が 接続 で きる が 、 オ ン ラ イン ドラ イブ と は 
その うち 、MSX に 実際 に 接続 され て いる ドラ イブ を さす 。 こ の シス テム コー ル を 実行 す 
る と 、 答 ドラ イブ が オン ライ ン で ある か どう か に より 、 結 果 を 図 2.2 の よう に HL レジ ス 
タ に 入れ て 返す 。 それぞれ の ビッ ト が 1 な ら ば 対応 する ドラ イブ は オン ライ ン で あり 、0 
な ら ば そう で な いこ と を 示す 。MSXーDOS の 場合 、H レジ スタ は 常に 0 で ある 。 








rmT 青 > [, 
図 2.2 ログ イン ・ ベ クト ル 
人 @ び デフ ォ ル ト ・ ド ライ ブ 番 号 の 獲得 


ファ シグ ショ シン : 1 9 HH 
設定 : な し 
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戻り 値 : A レ ジス ター デフ ォ ル ト ・ ド ライ ブ 番 号 
( 誠 計り 。 B= テ 1、… 昌三 7) 


人 転送 先 ア ドレ ス の 設 

ファ ンク ショ ン : 1AH 

設定 : DE レジ スタ ーー 設定 する 転送 先 ア ドレ ス (DTA ア ドレ ス ) 
戻り 値 : な し 


DTA ア ドレ ス は 、 シ ステ ムリ セッ ト 時 に 0 0 8 0H に 初期 化 さ れる が 、 こ の シス テム 
ュー ル を 用 いる こと に よっ て 、 任意 の アド レス に 設定 し 直す こと が で き る 。 


ン ツン み ジョ グン: 4]1 遇 
設定 : DEB レジスター オー プン され た FCB の 先頭 アド レス 
FCB の ラン ダム レコ ー ド で 読み 出す レコ ー ド 番号 
戻り 値 : 読み 出し が 成功 すれ ば 0 0 HH を 、 失 敗 す れ ば 0 1 H を A レ ジス タ に ち 
ッ ト す る 。 読み 出し が 成功 し た 場合 に は 、DTA 以 降 の 128 バ イト 
に 読み 出し た レコ ー ド を セッ ト す る 。 


レコ ー ド の 大 き さ は 1 2 8 バイ ト 固 定 長 


みみ ジョン: 22 遇 
設定 : DE レジ スタ ーー オー プン され た FCB の 先頭 アド レス 
FCB の ラン ダム レコ ー ド 書き 込む レコ ー ド 番号 
DT A 以 降 の 1 2 8 バイ トー 書き 込む デー タ 
戻り 値 : 書き 込み が 成功 すれ ば 0 0 H を 、 失 敗 す れ ば 0 1 H を A レ ジス タ に た ち セ 
ッ ト す る 。 


レコ ー ド の 大 き さ は 1 2 8 バイト 固定 長 


@ フ ァイル サイ ズ の 猪 得 
ファ ルッ ルク タ ジョ ン : 231H 
設定 : DEB レジスター オー プン され た FCB の 先頭 アド レス 
戻り 値 : ファ イル サイ ズ の 獲得 た 成功 すれ ば 0 0 H を 、 失 骸 す れ ば OFFH を 
A レ ジス タ に セッ ト す る 。 獲得 が 成功 すれ ば 、FCB の ラン ダム ダム 
レコ ー ド ・ フ ィ ー ル ド に 、 指 定 さ れ た ファ イル の 1 2 8 バイト 単位 の 
サイ ズ を セッ ト す る 。 


ファ イル の サイ ズ は 1 2 8 バイ ト 単 位 で 計算 され る 。 つ まり 、200 バ イト の ファ イル 
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で あれ ば 2 が 、2 5 7 パイ ト の ファ イル で あれ ば 3 が セッ ト さ れる 。 


人 @ ラ ンダ ムレ コー ド ・ フ ィ ー ル ド の 設定 
プ テ ナジ ルウ クション ツン : 24 本 
設定 : DE セレ ジス ター オー プン され た FCB の 先頭 アド レス 
FCB の カレ ント ブロ ッ ク で 目的 の プロ ッ ク 
FCB の カレ ント レコ ー ド で 目的 の レコ ー ド 
戻り 値 : ラン ダム レコ ー ド ・ フ ィ ー ル ド に 、 指 定 さ れ た FCB の カレ ント プロ 
ッ ク ・ フ フィー ルド と カレ ント レコ ー ド ・ フ フィー ルド か ら 計 算 し た カレ 
ント レコ ー ド ・ ポ ボ ポジション を セッ ト す る 。 


の ゼロ 書き 込み を 伴う 、 ラ ンダ ム な 書き 込み 
プ ァ ッ プク ショ ン : 8 日 
設定 : DE レジ スタ ーー オー プン さ れ た FCB の 先頭 アド レス 
FCB の ラン ダム レコ ー ド 書き 込む レコー ド 番 号 
DA 以降 の 1 2 8 バイ ト て 書き 込む レコ ー ド 
戻り 値 : 書込み が 成功 すれ ば 0 0 H を 、 失 敗 す れ ば 0 1 H を A レ ジス タ に セッ 
ト す る 。 


レコ ー ド の 大 き さ は 1 2 8 バイト 固 定 長 

本 シス テム コー ル で は 、 フ ァイル サイ ズ よ り 大 き な レ コー ド 番 号 が 指定 され た 場合 、 フ 
ァイル の 終り の 次 の レコ ー ド か ら 、 指 定 さ れ た レコ ー ド の 直前 まで の レコ ー ド を 1 2 8 バ 
イト が ゼロ の レコ ー ド で 埋め 、 そ の 後 、 指 定 さ れ た レコ ュー ド に 書き 込み を 行う 。 こ の 点 を 
除け ば ファ ンク ショ ン 22H (ラン ダム な 書込み ) と 同じ で ある 。 


@ ラ ンタ ム ブ ロッ ク 書 き 込 み 
の テッ ル ダ グル ケ ョ ダミ 色 多 仙 
設定 : DE レジ スタ ーー オー プン され た FCB の 先頭 アド レス 
FCB の レコ ー ド サイ ズ で 書き 込む レコ ー ド サイ ズ 
FCB の ラン ダム レコ ー ド 書き 込み を 開始 する レコ ー ド 
HL て 書き 込む な レコー ド 数 
DTA 以 降 の メモ リ 三 域 一 書き 込む デー タ 
戻り 値 : 書込み が 成功 すれ ば 0 0 H を 、 失 敗 す れ ば 0 1H を A レ ジス タ に セッ 

ト す る 。 


書き 込み が 終わ る と 、 ラ ンダ ムレ コー ド ・ フ ィ ー ル ド の 値 が 自動 的 に 更新 され て 、 最 後 


に 書き 込ん だ レコ ー ド の 次 の レコ ー ド を 指す 。 ひ と つの レコ ー ド の 大 き さ は FCB の レコ ュ 
ー ド サイ ズ ・ フ フィー ルド に よっ て 1 パイ ト か ら 655535 バ イト まで 任意 に 設定 で きる 。 
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この シス テム コー ル は MSXーDOS 独 目 の も の で 、CP グ M と の 互換 性 は な い 。 


@ ラ ンタ ダム ブロ ッ ク 読 み 出 し 
プ ァ クウ ジョ ジッ 。: ZZ7 朋 
設定 : DE セレ ジス ター オー アン され た FCB の 先頭 アド レス 
FCB の レコ ー ド サイ ズー 読み 出す レコ ー ド サイ ズ 
FCB の ラン ダム レコ ー ド 読み 出し を 開始 する レコ ー ド 
HL て 読み 出す レコ ー ド 数 
戻り 値 : デー タ の 読み 出し に 成功 すれ ば 0 0 H を 、 失 敗 す れ ば 0 1 H を A レ ジ 
スタ に セッ ト す る 。 さらに 、 是 上 レジ スタ に 、 実 際 に 読み 込ん だ レコ 
ー ド の 個数 を セッ ト す る 。 


読み 込み が 終わ る と 、 ラ ンダ ムレ コー ド ・ フ ィ ー ル ド の 値 が 自動 的 に 更新 され る 。 こ の 
シス テム コー ル 実 行 後 、HL レジ スタ に は 実際 に 読み 込ん を だ レコ ー ド の 総数 が モッ ト さ れ 
る 。 つ まり 、 指 定 し た 数 の レコ ー ド を 読み 込み 終わ る 前 に ファ イル の 終り に 達し て し まっ 
た 場合 に は 、 そ れ ま で に 読み 込ん だ 実際 の レ ュ ー ド 数 が HL レジ スタ に 入る こと に な る 。 

この シス テム コー ル は MSXーDOS 独 目 の も の で 、CP〆M と の 爾 性 は な い 。 
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4. 環境 の 設定 と 呼び 出し 


代 日 付 の 獲得 
の ググ m ョ ジッ 作為 肝 
設定 : な し 


戻り 値 : HL レジ スタ 年 (1980< て 2079) 
D レジ スタ で 月 (1 て 12) 
E レ ジス ター 日 (は っ 3 1) 
ムレ ジス ター 曜日 (0 = 日 曜 、1 = 月 曜 、…、 6 = 土曜 ) 


この シス テム コー ル は MSXーDOS 独 自 の も の で 、CP ノ プ M と の 互換 性 は な い 。 


供 日 付 の 設定 
プア アグ ジ ショ アン 2B 日 
設定 : HL し レジ スタ 年 (1980~ て 2079) 
D レ ジス ター 月 を Bee il 4 
E レ ジス ター で 日 まァ o 2 
戻り 値 : 設定 に 成功 し た か どう か を A レ ジス タ に セッ ト す る 。 成功 な ら 0 0H 
が 、 失 敗 な ら 0FFH が セッ ト さ れる 。 


この シス テム コー ル は MSXーDOS 独 自 の も の で 、CP ン M と の 互換 性 は な い 。 


人 で 時 刻 の 獲得 
メ ァ アッ ヅ プ グ ショ ツン, 260 遇 
設定 : な し と 


戻り 値 : H レ ジス ター 時 
し レジスター 分 
D レ ジス ター 秒 
E レ ジス ター1 1 0 0 秒 


この シス テム コー ル は MSXーDOS 独 自 の も の で 、CP グ M と の 互換 性 は な い 。 


人 で 時 刻 の 設定 
デジ の ジジ ョ タル > は お 上 
設定 : HH レ ジス ター 時 
し レジ スタ ーー 分 
D レ ジス ター 秒 
色 形 ジ スタ ー1/1 016 徐 
戻り 値 : 設定 に 成功 し た か どう か を A レ ジス タ に セッ ト す る 。 成功 な ら 0 0H 
が 、 失 敗 な ら FFH が セッ ト さ れる 。 
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この シス テム コー ル は MS※- 一 DOS 独 自 の も の で 、CP ン プン M と の 互換 性 は な い 。 


@ べ ベリ ファ イ ・ フ ラグ の 設定 

た が ザジ タ ョ ジグ の 昌 化 

設定 : ベリ ファ イ ・ フ ラグ を り リセ ッ ト す る 時 に は 、E レ ジス ター0 0 HH 
ベリ ファ イ ・ フ ラグ を も セット す る 時 に は 、 EE レジ スタ ー0 1 H 

戻り 値 : な し 


ベリ ファ イ ・ フ ラグ を セッ ト す る と 、 以 降 の ディ スク に 対す る 雪 き 込み が 、 ベ リフ ァ イ 
付き で 行わ れる よう に な る 。 つ まり 、 書 き 込 ん だ あと で その 内 容 を ディ スク か ら 読 みだし 
て 書き 込む べき 内 容 と 比較 し て 等 し いか どう か を チェ ッ ク す る 。 

この シス テム コー ル は MS※ーDOS 狐 自 の も の で 、CP プ M と の 互換 性 は な い 。 
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3 臣 ディズ ネン ンー ゴイ ラテ レン の ま 徐 萌 互 


シス テム コー ル を 使用 すれ ば 、 手 軽 に 、 し か も キメ 細か く フ ァイル を 取り 扱う こと が で 
きま す 。 ユー ザー は 、 デ ィ ス ク 上 で ファ イル が どの よう な 方 法 で 管理 され 、 ま た どの よう 
な 形式 で 記録 きれ て いる か 、 と いっ た 情報 を 詳し く 知 る 必要 は あり ませ ん 。 し か し と 、 場 合 
に よっ て は 、 デ ィ ス ク の 管理 情報 を 取り 出し た り 、 そ れ を も と に ファ イル と は 無関係 に デ 
ィ ス ク を 直接 アク セス し た りす る 手段 が 必要 に な る こと が あり ます 。 

MSXーDOS で は 、 こ の よう な 目的 の た め に 、 デ ィ ス ク の 管理 情報 を 得 た り 、 “論理 
セク タ ” を 直接 アク セス し た りす る シス テム コー ル を 用 意 し て いま す 。 


3. 1 ディ スク ファ イル の 構造 


セク タ を 直接 アク セス する 場合 に は 、 ど の セ も クタ に どう いっ た 情報 が 書き 込ま れ て いる 
か 、 と いう 基本 知識 が 必要 に な り ま す 。 


坦 論理 セク タ 

MS メーDOS で は 、3。 5 イン チ フ ロッ ッ ピ ー で も ハー ド デ ィ スク で も 、 あ る い は そ 
の 他 の ドラ イブ で も る 基本 的 に アク セス が 可能 で す 。 そ れ ぞ れ の ドラ イブ や 、 あ る い は メデ 
ィ ア の 種類 に より セク タ の 大 き さ 、 ト ラッ ク 毎 の セク タタ 数 、 記 録 面 の 数 な ど は 違っ て いま 
す が 、 こ れ を 統一 的 に た 管理 する た め 、MSXーDOS で は 、 デ ィ ス ク 上 の 物理 的 な 境界 に 
と ら わ れず 、 す べ て の セク タ に 、 連 続 し た 通し 番号 を 付け て 、 そ の 番号 で セク タ を 管理 す 
る と いう 方 法 を と っ て いま す 。 こ れ を “論理 セク タ ” と 呼び ます 。 “論理 セク タ ” (以下 
単に “セクタ” と る も 呼ぶ) の 番号 は 、 0 か ら そ の ディ スク の 総 セ クタ 数 一 1 (ディ スク の 
種類 に よっ て 異な り ま す ) まで の 一 連 の 番号 に よっ て 指定 され ます 。 


MSXーDOS で は 、 デ ィ ス ク の 中 の セク タ を 、 表 3.1 に 示す 4 つの 領域 に 分 け て いま 
す 。 最初 の 3 つの 領域 に は デー タ を 管理 する た め の 情 報 が 書き 込ま れ 、 フ ァイル ・ デ ー タ 
は データ 倒 域 " の 部 分 に 書き 込ま れ て いま す 。 こ れ ら の 領域 の 位置 関係 は 図 3. 1 の と お 
り で す 。 プ ー ト も セクタ は か な ら ず セ も クタ 0 に 存在 し ます が 、 他 の 領域 の 開始 セク タ の 位置 
な ど は メデ ィ ア に よっ て 異な っ て いま す 。 た だ し 、 そ うい っ た 情報 は ブー ト セ クタ を 読み 
出せ ば すべ て 得 ら れる よう に な っ て いま す 。 


ブー ト セ クタ | ディ スク 固有 の 情報 と MSXーDOS の 起動 プロ グラ ム 
FAT ディ スク 上 の ファ イル の 位 資 情報 


ディ レク トリ | ディ スク 上 の ファ イル の 管理 情報 
デー タ 領 域 | 実際 の ファ イル ・ デ ー タ 





表 3.1 ディ スク の 領域 
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ー セ クタ Y 一 開始 位置 は ブー ト セ も クタ か ら わ か る 
| タウ リー 
ーー 科 の が 


デー タ 領 域 





一 最終 セク タ 


図 3.1 ディ スク 上 の 領域 の 位置 関係 


倫 クラ スタ 

ディ スク と の 入出 力 に 関し て は 、 前 述 の と お り も セク タ が 基本 単位 で す 。 た だ し 、 フ ァ イ ィ 
ル に 対し て ディ スク 上 の セク タ を 割り 当て る 場合 に は セク タ 単 位 で は な く 、 複 数 の セク タ 
か ら 成 る "クラ スタ ” と いう 単位 が 使わ れ 、 そ れ ぞ れ の ファ イル に は 、 そ の ファ イル サイ 
ズ に 応じ て 必要 な 数 の クラ スタ が 割り 当て られ ます 。 1 クラ スタ より も 大 き な サ イズ の フ 
ァイル の 場合 、 デ ー タ は 複数 の クラ スタ に こま た が っ て 記録 され ます 。 1 クラ スタ 未満 の 部 
分 に つい て は 、 例 え そ れ が 1 バイ ト で あっ て も ] クラ スタ 分 の デー タ 領 域 が 割り 当て られ 
ます 。 ク ラス タ は 論理 セク タ と 同様 に 連続 し た 番号 で 指定 され て いま す が 、F A 華 の 項 で 
述べ る 理由 で 、 2 か ら 始ま る 通し 番号 に な っ て お り 、 デ ー タ 領域 の 先頭 が クラ スタ 尋 2 の 
位置 に 相当 し ます 。 


@ ブー ト セ クタ と DPB (ドラ イブ ・ パ ラメ ー タ ・ ブ ロッ ク ) 

MS※ーDOS で は 、 援 続 さ れ て いる 個々 の ドラ イブ ご と に “DPB"” と いう 倫 域 が メ 
モリ 上 の ワー クエ リア に 設け られ 、 各 ドラ イブ に 固有 の 情報 が 記録 され ます 。MSXーD 
OS は どの よう な タイ プ の ディ スク ドラ イブ に も 対応 可能 と な っ て いま す が 、 そ れ は この 
DPB を 参照 し て 個々 の ドラ イブ に た 対応 し た 処理 を 行う こと に よっ て 、 メ ディ ア 間 の 差異 
が 吸収 で きる か ら に 他 な り ま せん 。 

DPB に 書き 込ま れる 情報 は 、 デ ィ ス ク 上 の プ ブート セク タ C に 存在 し て いる も の で あら り 、 
それ が MSXーDOS の 起動 時 、 あ る い は メデ ィ ア が 交換 され る 毎 に 変更 され ます 。 た だ 
し 、 ブ プー ト セ クタ と DPB と で は その 内 容 は 図 3.2 と 了 図 3.3 に 示す よう に 、 異 な っ た 形式 
で 記録 され て いま す 。 
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16 


14 


1C 


セク タ サ イズ (バイ ト 単 位 ) 


クラ スタ サイ ズ (セク タ 単 位 ) 
予約 セク タタ 数 (F A 征 領域 の 先頭 セク タ ) 


F AT の ュ コピー 数 
ディ レク トリ ・ エ ント リ 数 (作成 可能 な ファ イル の 数 ) 


総 セ クタ 数 


メデ ィ ア 」B 
FAT サイ ズ (セク タタ 単位) 


トラ ッ ク あ た り の セク タ 数 


ディ スク の 面 数 


隠さ れ た セク タ 数 


図 3.2 プー ト セ クタ の 捕 報 
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+0 ドラ イブ 番号 


+1 ルナ ミロ 

+2 セク タ サ イズ 

+4 ゲ ィ レグ トリ ・ マ スク 

+O ディ レク トリ サリ ・ シ ウト 

+5 クラ スタ ・ マ スク (クラ スタ サイ ズー]1 ) 
+7 み グラ スタ み ・ シ フト 

+6 F A 征 領域 の 先頭 セク タ 

+10 FAT の ュ コピー 数 

H11 ディ レク トリ エン トリ 数 

+12 デー タ 領 域 の 先頭 セク タ 

+14 最終 クラ スタ 番号 ( 総 ク ラス タ 数 + 1 ) 
+16 FAT サイ ズ (セク タ 単 位 ) 

+7 ディ レク トリ 准 域 の 先頭 セク タ 

+19 FAT パッ ファ の アド レス (シス テム ・ メ モリ ) 


図 3.3 DPB の 構造 
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介 FAT (ファ イル ・ ア ロケ ーション ・ テ ー ブ ル ) 

1 クラ スタ より も 大 き な サ イズ の ファ イル は 、 複 数 の クラ スタ に また が っ て 記録 され ま 
す が 、 そ の 時 連続 し た 番号 の クラ スタ が 使用 され る と は 限り ませ ん 。 フ ァイル の 作成 ノ 削 
除 を 何 度 も 繰り 返し た 後に な る と 、 解 放さ れ た クラ スタ が ディ スク 上 の あちこち に 散在 す 
る よう に な り ま す が 、 こ の 状態 で す サイズ の 大 き な フ ァイル を 作成 する と 、 デ ー タ は 飛び 飛 
び の クラ スタ に 分散 し て 置か れ ま す 。 そこで 、 何 番目 の クラ スタ は 何 番目 の クラ スタ に 続 
いて いる 、 と いう リン ク 情 報 を 覚え て お く 場 所 が 必要 に な り ま す 。 そ れ が F AT の 役割 で 
す 。 ま た 、 未 使用 クラ スタ の 位置 や 、 不 良 ク ラス タ が 発見 され た 場合 、 以 後 を こ を アク セ 
ス し な いよ うに 記録 する 目的 に も F AT が 利用 され ます 。F AT に 記録 され る この よう な 
クラ スタ の リン ク 情 報 や 不良 クラ スタ 情報 は 、 デ ィ ス ク フ ァ イル を 管理 する うえ で 不可 欠 
な も の で あり 、 一 部 で も 破損 し て し まう と ディ スク 全体 が 使用 で き な く な る 恐れ が あり ま 
す 。 そ の た め F AT は 常に 複数 個 の コピ ー が 用 意 さ れ 、 万 一 に 備え て いま す 。 

F AT の 例 を 図 3.4 に 示し ます 。 先頭 の 1 バイト は “FAT ID" と 呼ば れ 、 デ ィ ス 
ク の メデ ィ ア タイ プ を 示す 値 、 次 の 2 バイ ト は ダミ ー 値 の FFH が 入り ます 。 そ し て その 
菊 か ら 、1 ク ラス タ こ つき 1 2 ビッ ト と いう フォ ー マ ッ ト で 実際 の リン クタ ク 情 報 を 記録 し て 
いる FAT エン トリ が 並ん で いま す 。 0 番 と 1 番 に 相当 する 3 バイ ト が “FAT ID" 
に 使わ れ て いま す の で 、 フ ァイル の デー タ に 対応 する FAT エン トリ は 2 番 か ら 始 まり ま 
す 。 FAT エン トリ の 番号 は 、 そ れ に 対応 する クラ スタ の 番号 で も あり ます 。 FAT エン 
トリ に 記録 され た 1 2 ビッ ト の リン クタ 情報 は 、 図 3.5 の よう に 並ん で いま す 。 リ ンク 情報 
は 、 次 に 続く クラ スタ 番号 を 示す 値 で す 。 も し FFFH と な っ て いる 場合 は 、 そ の クラ ス 
タ で ファ イル が 終了 し た こと を 意味 し ます 。 図 3.4 の 例 で は 、 ク ラス タ 2 一 クラ スタ 尋 
りー クラ スタ 尋 4、 と いう 3 クラ スタ 分 の 大 き さ の ファ イル と 、 ク ラス 夕 存 5 一 クラ スタ 
存 5、 の 2 クラ スタ 分 の ファ イル が 存在 し て いる こと が わか り ま す (クラ スタ が 番号 の 小 
さい 順に リン ク し て いる の は 図 を 見 や すく する た めで 、 実 際 に は 番号 順 で ある と は 限り ま 
せん ) 。 
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F AT 先頭 一 





に で が せき ツリ テ で 9| 
ele 人 kkkeetbni 


FAT エン トリ 4 : リ ンク = テ FFFH (終了 ) 


ilikdkikidiihdkdm 拓 


FAT エン トリ 6 : リ ンク =FFFH (終了 ) 





図 3.4 FAT の 実例 


リン クー321 昌 H 


リン ク = テ 654 日 





図 3.5 FAT の 読み 方 
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の @ ディ レク トリ 

FAT は 、 デ ー タ の 位置 関係 な ど を 表す も の で あり 、 フ ァイル 自体 に 関す る 情報 は 含ん 
で いま せん 。 し た が っ て 、 そ の ファ イル の 名 前 や それ に 付随 する 情報 を 知る に は 、F AT 
と は 別 の 情報 源 が 必要 で す 。 こ れ が “ディ レク トリ ” で す 。 デ ィ レ クト リ は ディ スク 上 の 
ディ レク トリ 領域 に 記録 され て いて 、 図 3.6 に 示す よう に 3 2 バイト ご と に ディ レク トリ 
・ エ ント リ (ディ レク トリ の 橋 綱 場所 ) が 並ん を で いま す 。 フ ァイル の 作成 を 行う と 、 使 わ 
れ て いな い デ ィ レ クト リ ・ エ ント リ の 中 で 、 い ちば ん 番号 が 小さ いと ころ に 目的 の ファ ィ 
ル の ディ レク トリ が 作ら れ ま す 。 フ ァイル が 削除 され る と 、 該 当 す る ディ レク トリ ・ エ ン 
トリ の 最初 の 1 バイ ト に E 5 H が 書き 込ま れ 、 そ の ディ レク トリ ・ エ ント リ が 空い た こと 
を 示し ます 。 デ ィ レ クト リ ・ エ ント リ が すべ て 使用 され て し まう と 、 デ ー タ 領域 が いく ら 
残っ て いて も 新しい ファ イル を 作る こと は で きま せん 。 


ーー の ディル み ド サザ サ ・ エ シャ リサ 一 - テ 


MS 欠 DOS。 き YS 


C じ COMMAND. COM 


+0 


+32 





ー こ の エン トリ は 現在 使用 され て いな い 


一 この エン トリ は 一 度 も 使わ れ て いな い 





図 336 ディ レク トリ 領域 の 構造 


ディ レク トリ ・ エ ント リ は 図 3.7 の よう な 構造 を 持っ て お り 、 そ れ ぞ れ フ ァイル 名 、 フ 
ァイル 属性 、 作 成 プ 更新 の 日 時 、 フ ァイル の 先頭 クラ スタ 番号 、 フ ァイル サイ ズ の を 記録 
し て いま す 。 フ ァイル 属性 は ファ イル に 各種 の 属性 ( 図 3.8 参照 ) を 与え る も の で す が 、 
MS※ーDOS で は 属性 を 持っ た ファ イル を 作る こと は で きま せん 。 た だ し 、 既 存 の ファ 
イル に に 不可視 プシ ステ ム プ ボリ ュー ム プ ディ レク トリ の いずれ か の 属性 が 与え られ て いる 
と 、 そ の ファ イル は 、 シ ステ ムコ ー ル で は アク セス で き な い よう に な り ま す 。 読み出し 専 
用 (書き 込み 禁止 ) 属性 は 無視 され ます 。 日付 と 時 刻 は 、 図 3.9 と 図 3.10 に 示す よう に 、 
それ ぞ れ 2 パイ ト の 全 域 を 3 つの ビッ ト フ ィ ー ル ド に 分割 し て 記録 し て いま す 。 "年" は 
7 ビッ ト に 0< て 9 9 の 値 を 設定 する こと で 、 西 暦 1 9 8 0 年 て 2079 年 を 表し ます 。 ま 
た 秒 。 の ビッ ト フ ィ ー ル ド は 5 ビッ ト で 、 時 間 の 分 解 能 は 2 秒 と な っ て いま す 。 
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属性 
+0 
+16 


先頭 クラ スタ 番号 


一 


図 347 ディ レク トリ の 構造 


読み 出し 専用 ファ イル 


不可 視 属性 いずれ か の 尾 性 を 持 
シス テム ファ イル っ て いる と 、 ブ ファイ 
ボリ ュー ムラ ベル あし て デ み グセ ス で ゼ 





し ーーーーーーーーーーー ヶ ディ レク トリ ・ エ エン トリ ー き な い 
図 3.8 ファ イル 属性 


ぐーーーーーーーーー- - の 一 一 ーーーーー※< そ ーーーーーーーーー 一 一 - ト の 4 ーーーーーーーーー テ 





年 (0 て 99....1980<2079 ) 月 (1^12 ) 日 《 1osl ) 
図 3.9 日 付 を 表す ビッ ト フ ィ ー ル ド 





per 





h h h h hiIm m m im m mm 


時 (0 て 23 ) 分 (059 ) 秒 /2 ( 0<29 ) 
図 3.10 時 刻 を 表す ビッ ト フ フィー ルド 
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3。、 2 ディ スク ・ ア クセ ス の た め の シ ステ ム ・ コ ー ル 


本 節 で は 、 デ ィ ス ク の 管理 情報 を 得 た り 、 論 理 セ クタ を 使用 し て ディ スク を 直接 アク セ 
ス す る た め の シ ステ ムコ ー ル を 説明 し ます 。 ト ラッ ク あ た り の セク タ の 違い な ど は MS 
ーDOS に まかせ 、 ユ ー ザ ー は 論理 も クタ だ け で すべ て の ディ スク を アク セス する こと が 
で きま す 。 


人 @ デ ィ ス ク 情 報 の 獲得 
アマ アプ ダグ ジョ ジ ダ 。: 1 穫 昌 
設定 : セレ ジス ター 目的 の ディ スク が 入っ て いる ドラ イブ 番号 
戻り 値 : A レ ジス ター ] クラ スタ 当たり の 論理 セク タ 数 
(指定 ドラ イブ が オン ライ ン で な いひ 場合 、FF H) 
BC レジ スタ ー セ クタ の サイ ズ (バイ ト 単 位 ) 
DE レジ スタ ー ク ラス タ の 総数 
HL レジ スタ で 未 使用 クラ スタ の 総数 
1I メ レジ スタ ーDPB の 先頭 アド レス 
IY レ ジス ターF AT パッ ファ の 先頭 アド レス 


指定 ドラ イプ の ディ スク の 情報 を 得る シス テム コー ル で ある 。 ド ライ ブ 番 号 に 0 を 指定 
する と 、 デ ィ フ ォ ル ト ・ ド ライ ブ の 指定 に な る 。 そ れ 以 外 は 、A ド ライ ブ な ら 1、B ド ラ 
イプ な ら 2、…… を 指定 する 。 

この ファ ンク ショ ン は MS※XーDOS 独 自 の も る の で 、CP ン M と の 互換 性 は な い 。 


鍛 語 理 セ クタ の 読み 出し 
ソ テ ァ ッ ダグ ション シン: ZF 有 日 
設 征 : D ビ レジ スタ ーー 読み出す 論理 セク タ の 番号 (複数 の 場合 は その 先頭 の 
論理 セク タ 番 号 ) 


H レ ジス ター 読み 出す 論理 セク タ の 個数 
し レジ スタ ーー 読み 出す ディ スク の ドラ イブ 番号 
(A= テ 0、B=1、… HH=7) 
戻り 値 : DTA 以 降 の (論理 セク タ サ イズ メ 論 理 セ クタ の 個数 〕) バイ ト 
ーー 読み 込ん だ 内 容 


指定 ドラ イブ の 指定 論理 セクタ か ら 、 指 定 さ れ た 個数 の 論理 を クタ を 読み 出し 、 そ の 内 
容 を DTA 以 降 の メモ リ に 格納 する 。 も し 、 不 適当 な 場所 に DTA が 設定 され て いる と 、 
その メモ リ 領 域 が 、 読 みだし た ディ スク の 内 容 に よっ て 破壊 され る こと に な る 。 

この ファ ンク ショ ン は MSX※ーDOS 独 自 の も の で 、CP グ M と の 互 反 性 は な い 。 
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信 請 理 セ クタ の 書き 込み 
グ ァ ヅ ツク グ ショ シン : 80 旦 
設定 : DE レジ スタ て 書き 込む 論理 セク タ の 番号 (複数 の 場合 は その 先 
頭 の 論理 セク タ 番 号 ) 
H レ ジス タ で 書き 込む 論理 モク タ の 個数 
L レ ジス ター 書き 込む ディ スク の ドラ イブ 番号 
(A=0、B= テ 1、… HH=7) 
DTA 以 降 の (論理 セク タ サ イズ メ 論 理 セ クタ の 個数 ) バ ィ イト 
ーー 書き 込む デー タ 
戻り 値 : な し 


この ファ ンク ショ ン は MS※XーDOS 独 自 の も の で 、CP プ M と の 互換 性 は な い 。 


倫 クラ スタ か ら セ クタ へ の 換算 

FAT や ディ レク トリ で は 、 デ ィ ス ク 上 の デー タ の 位置 は クラ スタ 単位 で 表わさ れ て い 
ます 。 ク ラス タ で 示さ れ た これ ら の デー タ を シス テム コー ル で アク セス する た め に は 、 あ 
る クラ スタ が 何 番 の セク タ に 対応 し て いる か 、 と いう 関係 を 求め な けれ ば な り ま せん 。 こ 
れ は 、 デ ー タ 領域 が クラ スタ 2 か ら 開 始 し て いる と いう 事実 を 元 に 、 以 下 の よ うに 計算 
する こと が で きま す 。 


。 与え られ た クラ スタ 番号 を CC する 。 

. デー タ 領 域 の 開始 セク タ を 調べ 、 こ れ を S 0 と する 。 

1 クラ スタ が 何 セ クタ て と 相当 する か 調べ 、 こ れ を n と する 。 

. 求め る セク タ 番 号 S は S=S0U+ (C 一 2) ※n の 計算 で 得 ら れる 。 


HO C う 5 ト O テー 


MS※ーDOS- 四 一 3 5 


記 勧 | 


ア 行 

本 ダー ド 
カ 行 
外部 コマ ンド 

導 レ ッ ント プ ロッ クタ 
カレ ント レコ ー ド 
ダグ サス ズ スタ 
MPー ル 

サ 行 

ジー ゲン ジャ ル ア タ セス 
ジス プア ム メール 


ツン 人 デム スタ ラフ プッチ ィ 列 り ア 
セク タ 

タ 行 

デイ オセ トリ 


デフ ォ ル トド ライ ィ イブ 
人 ム 行 

ファ イル の オー プン 
メデ タゴ 少 の タダ は ー ズ 
ププ ザ アダ ジテ ウツ 


ッ ーー 才 タ クタ 
ラ 行 


マッ プ ム ドジ デレ ビッ ク ・ ア グセ ス 
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NIRE の ニー30I0D 0 ま 5 


こさ の 与え 。 5) 5) 1 で で つう 


OPERATION MANUAL 





つづ 


っ 


杖 衝 に 


っ に 性 で て ゝ 当 琴 認 法 


走 己 吾 カー * 挟 


ラマ ンド の 謎 明 


4.1 コマ ンド の 種類 (形式 別 ) 

4.2 コマ ンド 体系 

4.3 モー ド の 切換 え 

4.4 機能 別 コ マン ド の 説明 

4.4.1 カー ソル の 移動 に 関す る コマ ンド 
4.4.2 TAB セ ッ ト に 関す る コマ ンド 


4.4.3 ウィ ンド ウ の 移動 に 関す る コマ ンド 


4.4.4 削除 に 関す る コマ ンド 
4.4.5 挿入 と コピ ー に 関す る コマ ンド 
4.4.6 結合 と 分 割 に 関す る コマ ンド 


4.4.7 サー チ (検索 ) , リプレース ( 斗 換 ) に 関す る コマ ンド 一 一 一 


4.4.8 ブロ ッ ク 移 動 に 関す る コマ ンド 
4.4.9 入出 力 に 関す る コマ ンド 
4.4.10 ステ ー タ ス 表 示 に 関す る コマ ンド 


4.4.11 エディ タ (MED) の 終了 , 初期 化 に 関す る コマ ンド ーーーーー 


條 す 応 玉 


0u1 スス み リ ー ツ エディ み (MED) の メッ 一 ジ 


り JO 
り 9 





Pin ニニ = ーー ーーーー ニ ろ ぱ ゅ ハ 


ー ーー ニー ニーーーーーーー 
ーーーーーーーーー 


江 ーー 


























1 朴 区 区 寺 


MSXーDOS ス クリ ー ン エディ タ は 、 ソ ー ス ・ プ ログ ラム の 作成 や 修正 を 行う た め 
に 必要 な 数 多く の コマ ンド を 備え た 本 格 的 スク リー ン エ ディ タ で す 。 縦 ・ 横 4 方向 の ス 
クロ ー ル を サポ ー ト し て いま す 。 編集 の た め の テ キス トバ ッ フ ァ 容 量 は 、 約 3 2 Kbyte 
あり ます 。 ま た 、 一 時 記憶 の た め に ヤン ク バ ッ フ ァ を 設け て あり ます 。 


ディ スプ レイ 上 に 画面 と し て 表示 され て いる 部 分 を 、 


その 動き に つい て は 以下 の 通り で す 。 





『 ウ ィ ン ド ウ 』」 と いい ます が 、 


1 79 文 字 2 3 行 を 画面 表示 
し ます 。 


ンー | 
23 行 ー ト 2 7 9 文字 を 超え る 場合 は 、 
ノ _ 較 右 へ 有 有 へ 8 文字 分 スク ロー ル し ま 
oo 
20 行 6 文字 3 2Z5 行 を 超え る 場合 は 、 1 
行 ず つ ス クロ ー ル ダウ ン し ま 
1 の ザウ シル す 。 
! は 1 ペー ジテ アッ ツ 人 ツタ る) 
する と いう の は 、 2 0 行 分 了 
テキ スト バッ ファ ッ プ (ダウ ン ) する こと を 意 
PPPWPPRSRRRPPPaRP お PT 味 し ます 。 
図 1 
注 ) 1 行 の 表示 は 、MS X。 の 場合 7 9 文字 、MSX の 場合 は 3 9 文字 まで 可能 。 
MSXz に お いて は 、MSX 一 DOS ス クリ ー ン エディ タ を 8 0 文字 モー ド で も 使用 
する こと が 出来 ます 。 


その 時 は 、MSX-DOS コ マン ドレ ベル で 、 以 下 の よ うに 入力 し て くだ さい 。 


A>MODE 80 
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カー ソル の 移動 範囲 は 、 文 字 の ある 所 (空白 を 含む ) に 限ら れ ま す 。 


この スク リー ン エ ディ タ は 、 ア スキ ー 形 式 の ファ イル 以外 は 編集 で きま せん 。 
使用 可能 な 文字 は 、 以 下 に 示す 通り で す 。 
キャ ラク ター コー ド 表 (1 6 進 コ ユー ド ) の 20<FD 
(但し 、7F, A 0 は 除き ます ) 


09H (TAB) 及び 改行 文字 で ある 0DH (CR) , 0 AH (LF) が その 順 
番 に 現れ る 場合 。 


メモ リサ イズ が 0 に な る 場合 は 、 入 力 不能 に な り ま す 。 


ダイ レク トコ マン ド の よう に キー 入力 後 直ちに 実行 され る 場合 を 除き 、E.SC キ ー 
また は お 宇 形 毛 十 上 に より コマ ンド の 実行 を 中 止 す る こと が で きま す 。 
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2 つっ ド 百 で 有朋) る 義朗 法 


本 書 で は コマ ンド や ステ ー ト メン ト の 解説 に 、 次 の よう な 表記 法 を 用 いて いま す 。 


の も で ひる る の の る さら る ひひ の る る る の の の 


この カッ コ の 中 身 は 、 必 要 に 応じ て 入力 する 項目 を 指定 し ます 。 
この カッ コ の 中 身 は 、 ユ ー ザ ー が 入力 する デー タ を 示し ます 。 
テキ スト が 山形 カッ コ で 囲ま れ て いる 場合 に は 、 そ こ に 指定 され 
た 項目 を 入力 し ます 。 

( 例 ) く フ ァイル 名 > 
この カッ コ は 、 そ こ に だ 計 べ られ た 項目 の うち 、 必 要 な も の を 選ん 
で 入力 する こと を 表し ます 。 角形 カッ コ で 囲ま れ て いな い 限 り 、 
必ず 1 つ は 入力 し な けれ ば な り ま せん 。 
必要 に 応じ て 何 度 か 繰り 返し て 入力 する 項目 を 示し ます 。 
これ は 選択 項目 の 区 切り に 使わ れ ま す 。 ま た 、 フ ィ ル タ と し て 使 
っ た 場合 に は 、 パ イプ を 意味 し ます 。 画面 上 に は ! と 表示 され ま 
す 。 
その 繊 り どおり に 入力 し な けれ ば な ら な い ス テー トメ ント や コマ 
ンド を 意味 し ます 。 ま た 、 特 殊 文 字 も 表し ます 。 
特に こと わり が な い 限 り 、 大 文字 ・ 小 文字 の 区 別 は あり ませ ん 。 


カン マ ( ), コロ ン (:) , スラ ッシュ ( プ ) , 等 号 (=) な どの 記号 は 、 表 示 


され て いる と お り に 、 そ の 位置 に 入力 し な けれ ば な り ま せん 。 


複数 の 指定 を 同時 に 行う 場合 、 各 指定 項目 の 間 は スペ ー ス で 区 切り ます 。 


% 例 2 


MED_ ファ イル 名 1 ファ イル 名 2 


スペ ー ス で 区 切る 
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RE 年 URIN -- RETURN キー を 表し ます 。 
@ 宇 民 E ーーー CTRL キ ー を 表し ます 。 


押 和 本 ーーーー ESC キ ー を 表し ます 。 


例 肛 肛 科 和幸 軍 一 SELECT キー を 表し ます 。 


吾 入 能 詳 | ーーーーーー- INS キ ー を 表し ます 。 


秩 ーーーーーーーーーーー- BS キー を 表し ます 。 


PHDH 提 DEL キ ー を 表し ます 。 
$ 斑 EE 富 ーー SHIFT キ ー を 表し ます 。 
EOME-ーーー HOME キ ー を 表し ます 。 


Pa F 4 キー を 表し ます 。 
叶 馬 | ーーーーーー F 5 キー を 表し ます 。 


これ は 、G 正 民 所 を 押し な が ら C を 押す と いう 意味 で す 。 
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づつ 志村 カー お を 兵 


MSXーDOS ス クリ ー ン エディ タ は 、 以 下 の よ うに 入力 する こと で 起動 され ます 。 


MED 〔 く < ロー ド フ ァイル 名 >〕 





時 B 朋 \ 朋 | 


ファ イル 名 を 省略 し た 場合 は 、 図 2 に 示す 画面 に な り ま す 。 こ の 画面 は 、MED.MES と いう 
ファ イル を 読み 込ん で 表示 し て お り 、 図 2 に 示し た も の は その 標準 的 な 内 容 で す 。 


MSXーDOS SCREEN EDITOR 


※ _ Normally starting format ※ 


MED infilename outfilename 


※ Fundamenta]1l ※ 


He lp message 





図 2 


ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 ファ イル 名 を 入れ ず に 、RETURN キ ー を 押す と 、 
次 ペー ジ の 図 3 に 示す 画面 に な り ま す 。 
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この 状態 で ノー マル モー ド で の 文字 の 入力 が で き 、 ダ イレ クト コマ ンド が 使え ます 。 


スケ ー ル 上 の $ マ ー ク は 、 カ ー ソ ル の 現在 の 横 位 置 を 未 し ます 。 


また 、ESC キ ー を 押す こと に より 、 画 面 下 の スケ ー ル が 次 ペー ジ の 図 4 の よう な 表示 に 
な り ま す 。 
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【 temp】 00000/00000 000 
Command : 圏 





図 4 に お ける 最 下 行 の メッ セー ジ の 説明 は 、 次 の 通り で す 。 
① 現在 の ファ イル 名 
最初 は * t emp ” と いう 名 前 が つけ られ て いま す が 、 フ ァイル の リー ド や ライ ト に 
よっ て 名 前 を か える こと が で きま す 。 こ れ は 、 フ ァイル を ライ ト す る 時 の デフ ォ ル ト 名 
に な り ま す 。 
② 現在 の 行 番号 
現在 カー ソル 行 が 何 行 目 に ある か を 表示 し ます 。 先 頭 行 は 1 行 目 に こ な り ます 。 
③ テキ スト バッ フ ア 内 の 最 下行 の 行 番号 
テキ スト バッ フ ア 内 の 最 下 行 が 何 行 目 で ある か を 表示 し ます 。 行 数 の カウ ント は 1 行 
か ら 始 まり ます 。 
(〈④⑥ カー ソル の 現在 の 横 位 軒 
カー ソル が 現在 その 行 の n 文 字 目 に ある こと を 表示 し ます 。 (nm は 1 て 65535) 
この 数 字 は 、 ウ ィ ン ド ウ 内 の 位置 で は な く 、 行 内 の 位置 を 示し ます 。 
⑤⑮ エディ ッ ト バ ッ フ ァ の 空き 倫 域 
エディ ッ ト バ ッ フ ァ の 空き 領域 が あと 何 バ イト ある か を 表示 し ます 。 
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4 テコ マンド の つつ 早 明 


4.1 コマ ンド の 種類 (形式 別 ) 
MS※ーDOS の スク リー ン エ ディタ で 使用 する コマ ンド を 形式 別に 大 別 す る と 以下 の 
通り で す 。 







カー ソル 移動 、 ウ ィ ン ド ウ 移 動 
挿入 、 削除 、 5 一 ド 切 換え 
貼り 込み 


行 の 分 割 ・ 結 合 ・ 改 行 etc. 





特殊 キー 


コン トロ ー ル キー 











ファ イル の 読み 込み 、 書 き 出 し 
画面 出力 ・ プ リン タ 出 力 


ディ レク トリ 表示 










(間接 実行 


コマ ンド ) 






プロ ッ ピー ジグ ィ ス ク 諸 元 の 表示 






ヘル ププ ファイル の 表示 
他 モ ジュ ー ル の 起動 
テキ スト バッ ファ の 初期 化 
ブロ ッ ク の 書き 出し ・ 付 加 et c. 









S 馬 世 じ CT キー 






プ ブロック の コピ ー・ 消 去 


十 - 





ブ プ ブロック の バッ ファ へ の 記憶 






F ww キー 項 番 1 ・2 ・3 の キー の 中 で 使用 頻 
度 の 高い も の を 、 1 つの 機能 キー と 


し て 登録 し た も の 。 


〔〆 は 1 て 1 0 の 
整数 〕 







表 1 コマ ンド の 種類 (形式 別 ) 
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① ダイ レク トコ マン ド 
・ 特 殊 キー 
・ コ ント ロール キー 


キー ボー ド 上 に ある キー を 入力 する こと に より 、 直 接 コ マン ド が 起動 し ます 。 


②⑨ イン ダイ レク トコ マン ド 
ESC キ ー+ サ くく コ マン ド 名 > 
ESC キ ー を 入力 する と 、 ウ ィ ン ド ウ の 最 下 行 に 、 下 に 示す メッ セー ジ を 出力 し ま 
す 。 


command: コ マン ド 名 


コマ ンド 名 を 入力 する と 、 コ マン ド が 起動 し ます 。 
イン ダイ レク トコ マン ド は 、 コ マン ド 入 力 後 民 所 宇 せ RNN キー を 押す こと に より 
実行 し ます 。 


⑧ ブロック 移動 コマ ンド 
全 時 虹 硫 人 下 キー キ べ コマ ンド 名 > 
S 巨 五色 EC キー を 入力 する と 、 ウ ィ ン ド ウ の 最 下 行 に 下 に 示す メッ セー ジ が 順次 
出力 され ます 。 


② Please set end point 





また は 


WRITE APPEND ーー AA はじ ER 一 


(SPACE キ ー に よっ て 、 表 示さ れる メッ セー ジ を 切り 換え られ ます 。) 
次 に コマ ンド 名 を 入力 する と 、 コ マン ドガ が 起動 し ます 。 
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〈④ コマ ンド の 実行 中 止 
ダイ レク トコ マン ド の よう に コマ ンド 入力 後 直 ち に 実行 され る 場合 を 除き 、 


可能 な 状態 に な り ま す 。 
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4.2 コマ ンド 体系 


エディ ッ ト 


HH 
RI 


TS 


ーー テー ジジ ご ググ シシ ジ と > ご ーーー 


文字 列 の サー チ ( 虹 秋 人 S) 
リプ レー ス ( 虹 科 志士 R) 
再 実行 (EE 用 上 6) 
コマ ンド の 一 覧 表 を 表示  ( 虹 代 で 二 H) 


フン サイ ルン み 上 エー デ > ン 


カー ソル を 右 に 移動 
カー ソル を 左 に 移動 
カー ソル を 上 に 移動 
カー ソル を 下 に 移動 
モー ド 切 り 換 え 


HOME 
時 2 
15 人 
BSD 信 


(次 ペー ジ へ ) 


ウィ ンド ウ の 左上 了 病 に 移動 
水平 タプ 

カー ソル 位置 の 左側 1 文字 を 削除 
カー ソル 位置 の 文字 を 削除 
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(カー ソル 移動 ) 
(カー ソル 移動 ) 
(検索 ) 

(置換 ) 
(検索 , 置換 ) 


(ステ ー タ ス 表 示 ) 


ド に 


(カー ソル 移動 ) 
(カー ソル 移動 ) 
(カー ソル 移動 ) 
(カー ソル 移動 ) 
ーー 

(カー ソル 移動 ) 
(カー ソル 移動 ) 

(6 文字 単位 ・ 固 定 ) 
(削除 ) 

(削除 ) 


1 介 * 


19 
16 
156 
19 
1 5 
1 7 
1 9 
2 6 
S 0 
S 0 


GR 到 ペー ジ 


R モー ド 切 り 換 え (モー ド ) 15 
M 改行 (カー ソル 移動 ) 16・17 
K ウィ ンド ウ の 左上 隅 に 移動 (カー ソル 移動 ) 1 9 
工 。 ウィ ンド ウ の 左下 隅 に 移動 (カー ソル 移動 ) 2 0 
F 1 単語 分 、 右 に 移動 (カー ソル 移動 ) 2 1 
B 1 単語 分 、 左 に 移動 (カー ソル 移動 ) 1 
C 行 の 先頭 に 移動 (カー ソル 移動 ) 2 
V 行 の 未 尾 に 移動 (カー ソル 移動 ) 人 
I 水平 タプ (8 文字 単位 ・ 固 定 ) 2 6 
S 相 みせ ー ル (ウィ ンド ゥ ウ 移動 ) " 衝 」 
A 左 ス クロ ー ル (ウィ ンド ウ 移 動 ) 2 
U け  。 ず ッ プ (ウィ ンド ウ 移 動 ) 28 
D ダウ ン (ウィ ンド ウ 移 動 ) Z 6 
W ペー ジア ッ プ (ウイ ンド ウ 移 動 ) 2 9 
/ ペー ジ ダ ウ サッ (ウィ ンド ウツ 移動 ) Z 9 
H カー ソル 位置 の 左 1 文字 を 削除 (削除 ) 3 0 
Y カー ソル 行 を 削除 (削除 ) 9 1 
E カー ソル 位置 以降 を 行末 まで 削除 (削除 ) き 1 
O カー ツル 行 の 上 に 、 空 行 1 行 を 挿入 (挿入 ) 3 2 
P ヤン ク バ ッ フ ァ の 内 容 を 挿入 (挿入 ) 8 
J 。 カー ツル 行 と 次 の 行 を 結合 (結合 ) 3 4 
IN カー ソル 位置 か ら 右 側 を 分 割 (分 割 ) 3 4 
Q 5 と 同じ (検索 ・ 置 換 ) 3 9 
X 吉 抽 馬 民 埋 手 と 同じ (ブロ ッ ク 移 動 ) 4 0 


(次 ペー ジ へ ) 
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琶 SS ペー ジ 
ゴイ デデデ アゴ ビデ キャ ト キラー ダビデ 


0 テキ スト の 最初 の 行 に 移動 (カー ソル 移動 ) 23 

$ テキ スト の 最後 の 行 に 移動 (カー ソル 移動 ) 24 

数 字 ( 行 番号 ) 指定 され た 行 に た 移動 (カー ソル 移動 ) 25 
数 子 (個数 ) 相 広 一 1 組 | 乾 | 親 馬 馬 MR 人 M } 

指定 され た 個数 分 実行 (検索 ) 3 5 

4 指定 され た 個数 分 実行 (置換 ) 7 


F5 指定 され た 個数 分 再 実行 (検索 ・ 置 換 ) 9 9 


READ テキ スト を メモ リ に 読み 込む (入出 力 ) 4 6 
DIR ディ レク トリ の 表示 (ステ ー タ ス 表 示 ) 4 8 
DSKF フク フロッピー ディ スク の 諸 元 を 表示 

(ステ ー タ ス 表 示 ) 4 8 
HELP コマ ンド の 一 覧 表 を 表示 (ステ ー タ ス 表 示 ) 4 9 
NEW エディ ッ ト バ バッファ の クリ ア (初期 化 ) o 0U 
品 U1 〒 エディ タ の 終了 (終了 ) 5 1 
UPDATE ファ イル の 更新 (終了 ) MM 2 


虹 抽 虹 友軍 一 次 ペー ジ の 訟 也 時 斑 G 宮 参照 


( 炊 の ペー ジ へ ) 


《 注 意 》 ・RKEAD,  QUIT, HELP, UPDATE に つい て は 、 そ れ ぞ れ 先 頭 の 


] 文字 の み の 入 力も 可能 で す 。 
・DIR, DSKF, NEW に つい て は 、 す べ て の 綴り を 入力 し て 下さ い 。 
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に せり HH ペー ジ 
ブロ ング 生 学事 カコ マジ ド F 


COPY ブロ ッ ク の コピ ー (ココ ビー) 40・42 
DELETE ブロック の 消去 (削除 ) 40・48 
BUFFEER プロ ッ ク を ヤン ク バ ッ フ プ フ ァ に 記憶 40・43 


WRITE テキ スト を ディ スク に 書き 込む (入出 力 ) 40・44 
APPEND テキ スト を ディ スク 上 の ファ イル に 付加 する 
(入出 力 ) 40・45 


《 注 意 》 ・COPY, DELETE, BUFEFER, WRITE, APPEND は 
先頭 の 1 文字 の み 入 力 し ます 。 
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4.3 モー ド の 切換 え 

MM 交 ー 有 DOS き の スタ リー レシ と の ォ ュ タ は 、 2 つの や モー ド (アー マル ・ 衝 一 F と イジ ザー 
ト ・ モ ー ド ) を も っ て いま す 。 同じ コ マン ド で も 、 モ ー ド に よっ て 機能 が 異な る 場合 が あ 
り ま す の で 、 注 意 し て くだ さい 。 以 下 に 、 そ れ ぞ れ の モー ド に つい て 説明 し ます 。 


① モー ド 切 り 換 え 
キー ボー ド 最 上 部 に ある jiINISS キ ー が 、 ト グル ・ ス イッ チ に な っ て いま す 。 
また 、 コ マン ドド 選定 琵 所 十 R も 同じ 機能 を も っ て いま す 。 


⑨ 2 つの モー ド 

・ ノ ー マ ル ・ モ ー ド (上 書き ) 
カー ソル 形態 が ボッ クス 下 オ ( 園 ) の 場合 、 ノ ー マ ル ・ モ ー ド で す 。 
カー ソル 位置 に 入力 文字 が 上 書き され ます 。 

・ ゴ ンー ト ・ や ー ド 【 押 人 ター ド ビ ) 
カー ソル 形態 が ライ ン 下 パ (一 ) の 場合 、 イ ン サ ー ト ・ モ ー ド で す 。 
カー ソル 位置 の 左側 に 文字 を 挿入 し ます 。 

MSXーーDOS の スク リー ン エ ディ タ で は 、 ノ ー マ ル ・ モ ー ド の 状態 で 起動 され ま 

す の で 、 必 要 に 応じ て 皇 的 人 S キ ー、 あ る い は 泥 宣 民 形 二 R で 、 切 り 換え て くだ さい 。 
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4.4 機能 別 コ マン ド の 説明 


4.4.1 カー ソル の 移動 に 関す る コマ ンド 


(入力 形態 》 到 吾 補 URN | CTRE+M 
(機能 ) 改行 を し ます 。 
説明) 


① ノ ー マ ル ・ モ ー ド の 場合 


下図 の よう に 、 カ ー ソ ル 行 の 次 行 の 先頭 に カー ソル を 移動 し ます 。 





ORG  OEOOOH 
INITXT BU 006CH SE 日 時 9 時 朋 に : 
CHPUT BAU 00AZH ッ 注 : 民 世 二 M 
CLS EHU 00C3H ーー 


POSIT EQU 00C6H 
ERAFNK EQU 00CCH 
ESCAPE EQAU 001BH 
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INITXT 


:GHPUT 


CLS 
POSIT 
ERAPNK 
ESCAPE 


ORG 
EHU 
EHU 
EdU 
EHU 
EHU 
EHU 





OEOOOH 
006CH 
00A2H 


00C3H 
00C6H 
00CCH 
001BH 


イン サー ト ・ モ ー ド の 場合 
下図 の よう に 、 カ ー ソ ル 位 置 以 降 (カー ソル 位置 を 含む ) を 分 割 し 、 次 の 行 に 新 
し の 行 と し て 挿入 し ます 。 





ORG OEO00H いじ 組 BEDETNG ORG OEOOOH 
INITXT BAU 006CH じ 半 民政 士 M INITXT 
CHPUT BAU 00AZH ーーーーーーー ゞ 9 BU 006CH 
CLS EHU 00C3H CHPUT EBU 00AZH 
POSIT EBMU 00C6H CLS EHU 00C3H 
図 6 
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《 入 力 形 》 芸人 ( 右 ) | 呈 (G) | 盾 (人 上) | 寺 ( 下 ) 





《 機 能 》 カー ソル を 右左 上 下 に 移動 し ます 。 
% 説 明 》 下図 の よう に 、 カ ー ソ ル 位 置 を 移動 し ます 。 
③ - 一 一 一 一 
MAT 提 9 入 北 1 抽 ま 工 和 下 ① 筐 MAIN: 8AL [ 仙 TT 美 了 T 
絶 入 工人 革 ERAFNK ② 富 ⑨ 肖 C 次 上 LL ERAFNK 
じ 内 と し ERACUR ニー デー デ テ ③④ 尋 ALL ERACUR 
ん ル に お ⑧ 沙 に ト 、 計 も . 電 
* ④ 電 3 
図 7 


《 注 意 》 カー ソル の 状態 が 下記 の 場合 に は 、 カ ー ソ ル は な は 移動 し ませ ん 。 
荘 … テ キス ト の 末尾 

守 … テ キス ト の 先頭 

粗 … テ キス ト の 開始 行 


衣 "テキ スト の 最終 行 


⑤ @ ⑯ の @ 
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《 入 力 形 問 》 
《 機 能 》 
説明 2 


IN: CALL 
CALL 


CALL 


SUB 
LD 
LO00P2: CALL 


HE 民 是 人 KK 


カー ソル を ウィ ンド ウ の 左上 隅 に 移動 し ます 。 
下図 の よう に 、 カ ー ソ ル 位 置 を 移動 し ます 。 


INITXT 


ERAFNK 
ERACUR 





丘 ONE 
CRE+K 
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光貞 TN・ 


LOOP2: 


CALL 


CALL 
CALL 


SUB 
LD 
CALL 





INITXT 
ERAFNK 
BRACUR 


《 入 力 形 態 》 。 C 宇 所 て 


《 機 能 》 カー ソル を ウィ ンド ウ の 左下 隅 に 移動 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に 、 カ ー ソ ル 位 置 を 移動 し ます 。 





MIN: CALL INITXT MAIN: CALL INITXT 
CALL ERAFNK CALL ERAFNK 
CALL 演 ERACUR CALL ERACUR 

ーーーーーーーー* 
SUB C H の 朝明 PBB 計 WW SUB C 
LD H, LD H, 只 
LOOP2: CALL POSIT ji00P2x CMLL POSIT 
図 9 
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《 入 力 形 表 》 


《 機 能 》 


説明 2 
(注意 》 


《 入 力 形 前 》 


《 機 能 》 


《 説 明 》 
(注意) 





し DES』 


G 宇 抽 所 二 F 
カー ソル を 1 単語 分 、 


ル が 移動 し ます 。 
下図 の よう に 、 カ ー ソ ル 位 置 を 移動 し ます 。 


カー ソル 位置 以降 に 


5 紀 キ p 


右 に 移動 し ます 。 つ まり 、 次 の 単語 の 先頭 に カー ソ 


語 が な い 場 合 、 カ ー ソ ル は 行 の 末尾 に 移動 し ます 。 


カー ソル を 1 単語 分 、 左 に 移動 し ます 。 つ まり 、 前 の 単語 の 先頭 に カー ソ 
ル が 移動 し ます 。 

下図 の よう に 、 カ ー ソ ル 位 置 を 移動 し ます 。 
カー ソル が 単語 内 に ある 場合 、 カ ー ソ ル は その 単語 の 先頭 に 移動 し ます 。 


ら SUB 


し LD 
ALL 
し D 
じん し も 
INC 


は SUB 
H, A LD 
POSIT 遇 DOP3 CALL 
DE, MSG ②③ 和 
し 綴 す 十 ま CALL 
上 INC 
ーーーーーー* 
CD 昌 還 統 千 
② 総 守 馬 据 寺 B 
図 1 0 
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じ 


H, A 

①PEOSIT 
DE, MSG 
LEFT$ 
L 


《 入 力 形 表 》 人 疫 遇 十 C 


《 機 能 》 カー ソル を 行 の 先頭 に 移動 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に 、 カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 


《 入 力 形 交 》 紀 宮 表 胡 十 V 


《 機 能 》 カー ソル を 行 の 未 尾 に 移動 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に 、 カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 





ORG 0E000 昌 H ORG 0E000H 
INIT え 1] 到 QU 006CH INITXT EQU 0065CH 
じ 信 ど り 1 EQU 00A2H ほり UL EQU 00A2H 
に ル 人 S EQU 江 00C8H ③ の 1 次 LS EQU 00C じ 8 可 
だ OO きよ せ EQU 00C56HH PD まま EQU 00C6H 
ERAFNK EQU 0.0 じじ ヨ ーー 有 、 | ERAFN 氏 邑 @U 0 0C じ CH 
色 SC じ APEB 邑 QU 001BH 区 る S じ 人 APF 選 選 島 U 001BH 

① 経 恒 能 語 +C 

② G 拓 民 虹 + V 

図 1 1 
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《 入 力 形 表 》 EE まま |) | 葬 色 +0 二 RR 量 生ま RRNi 
《 機 能 》 カー ソル を テキ スト の 最初 の 行 に 移動 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に 、 カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 





生生 電信 選 條 人 儲 表 探 選 志 テキ スト の 
3 3 amD 1 eo 先頭 を 含む 
bo ウィ ンド ウ 
IO 年 全 生生 全 人 吾 吾 表 天天 
(0) 
図 1 2 
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《 入 力 形態 》 隔 和 前 | 避 S き 短 寺 $ 十 穫 弄 潤 衝 展 N 
《 機 能 》 カー ソル を テキ スト の 末尾 に 移動 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に 、 カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 


テキ スト の 
末尾 を 含む 
LD な なあ 。 ーーー ウィ ンド ウ 





じ ALL RI 2 MSGLN EQU MSG2Z2 一 MSG1 
INC し ($ ) 虹 ND 





図 13 
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《 入 力 形態 》 友 SE+ 行 番号 尽 葉 生 RNN 


《 機 能 》 カー ソル を 指定 され た 行 に 移動 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に 、 カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 





胡 OOP10 : INC 


SS し 史 
| 


弓 信 ビ 





1 0 0 行 目 


馬 全 記す 100 十 細 恨 時 相 茜 


図 1 4 
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4.4.2 TAB も セッ ト に だ に 関す る コマ ンド 


《 入 力 形態 》 年 浜 虹 | 民 宇 表 E モ +1 
《 機 能 》 8 文字 単位 (固定 ) に 水平 タブ を 行い ます 。 
《 説 明 》 の 〇 ノー マル ・ モ ー ド の 場合 
・ カ ー ソ ル 位 置 に 文字 が ある 時 、 そ の 文字 が タブ に 変わ り ま す 。 
・ カ ー ソ ル 位 置 に 文字 が な い 時 、 カ ー ソ ル 位 置 に タブ が 書き 込ま れ ま す 。 
いずれ の 場合 に も 、 カ ー ソ ル は 次 の タブ 位置 に 移動 し ます 。 
イン サー ト ・ モ ー ド の 場合 


カー ソル 位置 の 前 に 、 タ ブ が 挿入 され 、 カ ー ソ ル は 次 の タブ 位置 に 移動 し ま 
す 。 


EQULIELTLHEUH2 4 DL ノー マル ・ モ ー ド 
(カー ソル 位置 に 文 


字 が な い 場 合 ) 


アー 写っ > 邊 一 ド 
(カー ソル 位置 に 文 
EQLILILJLJLIEL 昌 IEJELH2 4D 字 が ある 場合 ) 





E QBHHH ロ ロ 2 4 D ャ ウキ ek r 二 唐 


EQLILILLILLTGELTLILHHIEH2 4D 
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叱 ^ ふ @ さ 敵 
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4.4.4 削除 に 関す る コマ ンド 


《 入 力 形態 》 世 S | 趣 塞 東毛 日 
《 機 能 》 カー ソル 位置 の 左側 1 文字 を 削除 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に 、 文 字 削 除 し た 後 、 左 詰め に な り ま す 。 


《 入 力 形態 》 。 民 抽 
《 機 能 カー ソル 位置 の 文字 を 削除 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に た 、 文 字 削 除 し た 後 、 左 詰め に な り ま す 。 











投 S 紅 藍 。 81U1 昌 
和 結 度 寺 十 且 し OOPL1nC ん し し MS1T 
も 9 全 、 MSG 1 
和合.054 9 思 明 。 0 1T.0 1 本 AA も RIGHTS$ 
9 有 B1 0OALE PDS【IT 
し D DB。 WS _ 1 馬 も 。 U より 更 
AL 上 L RIGHT$S AOP 3 人 ル し し ギ 11 
BB お PH は LD 抽 民 、 MS 評 1 
は 導 も 所 芝 【 合 四 宇 
図 19 
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《 入 力 形態 # C 守 民 盾 Y 


《 機 能 》 カー ソル 行 を 削除 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に 、 行 削除 し た 後 、 次 の 行 以降 前 詰め に な り 、 カ ー ソ ル は 次 の 
行 の 先頭 に 移動 し ます 。 


《 入 力 形態 # CE 宇 R 所 二 E 
《 機 能 》 カー ソル 位置 以降 (カー ソル 位置 を 含む ) を 行末 まで 削除 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に 削除 し た 後 、 カ ー ソ ル 位 置 は 変わ り ま せん 。 





VT じ AL EQU 2 4D 


旨 握 兵 記 十 Y 有 1 性 AITCNT EQU 4000 








VTC じ AL EQU 24D 
HORIZON 到 QU 40D 
WAITCNT EQU 4000 
VTCAL EQU 2 4D 
HORIZON 
WAITCNT EQU 4000 
GE 兵 所 二 E 
図 20 
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4.4.5 挿入 と コピ ー に 関す る コマ ンド 

《 入 力 形 態 》 波 補 R 握 +O 

《 機 能 》 カー ソル 行 の 上 に 、 空 行 1 行 を 挿入 し ます 。 

《 説 明 》 下図 の よう に 、 空 行 を 挿入 し た 後 、 カ ー ソ ル は 空 行 の 先頭 に 移動 し ます 。 





し DOP3:LB L, C LOOPSiLD |.。 
AL 上 L ERASE 及 


し D A。 VTCAL 二 じ A し し ERASE 
っ SUB じ ーーーー ト し D A。 VTC じ AL 十 
じ 壮 民 所 0 SUB じ 
図 2 1 
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《 入 力 形態 》 で 王 民 +P 


《 機 能 》 カー ソル 位置 以降 に 、 ヤ ンク バッ ファ の 内 容 を 挿入 し ます 。 

《 説 明 》 下図 の よう に 、 カ ー ソ ル 位 置 以降 に 貼り 込み が 行わ れ ま す 。 ヤ ンク バッ フ 
ァ の 内 容 は 、 ク リア され ませ ん の で 、 何 度 で も 貼り 込み が で きま す 。 

《 注 意 》 貼り 込み の 結果 、 テ キス トバ ッ フ ァ の 容量 が 不足 する 場合 、 エ ラー と な り 
定理 所 P は 実行 され ませ ん 。 






ORG 0OEOOOH 
INITXT EQU 006CH 


OEOOOH 
INITXT EQU 006CH 













CHPUT BU 00AZH CHPUT  BQU 008ZH 
CLS EHU 00C3H 


00P1 : CALL POSIT 


CLS EHU 00C3H 

POSIT EQU 00C6H iii 
ERAPNK EQU 00CCH LD DE, MSG- 1 
ESCAPE EQU 001BH CALL RIGHT$ 
POSIT EQU 00C6H 
ERAFNK BQU 00CCH 


ESCAPE EQU 001BH 





LOOP] : CALL 





POSIT 





LD DE, MSG-1 





RIGHT$ 






ヤン ク バ ッ フ ァ の 内 容 


図 2 2 
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4.4.6 結合 と 分 割 に 関す る コマ ンド 


《 入 力 形態 ) で 塞 弄 所 +J 


《 機 能 》 カー ソル 行 と 次 の 行 を 結合 し て 1 つの 行 に し ます 。 

《 説 明 》 下図 の よう に 行 の 結合 が 行わ れ ま す が 、 カ ー ソ ル 位 置 は 変わ り ま せん 。 

《 注 意 》 カー ソル 行 が 、 テ キス ト の 最終 行 で ある 場合 、 選 宇 形 二 は 実行 され ま 
せん 。 


(入力 形態 ) で 宇 長 虹 +N 


《 機 能 》 カー ソル 位置 か ら 右 側 を 分 割 し 、2 行 に し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に 行 の 分 割 が 行わ れ ま す が 、 カ ー ソ ル 位 置 は 変わ り ま せん 。 


G 宇 民 到 +J 





ま 工 世 十 N 
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4.4.7 サー チ (検索 ) , リプ レー ス (置換 ) に 関す る コマ ンド 


《 人 入力 形態 》 


《 機 能 》 
《 説 明 》 


"キキ 路 .| 態 | 康 隊 昌 昌 WW ) 
文字 列 を サー チ (検索 ) し ます 。 
ES 個数 ご ー その 個数 番目 の Target を サー チ し ます 。 
ほ SG+ キ ーーーー Target を 1 つ ず つ サ ー チ し ます 。 


ESC 十 素 ーーー テキ スト 中 の 最後 の Target を サー チ し ます 。 


コマ ンド 入力 後 、 下 に 示す メッ セー ジ が 出力 され ます 。 


target : べく 検 索 す る 文字 列 (2 0 文字 以内 ) > 


( 注 ) 文字 列 に は 大 文字 、 小 文字 の 区 別 が あり ます 。 


この 文字 列 を 指定 する 際 に は 、 マ スク を か ける こと が で きま す 。 

《 例 》 

Target に L??P と 指定 し た 場合 は 、、LOOP, LAMP 等 先頭 が L で 
最後 が P の 4 文字 の 文字 列 が サー チ さ れ ま す 。 

この 時 、? 自体 を 指定 し た い 場 合 は 、 半 ? と 入力 し て 下さ い 。 

また 、 壮 目 体 を 指定 し た い 場 合 は 、 半 半 と 入力 し て 下さ い 。 


指定 文字 列 を 入力 し 、 ま と 入力 する と 前 方 へ (テキ スト の 未 尾方 向 へ ) の 、 
よ と 入力 する と 後方 へ (テキ スト の 先頭 方 向 へ ) の サー チ が 実行 され 、 
カー ソル は 図 2 4 の よう に サー チ し た 文字 列 の 先頭 に 移動 し ます 。 
(RETURN の 場合 は 、 前 回 と 同 方 向 へ の サー チ に な り ま す 。) 
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ERASE: CALL POSIT ERASE: CALL POSIT 


LD 当 。 DE,ERAMSG 3 十 水 LD DE, ERAMSG 

LD B,2 ーーーーーー ト LD B,2 

JR OUTSTR JE 0UTSTR 
ERACUR: 山 DE,CURMSG ERACUR: LD DE6URMSG 

LD B,3 LD B, 3 


target : CURMSG 


図 2 4 
実行 後 の 出 カメ ッ セ ー ジ に つい て は 、 次 の 通り で す 。 


・ テ キス ト フ ァイル の 先頭 及び 終端 に 来 て 、 も うこ れ 以 上 は な いと いう 場合 、 
"Not found "と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
・ サ ー チ の 回 数 を 指定 し 、 1 つも 見 つけ られ な か っ た 場合 は ” Can't find "と 
と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
・Target が 存在 し た 場合 は 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

- 人 ム べ へ へ ー ププ OOOO 〇 Searched “ 

(実際 の 個数 ) (指定 個数 ) 


《 注 意 》 次 の 場合 、 文 字 列 を 入力 せ ず に 工 葉 富 E 民 NR を 押す と ( ) 内 の 文字 列 が 
サー チ さ れる こと に な り ま す 。 
① 以前 サー チ が 実行 され た 場合 (サー チ 実 行 済 の 文字 列 ) 
② 以前 リプ レー ス が 実行 され た 場合 (リプ レー ス 実 行 済 の 置換 元 の 文 
字 列 ) 
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入力 形 門 》 


(機能 2 
《 説 明 》 


+ ぐ 文字 列 1 >+< 文 字 列 2 >+ 形 琵 定 BR 
文字 列 を リプ レー ス (置換 ) し ます 。 
コマ ンド 入力 後 、 下 に 示す メッ セー ジ が 順次 出力 され ます 。 


① Target: < 置換 され る 文字 列 (文字 列 1 、2 0 文字 以内 ) > 


② | To く 置 換 す る 文字 列 (文字 列 2 、 2 0 文字 以内 ) > | 


( 注 ) 文字 列 に は 、 大 文字 ・ 小 文字 の 区 別 が あり ます 。 


この 文字 列 を 指定 する 際 に は 、 マ スク を か ける こと が で きま す 。 

《 例 》 
Target を L??P, To を CALL と し た 場合 、Target と し て は 
LOOP, LAMP 等 が あて は まり 、 次 の よう に 置換 され ます 。 


し 放 衣 PFP 一 一 じじ AML 
つま り 、Target の ? の 部 分 は 置換 され ず 、 以 前 の まま 残り ます 。 
この 時 、? 自体 を 指定 し た いり 場合 は 、 至 ? と 入力 し て 下さ い 。 
\ 目 体 を 指定 し た い 場 合 は 、 王 王 と 入力 し て 下さ い 。 
これ に は 、 文 字 列 の マス ク を 除き 、 置 換 す る 文字 列 に も 当て は まり ます 。 
また 、 置 換 す る 文字 列 を $ と する と 、 何 に る 置き 換え られ ず 、Target の 


消去 に な り ま す 。 


F 4 の み の 場 合 は 、 1 つ ず つの 置換 を 行い ます 。 

ES と + 個 数 +F.4 と 入力 し た 場合 は 、 指 定 さ れ た 個数 分 だ け を 置換 し 
ます 。 

個数 の 部 分 に * と 入力 する と 、 存 在 す る すべ て の target を 置換 し ます 。 
? と 入力 し た 場合 は 、 置 換 を 行う 前 に その target を 置換 する か どう か の 
メッ セー ジ が その 都度 出力 され ます 。 ( 図 2 5 参照 ) 
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| 


| AAAA ヘ ノン? Change OK ? に | 


図 2 5 





LOOP3: LD L, し 





CALL ERASE 放 : 衝 CALL ERASE 
LD AVTCAL+1 msnanem LD AVTCAL+1 
SUB C SUPB C 
頃 M LD L.A 
CALL ERASE Target : ERASE CALL ERASE 
To 4 し 9 包 う | 0001/? Change 0K? Y 
| 





LOOPS: LD し , し 





CALL LOOP2 CALL LOOP2 
LD A, VITCALr1 し DU H, Y1CaL ェ 1 
SDB C キーーーーー SUB C 
LD LA "ERASE "が LD LA 
CALL ERASE な く な る まで CALL ERASE 
サー チ セ し ます 。 
0001/? replacement 0002/? Change OK? N 
図 26 
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コマ ンド 実行 後 の 出 カ メッセージ の 内 容 は 、 下 に 示す 通り で す 。 

個数 指定 の 場合 。 

・ リ プレ ー ス 有り へ へ ム ム へ ググ 〇 OOO 〇 OO 〇 replacement 
(置換 文字 数 ) (指定 文字 数 ) 
『 あるいは ※* と 入力 し た 場合 は 、 指 定 文字 敷 の 部 分 が ? と 
表示 され ます 。 

・ リ プレ ー ス 無し Non Replacement (Replace を 1 つも 行わ な か っ た 場合 ) 
Can t find (Target が 1 つも な か っ た 場合 ) 

・ テ キス ト フ ァイル の 先頭 及び 終端 に 来 て 、 も うこ れ 以 上 は な いと いう 場合 、 

” Not found" と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

\ 注 営 》 ・ 置 換 の 結果 、 テ キス トバ ッ フ ァ の 容量 が 不足 する 場合 、 三 水 は 実行 され ず 、 
。 Over text buffer size " と いう メッ セー ジ を 出力 し て 終了 し ます 。 
・Target,To の 文字 列 を 指定 せ ず 、RETURN の み を 押し た 場合 は 、 前 回 


実行 され た 文字 列 が 使用 され ます 。 


《 入 力 形 問 》  【 虹 きる + (個数 | ?1*※)+) { 王 所 | 三 宣 胡 +Q ) 

% 機 能 》 サー チ ・ リ プレ ー ス の 再 実行 を 行い ます 。 

人 説明 2 前 回 実行 され た サー チ 又 は リプ レー ス の コマ ンド を 同一 の 条件 で 
再 実行 し ます 。 


個数 等 を 指定 し な か っ た 場合 は 、 1 回 の み の 再 実行 に な り ま す 。 
この コマ ンド の 入力 以前 た サー チ を 行っ て いれ ば サー チ 、 リ プレ ー ス を 


行っ て いれ ば リプ レー ス を 再 実行 し ます 。 
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4.4.8 ブロ ッ ク 移 動 に 関す る コマ ンド 


《 入 力 形態 》 (EE 生 天 ) { 交野 虹 表 選 宮 | 加 宮 押 所 TX }) 二 
(し {COPY | DELETE | BUFFER | WRITE | APPEND) ) + 世 弄 本 球 球 
《 機 能 》 移動 する ブロック の 範囲 を 指定 し ます 。 
説明 》 人 (ある い は 分 衝 提 選 二 ) キー を 押す と 、 下 に 示す メッセ ター ジ 
が 順次 出力 され ます 。 


① 1@aAS&S@G きら も きも も p@ の ひま # 台 % 


指定 する ブロ ッ ク の 始 京 ( 終 吉 ) に カー ソル を 移動 し 、R 没 補 ぜ RNN 
キー を 押し て 下さ い 。 そ の 位置 に @ マ ー ク が 表示 され ます 。 
行 番号 で 指定 し た い 場 合 は 、 始 点 と な る 行 番号 を 入力 し て くだ さい 。 


ー へ で 


この 時 、* と 入力 する と 、 そ の テキ スト の 先頭 行 が セッ トミ され ミ ます 。 


| 


② IPlease set end point 


定 す る ブロ ッ ク の 終点 (始点 ) に カー ソル を 移動 し 、R 所 生じ RSN 
を 


- 還 
ー 


下さ い 。 その 位置 に 新しい @ マ ー ク が 表示 され ます 。 


ジ 


し た い 場 合 は 、 終 点 と な る 行 番号 を 入力 し て くだ さい 。 
3 


定 る 
この 時 、* と 入力 する と 、 そ の テキ スト の 最終 行 が セッ ト さ れ ぎ ます 。 
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③ |copy け 衣 し じ T6 全 UFFER ーSPACE 一 | 


1IWRI」T 選 AFPEND = 一 


(この 2 つの 朋 示 は 、 SE 父 選 表 キ ー に よっ て 切り 換え られ ます 。 ) 
①, で マー ク し た ②@ に よっ て は さま れる ブロ ッ ク を どの よう に 処理 
する か を 選択 し ます 。 

C) その ブロ ッ ク を 他 の 場所 に コピ ー し ます 。 

D) その ブロ ッ ク を 消去 し ます 。 

B ) その プ ブロック を ヤン ク バ バッファ に だ に 記 塔 し ます 。 

W) その ブロ ッ ク を を フロッピー ディス クタ に 書き 込み ます 。 

A) その プロ ッ ク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 中 の ファ イル に た 付加 し ます 。 
RE 王 せ RNN の み を 押し た 場合 は 、B を 押し た も の と みな され ます 。 


この コマ ンド 中 で あっ て も 、 イ ンダ イレ クト コマ ンド (READ, NEW, 
REPLACE, SEARCH を 除く ) を 使用 する こと が で きま す 。 


以下 、 そ れ ぞ れ の コマ ンド (C, D, B, W, A) に つい て 説明 し ます 。 
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《 入 力 形 上 》 ( 人 弄 振 葉 因 下 1 窓 須 穫 形 均 } + す C+ 選 再 当 生 民 N 


《 機 能 》 指定 され た ブロ ッ ク を 、 ヤ ンク バッ ファ へ 記憶 する と と も に 、 カ ー ソ ル 位 
置 へ コ ピー し 二 
《 説 明 》 コマ ンド を 入力 する と 、 湊 の メッ セー ジ が 出力 され ます 。 


Please Set copy point 


カー ソル を コピ ー し た い ポ イン ト に 移動 し て 、 民 虹 王 形 民 キー を 押し て 
下さ い 。 
下図 の よう に な り ま す 。 





ERASE: CALL POSIT ERASE: CALL POSIT 
BB LD DE, ERAMSG 
EE EIHH2O 有 limjcC LD B,2 

ERACUR: 還 DE,CURMSG ーーーーー* 上 DE,ERAMSG 

LD B,3 LD B,2 


ERACUR: LU DE,CURMSG 
ュ コピー 重 囲 LD B,3 


図 2 7 


《 注 意 》 コピ ー の 結果 、 テ キス トバ ッ フ ァ の 容量 を 超え て し まう よう な 場合 は 、 


コピ ー を 実行 せ ず 、 下 記 の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 し 、 終 了 し ます 。 


"Over text buffier size"“ 
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《 入 力 形 問 》 ( 問 天 隊 旭 志 | 尼 埋 義明 寺 XX }) +]D+ 委 月 ほ 民 冶 
《 機 能 》 指定 され た ブロ ッ ク を ヤン ク バ ッ フ ァ へ 記憶 する と と も に 、 消 去 し ます 。 
《 説 明 》 下図 の よう に な り ま す 。 





ERASE: CALL POSIT ERASE: C 穫 L POSIT 
HE IiiNHMNNNUM'B ERACUR: LD DE,CURMSG 
HHRHEHHEHHHIMIIHHRHH2O Mi D LD B,3 
ERACUR: LD DE,CURMSG ーーーーーーーー 勿 


LD B,3 


指定 され た 草 囲 


図 2 8 
《 入 力 形態 ) 。 { 怠 弄 穫 民 6 恒 | 流量 箇所 TX }) B+ 穫 抽 所: 江 提 麗 


《 機 能 》 指定 され た 範囲 を キャ ンク バッ ファ に 記憶 し ます 。 


《 説 明 》 これ に よっ て 記憶 され た プ ブロック は 、 お 宇 形 所 十 P に よっ て 任意 の 場所 に 


貼り 込み する こと が で きま す 。 





ERASE: CALL POSIT ERASE: CALL POSIT 
HH UEERNUNO LD DE,ERAMSG 
EBM NH2O WAN B LD B,Z 

ERACUR: 車 DE,CURMSG ーーーーー ERACUR: 還 DE,CURMSG 

LD B,3 LD B,3 


指定 され た 範囲 


図 2 9 
ャ ンク バッ ファ に 、 上 図 の 指定 され た ブロ ッ ク が 記憶 され まし た 。 
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《 入 力 形 右 : ( 5 琶 虹 民 を | GRE+ エ XX }) 上 W+RR 反 生 ER 江 


《 機 能 》 エディ ッ ト バ パッ ファ 内 の テキ スト ファ イル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に 書き 
込み ます 。 
% 説 明 》 コマ ンド 入力 後 、 下 に 示す メッ セー ジ が 順次 出力 され ます 。 


IO OO ] 
① | Default name 三 デフ ォ ル ト 名 出力 | 


| File name : [< く ファ イル 名 >〕 


指定 項目 を 入力 し て 、 民 虹 宇 斑 所 遂 を 押し て くだ さい 。 


⑮⑯ 


《 例 》 





Defaultname = SAMPLE. ASXM 


File name : (RE 下 吾 形 母 の み ) 





図 3 0 


《 注 意 》 ① Default name は 、 新 規 ア ログラム 作成 の 場合 に は 、temp と 
② ファ イル 名 を 指定 し な いと 、 デ フォ ルト ファ イル が と られ ます 。 
③ 次 の 場合 、 エ ラー メッ セー ジ 出 力 後 、 ス クリ ー ン エディ タ に た 戻り ます 。 
・ プ ロッ ピー ディ スク 容量 が 不足 し て いる 。 


・ 指 定 ド ライ ブ が セッ ト さ れ て いな い 。 


コマ ンド 入力 後 、 実 際 に WR I TE を 実行 し て いる 間 、” Now file writing” と いう 
メ ズ ッ セ ー ジ が 出力 され ます 。 
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《 入 力 形 問 ) 
(機能 2 


(説明 2 


% 注 意 + ヨ 》 


% 例 》 


( SEEEG 下 ーー 」 守 虹 岳 上 ) エ A+ 虹 巧 生 人 展 敵 
エディ ッ ト バ ッ フ ァ 内 の テキ スト ファ イル を 、 フ ロッ ピー ディ スク 上 の フ 
ァイル に アペンド (付加 ) し ます 。 
コマ ンド 入力 後 、 下 に 示す メッ セー ジ が 順次 出力 され ます 。 


時 | 
① Default name = デフ ォ ル ト 名 出力 | 


ーーーーーーーーーー 
② File name : [< く フ ァイル 名 >)〕 | 


Default name S ら AMPLE. ASM 


| 
File name : (RE 和正 ER のみ) | 


図 3 1 


① 存在 し な い フ ァイル を 指定 し た 場合 は 、WR ITE と 同じ 識 能 に な 
す 


⑨⑨ ファ イル 名 を 指定 し な いと 、 デ フォ ルト ファ イル が と られ ます 。 


③ 次 の 場合 、 ラー メッ セー ジ 出 力 後 、 和久 み リー シン エディ タ に だ 据 の ます 。 


・ プ ロッ ピー ディ スク 容量 が 不足 し て いる 。 


・ 指 定 ド ライ ブ が セッ ト さ れ て いな い 。 


APPEND を 実行 し て いる 間 、"Now file writing" と いう メッ セー ジ が 出力 され ます 。 


BDTTOR 一 45 


4.4.9 入出 力 に 関す る コマ ンド 


《 入 力 形 交 》 S-+ 【 READ 「! R }) 十 民 民生 せ RS 

《 機 能 》 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の テキ スト ファ イル を エディ ッ ト バ ッ フ ァ に 読み 込 
み ま す 。 

《 説 明 》 コマ ンド 入力 後 、 下 に 示す メッ セー ジ が 順次 出力 され ます 。 


① Default mame デ デブ ォ ル ト 名 測 力 


① も ile na 凶 8: ファ テイル 名 > 


②③ Start 1]1ine: < 開始 行 >〕 


|Number of lines: 【< 行 数 >) | 


(④ | ea iines( AAAAA 到 席次 区 (マン N) ? | 


(へ へ へ ヘム ム へ テ 開始 行 , 次 次 巡 交 次 三 行 数 ) 


指定 項目 を 入力 し て 、 民 形 宣 生 所 角 を 押し て くだ さい 。 ③④ の メッ セー ジ は 、 
開始 行 と 行 数 の 確認 メッ セー ジ で す 。 Y (ある い は 展 E 宇 下 胡 SR) を 入力 
する と 、READ が か 実行 され 、 そ れ 以 外 の キー を 入力 する と スク リー ン ェ 
ディ タ に だ 戻り ます 。 






《 例 》 Default name :SAMPLE. ASM 










File name : (BETURN の み ) 
Stkart ine: 0 

Number of lines: 。 (RETURN の み ) 
Read lines(00000-30000).(/N2 Y 


図 3 2 
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《 注 意 》 ① ファ イル 名 の 中 で ドラ イブ 名 を 省略 する と 、 デ フォ ルト ドラ イブ が と 

られ ます 。 ま た 、 指 定 し た ファ イル が な いひ 場合 は 、 エ ラー メッ セー ジ 出 
カ 後 、 ス クリ ー ン エディ タ に 戻り ます 。 

②③ 開始 行 を 指定 し な いと 、 "0 "が 仮定 され ます 。 

⑧③ 行 数 を 指定 し な いか 、 あ る い は 、 "0 ”" を 入力 する と 、 最 大 長 の 
"3S0000 が 仮定 され ます 。 

④ 指定 し た 行 数 が ファ イル の 行 数 を 超え て いる と 、 ワ ー ニ ング メッ セー 
ジ 出 力 後 、 ス クリ ー ン エディ タ に 戻り ます 。 


ファ イル を 読み 込む 直前 の フリ ー エ リア の 大 き さ が 、 フ ァイル の 大 
き さ よ り も 小さ いひ 場合 に は 、 フ リー エリ ア が な く な る まで 読み 込ま れ 、 


それ 以降 の 部 分 は 無視 され ます 。 





RE AD を 実行 し て いる 間 、"Now file reading" と いう メッ セー ジ が 出力 され ます 。 


REDITOR 一 47 


4.4.10 ステ ー タ ス 表 示 に 関す る コマ ンド 


《 入 力 形態 》 工 S+DIR+ 虹 虹 定 ぜ 民 NN 


《 機 能 》 ディ レク トリ を 表示 し ます 。 


《 入 力 形 菊 》 己 和 S 玉 DSKF+ 展 到 型 還 民 NN 


《 機 能 》 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 諸 元 を 表示 し ます 。 


《 例 》 


bytes ノノ sector 


天 訟 も 下 ず YS だ プ pumatagr 


2 1 48 も BT デ 中 も 1 反 gg を fe 


ClIusS も ters free 


kbytes free 





図 3 3 ディ スク 諸 元 の 一 覧 
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《 入 力 形態 ) 葉 S き G+ {( HELP | H } + 民 虹 汰 村民 NN 


ED: 
《 機 能 》 ヘル プ "・ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 。 
《 説 明 》 ュ マ ンド 入力 後 、 下 記 の 順番 に メッ セー ジ が 出力 され ます 。 


① ダイ レク トコ マン ド 一 覧 
イン ダイ レク トコ マン ド 一 覧 
サー チコ マン ド 一 覧 

ブロ ッ ク 移 動 コ マン ド 一 覧 


⑤ @ ⑯@ @⑯ 


ファ ンク ショ ン ・ キ ー 一 覧 
《 例 》 


【 区 metiom zeey summar ァ yr 』 


3 0x に Qt っ 上 Os 160" 折 a ま 1 ag 
0. 呈す 上 上. 上 すす SI 
の の や 久 N  S 上 ゃ で ユ せ 負 な さき 
Replaeie SS も rl1inmgSs 


層 .etmmwW 。 WE あ AG 必修 repnlaee 


DE SD 1 ay je 上 、) 馬 @GuS き Age 





図 3 4 ファ ンク ショ ン ・ キ ー 一 覧 
ヘル プ メ ッ セ ー ジ が まだ 続く 場合 は 、 画 面 最 下 行 に ーー 一 mo re 一 一 一 
と いう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
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4.4.11 エディ タ の 終了 , 初期 化 に 関す る コマ ンド 

この コマ ンド を 入力 する と 、 誤 操作 に よる テキ スト 破壊 を 防止 する た め 、 確 認 メ ッ セ 
ー ジ を 出力 し ます ( 図 3 5, 3 8 参照 ) 。 メ ッ セ ー ジ に 対し て Y (又は 民 到 下 せ 胡 N) 
以外 の キー を 入力 する と 、 コ マン ド は 実行 され ず に スク リー ン エ ディ タ に 戻り ます 。 


《 入 力 形 癌 》 
《 機 能 》 
《 説 明 》 


ES 和 STNEW 寺 穫 穫 年 RIN 


エディ ッ ト バ バッファ を クリ ア し ます 。 
コマ ンド を 入力 し た 後 、 以 下 の 確認 メッ セー ジ が 出力 され ます 。 


図 3 5 


File name: [しく ファ イル 名 >] 


図 3 6 
ファ イル 名 を 入力 する と 、 そ の テキ スト ファ イル を 新しく 読み 込み ます 。 
ファ イル 名 を 入力 せ ず 、 民 時 宇 必 展 坪 の み を 押し た 場合 は 、NEW コ マン 
ド を 終了 し ます 。 
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《 入 力 形態 》 巧 きき 所 + { QUIT | Q }) 二 委 呈 振 和 ほ 民 Ni 
《 機 能 》 エディ タ を 終了 し ます 。 
《 説 明 》 
① テキ スト の 内 容 が 変更 され て いる 場合 
セー プ 処 理 を 行う か どう か の メッ セー ジ が 出力 され ます 。 


図 3 7? 


キー を 入力 する と QU 1I 華 処 理 を 中 止 す る こと が 出来 ます 。 セ 一 
プ 後 DOS の コマ ンド モー ド に な り ま す 。 


② テキ スト の 内 容 が 変更 され て いな い 場 合 
DOS の コマ ンド モー ド に な り ま す 。 


③ 一 時 バッ ファ ファ イル は DOS へ 復帰 し た 場合 の み 削 除 さ れ ま す 。 
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《 入 力 形態 ) 葉 き 谷 { 人 UPDATE | U }) + 筐 補 香 青 TN 
《 機 能 ファ イル の 更新 を 行い ます 。 
《 説 明 ) 

更新 処理 を 行う か どう か の メッ セー ジ が 出力 され ます 。 


UPDATE ? (YY グ N) 


図 3 8 


キー を 入力 する と 更新 を 行い ませ ん 。 フ ァイル の 更新 が 終了 す 


る と 編集 画面 に 戻り ます 。 
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つ 人生 村人 多 藤 


9 | スグ み リ ー シ ジン エディ ォ タ (MD) の メッ セー ジ 
スク リー ン エ ディ ダ タ 実行 時 、MSXーDOS ス クリ ー ン エディ タ で 発生 し た エラ ー 


メッ セー ジ の 一 覧 表 を 表 2 に 示し ます 。 


9 
芝 


の の a め 


Can t access ファ イル が アク セス で き ミ せん 。 





Disk I/0 error ディ スク の 入出 力 時 に ェ エラー が 発生 し まし た 。 


ディ スク が いっ ぱい で す 。 


Disk ful1 






{ 


ディス ケッ ト が 書 込 禁止 の 状態 た な っ て いま す 。 






Disk write protected 






日 





スク ド ライ プ デ が アク セス で きま せん 。 






1 
| 
| Drive not ready 
| 







File not found 「 ラテ ァイル が 見 つか り ま せん 。 








Invalid drive specification “ライ ブ の 指定 が 正しく あり ませ ん 。 


ーー 


Invalid text 旧 定 され だ た ファ イル が 正しい テキ スト ファ イル で 
あり ませ ん 。 


Not found 有効 な 文字 列 が 1 つも 見 つか り ま せん 。 


Can't find 指定 され た 文字 列 が 1 つも 見 つか り ま せん 。 
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Not so many lines ファ イィ イル の 行 数 が 指定 され た 開始 行 数 より も 少な い 
た め 、 一 F ド で きま せん 。 


Over text buffer size 置換 (ある い は 貼り 込み ) を 実行 する と 、 
テキ スト バッ ファ の 容量 を 超え て し まい ます 。 


interrupt 文字 列 の 検索 ・ 斗 換 が 中 断 さ れ ま し た 。 


Target not specified 文字 列 が 指定 され て いま せん 。 


New file 起動 時 に 指定 され た ファ イル は 新規 作成 で す 。 





表 2 スク リー ン エ ディ タ の メッ セー ジ 
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HU SWUUOWPO 
IS 





ユー ティ リティ ・ ソ フト ウェ ア ・ パ ッ ケ ー ジ 


ユー ティ リティ ・ ソ フト ウェ ア ・ パ ッ ケ ー ジ は 8080 系 。 お よび Z80 系 CPU 向け の アセ ンプ リ 言 語 プ ログ ラ 
ム 系 の 開発 シス テム で あり , 大 型 コ ンピュータ 上 の ソフ トウ ェ ア に 匹敵 する 強力 な 機能 を 持っ て いま す . また , 
MSX・L-80 リン クロ ー ダ は マイ クロ ソフ ト 社 の すべ て の コン パイ ラ 言 語 の プロ グラ ム 作 成 時 に 使用 し ます . 
ユー ティ リティ ・ ソ フト ウェ ア ・ パ ッ ケ ー ジ は 次 の 4 つの プロ グラ ム か ら 構 成 さ れ て いま す . 


MSX・M-80 マク ロア セン プラ 
MSX* 上 -80 リ シ ダ ロー ダ 

CREEF-80 クロ スリ ファ レン サ 
LILB=80 ライ プラ リマ ネー ダ ャ 


MSX・M-80 マク ロア セン プラ 
8080 系 。 Z80 系 の 両方 の ニモ ニッ クコ ー ド を サポ ー ト し , リロ ケー タブ ル な オブ ジェ クト コー ド を 作成 する 


アデ デラ 、。 


MSX・L-80 リン クロ ー ダ 
アセ ン ブ ル 。 あるいは コン パイ ル 後 の オブ ジェ クト モジ ュー ル ( .REL) を 実行 可能 プロ グラ ム (.COM ファ 
イル ) に 変換 し ます 。 また , 複数 の モジ ュー ル を 連結 し て 1 つの 実行 可能 プロ グラ ム に する こと が で きま す . 


CREF-80 クロ スリ ファ レン サ 

MSX・M-80 に よっ て 作成 され た クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル を 入力 し 。 ソー スプ ログ ラム 内 の 記号 の 参 
照 。 被 参照 を 表す クロ スリ ファ レン ス ・ リ スト を 作成 し ます 。 これ に よっ て デバ ッ ギ ング を 容易 に する こと が 
ぞ き 此 す . 


LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ 

LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ は ラン タイ ムラ イブ ラリ ・ マ ネー ジャ と し て 設計 され まし た が 。 また,。LIB-80 
は アセ ン ブ ル 。 ま た は コン パイ ル 済 み の オ ブ プ ジェ クト モジ ュー ル を 集め て ライ ブラ リ イ メ ー ジ に する こと が で 
きま す 。 


1. はじめ に 


1.1 本 書 の 構成 

1.2 シス テム の 環境 
1.3 提供 する ソフ トウ ェ ア 
1.4 ドキ ュ メ ント 

1.5 本 書 で の 表記 法 


心 0 の の 


2. MSX・M-80 を 使っ た プログ ラム 開発 


2.1 用 語 の 説明 
2.2 MSX・M-80 を 使っ た プロ グラ ム 開 発 


2.9 MSX・M-80 の 特徴 一 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 - 1 () 
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第 1 革 


は ば はじ めこ に 


1.1 本 書 の 構成 

1.P シス テム の 環境 

1.3 提供 する ソフ トウ ェ ア 
1.4 ドキ ュ メ ント 

1.5 本 書 で の 表記 法 


は まま まま ー よ 


1 人 は はじめに 


吉 1 昔 
は じ め に 


1.1 本 守 の 構成 


本 書 は ユー ティ リティ ・ ソ フト ウェ ア ・ パ ッ ケ ー ジ の 使用 法 に つい て 詳し く 解 説 し ます が , アセ ンプ ブリ 言 語 
の プロ グラ ミン グ と アセ ンプ ブラ に 関す る 経験 が ある も の と し て 解説 し ます . アセ ンプ ブラ に 関す る 知識 を 得 た 上 
で 本 書 を 読む こと を お すす めし ます 。 

本 書 の 構成 は 次 の と お り で す . 


第 1 章 は じ め に 
ユー ティ リティ ・ ソ フト ウェ ア ・ パ ッ ケ ー ジ の 概略 を 解説 し ます 。 


第 2 章 MSX・M-80 を 使っ た プロ グラ ム 開 発 
MSX・M-80 を 使っ た プロ グラ ム 開 発 に つい て 説明 し ます . 


第 3 章 MSX・M-80 マク ロア セン プリ 言語 
MSX・M-80 マク ロア セン ブリ 言語 に つい て 説明 し ます . 


第 4 曹 MSX・M-80 の 実行 
MSX・M-80 マク ロア セン プラ の 使用 方 法 (アセ ン ブ ル 方 法 ) に つい て 説明 し ます . 


第 5 章 MSX・L-80 リン クロ ー ダ 
MSX・L-80 リン クロ ー ダ の 働き と 使用 方 法 を 説明 し ます . 


第 6 章 CREF-80 クロ スリ ファ レン サ 
CREF-80 クロ スリ ファ レン サ の 働き と 使用 方 法 を 説明 し ます . 


第 7 章 LIB-80 ライ プラ リマ ネー ジャ 
LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ の 働き と 使用 方 法 を 説明 し ます . 


付録 
ASCII キ ャ ラク タコ ー ド 。 オブ ジェ クト ファ イル の フォ ー マ ッ ト ,。 MSX・M-80 擬似 命令 。 オペ コー ド 一 覧 表 
記載 し ます 。 


U ま 上 も 上 中 テ デー タ 


1. ら 6 シス テム の 環境 


ユー ティ リティ ・ ソ フト ウェ ア ・ パ ッ ケ ー ジ は それ ぞ れ 次 の 大 き さ の メモ リ を 必要 と し ます 。 





パッ ケー ジ メモ リ 
MSX・M-80 19 KK バイ ト 十 4 氏 バイ ト (バッ ファ ) 
MSX・ 著 -80 14K バイ ト 
CREF-80 6K バイ ト 
LIB-80 5K バイ ト 


し た が っ て , この ユー ティ リティ ・ ソ フト ウェ ア ・ パ ッ ケ ー ジ を 使う た め に は 29K バイ ト 以 上 の メモ リ を 持 
つ シ ステ ム で な く て は いけ ませ ん . まだ, 1 台 の ディ スク ドラ イブ で も 使用 可能 で す が 2 台 の ディ スク ドラ イ 
ブ を 使用 する こと を お すす めし ます 。 


1.98 提供 する ソフ トウ ェ ア 


本 パッ ケー ジ で は ユー ティ リティ ・ ソ フト ウェ ア と し て 以下 の 4 つの ファ イル を 提供 し て お り ま す 。 


M 80.COM………… MSX・M-80 マク ロア セン ブラ 
L 80.COM………… MSX・L-80 リン クロ ー ダ 

CREF 80 .COM…… バ CREF-80 クロ スリ ファ レン サ 
LIB 80 .COM……… LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ 


1.4 ドキ ュ メ ント 


提供 する ドキ ュ メ ント は 本 書 , 「 ユ ー テ ィ リ ティ ・ ソ フト ウェ ア ・ マ ニュ アル 」| です. 


UL し LU エエ ユー 


第 1 童 は じ め に 


1.5 本 書 で の 表記 法 


本 書 で は コマ ンド お よび ステ ー ト メン ト を 表記 する 場合 , 以下 の 表記 法 を 使用 し ます . 


大 文字 


く > (山形 か っ こ ) 


[ ] (角形 か っ こ ) 


。【( り オド すきや ) 


示さ れ た と お り に 入力 し な けれ ば な ら な い パ ラメ ー タ や コマ ンド を 表し ます . 


この か っ こ 内 の テキ スト は ある 種類 の パラ メー タ を 指定 する こと を 表し ます . ここ に 記 
述 す る パラ メー タ は 。 その パラ メー タ の 種類 に 応じ た 規則 に 従い ます 。 例え ば < ファ イ 
ル 名 > に は ファ イル 名 の 規則 に 従っ た 名 称 を 入れ な けれ ば な り ま せん , 


この か っ こ 内 の パラ メー タ が オプ ショ ン で ある こと を 表示 し ます ., 例え ば < ファ イル 名 > 
[。 < ファ イル 名 >] は 。 1 つま た は 2 つの ファ イル 名 の 入力 を 表し ます 。, 


この 3 つの ピリ オド の 前 に ある 項目 を 必要 な 回 数 だ け 入力 す る こと を 表し ます . 例え ば 
< ファ イル 名 > ... は , 1 つ 以 上 の ファ イル 名 の 入力 を 表し ます 。. 


大 文字 が [ |] 内 に ある 場合 , [ CONTROL |+ICL [RETURN | の よう な コン トロ ー ル 文字 
の 入力 を 示し ます . 


大 か っ こ は , 複数 個 の 項目 か ら ど れ か 1 つ を 選択 する こと を 示し ます . 大 か っ こ で 囲ま 
れ て いる 項目 は 角形 か っ こ で 囲ま れ た も の で な い 限 り , 少な く と も 1 つ は 入力 し ます . 
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第 2 章 MSX・M-80 を 使っ た プロ グラ ム 開 発 


MSX・M-80 を 使っ た プロ グラ ム 開 発 


己 .1 用 語 の 説明 


MSX・M-80 を 使っ た プロ グラ ム 開 発 の 説明 の 前 に 。 プロ グラ ム 開 発 に つい て の 解説 で 一 般 に 使用 され て い 


る 用 語 を 説明 し ます . 


ソー スプ ログ ラム 


ソー ス フ ァ イル 


オプ ジェ クト プロ グラ ム 
(オプ ジェ クト モジ ュー ル ) 


オプ ジェ クト ファ イル 


モジ ュー ル 


外部 参照 
(グロ ー バ ルリ ファ レン ス ) 


エン トリ ポイ ント 


汎用 テキ スト エディ タ で 作成 し た プロ グラ ム テ キス トス テー トメ ント で 構成 され 
て \ い まず す 。 


ソー スプ ログ ラム が 入っ て いる ファ イル 。 ソ ー ス ファ イル は アセ ンプ ラ 。 ま た は 
コン パイ ラ の 入力 ファ イル で あり 。ASCII フォ ー マ ッ ト で な けれ ば な り ま せん . 
マク ロア セン ブラ の ソー ス フ ァ イル の 拡張 子 の 省略 値 は .MAC で す . 


ソー スプ ログ ラム を アセ ンプ ブラ また は コン パイ ラ で 翻訳 し た 結果 . リロ ケー タプ 
ル な 機械 語 に 変換 され て いま す . 


オデ ジェ クト デ ロ グ ラム が 入っ て いる ブフ ァイル 。 オ デジ ェクト ファ イル は コシ パ 
イラ の 出力 ファ イル で あり 。 ま た 。 リ ンク ロー ダ の 入力 ファ イル で も あり ます . 
オブジェ クト ファ イル の 標準 的 な 拡張 子 は .REL で す . 


アセ ンプ ブラ ,。 コン パイ ラ ま た は リン クロ ー ダ が 扱う こと の で きる 基本 的 な 命令 語 
コー ド 群 の 単位 で す . モジ ュー ル に は 開発 の 段階 や 性 質 に 応じ て 書 つ か の 種類 が 
あり ます . アセ ンプ ラ や コン パイ ラ の 翻訳 結果 で ある オプ ジェ クト プロ グラ ム は 
オプ ジェ クト モジ ュー ル と 呼び ます が , その 人 性質 か ら は リロ ケー タブ ル モ ジ ュー 
ル と も 呼び ます 。 この モジ ュー ル が リン クロ ー ダ に よっ て 処理 され た 最終 的 な 実 
行 可 能 プ ログ ラム は 実行 可能 モジ ュー ル と 呼び ます . 


異な る モジ ュー ル 間 で シン ボル を 参照 する こと を 外部 参照 (グロ ー バ ルリ ファ レ 
ンス ) と 言い ます . リン クロ ー ダ は 参照 関係 の ある モジ ュー ル を 連結 し , グロ ー 
バル リフ ァ レ ンス の 解決 を し ます . また , グロ ー バ ルリ ファ レン ス は 他 の モジ ュ 
ー ル か ら 参 照 さ れる シン ボル の こと を 指す こと も あり ます . 


他 の モジ ュー ル が 呼び 出す こと の で きる ラベ ル . パブ リッ クシ ン ボ ル は エン トリ 
ポイ ント と し て 使う こと が で きま す . 
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り 向 ケ ー タ ブル ある モジ ュー ル を , メモ リ 内 の 別 の 場所 に リロ ケー ト ( 再 配置 ) し て 実行 する こ 
と が で きる 場合 、 その モジ ュー ル は リロ ケー タプ ブル ( 再 配置 可能 ) で ある と 言い 
ます . リロ ケー タブ ル モ ジ ュー ル で は , ラベ ル ま た は 変数 が その モジ ュー ル の 先 
頭 ア ドレ ス か ら の 相対 アド レス で 表わさ れ て いま す . こ れ ら の ラベ ル や 変数 を ヾ コ 
ー ド リラ ティ ブ ” で ある と 言い 。 モ ジュ ー ル が リン クロ ー ダ に よっ て ロー ド さ れ 
る 時 に 絶対 アド レス に 変換 され ます . 


り 和 放 ロー ド リン クロ ー ダ (MSX・L-80) が り リロ ケー タブ ル モ ジ ュー ル 内 の ラベ ル や 変数 の 絶 
対 ア ドレ ス を 計算 し た り , 他 の モジ ュー ル や ラン タイ ムラ イブ ラリ を 検索 し て グ 
ロー バル リフ ァ レ ンス を 解決 し た りす る 間 の 処理 を 言い ます . ロー ド と リン ク を 
行っ た あと ,。 リン クロ ー ダ は メモ リ 内 に ロー ド し た モジ ュー ル を 上 単 一 の COM フ 
ァイル と し て , ディ スク に 保存 し ます . 


ど . 己 MX・M-80 を 使っ た プロ グラ ム 開 発 


アセ ンプ ブリ 言語 プロ グラ ム の 開発 の 概要 を 図 2-1 に 示し ます . また , 図 2-1 の 説明 を 以下 に 説明 し ます . 


(1) MSX-C パッ ケー ジ 付 属 の スク リー ン エ ディ タ 。 ま た は 他 の 汎用 テキ スト エディ タ を 使用 し て アセ ン 
ブリ 言語 の ソー スプ ログ ラム を 作成 し ます . 

(2) MSX・M-80 アセ ンプ ラ で ソー スプ ログ ラム を アセ ンプ ブル し , 中 間 オ プ ジ ェ クト コー ド を 含む オプ ジ 
= グ ド プ ログ ラム を オデ ジェ タダ 下 ファ イル 條 作成 し ます 、 

中 間 オ プ ジ ェ クト コー ド は ソー スコ ー ド に 比べ て 機械 語 に 近い も の で す が , まだ 実行 する こと は で き 
ませ ん . 

(3) MSX・L-80 リン クロ ー ダ で ,。 個々 に アセ ン ブ ル 済 み の オ プ ジ ェ クト プロ グラ ム (複数 の 場合 も ある ) 
を ロー ド , リン ク し , 実行 可能 プロ グラ ム を 実行 可能 ファ イル に 作成 し ます . 
リン クロ ー ダ は 。 中 間 オ プ ジ ェ クト ・ コ ー ド の プロ グラ ム を 実行 可能 な 機械 語 か ら 成 る プロ グラ ム に 
変換 し ます 。 プロ グラ ム の 実行 は オペ レー ティ ング シス テム の コマ ンド と 同じ よう な キー イン で 行う 
こと が で きま す . 実行 可能 プロ グラ ム の 入っ て いる ファ イル を コマ ンド ファ イル と 呼び ます . 

(4) デバ ッ グ 時 な ど 必 要 に 応じ て CREF-80 クロ スリ ファ レン サ を 使い ,。 ク ロス リフ ァ レ ンス ・ リ ステ ィ ン 
グフ ァイル を 出力 し ます . クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング ファ イル に は MSX・M-80 の リス ティ 
ング 情報 に 加え , ラベ ル と その 定義 位置 と 参照 し て いる 行 の クロ スリ ファ レン ス 情 報 が 出力 され , デ 
バッ ク に 役立ち ます . 

(5) サブ プル ー チ ン が た くさ ん ある プロ グラ ム な どの 場合 に は ,。 サ プ ブルー チン の オブ ジェ クト モジ ュー ル を 
LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ で ライ ブラ リフ ァイル に 集め , MSX・L-80 で の コマ ンド 入力 を 簡易 に 
すず る と と も で きま す 。 

(6) MSX* 閉 -80 で 作成 し た 実行 可能 プロ グラ ム は MSX-S BUG (別売 ) を 使っ て デバ ッ グ する こと が で きま す . 
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| ーー | 
(1) 


" 


MSX・M-80 
マク ロア セン プラ 


クロ スリ ファ レン ス ・ グロ スリ ファ レン サ 
ファ イル CREF-80 
(.CRF) 


LIB-80 
ライ ブラ リマ ネー ジャ 


クロ スリ ファ レン ス ・ 
リス ティ ング ファ イル 
( PRN) 





実行 可能 ファ イル MSX-S BUG 


(.COM) 


人 か ルン 





(別売 ) 


せ は PT 馬上 NNY\ー6 


ユー ティ リティ ・ ソ フト ウェ ア ・ パ ッ ケ ー ジ を 使っ た プロ グラ ム 開 発 で は 次 の 応用 を する こと が で きま す 。 


プロ グラ ム の モジ ュー ル 化 

大 規模 な プロ グラ ム を いく つか に 分 割 し て 作成 する こと が で きま す . 

分 割 し た それ ぞ れ の プロ グラ ム を モジ ュー ル と 呼び ます . 各 モ ジュ ー ル の ソー スプ ログ ラム を それ ぞ 
れ 別 に 作成 。 ア セン ブル , お よび デバ ッ グ する こと が で きる の で ,。 デバ ッ グ 時 に は 正しく 動作 し な い 
プロ グラ ム の み を 修正 し 再 ア セン ブル し ます . 

プロ グラ ム を モジ ュー ル 化 する と 大 き な プ ログ ラム を 複数 人 で 開発 する こと が で き , また , 正しく 動 
作 し な い 部 分 だ け を くり 返し アセ ンプ ブル する こと が で きる の で 開発 時 間 を 短縮 する こと が で きま す . 


モジ ュー ル の ロー ド 位 置 の 任意 な 配置 
第 5 章 で 説明 する 制限 を 除き ,。 リン クロ ー ダ を 使っ て モジ ュー ル を メモ リ 上 の 任意 の 位置 へ 配置 する 
こと た が で きき ます 。 


使用 頻度 の 高い モジ ュー ル の 共用 

汎用 性 の ある 使用 頻 度 の 高い 部 分 を 独立 し た モジ ュー ル と し て アセ ン ブ ル し て お き , 複数 の プロ グラ 
ム で 共用 (MSX・L-80 リ ンク ロー ダ を 使っ て 連結 し ます ) す る こと に より , コー ディ ング する プロ グラ 
ム 量 を 小さ くし ,。 プロ グラ ミン グ の 効率 化 を 計る こと が で きま す . 


モー ド の 指定 に よる 柔軟 な メモ リ の 使用 

マク ロア セン ブラ で は 一 つの モジ ュー ル を 4 つの モー ド に 使い 分 け て アセ ン ブ ル す る こと が で きま す . 
絶対 (Absolute) モー ド , デー タ 相 対 (Data-relative) モー ド , コー ド 相 対 (Code-relative) モー 
ド 、COMMON 相対 (Common-relative) モー ド の 4 つ で す . 

絶対 モー ド で は メモ リ 内 の 固定 アド レス に 配置 する よう に コー ド を 生成 し ます . 

3 つの 相対 モー ド の 各々 は , 個々 の セグ メン ト に アセ ン ブ ル さ れ ま す . 各 セ グ メ ント 内 を 参照 する ア 
ドレ ス は セグ メン ト の 先頭 バイ ト を 0 と し た 相対 アド レス で 表わし , MSX・ 上 L-80 で ロー ド 時 に 指定 し 
た スタ ー ト アド レス か ら の 固定 アド レス に 変換 し ます . 相対 モー ド の コー ド は メモ リ 内 で の リロ ケー 
ト ( 再 配置 ) 可能 で あり , この 能力 を リロ ケー タビ リティ と 呼び ます . オプ ジェ クト ファ イル の 拡張 
子 . REL は リロ ケー タビ リティ に 由来 し て いま す . 
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己 .Gd MX・M-B0 の 特徴 


2.3.1 2 つの アセ ンプ ブリ 言語 
MSX・M-80 は 8080/Z 80 の 両方 の ニモ ニッ ク を サポ ー ト し ます . 
2.3.2 リロ ケー タビ リティ 


MSX・M-80 は リロ ケー タブ ル な コー ド の モジ ュー ル を 作成 する こと が で きま す 。 ま た, 多く の アセ ンプ ラ と 
同様 に 絶対 コー ド を 作成 する こと も で きま す . リロ ケー タビ リティ の 利点 は , 実行 時 の 配置 位置 を 意識 せ ず に 
プロ グラ ム を モジ ュー ル ご と に アセ ンプ ブル する こと が で きる と いう こと で す 。 さら に だ 。 第 5 章 に 記述 され て い 
る いく つか の 制約 を 除い ぃ て その モジ ュー ル を メモ リ 内 の 任意 な 位置 に 置く こと が で きま す . 

リロ ケー タブ ル モ ジ ュー ル は コー ディ ング が 容易 で 。 テス ト , デバ ッ グ ,。 お よび 修正 が 速い と いう 利点 を 持 
っ て いま す . また , あと で RAM また は ROM/PROM に ロー ド す る アセ ン ブ ル 後 の オプ ジェ クト コー ド の セグ 
メン ト を 指定 する こと も 可能 で す 。 リロ ケー タビ リティ に つい て は 3.2.5 の モー ド の 項 で 詳し く 述 べ ま す . 


2.3.3 マク ロ 機 能 


MSX・M-80 は イン テル 社 の 標準 マク ロ 機 能 を サポ ー ト し ます . マク ロロ 機能 に よっ て , 頻繁 に 使用 する 命令 セ 
ッ ト の ブロ ッ ク に 名 前 を 定義 し , 命令 セッ ト の 代わ り に 名 前 を 書く こと が で きま す . この 名 前 を 書く こと に よ 
っ て , 同じ 命令 セッ ト を 何 回 も くり 返し コー ディ ング する 必要 が な く な り ま す . 

この 命令 セッ ト の プロ ッ ク を マク ロ と 呼び , 名 前 を 付け る こと を マク ロロ 定義 と 呼び ます . マク 定義 は マク 
ロ を 使用 する 前 に ソー スプ ログ ラム 上 で 行い ます が , ディ スク 上 の 別 の ソー ス フ ァ イル に マク ロロ 定義 を し て お 
き , INCLUDE 擬似 命令 で 挿入 する よう に する と , マク ロ 定 義 を 複数 の モジ ュー ル で 共有 で きる の で 便利 で 
す . プロ グラ ム 中 で 命令 セッ ト が 必要 な 場合 は マク ロ 名 だ け を 指定 し て , マク ロ を 呼び 出し ます . MSX・M-80 
は マク ロ 名 の 指定 が ある と , マク ロ 定 義 し て お いた 命令 セッ ト を ソー スプ ログ ラム 上 に 展開 し た 形 で アセ ンプ 
ル を 行い ます . マク ロ の 使用 に より ソー スプ ログ ラム の サイ ズ を 減少 する こと が で きま す . 

また , マク ロ の 呼び 出し 時 に , マク ロ の 展開 に 使用 する パラ メー タ を アセ ンプ ブラ に 対し て 指定 する こと も で 
き ます. 

マク ロ は ネス ト す る (重ね る ) こと が で きま す . すなわち , マク ロ は 他 の マク ロ 内 か ら 呼 び 出 すこ と も で き 
ます . マク ロ の ネス ティ ング は メモ リ の サイ ズ に よっ て の み 制 限 を 受け ます . 


2.3.4 条件 付き アセ ンプ ブル 


MSX・M-80 は 条件 付き アセ ンプ ブル を サポ ー ト し ます . プロ グラ マ は プロ グラ ム の どの 部 分 を アセ ン ブ ル す 
る か 。 あるいは アセ ン ブ ル し な いか の 条件 を 指定 する こと が で きま す . 条件 付き アセ ンプ ブル 機能 は アセ ンプ ブル 
パス の テス ト , シン ボル 定義 。 お よび マク ロ へ の パラ メー タ な どの 条件 付き 擬似 命令 に よっ て 拡張 され て いま 
す 。 条件 は 255 レベ ル ま で ネス ト が 可能 で す . 
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第 さ 工 


MSX・M-80 マ クロ アデ セン プリ 言語 


3.1 ソー スプ ログ ラム の 作成 
3.p シン ポル 

3.3 オペ レー ショ ン 

3.4 アー ギュ ユメ ント 

3.5 アセ ン ブ ラ の 機能 

3.B 挫 似 命令 

3.7 マク ロ 機 能 

3.8 条件 アセ ン ブ ル 機 能 


生ま 性 拓 ポー さ ョ 


第 3 章 MSX・M-80 マク ロア セン プリ 言語 


第 さ 草 
MSX・IM-80 マ クロ デモ セン プリ 言語 


3.1 ソー スプ ログ ラム の 作成 


この 草 で は MSX・M-80 マタ ロア セン プラ の ソー スプ ログ ラム を 作成 する の に 必要 な こと を 解説 し ます . ソ 
ー ス プロ グラ ム は テキ スト エディ タ を 使用 し て 作成 し ます . 

ノー ス フ ァ イル は 。 第 4 章 に 記述 し て いる よう な 手続 き を 経て アセ ンプ ブル し ます . ソー スプ ログ ラム の アセ 
ンプ ブル 方 法 は 第 4 章 で 説明 し ます . 


3.1.1 ソー ス ・ フ ァイル の 編成 


MSX・M-80 マタ ロア セン プラ の ソー ス フ ァ イル は アセ ンプ ブリ 言語 で 書か れん た ステ ー ト メン ト を 含む 一 連 の 
行 で す . 


ファ イル の 最後 の 行 は END ステ ー ト メン ト に し な けれ ば な り ま せん . 
マッ チン グ ス テ ー ト メン ト (た と えば , IF ...ENDIF) は , 正しい 順序 で 入力 し な けれ ば な り ま せ 
ん . 
ノー ス フ ァ イル か ら 入 力 さ れる 各行 は 最大 132 文字 の 長 さ まで 受け 入れ る 事 が で きま す . 
MSX・M-80 で は 小文字 で タイ プ さ れ た すべ て の 記号 , 命令 コー ド , 擬似 命令 コー ド は 大 文字 に 変換 
され ます . た だ し 引用 符 で 囲ま れ た 文字 列 や 注釈 は 小文字 か ら 大 文字 へ の 変換 は ほれ ませ ん が 。 ビッ 
ト 7 (MSB) が 0 に され る た め , ひら が な カ ヵ カナ 文字 グラ フィ ッ ク 文 字 の 使用 は で きま せん . 

@ ソー ス フ ァ イル が エディ タ で 与え られ た 行 番号 を 含ん で いる 場合 , その 行 番号 の 各 バ イト の 上 位 ビ ッ 
ト に は 1 が 設定 され て いな けれ ば な り ま せん 。. 
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2 た ーー ト デ ど ト 


ステ ー ト メン ト の 形式 は 次 の と お り で す . 


ブ ィ ー ル ド フィ ー ル ド フィ ー ル ド コメ ント フィ ー ル ド 





例 ) BUF : DS 1000 H icreate a buffer 
4 ! \ \ 
シン ボル オペ レー ショ ン アー ギュ メン ト コメ ント 
フィ ー ル ド フィ ー ル ド フィ ー ル ド フィ ー ル ド 
シン ボル フィ ー ル ド この フィ ー ド に は シン ボル を 記述 し ます . シン ボル の 直後 に は EQU, 
SET,、DEFL, ASET また は MACRO ステ ー ト メン ト を 除い て コロ ン (:) 
を 付け ます . 


オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド この フィ ー ル ド に は オペ コー ド , 擬似 命令 コー ド , マク ロ 名 を 記述 し ます . 

アー ギュ メン ト フ ィ ー ル ド この フィ ー ル ド に は 式 (定数 , 変数 。 レジ スタ 名 , オペ ラン ド お よび オペ 
レー タ (演算 子 )) を 記述 し ます . 

コメ ント フィ ー ル ド この フィ ー ル ド の 先頭 に は セミ コロ ン (: ) を 置き , 以降 に コメ ント テキ 
スト を 記入 し ます 。 


すべ て の フィ ー ル ド は オプ ショ ン (ユー ザ の 選択 に ま か さ れ て いる こと ) で す 。 完全 な 空白 行 ( 何 も か か な 
いこ と こと) に する こと も で きま す 。 

ステ ー ト メン ト は 任意 の カラ ム か ら 開 始 す る こと が で きま す . 複数 の 空白 ま た は タプ を フィ ー ル ド 間 に 挿入 
し て 読み や すく する こと が で きま す が , 各 フ ィ ー ル ド 間 に は 少な く と も 1 つの 空白 また は タブ が 必要 で す . 


注 意 ステ ー ト メン ト の 基本 的 な 構成 は オペ レー ショ ン お よび その アー ギュ メン ト (引数 ) で す . 
コメ ント は セミ コロ ン で 始ま り キ ャ リッ ジリ ター ン で 終り ます . 
コメ ント が 長い 場合 は . COMMENT 擬似 命令 を 使用 し て 各行 ど と の セミ コロ ン の 入力 を 省略 する こ 
と が で きま す . . COMMENT の 解説 に つい て は 47 ペー ジ を 委 照 し て くだ さい . 
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3. 己 シン ボル 


シン ボル は 特定 の 値 に 対し て 定義 せる 名 前 で す . シン ボル の 定義 方 法 は 次 の 2 通り あり ます . 


@ 機械 命令 や デー タ 定 義 を する ステ ー ト メン ト に ラベ ル と し て 定義 し ます . シン ボル の 持つ 値 は 機械 命 
令 や デー タ 領 域 の アド レス で す . また , シン ポル は シン ボル を 定義 ヒ し て いる セグ メン ト に 対応 する モ 
ー ド 属性 を 持ち ます . 

@ EQU や SET 擬似 命令 を 使っ て 定義 し ます . シン ボル の 持つ 値 は EQU ゃ SET 擬似 命令 で 指定 し た 
< 式 > の 値 で す . また , シン ボル は < 式 > が 持つ 属性 を 持ち ます . 


定義 し た シン ボル は モジ ュー ル 内 で アー ギュ メン ト フ ィ ー ル ド の 一 項目 と し て 使用 する こと が で きま す が , 
パブ リッ クシ ン ボ ル と し て 宣言 し て 他 の モジ ュー ル か ら 使 える よう に し た り 。 ま た 。 エ クス ター ナル シン ボル 
と し て 富 言 し て 他 の モジ ュー ル で 定義 きれ た シン ボル を 使う こと も で きま す . シン ボル は 次 の 規則 に 従い ます . 


@ シン ボル の 長 さ は 任意 で す が ,。 リン クロ ー ダ に 渡さ れる 有効 文字 数 は シン ボル に よっ て 次 の よう に 異 
な り ま す . 
a. ラ ベル で は 先頭 の 16 文字 まで が 有効 で す . 
b. パブ リッ ク お よび エク スタ ー ナ ル シ ン ボル で は , 先 頭 の 6 文字 ま で が リン クロ ー ダ に 渡さ きれ ます . 
奈 分 な 文字 は 切り 捨て られ ます . 

@ シン ボル に 使え る 文字 は 次 の 通り で す . 


AZ 0<9 $ s ? @ = 


シン ボル は 数 字 で 開始 し て は いけ ませ ん . 
小文字 は 大 文字 と みな し ます の で , シン ボル は , 名 前 を 大 文字 また は 小文字 の いずれ で 入力 し て も か 
まい ませ ん . 
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2.2.1 ラウ ペル 


ラベ ル は 機械 命令 や デー タ 定 義 を し て いる ステ ー ト メン ト の シン ボル フィ ー ル ド に 書き ます . 

ラベ ル は ラベ ル を 定義 し て いる ステ ー ト メン ト の 命令 や デー タ 領 域 の アド レス を 値 と し て 持っ て いま す . ラ 
ベル は プロ グラ ム 中 の ステ ー ト メン ト で アー ギュ メン ト フ ィ ー ル ド の 一 項目 と し て 使う こと が で きる 参照 ポイ 
ジグ ド と 恋 り 活 す 。 

ラベ ル は ステ ー ト メン ト の 最初 の フィ ー ル ド で な けれ ば な り ま せん . また , ラベ ル は シン ボル の 規則 に 従う 
16 文字 まで の 名 前 で す . ラベ ル の 直後 に は コロ ン を 1 つ 付 け ま す (コロ ン を 2 つ 付 ける と パブリック シン ボル 
と な り ま す 。3.2.2 を 参照 し て くだ さい )。 


< ラベ ル 名 > 
例 ) BUF : DS 1000H 


BUF : は 1000 H バイ ト の 予約 スペ ー ス の 先頭 アド レス を 値 と し て 持ち ます . 
定義 され た ラベ ル は アー ギュ メン ト フ ィ ー ル ド の 項目 と し て 使用 する こと が で きま す 。 ア ー ギ ュ メ ント に ラベ 
ル を 書く と 。 ラベ ル を 定義 し て いる ステ ー ト メン ト を 参照 する アド レス に 置き 換わり ます . 


STA BUF 
前 記 の 例 で は アキ ュー ムレ ー タ の 値 が ラベ ル BUEF で 表 さ れる エリ ア に セッ ト さ れ ま す . 
3.2.2 パブ リッ クシ ン ボ ル 


パプ リッ クシ ン ボ ル は シン ボル と 同じ よう に 。 ア ー ギ ュ メ ント に 書く こと が で きま す 。 シン ボル と の 違い は 
パブ プ ブリック シン ボル が 他 の プロ グラ ム か ら も 使え る こと で す 。 パブ リック シン ボル の 定 言 方 法 は 次 の 2 通り あ 
り ま す 。 


@ シン ボル の 直後 に コロ ン を 2 つ 付 ける 。. 
例 ) FOO : : RET 
@ 擬似 命令 の PUBLIC, ENTRY, また は GLOBAL で 宣言 する . 
例 ) PUBLIC FOO 
これ ら の 擬似 命令 に つい て は 3.6 の デー タ 定 義 と シン ボル 定義 の 擬似 命令 の 項 を 参照 くだ さい . 
上 記 2 つの 宣言 方 法 の 効果 は 同じ で す . 次 の 2 つの 例 の 結果 は 同じ に な り ま す . 


例 ) FOO :: RET 
例 ) PUBLIC FOO 
FOO : RET 
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3.2.3 エク スタ ー ナ ル シ ン ボル 


エク スタ ー ナ ル シ ン ボル は 他 の モジ ュー ル で パプ リッ クシ ン ボ ル と し て 定義 きれ て いる シン ボル で す 。 エク 
スタ ー ナ ル シ ン ボル は リン クロ ー ド 時 に 対応 する 他 の モジ ュー ル の パプ リッ クシ ン ボ ル の 値 に 置き 換わり ます . 


例 ) モジ ュー ル 1 


EXT TEC ・ EXTERNAL TEC 
CALL TEC 

モジ ュー ル 2 

ま 坦 !* LD C。 2 ・ PUBLIC TEC 


モジ ュー ル 1 の TEC に は リン クロ ー ド 時 に モジ ュー ル 2 の LD C。 2 の アド レス が 値 と し て セッ ト さ れ ま す . 


例 ) モジ ュー ル 1 


ENTRY HWR ・ PUBLIC HWR 
HWR EQU 7 
モジ ュー ル 2 

BYTE EXT HWR : EXTERNAL HWR 
IE DB HWR ・VALUE= ニ 7 


モジ ュー ル 2 の HWR に は リン クロ ー ド 時 に 7 が 値 と し て セッ ト さ れる の で ,。 DB HWR で 定義 し た 1 バイ 
ト の 領域 に は 7 が セッ ト さ れ ま す . エク スタ ー ナ ル シ ン ボル の 宣言 方 法 は 次 の 3 通り で す . 


@ シン ボル の 直後 に ポン ド 符 号 ( 胡 ) を 入れ ます . 
例 ) CALL FOO 尋 
FOO は 他 の プロ グラ ム で 定義 され , 2 バイ ト の 値 を 持つ シン ボル で ある こと を 宣言 し ます . 


@ 擬似 命令 EXT, EXTRN,。 ま た は EXTERNAL の ぃ いずれ か で 他 の プロ グラ ム の シン ボル を 参照 する 
こと を 宣言 し ます 。 


例 ) EXT FOO 


FOO は 他 の プロ グラ ム で 定義 され , 2 バイ ト の 値 を 持つ シン ボル で ある こと を 宣言 し ます 。, 
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@ 1] バイ ト の 値 に 対し て は 擬似 命令 BYTE EXT, BYTE EXTRN, また は BYTTE EXTERNAL 


の いずれ か を 使い ます . 
例 ) BYTE EXT FOO 
FOO は 他 の プロ グラ ム で 定義 きれ た 1 バイ ト の 値 と し て 宣言 され ます 。. 


これ ら の 宣言 の 効果 は 同じ で す . し た が っ て 次 の 2 つの 例 の 結果 は 同じ に な り ま す 。 


例 ) CALL FOO 交 
例 ) EXT FOO 
CALL FOO 


3.2.4 シン ボル と モー ド 属 性 
アー ギュ メン ト フ ィ ー ル ド に シン ボル を 記入 する と , シン ボル を 定義 し た ステ ー ト メン ト を 参照 し ます 。 ア 
ー ギ ュ メ ント フィ ー ル ド の シン ボル は シン ボル の 持つ 値 に 置き 換わり 。 オ ペレ ーション と し て 使用 され ます 。 


シン ボル は カウ ンタ (PC) モー ド に 従っ て 評価 され ます 。 PC モー ド が 絶対 モー ド な ら ば 絶対 アド レス で 
コー ド 相 対 モ ー ド , デー タ 相 対 モ ー ド な ら ば 相対 アド レス で , また , COMMON モー ド な ら ば 他 の モジ ュー ル 


と 共用 する アド レス が それ ぞ れ 設定 され ます . 


IM 本音 
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3.2.5 プロ グラ ムカ ウン タ ・ モ ー ド 


MSX・M-80 で は 1 つの モジ ュー ル を 必要 に 応じ て 次 の 4 つの プロ グラ ムカ ウン タ ・ モ ー ド FC じ に モ ー ド ) 挟 


@ 絶対 モー ド (Absolute) 
擬似 命令 : ASEG 


絶対 モー ド は 実行 時 の メモ リ 上 の 配置 位置 を 特定 の アド レス に 固定 する プロ グラ ム 部 分 に つい て 指定 
し ます . 絶対 モー ド の シン ボル お よび 式 は 絶対 値 を 持ち 。 非 リ ロケ ー タ ブル で す . 
絶対 モー ド の セグ メン ト 中 の コー ド は 非 リ ロケ ー タ ブル コー ド で す 。 


@ デー タ 相 対 モ ー ド (Data-relative) 
擬似 命令 : DSEG 


デー タ 相 対 モ ー ド は 実行 時 に メモ リ 領 域 を 書き 換え る 可能 性 が ある プロ グラ ム 部 分 に つい て 指定 し ま 
す . し た が っ て , デー タ 相 対 モ ー ド の セグ メン ト は RAM 上 に ロー ド し ます . デー タ 相 対 モ ー ド は プ 
ログ ラム の デー タ 領 域 に 適し て いま す . デー タ 相 対 モ ー ド の シン ボル は リロ ケー タブ ル で す . 


@ コー ド 相 対 モ ー ド (Code-relative) 
擬似 命令 : CSEG 


コー ド 相 対 モ ー ド は 実行 時 に メモ リ 領 域 の 書き 換え の 可能 性 が な い プ ログ ラム 部 分 に つい て 指定 し ま 
す 。 し た が っ て ROM/PROM 上 に 置く こと も で きま す ., コー ド 相 対 モ ー ド は プロ グラ ム の コー ド 領 域 
に 適し て いま す , デー タ 相 対 モ ー ド の シン ボル は リロ ケー タブ ル で す . 


@ COMMON 相対 モー ド (Common-relative) 
擬似 命令 : COMMON 


COMMON モー ド は 他 の プロ グラ ム と の 共通 デー タ 領 域 の 部 分 に つい て 指定 し ます . 
COMMON モー ド の セグ メン ト は 他 の プロ グラ ム と 共用 する こと が で きま す . 
モー ド の 指定 が な い 場 合 は コー ド 相対 モー ド を 仮定 し ます . 相対 モー ド の プロ グラ ム 部 分 は リロ ケー タブ ル 
で あり , メモ リ の 配置 に つい て 柔軟 な プロ グラ ミン グ を する こと が で きま す ., 
人 租 玩 。 
ンク ロー ド で は , 指定 が な いか ぎり デフ ォ ル ト の アド レス 103 H か ら COMMON 相対 セグ メン ト , デー タ 相 対 
ua 二 0ugtasE2neerke 
レス に 変換 し ます . アド レス 100 H-102 H に は プロ グラ ム 開 始 ア ドレ ス へ の ジャ ンプ 命令 が セッ ト され ます . 
複数 の モジ ュー ル を リン ク す る 場合 に は 各 モ ジュ ー ル ご と に 同じ モー ド の セグ メン ト 同 志 を 統合 し ます . ま 
た , コー ド 相 対 セ グ メ ント と デー タタ 相対 セグ メン ト は MSX・L-80 の スイ ッ チ /P お よび /D を 使っ て セグ メン 
ト を 任意 の アド レス に 配置 する こと も で きま す . 


MM 


3.3 オペ レー ショ ン 


オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド に は 次 の 2 つの オペ レー ショ ン の どちら か を 記述 し ます . 


@ マク ロ 名 
@ オペ コー ド / 擬 似 命 令 


オォ オペレーション フィ ー ル ド の 項目 は 上 記 の 順序 で 評価 され ます の で , オペ コー ド や 擬似 命令 と 同じ 名 前 の マ 
クロ 定義 を 作成 する と マク ロロ 定義 の 方 が 優先 さき され, その マク 定義 以降 で は 同じ 名 前 の オペ コー ド や 擬似 命令 
を 使う こと が で きま せん . た と えば , マ クロ 名 が ADD と いう マク ロロ 定義 を する と 。 オペ コー ド の ADD を 使用 
する こと が で きま せん . 
ステ ナー トメ ント 中 に オペ レー ショ ン が な く ア ー ギ ュ メ ント に 式 が ある 場合 , MSX・M-80 は エラ ー を 表示 せ ず 
バイ ト 定 義 擬似 命令 を 仮定 し ます . 


3.3.1 オペ コー ド 


オペ コー ド は 機械 命令 に 対応 する ニモ ニッ ク 名 で す . MSX・M-80 は 8080/Z80 の 2 つの 機械 語 命令 セッ ト 
を サポ ー ト し ます . 付録 じ と に オ ペコ ー ド の 一 覧 表 を 簡単 な 機能 の 解説 と と も に 記載 し ます . 8080 プ Z80 の うち 
の どちら の 命令 セッ ト で プロ グラ ム を 作成 する か は , 擬似 命令 で 選択 する こと が で きま す が , 特に 指定 が な け 
れ ば , 8080 を 選択 し た も の と みな され ます 。 また, プロ グラ ム の 途中 か ら , 異な る 命令 語 セ ッ ト に する こと が 
で きま す 。. 詳細 に つい て は 3.6 の 命令 セッ ト の 選択 を 参照 くだ さい . 


3.3.2 擬似 命令 


擬似 命令 は マイ クロ プロ セッ サ で は な く ア セン ブラ に 対す る 指示 で す 。MSX・M-80 は アセ ンプ ラ を 指示 す 
る 種々 の 機能 を 持つ た くさ ん の 擬似 命令 を サポ ー ト し ます 。 擬似 命令 の 詳細 は 3.6 に 記し て お り , また , 付録 
B に 要約 し た も の を 記載 し て いま す . 


3.3.3 マダ 日 


マク ロ 名 は マク ロ 定 義 デ ロック に 付け た 名 前 で す . 頻繁 に 使用 する 命令 セッ ト の プロ ッ ク を マク ロロ 定義 し て 
お き 。 マ クロ 名 を 指定 する だ け で 呼び だ すこ と が で きま す .。 
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3.4 アー ギュ メン ト ( 式 ) 


オペ コー ド と 擬似 命令 の アー ギュ メン ト に は 式 を 記述 し ます . 式 は ,。 た と えば 5 十 4 * 3 の よう な 数 式 に 似 て 
いま す 。 式 は オペ ラン ド (た と えば 数 式 内 の 5。 4, 3) お よび 演算 子 (オペ レー タ 。 た と えば 数 式 内 の 十 ,。 *) 
か ら 構 成 さ れ ま す . 式 は 1 つ 以 上 の オペ ラン ド を 含み , 2 つ 以 上 の オペ ラン ド を 含む 場合 は オペ ラン ド は 演算 
子 に よっ て 互い に 関係 づけ ます . 


例 ) ADDR (7*2) 6-3 8/7 ADDR 十 3 9>8 
以下 に オペ ラン ド と オペ レー タ の 形式 を 説明 し ます . 
3.4.1 オペ ラン ド 


数 値 

数 値 の デフ ォ ル ト の 基数 は , 10 進数 で す . 基数 は , .RADIX 擬似 命令 に よっ て 2 進 か ら 16 進ま で の 任意 の 
ベー ス に 変更 で きま す . 基数 が 10 より 大 きい 場合 に は 9 の 次 の 数 に は AF を 使用 し ます . 数 値 の 最初 の 文字 
が 数 字 で な い 場 合 に は , その 数 の 前 に は 0 が な けれ ば な り ま せん . 

数 値 は 次 の 表記 法 が 使用 きれ て いな い 限 り , その 時 点 で 設定 され て いる 基数 を 使用 し ます . 


例 ) nnnnB 2 進 
nnnnD 10 進 
nnnnO 8 進 
nnnnH 16 進 
Xnnnn 16 進 


数 値 は 16 ビッ ト の 符号 な し の 2 進数 で す . 65535 (16 ビッ ト で 表す こと が で きる 最大 値 ) を 越え る 数 の オー 
バー フロ ー は 無視 きれ 。 その 結果 は 16 ビッ ト で 表わさ れる 範 囲 内 の 数 に な り ま す . 
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ASCII スト リン グ 

スト リン グ (文字 列 ) は ゼロ また は 1 個 以上 の 文字 より 構成 され , 引用 符 で 囲み ます . 引用 符 は , シン グル 
( ") また は ダブ ル (”) の いずれ か を 使用 し ます . 引用 符 付 スト リン グ が アー ギュ メン ト と し て 入力 され た 時 , 
引用 符 内 の 文字 が 順に メモ リ に スト ア さ れ ま す . 


例 ) DB ^ABC" 


上 の 例 で は 先頭 の アド レス に A の ASCII コー ド (41 H), 2 番目 の アド レス に B(42 H), 3 番目 の アド レス に 
C(43 H) が スト ア さ れ ま す . 

また 。 シン グル クォーテーション ( " ) で 囲ん で いる スト リン グ 中 に は , ダブ ルク ォ ー テ ーション (”) を 
スト リン グ の 一 部 と し て 入れ て お く こ と が で き ,。 ダブ ルク ォ ー テ ーション (” ) で 囲ん で いる スト リン グ 中 に 
は 。 シン グル クォーテーション ( ") を スト リン グ の 一 部 と し て 入れ て お く こ と が で きま す 。 


例 ) | am great′ today“ 


| am great” today" 
区 切り 記号 の 引用 符 を 文字 と し て 用 いた い 場 合 , それ が 必要 な 部 分 を さら に 引用 符 で 囲み ます . 
例 ) Lam` “great” today“ 
上 の 例 は 次 の よう に スト ア さ れ ま す . 
例 ) lam great” today 


引用 符 に 文字 が な い 場 合 、 ス トリ ング は ヌル スト リン グ と し て 評価 され ます . 
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文字 定数 
スト リン グ に 似 て , 文字 定数 は 02 文字 の ASCII 文字 より 構成 され , 引用 符 で 囲み ます . 引用 符 は シン グル 
で も ダブ ル で も 使用 で きま す . 引用 符 を 文字 と し て 用 いる 場合 , 必要 と な る 部 分 を さら に 引用 符 で 囲み ます . 
スト リン グ と の 違い は 次 の と お り で す . 


@ 文字 定数 は 文字 数 が 0 一 2 個 で す . 

@ 式 が 2 つ 以 上 の オペ ラン ド を も っ て いる 場合 。 引用 符 で 囲ま れ た 文字 は 文字 定数 と し て 扱わ れ ま す . 
引用 符 で 囲ま れ た 文字 が 式 中 唯一 の オペ ラン ド で ある 場合 , その 文字 は , スト リン グ と し て 扱わ れ ま 
す . 


例 ) A" 十 1…… 文 字 定 数 
ーー スト リン グ 


@ 文字 定数 の 値 は 計算 され , 結果 は 最初 の アド レス に 下位 バイ ト が , 2 番目 の アド レス に 上 位 バ イト が 
セッ ト さ れ ま す 。 


例 ) DW AB' 十 0 


上 の 例 で は 文字 定数 が 4142 H と 評価 され , 最初 の アド レス に 42 を , 2 番目 の アド レス に 41 を セッ ト 
し ます . 


1 文字 の 文字 定数 は その 文字 の ASCII コー ド に 対応 する 値 を も っ て いま す . 文字 定数 の 上 位 バ イト は ゼロ で あ 
り 。 下位 バイ ト は 文字 の ASCII コー ド に 対応 する 値 で す 。 た と えば 定数 'A' の 値 は 41 H で す . 


0 | 2 


例 ) DW A' 


上 の 例 で は , メモ リ 上 に 図 の よう な 2 バイ ト の 値 が 確保 され ます . な お , アセ ンプ ルリ スト の オプ ジェ クト コー 
ド 欄 で は , 上 位 パ イト , 下位 バイ ト の 順に 表示 され ます . 


2 つの 文字 の 文字 定数 は 。 上 位 バ イト に 最初 の 文字 の ASCII コー ド を も っ て いま す . た と えば 文字 定数 
AB' 十 0 の 値 は 41 H * 256 十 42 廿 十 0 で す 。. 


0 | 2 


例 ) DW “AB' 圭 0 


ASCII 文字 の 10 進数 お よび 16 進数 の 値 を 付録 A に 記載 し て いま す . 
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式 内 の シン ボル 
シン ボル は 式 内 の オペ ラン ド と し て 使用 する こと が で きま す . 
シン ボル は 評価 され ,。 シン ボル の 持つ 値 が シン ボル に 代 っ て 置き 換え られ ます . 


オペ レー ショ ン は シン ボル の 値 を 使用 し て 行わ れ ま す . 

オペ ラン ド と し て シン ボル を 使用 する 利点 は , ジャ ンプ 先 や デー タ 領 域 の アド レス 値 を 覚え て お く 必 
要 が な く 。 シン ボル の 名 前 を 覚え て いれ ば よい と いう こと で す . シン ボル の 名 前 付け は 覚え や すく 意 
味 を 持っ た 綴り が 便利 で す . プロ グラ ム 内 の 参照 ポイ ント の 数 が 多い 場合 , オペ ラン ド と し て シン ボ 
ル 名 を 使え る 事 は 大 き な 魅 力 で す . 

式 中 に エク スタ ー ナ ル シ ン ボル を 使用 する た め の 規 則 

a. エク スタ ー ナ ル シ ン ボル は 次 の 演算 子 を 式 中 に 使用 する こと が で きま す . 


キキ = * / MOD HIGH LOW 


b. エク スタ ー ナ ル シ ン ボル が 式 中 で 使用 きれ て いた 場合 は , その 式 の 結果 は 外部 参照 し な り ま す . 

式 中 の シン ボル に 関す る モー ド の 規則 

a. オペ レー ショ ン が AND, OR, また は XOR を 除い ぃ て, オペ ラン ド は 任意 の モー ド で も か まい ま 
せん 。 

b. AND, OR, XOR, お よび SHR の 場合 , 両 オ ペラ ンド は 絶対 モー ド か つ 内 部 参照 で な く て は な 
り ま 性 ん 。 

c. 式 が 絶対 モー ド の オペ ラン ド と 他 の モー ド の オペ ラン ド を 含む 場 合 , その 式 は 絶対 モー ド 以 外 の 
他方 の モー ド と な り ま す . 

d. 異な る モー ド で 2 つの オペ ラン ド を 除算 し た 場合 式 は 絶対 モー ド と な り , 同じ モー ド の 場合 式 は 
その オペ ラン ド の モー ド と な り ま す 。 

e. デー タ 相 対 シ ン ボ ル お よび コー ド 相 対 シ ン ボ ル を 加え た 場合 , 式 の 値 は 未定 で す . MSX・M-80 は 
その 式 を 未 解決 の も の と し て MSX・L-80 に 渡し , MSX・ 葉 -80 が 解決 し ます . 
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カレ ント ・ プ ログ ラム カウ ンタ ・ シ ン ボ ル 

アー ギュ メン ト フ ィ ー ル ド に は カレ ント ・ プ ログ ラム カウ ンタ ・ シ ン ボ ル と いう も の を 書く こと が で きま す . 
カレ ント ・ プ ログ ラム カウ ンタ は , その 行 の 開始 命令 の アド レス を 指し て いま す . また , カレ ント ・ プ ログ ラ 
ムカ ウン タ は 次 の 命令 の 参照 ポイ ント と し て 便利 で す . カレ ント ・ プ ログ ラム アド レス を 記憶 し て 置く か 。 計 
算 す る か わり に $ と いう シン ボル を 使っ て カレ ント ・ プ ログ ラム アド レス の 値 を 使用 する こと が で きま す . 


例 ) JMP  $ 十 6 


オペ ラン ド と し て の 8080 オペ コー ド 

9080 オペ コー ド は , 8080 モー ド で の み 有 効 な 1 バイ ト の オペ ラン ド と な り ま す . オペ コー ド は アセ ンプ ブル 中 
に オペ コー ド の 16 進 の 値 で 評価 され ます . 

オペ ラン ド と し て 8080 オペ コー ド を 使用 する た め に は . 8080 擬似 命令 を セッ ト し ます . 

オ べ コード の 先頭 1 の バイ ト の み が オ ペラ ンド と し て 有効 で す ,. オペ ラン ド と し て 用 いる オペ コー ド が 2 バ 
イト 以上 を 生成 する 命令 の 場合 , か っ こ で 囲ん で オペ コー ド の 先頭 1 バイ ト を 生成 する よう アセ ンプ ブラ に 指示 
し て くだ さい 、。 


例 ) MVI A, (JMP) 
ADI (CPD) 
MVI B, (RNZ) 
CPI (INX H) 
ACI (LXI B) 
MVI C,MOV AB 
オペ ラン ド 内 に (か っ こ 内 に ) 2 バイ ト 以 上 の コー ド が 生成 され る よう な 命令 が 含ま れる と , 一 一 た と えば , 


(CFPT 5), (LXI B, LABEL1), また は (JMP LABEL2) な どの 場合 は エラ ー と な り ま す . 
通常 1 バイ ト を 生成 する オペ コー ド は か っ こ で 囲ま な く て も オペ ラン ド と し て 使用 する こと が で きま す . 
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3.4.2 演算 子 (オペ レー タ ) 


MSX・M-80 の オペ レー タ に は 算術 オペ レー タ お よび 論理 オペ レー タ の 2 通り が あり ます . 真 偽 判 断 を する 
オペ レー タ (すなわち 論理 オペ レー タ ) は 計算 結果 が 0 以外 の 数 値 の と き に ヾ 真 (True)′ を , 0 の 時 に 偽 
(False)” を 返し ます ., 次 の オペ レー タ は 式 中 で 使用 する こと が で きま す 。 


オペ レー タ 定 義 


NUL 

アー ギュ メン ト (パラ メー タ ) が ヌル (空白 ) の 場合 真 を 返し ます . NUL に 続く 部 分 (同一 行 中 ) は NUL 
の アー ギュ メン ト と し て 使用 きれ ます . 

例 ) IF NUL < アー ギュ メン ト > 


上 の 条件 は アー ギュ メン ト の 最初 の 文字 が セミ コロ ン ま た は キャ リッ ジリ ター ン 以 外 の も の で あっ た 場合 に 
偽 と な り ま す . 上 の 条件 は IFB や IFNB の 機能 と 同じ で す が 。1IFB の 方 が 使用 法 が 簡単 で す (3.6 の 条件 アセ 
ン ブ ル 機 能 の 項 を 参照 し て くだ さい ). 


TYPE 

TYPE オペ レー タ は アー ギュ メン ト の モー ド と 外部 参照 で ある か そう で な いか の 情報 を 含む バイ ト を 返し 
ます . TYPE の アー ギュ メン ト は 任意 の 式 ( ス トリ ング , 数 値 , 論理 ) で す . その 式 が 無効 の 場合 TYPE は ゼ 
ロ を 返し ます . 返さ れる バイ ト は 次 の と お り で す . 


TYPE オペ レー タ で 得 ら れる 情報 
2 外部 参照 ビッ ト 1= 式 に 外部 参照 を 含む 0 = 式 は 内 部 参照 
26 
2 ーーーー 定義 ビッ ト 1 = 式 が 内 部 で 定義 済 0 = 式 が 内 部 で 未定 義 
4 


の き 
0 
eee | の 0 絶対 モー ド 1 ニプロ グラ ム 相 対 モ ー ド 
0 2 = ニ データ 相対 モー ド 3 =COMMON 相対 モー ド 


@ 下位 2 ビット は モー ド を 表し ます 。 
0 絶対 モー ド 
1 プロ グラ ム 相 対 モ ー ド 
2 デー タ 相 対 モ ー ド 
3 COMMON 相対 モー ド 


@ 上 位 ビ ッ ト (80 是 ) は 外部 ビッ ト で す .。 この 上 位 ビ ッ ト が オン の 場合 式 に は 外部 参照 が 含ま れ ま す . 
また 上 位 ビ ッ ト が オフ の 場合 式 は 内 部 参照 と な り ま す . 
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@ 式 が モジ ュー ル 内 で 定義 きれ て いる 場合 は 20H の ビッ ト が オン で す .。 この ビッ ト は 式 が 内 部 で 定義 
され て いる 場合 は オン で あり , 式 が 定義 され て いな いか 人 外部 参照 の 場合 は オフ で す . 全部 の ビッ ト が 
オォ フ の 場合 その 式 は 無効 で す . 

@ TYPFE は 通常 マク ロ 内 部 で 使用 し ます . マク ロ 内 で 条件 アセ ンプ ブリ を 呼び 出す と き な ど に アー ギュ メ 
ント の タイ プ を テス ト し て 判断 する こと が で きま す . 


例 ) FO0 MACRO X 

LOCAL ん 

Z SET TYPE X 
人 


IF 


TYPE は 多 の モー ド お よび タイ プ を テス ト し ます 。 叉 の 評価 に よっ て IE Z.. で 始ま る コー ド の ブロ 
ッ ク を アセ ンプ ブル する 場合 と 。 アセ ンプ ブル し な い 場 合 と に 分 ける こと が で きま す . 


LOW 
絶対 16 ビッ ト 値 の 下位 8 ビッ ト を 分 離し ます . 


HIGH 
絶対 16 ビッ ト 値 の 上 位 8 ビッ ト を 分 離し ます . 


玉 
乗算 を 行い ます . 


グ 
除算 を 行い ます . 


MOD 
穫 余 の 計算 を し ます . 左 オ ペラ ンド を 右 オ ペラ ンド で 割り 。 その 残り (剰余 ) の 値 を 返し ます . 


SHR 
右 シ フト を 行い ます . SHR に 続く 整数 の 数 だ け 右 へ シフ ト が 行わ れ ま す . 


SHL 
左 シ フト を 行い ます . SHL に 続く 整数 の 数 だ け 左 へ シフ ト が 行わ れ ま す . 


ー ( 負 号 ) 
負 号 を 表わす オペ レー タタ です.。 この オペ レー タ に 続く 整数 は 負 の 値 で ある こと を 示し ます . 
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十 
加算 を 行い ます . 


左 オ ペラ ンド か ら 右 オペ ラン ド を 減算 し た も の を 返し ます 。. 


EQ 
等 号 の 条件 判断 。 両 オペ ラン ド が 等 し い 場合 に は 真 を 返し ます . 


NE 
不 等 号 の 条件 判断 。 両 オペ ラン ド が 等 し く な い 場 合 に は 真 を 返し ます . 


LT 
左 才 ペラ ンド が 右 オ ペラ ンド より 小さ い 場 合 に は 真 を 返し ます . 


LE 
左 オ ペラ ンド が 右 オ ペラ ンド より 小さ いか ある い は 等 し い 場 合 に は 真 を 返し ます 。 


GT 
左 オ ペラ ンド が 右 オ ペラ ンド より 大 きい 場合 に 真 を 返し ます . 


GE 
左 オ ペラ ンド が 右 オ ペラ ンド より 大 きい か ある い は 等 し い 場合 に 真 を 返し ます 。 


NOT 
① 否 定 . オペ ラン ド が 偽 で ある 場合 。 真 を 返し ます . オペ ラン ド が 真 で ある 場合 , 偽 を 返し ます . 
オペ ラン ド の 全 ビ ッ ト を 反転 し た 値 を 返し ます . 


AND 

① 論 理 積 . 両 オペ ラン ド が 真 の 場合 に 真 を 返し ます . いずれ か の オペ ラン ド が 偽 で ある か 。 両 オペ ラン ド が 偽 
の 場合 に 偽 を 返し ます .。 両 オ ペラ ンド 共に 絶対 値 で な けれ ば な り ま せん . 

②⑨ 左 オペ ラン ド と 右 オ ペラ ンド の 論理 積 を 返し ます . 


OR 

① 論 理 和 . いずれ か の オペ ラン ド が 真 で ある か , 両 オ ペラ ンド が 真 で ある 場合 に 真 を 返し ます . 両 オ ペラ ンド 
共に 絶対 値 で な けれ ば な り ま せん . 

⑨② 左 オペ ラン ド と 右 オ ペラ ンド の 論理 和 を 返し ます . 
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XOR 

① 排 他 的 論理 和 . いずれ か の オペ レン ド が 真 で あり 他方 が 偽 で ある 場合 に 真 を 返し ます . 両 オ ペレ ンド が 共に 
真 で ある か , 両 オ ペレ ンド が 共に 偽 で ある 場合 に 偽 を 返し ます . 両 オ ペレ ンド は 共に 絶対 値 で な けれ ば な り 
ませ ん 。 

② 左 オペ ラン ド と 右 オ ペラ ンド の 排他 的 論理 和 を 返し ます . 


オペ レー タ の 優先 順位 は 以下 の と お り で す . 


NUL, TYPE 

LOW, HIGH 

*,/, MOD, SHR, SHL 
負 号 

キ 。ー 

EQ, NE, LT, LE, GT, GE 
NOT 

AND 

OR, XOR 


左 より も 優先 順位 の 高い オペ レー タ を 呼び 出す 副 式 が 最初 に 計算 され ます . 優先 順位 は 優先 し た いと 望む 式 
の 部 分 を か っ こ で 囲む こと に よっ て 変更 する こと が で きま す ., 

十 , 一 。 ※。 お よび / を 除く すべ て の オペ レー タ は , 1 つ 以 上 の 空白 を 入れ て オペ ラン ド と 分 離し な けれ ば な 
り ま せん 。 

バイ ト 分 離 オ ペレ ー タ (HIGH お よび LOW) は , 16 ビッ ト の 値 の 上 位 と 下位 8 ピッ ト を 分 離し ます . 
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3.5 アセ ン ブ プラ の 機能 


MSX・M-80 マタ ロア セン プラ は 単 一 機能 を 持つ 擬似 命令 ,。 マク ロ 機 能 , お よび 条件 アセ ンプ ブル 機 能 の 3 つ 
の 一 般 機能 を 備え て いま す . 


3.B 提 似 命 令 


擬似 命令 は 単 一 の 機能 を 行う よう アセ ン ブ ラ に 指示 し ます . これ に 対し て マク ロ お よび 条件 付 ア セン ブル は 。 
1 つ 以 上 の 擬似 命令 を 呼び 出す の で ブロ ッ ク 擬 似 命 令 と し て 考え る こと が で きま す . 
擬似 命令 は 。 次 の 5 つの タイ プ に 分 類する こと が で きま す 。 


命令 セッ ト 選 択 

デー タダ タ 定義 ビジ シン ボル 定義 
PC モー ド 指 定 

ファ イル 相対 

リス ティ ング 制御 


命令 セッ ト の 選択 


MSX・M-80 で は アセ ンプ ブル し よう と する プロ グラ ム が Z80 命令 セッ ト を 使用 する か , 8080 命令 セッ ト を 使 
用 する か を 選択 する こと が で きま す . 

命令 セッ ト の デフ ォ ル ト は 8080 で す .Z80 の 命令 セッ ト を 使用 する プロ グラ ム で は , プロ グラ ム の 先頭 で Z80 
命令 セッ ト を 使用 する こと を 擬似 命令 に よっ て 宣言 し な けれ ば な り ま せん . 本 マニ ュ ア ル で 取り 扱う 擬似 命令 
は SET 擬似 命令 を 除い て どちら の 命令 セッ ト を 選択 し て も 使用 で きま す . 


命令 セッ ト 選 択 擬似 命令 に 続い て 入力 され る すべ て の オペ コー ド は 。 別 の 命令 セッ ト 選 択 擬似 命令 に 出会う 
まで 指定 し た 命令 セッ ト の オペ コー ド と し て アセ ンプ ブル され ます . 選択 し た 命令 セッ ト に な い オ ペコ ー ド を 入 
力 す る と オプ ジェ クシ ョ ナブ ル ・ シ ンタ ックス エラ ー (文字 O Objectionable Syntax Error) と な り ま す . 
命令 セッ ト 選 択 擬 似 命令 は 次 の と お り で す . 


. の 80 
.8080 
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.Z80 (Z80 モー ド 選 択 ) 


届 | 財 障 障 
境 国 叶 


. 6U80 


Z80 命令 セッ トモ ー ド に し ます . 
.Z80 
.Z80 


@ Z80 命令 セッ トモ ー ド で アセ ン ブ ル す る よう MSX・M-80 に 指示 し ます . 
@ ア デー ギュント は あり ませ ん . 


(8080 モー ド 選 択 ) 


叶 | 時 
| | 財 | 葉 


8080 命令 セッ トモ ー ド に し ます . 
.8080 
.8080 


@ 8080 命令 セッ トモ ー ド で アセ ン ブ ル す る よう MSX・M-80 に 指示 し ます . 
@ ア ー ギ ュ メ ント は あり ませ ん . 命令 セッ ト 選 択 の 擬似 命令 が な い 場 合 ,、 デ フォ ルト と し て る 280 
命令 セッ ト を 仮定 し ます . 
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デー タ 定 義 お よび シン ボル 定義 


デー タ 定 義 お よび シン ボル 定義 擬似 命令 は SET 擬似 命令 を 除い て , 8080 プ Z80 の どちら の 命令 セッ トモ ー 
ド で も サポ ー ト され ます . SET 擬似 命令 は Z80 モー ド で は 使用 で きま せん . デー タ 定 義 お よび シン ボル 定義 の 
擬似 命令 は 次 の と お り で す . 


DB/DEFB/ZDEFM 

DC 

DS/DEFS 

DW/DEFW 

EQU 

EXT エ EXTRN ノ EXTERNAL 

BYTE EXT ン BYTE EXTRN/BYTE EXTERNAL 
ENTRY プ GLOBALPUBLIC 

SET DEFL ブ ASET 


に に よー 
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DB グ DEFB プ DEFM (バイ ト 定 義 ) 





書 式 


アー ギュ メン ト で 指定 し た スト リン グ ま た は 式 の 値 を 持つ 1 バイ ト ず つの デー タ 領 域 を 確保 し , 
初期 値 を セッ ト し ます . 


DE 移し (人.。.] 

DEFB < 式 > [, < 式 >.. ] 

DB < スト リン グ >〉 [, < スト リン グ >.. . ] 
DEFM < スト リン グ >〉 [, < スト リン グ >... ] 


AB 
AB AND OFFH 
ABC' 


アセ ンプ ブル 結果 は 次 の と お り で す . 


[< ラベ ル >] 
[ く < ラベ ル >] 
[ く ラ ベル >] 
[ く ラ ベル >] 
DB 

DB 

DB 

00007 41 
0002" 42 


42 DB AB' 
DB AB AND OFFH 


0003 41 42 43 DB 'ABC' 


@ DEFB は アー ギュ メン ト と し て 式 を 指定 する 場合 に 使用 し ます . また 。 DEFM は アー ギュ メ 
ント と し て スト リン グ を 指定 する 場合 に 使用 し ます . 

@ ア デー ギュ メン ト で 指定 し た 値 は カレ ント ・ ロ ケー ショ ンカ ウン タ の 位置 か ら 1 バイト ずつ セッ 
ト さ れ ま す 。 

@ < 式 > の 値 は 2 バイ ト で 計算 し , 下位 1 バイ ト デ ー タ と し て 定義 し ます . 

@ < 式 > の 値 は ( 土 ) 0 一 225 ( 1 バイ ト で 表す こと が で きる 値 ) で な けれ ば な り ませ ん . それ 以 
外 の 場合 に は ^A” エラ ー と な り ま す . (< 式 > の 値 の 上 位 バ イト の ビッ ト は すべ て 0 。 ま た は す 
べ て 1 で な けれ ば な り ま せん ) 

@ 式 中 の スト リン グ は 3 文字 以下 で す 。 ス トリ ング を 複数 個 指 定 す る 場合 は カン マ (。 ) で 区 切っ 
て 続け る か , 次 の 行 に 続け て 書き ます . 8080 プ Z 80 の スト リン グ は 最上 位 ビ ッ ト を 0 に し た 1 
バイ ト の 値 で アー ギュ メン ト の 順序 に 従っ て 用 意 さ れ ま す . 


往還 そ エー る 92 


DC (文字 定義 ) 


アー ギュ メン ト で 指定 し た スト リン グ の デー タ 領 域 を 確保 し て 初期 値 を セッ ト し ます . 


[< ラベ ル >] DC < スト リン グ > 


FOO : DC 7 に 16 
アセ ンプ ブル 結 果 は 次 の 通り で す . 
0000" 41 42 C3 FOO : DC 3 


@ ア ー ギ ュ メ ント で 指定 し た < スト リン グ 〉> が カレ ント ・ ロ ケー ショ ンカ ウン タ の 位置 か ら の 連 
続 し た 領域 に 用 意 き され ます . 

@ ス トリ ング 中 の 各 文 字 は 最上 位 ビ ッ ト が 0 の 1 バイ ト で 用 意 き れ ま す が , スト リン グ の 最後 の 
文字 は 最上 位 ビ ッ ト が 1 に な り ま す . 

@ ア デー ギュ メン ト が ヌル スト リン グ の 場合 は エラ ー と な り ま す . 
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DS/DEFS (領域 定義 ) 





後 能 


メモ リ 領 域 を 予約 (確保 ) し ます . 


[< ラ ベル >] DS < 式 > [, < 値 >] 
[< ラベ ル >] DEFS < 式 > [, < 値 >] 


DS 100H 0 …… 100 バイ ト の メモ リ 領 域 を 予約 し ます . 
DS 100H。 2 …… 100 バイ ト の メモ リ 領 域 を 予約 し , 各 バ イト の 値 を 2 に し ます . 


@ DS/DEFS は <〈 式 > の 値 の 大 き さ の メモ リ 領 域 を 確保 し ます . 

@ < 値 > は 確保 し た 領域 の 初期 設定 値 で す . < 値 〉 を 省略 する と 領域 の 初期 設定 は され ず , 実行 時 
の プロ グラ ム 開 始 時 の 内 容 は 保証 され ませ ん . た だ し , アセ ンプ ブル 時 に MSX・M-80 の スイ ッ 
チ の M を 使用 する と < 値 > の 指定 の な い メ モリ 領域 を 自動 的 に ゼロ に 初期 設定 を し ます . 詳 
細 は 4.5 の スイ ッ チ を 参照 くだ さい . 

@ < 式 > 中 に シン ボル を 使用 する 場合 , シンボル は 同一 モジ ュー ル 内 で 定義 きれ て いな けれ ば な 
り ま せん 。 同一 モジ ュー ル 内 で 定義 きれ て いな いと 次 の いずれ か の エラ ー と な り ま す . 

a. 1 回目 の パス で V エラ ー, 2 回目 の パス で U エ ラー が 発生 . 
b. 2 回目 の パス で U エ ラー が 発生 し な い 場 合 フ ェ ー ズ エラ ー が 発生 . 

@ 領域 定義 擬似 命令 は 1 回 目 の パ ス で は コー ド を 生成 せ ず , 2 回 目 の パ ス で 領域 の 確保 の 処理 を 
し ます . 


1 


DW プ DEFW (ワード 定 義 ) 


機 能 2 バイ ト の ワー ド を 確保 し , 初期 値 を セッ ト し ます . 


[< ラベ ル >] DW < 式 > [, < 式 >.…] 
[< ラベ ル >] DEFW < 式 > [, < 式 >...] 
FOO : DW 1234H 
アセ ンプ ブル 結果 は 次 の と お り 
0000'′ 1234 FOO : DW 1234H 


解 説 @ カ レン ト ・ ロ ケー ショ ンカ ウン タ か ら の 連続 し た 領域 に < 式 > の 数 だ け 2 バイ ト の ワー ド 領 域 
を 確保 し , 式 の 値 を セッ ト し ます . 
@ < 式 > の 値 は メモ リ 上 で は 下位 バイ ト , 上 位 バ イト の 順に セッ ト さ れ ま す . 





@ 生成 され た コー ド は アセ ンプ ブル リ スト で は 上 の 例 の よう に 上 位 バ イト 。 下位 バ イト の 順に 表示 
され ます . 
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EOU 

[ 機 能 | アー ギュ メン ト で 指定 し た < 式 > の 値 に < シン ボル > を 割り 当て ます . 
< シン ボル >〉 EQU < 式 > 

BUF EQU OF3H 

解 説 @ < シン ボル > は <〈 式 > の 中 で 使用 する こと が で きま す . 


@ < シン ボル > の 直後 に は コロ ン ( : ) を 付け ませ ん . 

@ す で に < シン ボル > が < 式 > 以外 の 値 を も ちっ て いる 場合 は M エラ ー と な り ま す . あと で プロ グ 
ラム 内 で 〈 く シン ボル > を 再 定義 する 場合 に は , EQU の 代わ り に SET また は ASET 擬似 命令 を 
使用 し ます . SET の 項 を 参照 し て くだ さい . 


UP 上 ちよ TTYー ラ る 


EXT プ EXTRN プ EXTERNAL 


BYTE 


書 式 


EXT グ BYTE EXTRN グ BYTE EXTERNAL( エ クス ター ナル シン ボル ) 


アー ギュ メン ト 中 の シン ボル が 外部 参照 ( 他 の モジ ュー ル で 定義 され て いる パブ リッ クシ ン ボ ル 
を 参照 ) し て いる こと を 宣言 し ます . 


EXT < シン ボル > [, < シン ボル >... ] 

EXTRN < シン ボル > [, < シン ボル >.. . ] 
EXTERNAL < シン ボル > [, < シン ボル >.. . ] 

BYTE EXT < シン ボル > [, < シン ボル >... ] 
BYTE EXTRN < シン ボル > [, < シン ボル >.. . ] 
BYTE EXTERNAL < シン ボル > [, < シン ボル >... ] 


EXTRN ITRAN itranf init RTN 


@ ア ー ギ ュ メ ント 中 の シン ボル が 同一 モジ ュー ル 内 に 定義 し て ある シン ボル の 場合 , M エラ ー と 
な り ま す 。 

@ EXT、 EXTRN。 EXTERNAL は 2 バイ ト の 値 と し て, ま た , BYTE EXT。BYTE 
EXTERNAL, BYTE EXTRN は 1 バイ ト の 値 と し て 評価 され ます . 

@ EXTIRN と EXT。 BYTE EXTRN と BYTE EXT と は それ ぞ れ 同じ 働き を し ます . 

@ ア ー ギ ュ メ ント 中 の シン ボル は 。 同 一 モジ ュー ル 中 で 定義 し た シン ボル と 同じ よう に 使用 する 
こと が で き ます 。 

@ エ クス ター ナル シン ボル 擬似 命令 で エク スタ ー ナ ル シ ン ボル の 宣言 を し な い 場 合 , シンボル の 
直後 に ポン ド 記 号 2 つ ( 弥 ) 付け て 同一 モジ ュー ル 内 で 定義 し た シン ボル と 同じ よう に 使う こ 
と が で きま す . 


例 ) EXTRN SUB 1 
CALL SUB 1 
例 ) CALL SUB 1 氷 


% エ クス ター ナル シン ボル は 先頭 6 文字 が 外部 参照 可能 ( リ ンク ロー ダ に 渡さ れる ) で あり , 以 
降 の 文字 は MSX・M-80 の 内 部 で 切り 捨て られ ます . 

@ MSX・M-80 は この 擬似 命令 に つい て の コー ド は 生成 し ませ ん . 文例 の EXTRN を 含む モジ 
ュー ル で は 。 
CALL ITRAN 
の CALL に つい て コー ド を 生成 する とき, ITRAN と いう シン ボル の 値 を ゼロ (0000) 」。 で 生 
成 し ま す . リン クロ ー ド 時 に ロー ド さ れ た 他 の モジ ュー ル の 中 か ら PUBLIC ITRAN を 含 
や モジ ュー ル を 検索 し, ITRAN が 定義 され た 値 (アド レス ) に 置き 換わり ます . 


UP よ 必 すす ーー の 
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ENTRY プ GLOBALPUBLIC (パブ リッ クシ ン ボ ル ) 
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同一 モジ ュー ル 内 で 定義 し て いる シン ボル を 他 の モジ ュー ル か ら 参 照 で きる よう に 宣言 し ます . 


ENTRY < シン ボル > [, < シン ボル >. . . ] 
GLOBAL < シン ボル >〉 [, < シン ボル >... ] 
PUBLIC < シン ボル > [, < シン ボル >. .. ] 


PUBLIC LABEL1, LABEL2,。 DATA 


@ この 擬似 命令 で 宣言 し た パプ リッ クシ ン ボ ル は MSX・ 工 -80 で 一 緒 に リン クロ ー ド する 他 の モ 
ジュ ー ル で 参照 する こと が で きま す 。 

@ ENTRY。GLOBAL, PUBLIC の 機能 は 同じ で す . 

@ シン ボル は モジ ュー ル 内 で 定義 き 8 きれ て いな けれ ば な り ま せん . シン ボル が モジ ュー ル 内 で 定義 
され て いな い 場 合 け エラ ー に な り ま す . また , シン ボル 名 が 外部 参照 名 また は コモ ンプ ロッ ク 
名 の 場合 M エラ ー と な り ま す . 

@ バ パブ リッ クシ ン ボ ル 名 は 先頭 6 文字 が 外部 参照 可能 ( リ ンク ロー ダ に 渡さ れる ) で , 以降 の 文 
字 は MSX・M-80 の 内 部 で 切り 捨て られ ます . 

@ MSX・M-80 は この 擬似 命令 に つい て の コー ド は 生成 し ませ ん . 次 の 例 の モジ ュー ル 1 と モジ 
ュー ル 2 の リン クロ ー ド 時 に , モジ ュー ル 2 の ITRAN シン ボル の 値 (アド レス ) が モジ ュー 
ル 1 の CALL ス テー トメ ント の ITRAN の 値 と し て 使用 され ます . 

@ シン ボル の 直後 に コロ ン を 2 つ (::) 付加 する と ,。 パプ リッ クシ ン ボ ル 擬 似 命令 で ,。 パプ リッ ク 
シン ボル の 宣言 を し な く て も , パプ リッ クシ ン ボ ル 擬 似 命 令 で 宣言 を し た の と 同じ よう に , 他 
の モジ ュー ル か ら 参 照 す る こと が で きま す . 

モジ ュー ル 1 

EXTRN ITRAN 


CALL ITRAN 
モジ ュー ル 2 
PUBLIC ITRAN 


ITRAN : LD HL, PASSA 
jiSTORE ADDR OF 
: REG PASS AREA 


HU も TDS3Yー96 


SET/DEFL〆ABET (モッ ト ) 





機能 アー ギュ メン ト で 指定 し た < 式 > の 値 に < シン ボル > を 割り 当て ます . 


書 式 < シン ボル > SET < 式 > 
< シン ボル > DEFL < 式 > 
< シン ボル > ASET < 式 > 


FOO ASET BAZ 十 1000H 


FOO ASET 3000H 


FOO DEFL 6CDEH 


@ < シン ボル > は <〈 式 > の 中 で 続け て 使用 する こと が で きま す .。 また , < シン ボル > の 直後 に は コ 

ロン ( : ) を 付け ませ ん 。 式 が エク スタ ー ナ ル シ ン ボル を 含む 場合 は エラ ー と な り ま す . 

@ SET 擬 似 命令 は Z80 の オペ コー ド に SET 命令 が ある た め , 乙 80 命令 セッ トモ ー ド で は 使用 
で きま せん . ASET と DEFL は どちら の 命令 セッ トモ ー ド で も 使用 が 可能 で あり , 機能 は 同じ 
富竹 。 

@ セ ッ ト 擬 似 命令 は EQU の 代わ り に く < シン ボル > の 再 定義 を する こと が で きま す . いずれ か の セ 
ッ ト 擬 似 命令 で 一 旦 定義 し た < シン ボル > は , 前 に 使用 し た セッ ト 擬 似 命 令 に か か わり な くど 
の セッ ト 擬 似 命令 で も 再 定 義 む る こと が で きま す (た だ し Z80 命令 セッ トモ ー ド で は SET を 
使用 で きま せん . EQU の 項 を 参照 し て くだ さい ). 
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ピロ ビ モー ド 


コー ド の 生成 は プロ グラ ムカ ウン タ (略し て PC) と 呼ば れる カレ ント ・ ロ ケー ショ ンカ ウン タ の アド レス を 
基準 と し て 行い ます . PC は 次 の ステ ー ト メン ト の コー ド 生 成 ア ドレ ス を 指し て いま す . 

MSX・M-80 で は PC は 絶対 モー ド , デー タ 相 対 モ ー ド , コー ド 相 対 モ ー ド ,。 また は COMMON 相 対 モ ー ド 
の いずれ か 1 つの モー ド を も っ て いま す . PC モー ド の 指定 は 以降 の プロ グラ ム を それ ぞ れ 絶対 セグ メン ト , コ 
ー ド 相対 セグ メン ト , デー タ 相 対 セ グ メ ント , COMMON セグ メン ト の 対応 する セグ メン ト と し て アセ ンプ ブル 
し ます . プロ グラ ム 中 の シン ボル や 式 の モー ド は, PC モー ド と 同じ モー ド 属 性 に な り ま す . 詳細 に つい て は 3. 
2.5 を 参照 くだ さい . PC モー ド 擬 似 命 令 は PC モー ド を 設定 し , PC モー ド 擬 似 命令 以降 の プロ グラ ム を どの モ 
ー ド の セグ メン ト に アセ ンプ ブル する か を 決定 し ます . PC モー ド の 擬似 命令 は 次 の と お り で す . 


ASEG 

CSEG 

DSEG 

COMMON 

ORG 
PHASE/.DEPHASE 


UTILITY-40 


弄 | 回 隊 障 | の 
民国 較 較 |@ 


(絶対 モー ド ) 


PC モー ド を 絶対 モー ド に し ます . 
ASEG 


ASEG 
ORG 103H 


@ ASEG 以降 の プロ グラ ム は 絶対 モー ド の セグ メン ト に コー ド 生 成 さ れ ま す . 

@ ASEGC に は アー ギュ メン ト は あり ませ ん . 

@ ASEG は ロケ ーション カウ ンタ を メモ リ の 絶対 セグ メン ト ( 実 ア ドレ ス ) に セッ ト し ます . 
ロケ ーション カウ ンタ の デフ ォ ル ト 値 は 0 で ある た め , ASEG を 指定 し た だ け で は オペ レー テ 
ィング シス テム の 領域 に プロ グラ ム を 配置 する こと に な り ま す . ASEG ステ ー ト メン ト の 次 に 
ORG ス テー トメ ント で ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 103 H 以上 に 指定 し て くだ さい . 
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CSEG (コー ド 相 対 モ ー ド ) 

PC モー ド を コー ド 相 対 モ ー ド に し ます . 

CSEG 

文 例 CSEG 

解 説 @ CSEG 以降 の プロ グラ ム は コー ド 相 対 モ ー ド の セグ メン ト に コー ド 生 成 さ れ ま す . コー ド 相 対 


セグ メン ト は リロ ケー タプ ブ ル で す 。 

@ CSEG に は アー ギュ メン ト は あり ませ ん . 

@ CSE は ロケ ーション カウ ンタ を コー ド 相 対 セ グ メ ント の 先頭 を 0 と する ポイ ンタ に 切り 換 
と 全 :-: 

@ ロ ケー ショ ンカ ウン タ の 初期 値 は 0 で あり ,ORG ステ ー ト メン ト で 変更 し な い 限 り 生 成 コ ー ド 
の 大 き さ だ け 増 加 し ます . 

@ コード 相対 モー ド で は ORG ス テー トメ ント で 絶対 アド レス を 指定 する こと は で きま せん . 
ORG ス テート メン ト で は リロ ケー タブ ル な < 式 > を 指定 し ます . また < 式 〉> で 数 値 を 指定 する 
と , ロケ ーション カウ ンタ に < 式 > の 値 を 加算 し ます . 

炊 の 例 は ロケ ーション カウ ンタ を 50 バイ ト 大 きく し ます . CSEG ステ ー ト メン ト の 次 に ORG 
ステ チー トメント を 置く こと に より , コー ド 相 対 セ グ メ ント 中 の コー ド 生 成 ア ドレ ス を 相対 的 に 
変え 0 る こと が で きま す . 


例 ) CSEG 


@ コ ー ド 相対 セグ メン ト の メモ リ 配 置 位置 は MSX・L-80 で リン クロ ー ド する と き に プ P スイ ッ 
チ を 使っ て 任意 の アド レス に 指定 する こと が で きま す . 

@ CSEG は MSX・M-80 の デフ ォ ル ト の モー ド で す . ASEG, DSEG,。 また は COMMON 擬似 
命令 を 指定 する まで プロ グラ ム を コー ド 相 対 セ グ メ ント と し て アセ ンプ ブル し ます . 
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DSEG 


爾 | 内 障 障 
幸 | 回 思 恩 


(デー 草 半 モー ド ) 


PC モー ド を デー タ 相 対 モ ー ド に し ます . 
DSEG 
DSEG 


@ DSEG 以降 の プロ グラ ム は デー タ 相 対 モ ー ド の セグ メン ト に コー ド 生 成 さ れ ま す . デー タ 相 対 
セグ メン ト は リロ ケー タブ ル で す 。 

@ DSEG に は アー ギュ メン ト は あり ませ ん . 

@ DSEG は ロケ ーション カウ ンタ を デー タ 相 対 セ グ メ ント の 先頭 を 0 と する ポイ ンタ に 切り 換 
近 拓 学 。 

@ ロ ケー ショ ンカ ウン タ の 初期 値 は 0 で す . ORG ステ ー ト メン ト で 変更 し な い 限り , 生成 コー ド 
の 大 き さ だ け 増 加 し ます . 

@ デー タ 相対 モ ー ド で は ORG ステ ー ト メン ト で 絶対 アド レス を 指定 する こと は で きま せん . 
ORG ス テー トメ ント で は リロ ケー タブ ル な <〈 式 〉 を 指定 し ます . また < 式 > で 数 値 を 指定 する 
と , ロケ ーション カウ ンタ に < 式 > の 値 を 加算 し ます . 

@ デー タ 相 対 セ グ メ ント の メモ リ 配 置 位置 は MSX・L-80 で リン クロ ー ド する と き に D スイ ッ 
チ を 使っ て 任意 の アド レス に 指定 する こと が で きま す . 
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COMMON (COMMON 相対 モー ド ) 





COMMON 以降 を COMMON 相対 モー ド に し ます . 
COMMON ノン < ブロ ッ ク 名 > ン 


COMMON ノン DATAIN ノ 
ANVIL EQU 100 H 
DB OFFH 
DW 1234 H 
DC FORGE 
CSEG 


L 解 説 |  @ COMMON 相対 モー ド の セグ メン ト は 他 の モジ ュー ル と 共用 で きる 共通 デー タ エ リ ア で す . 

@9 く ブ ロッ ク 名 > は 6 文字 まで で す . 7 文字 以上 の < ブロ ッ ク 名 > を 記述 する と, 先頭 6 文字 ま 
で が < ブロ ッ ク 名 >〉 と し て 使用 され , 以降 の 文字 は 無効 と な り ま す . 

@ COMMON は 同じ < プロ ッ ク 名 > を 持つ COMMON プロ ッ ク ご と に 共通 デー タ エ リ ア を 作成 
し ます 。 く ブロ ッ ク 名 > を 省略 し て いる か ,。 スペ ー ス で ある 場合 。 < く プ ブロック 名 > が プラ ンク の 
共通 デー タ エ リ ア と 仮定 され ます . 

@ COMMON は , 変数 , 配列 。 お よび スト リン グ を COMMON スト レー ジ と 呼ば れる スト レー 
ジ エ リ ア に 割り 当て , 異な る モジ ュー ル 間 で 同一 の スト レー ジェ エリ ア を 共用 する こと が で きま 
す . 

e COMMON 以降 の ステ ー ト メン ト は < ブロ ッ ク 名 > の COMMON エリ ア と し て アセ ンプ ブル さ 
和 れ ま す 。 

@ COMMON エリ ア の 大 き さ は 別 の PC モー ド 擬 似 命令 まで の COMMON ブロ ッ ク 内 の 変数 
配列 。 デ ー タ の 領域 長 の 合計 で す . 

@ MSX・ 上 -80 で リン クロ ー ド し よう と する 複数 モジ ュー ル に 大 き さ の 異な る 同一 名 の COM.- 
MON ブロック が ある 場合 , 最も 大 き な COMMON ブロ ッ ク を 含む モジ ュー ル 名 を MSX・L- 
80 コマ ンド の 先頭 に 指定 し , 最初 に ロー ド し な けれ ば な り ま せん . MSX・L-80 の 詳細 は 第 5 
章 を 参照 し て くだ さい . 

@ COMMON は ロケ ーション カウ ンタ を 共通 プロ ッ ク ポ イン タ に 切り 換え ます . ロケ ーション 
は 常に FORTRAN の COMMON ステ ー ト メン ト と の 互換 性 を 保つ た め に エリ ア の 始め に あ 
り ま す . 
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ORG (セッ ト オ リ ジン ) 


ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 変更 し ます . 
ORG < 式 > 
1) DSEG 
ORG 50 
2) ASEG 
ORG 800H 


解 説 | @ORG は 絶対 モー ド で は ロケ ーション カウ ンタ に < 式 > の 値 を セッ ト し ます . MSX・M-80 は < 式 > 
の 値 の アド レス か ら コ ー ド を 生成 し ます . 

@ ORG は コー ド 相 対 モ ー ド , デー タ 相対 モ ー ド , COMMON 相対 モー ド で は ロケ ーション カウ 
ンタ に < 式 > の 値 を 加算 し ます . MSX・M-80 は ロケ ーション カウ ンタ に < 式 〉 の 値 を 加算 し 
た アド レス か ら コ ー ド を 生成 し ます . 

@ コー ド 相 対 モ ー ド ,。 デー タ 相 対 モ ー ド で は < 式 > で 絶対 アド レス を 指定 する こと が で きま せん . 
コー ド 相 対 セ グ メ ント , デー タ 相 対 セ グ メ ント の ロー ドア ドレ ス は MSX・ 工 -80 で リン クロ ー 
ド 時 に フレ キシ ブル に 決ま り ま す . し か し , MSX・L-80 の スイ ッ チ ン P : < アド レス > や ノ D 
< アド レス > を 指定 する こと に より , 任意 に 指定 し た アド レス へ ロー ド す る こと が で きま す . 

@ < 式 > に 使用 する シン ボル は 同一 モジ ュー ル 内 で 定義 し な けれ ば な り ま せん . また , < 式 >〉 の 値 
は 絶対 値 ま た は ロケ ーション カウ ンタ で 使用 する エリ ア と 同一 の エリ ア に な けれ ば な り ま せん . 

@ 文例 の 1) は デー タ 相対 モー ド の ロケ ーション カウ ンタ を デー タ 相 対 セ グ メ ント の 先頭 十 50 に 
設定 し ます . デー タ 相対 セグ メン ト の 先頭 50 バイ ト に は 0 が 詰め られ ます . プ P スイ ッ チ の 詳 
細 に つい て は 5.5 を 参照 し て くだ さい . 

@ 文例 の 2) は 絶対 モー ド の ロケ ーション カウ ンタ を 絶対 アド レス の 800 H に 設定 し ます . 2) の 絶 
対 セ グ メ ント は 絶対 アド レス 800 HH か ら ロ ー ド され ます . 


UT TL 上 TTYー4 5 


第 3 章 MSX・M-80 マク ロア セン プリ 言語 


. PHASE/ . DEPHASE (リロ ケー ト ) 





機 前 


.PHASE 以降 , . DEPHASE まで の プロ グラ ム を < 式 〉 で 指定 し た エリ ア で 実行 し ます . 


.PHASE < 式 > 
.DEPHASE 
.PHASE 100 H 
FOO : CALL BAZ 
JMP Z00 
BAZ : RET 
.DEPHASE 
Z00 : JMP 9 


@ .PHASE/.DEPHASE は 特定 の 絶対 アド レス で プロ グラ ム の 一 部 分 を 実行 する た め に 用 いま 
表 

@ . PHASE/.DEPHASE 間 の プロ グラ ム の PC モー ド は 絶対 モー ド で す が , アセ ンプ ブル 時 に は , 
・PHASE を 指定 する 直前 の プロ グラ ム と 同じ セグ メン ト に 連続 し て 配置 され ます . 

@ . PHASE/.DEPHASE 間 の プロ グラ ム は 実行 時 に < 式 > で 指定 し た アド レス ヘリ ロケ ー ト し 
て か ら 実 行 し て くだ さい . 

@ < 式 > は 絶対 値 で す . 

@ 文例 は 次 の よう に アセ ンプ ブル さ れ ま す . 


.・PHASE 100 H 
0100 CD 0106 FOO : CALL BAZ 
0103 C3 0007' JMP Z00 
0106 C9 BAZ : RET 

.DEPHASE 
0007′ C3 0005 Z00 : JMP 5 

END 
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ファ イル 関係 


ファ イル 関係 の 擬似 命令 は プロ グラ ム に 長い コメ ント を 入れ た り , モジ ュー ル に 名 前 を 付け た り し ます . フ 
ァイル 関係 の 擬似 命令 は 次 の と お り で す . 


.COMMENT 

END 

INCLUDE$INCLUDE グ MACLIB 
NAME 

.RKADIX 

.REQUEST 
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. COMMENT (コメ ント ) 


機 能 . COMMENT 以降 の < 区 切り 記号 > で は さま れ た < テキ スト > を コメ ント と みな し ます . 
. COMMENT < 区 切り 記号 > < テキ スト > < 区 切り 記号 > 


. COMMENT  * any amount of text 


entered here 


・。 ※ : return to normal assembly 


@ . COMMENT の あと の 最初 の 空白 以外 の 文字 を 区 切り 文字 と し て 扱い ます . 〈 区 切り 記号 > 以 
降 。 次 の < 区 切り 記号 > まで の < テキ スト > が コメ ント プ ブロック と な り ま す . 
@ コ メン ト 行 の よう に コメ ント の 前 に セミ コロ ン (: ) を 置く 必要 は あり ませ ん . < テキ スト > は 
複数 行 に わた っ て 書く こと が で きま す . 
@ ア セン ブル 中 コメ ント ブロ ッ ク は 無視 され , コー ド の 生成 は 行わ れ ま せん . 


0 上 当 人 





END (プロ グラ ム の 終了 ) 
機 能 | モジ ュー ル の 終了 を 指定 し ます . また , オプ ショ ン で プロ グラ ム の 実行 開始 点 を 指定 し ます . 
END [< 式 >] 
文 例 1) END PROG1 
2) END 
@ < 式 > は モジ ュー ル が メイ ンプ ログ ラム で ある と き に , プロ グラ ム の 開始 点 の 指定 を する た め 


に 使用 し ます . 他 の プロ グラ ム か ら 呼 び 出 され る サブ ルー チン の 場合 , < 式 > を 指定 する 必要 は 
あり ませ ん . 

@ < 式 > は MSX・L-80 が プロ グラ ム の 開始 点 と し て ロー ド す る こと が で きる シン ボル , 数 値 , 
また は その 他 の アー ギュ メン ト で す . 

@ < 式 > を 指定 する と MSX・L-80 は 100H に ある プロ グラ ム 開 始点 へ の ジャ ンプ 命令 (8080 JMP 
命令 ) に < 式 > で 指定 し た アド レス を セッ ト し ます . 

@ < 式 > を 指定 し な い 場 合 は MSX・L-80 に プロ グラ ム 開 始点 が 渡さ れ ま せん . リン クロ ー ド 時 
に プロ グラ ム 開 始点 を 指定 し た モジ ュー ル が な い 場 合 , 最初 に ロー ド す る モジ ュー ル の 先頭 を 
プロ グラ ム 開 始点 と し て 指定 し ます (< 式 > を 指定 し な い 場 合 。」 MSX・L-80 の スイ ッ チ ン G は 
無効 で す ). 

@ プロ グラ ム 開 始点 を 持つ モジ ュー ル を 2 つ 以 上 リン クロ ー ド する 場合 は 。MSX・L-80 スイ ッ 
チ グ G また は ノ E を 指定 し て くだ さい , 

@ 高級 言語 プロ グラ ム で は コン パイ ル 時 に 自動 的 に プロ グラ ム 開 始点 を 設定 し ます . 高級 言語 で 
作成 し た モジ ュー ル を 念 み , か つ ア セン ブリ 言語 で 作成 し た モジ ュー ル か ら 実 行 を 開始 し た い 
プロ グラ ム の 場合 , 高級 言語 モジ ュー ル の 始め に CALL ス テー トメ ント な ど を 使っ て 高級 言語 
モジ ュー ル の 実行 に 先立ち アセ ン ブ リ 言語 モジ ュー ル を 呼び 出し ます . 

@ END ステ ー ト メン ト は MSX・L-80 に モジ ュー ル の 終了 を 宣言 し ます . ソー スプ ログ ラム の 
最後 に END ステ ー ト メン ト が な い 場 合 , %NO END 警告 エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 
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INCLUDE/$INCLUDE プ MACLIB (挿入 ) 


機 前 


INCLUDE ステ ー ト メン ト の 位置 に 他 の ソー ス フ ァ イル に 含ま れる ステ ー ト メン ト を 論理 的 に 挿 
入 し ます . 


INCLUDE < ファ イル 名 > 
$INCLUDE < ファ イル 名 > 
MACLIB < ファ イル 名 > 


INCLUDE TEXT 


@ INCLUDE, $INCLUDE, MACLIB の 機能 は 同じ で す . イン クル ー ド 擬似 命令 を 使用 する こ 
と に より ,。 頻繁 に 使用 する 部 分 を 繰り 返し プロ グラ ミン グ す る 手間 を 省く こと が で きま す 。 

@ < ファ イル 名 > の 形式 は < く デ バイ ス 指 定 > : < ファ イル 名 >. < 拡張 子 > で す . ソー ス フ ァ イル の 
拡張 子 の デフ ォ ル ト は . MAC で す . デバ イス 指定 の デフ ォ ル ト は アセ ンプ ブル 時 の デフ ォ ル ト 
ドラ イブ で す .。 デバ イス 指定 お よび 拡張 子 が デフ ォ ル ト と 同じ で ある 場合 は 省略 する こと が で 
きま す .。 デバ イス 指定 は 大 文字 で 行なっ て 下さ い . 

@ 〈 フ ァイル 名 > で 指定 する ファ イル を イン クル ー ド ファ イル と 呼び ます . イン クル ー ド 擬似 命 
令 は イン クル ー ド 擬似 命令 の 位置 に イン クル ー ド ファ イル 中 に 含ま れる 全 テ キス ト を 論理 的 に 
挿入 し , アセ ンプ ブル し ます . ソー ス フ ァ イル は 変化 し ませ ん . イン クル ー ド ファ イル の 最後 の 
ステ ー ト メン ト を アセ ンプ ブル 後 ,。 イ ンク ルード 擬似 命令 の 次 の ステ ー ト メン ト の アセ ンプ ブル を 
し ます 。 

@ イ ンク ルー ド の ネス ト (入れ 子 ) は 許さ れ ま せん . イン クル ー ド の ネス ト が ある と オブジェ ク 
ジョ ヨナ プル *・ シ ジン アッ み ス スエ ラー と な り ま す 。 

@< フ ァイル 名 > で 指定 し た ファ イル が アセ ンプ ブル 時 に みつ か ら な い 場 合 , ま た は 拡張 子 が . MAC 
で な い 場 合 に は V エラ ー と な り , イン クル ー ド 擬似 命令 は 無視 され ます . 

@ ア セン ブル リス ト に は 挿入 し た イン クル ー ド ファ イル の ステ ー ト メン ト が プリ ント され ます . 
また 挿入 し た ステ ー ト メン ト の オプ ジェ クト コー ド と ソー スラ イン の 間 に は ,。 他 の ステ ー ト メ 
ント と の 区 別 を する た め に ^C” を 表示 し ます . リス ト フ ォ ー マ ッ ト の 詳細 に つい て は リス ティ 
ング 制御 命令 を 参照 し て くだ さい . 
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NAME (モジ ュー ル 名 定義 ) 

機能 モジ ュー ル 名 を 定義 し ます 。 

NAME ( < モジ ュー ル 名 ?〉) 

NAME ('MODUL 1 )) 

解 説 @ < モジ ュー ル 名 > は か っ こ ( ) と シン グル クォーテーション で 囲み ます 。 モジ ュー ル 名 は 先 
頭 6 文字 まで が 有効 で す . 


@ モジュール 名 は TITLE 擬似 命令 で も 定義 むす る こと が で きま す . NAME お よび TITLE 擬似 命 
令 の 両方 を 指定 し て いな い 場 合 ,。 モジ ュー ル 名 は ソー ス フ ァ イル の ファ イル 名 が 設定 され ます . 
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.RADIX (基数 指定 ) 

定数 の 入力 基数 を 指定 し ます . 

.RADIX < 式 > 

_RADIX 2 

@ 定数 の デフ ォ ル ト の 入力 基数 は 10 進 で す が , 2 進 16 進ま で の 館 囲 で 入力 基数 を 任意 の 底 に 変 


更 す る こと が で きま す 。 


@ < 式 > は 216 の 10 進数 の 定数 で す . 
@ .RKADIX は アセ ンプ ブル リ スト の 基数 は 変更 し ませ ん . また 生成 コー ド の 値 は 16 進 基数 で す . 
@ .RADIX で 指定 し た 基数 と 異な る 基数 を 用 いる 場合 は 3. 4. 1 で 説明 し て いる 表記 法 を 使っ て 


くだ さい . 


アセ ンプ ブル 結果 
0000′ 14 
0002 
0001′ 1E 
0010 
0002” CF 
0008 
0003 3B 
000A 
0004′ 10 
0005” 0C 


DEC : 


BIN : 


HEX : 


OCT : 


DECI : 
HEXA : 


DEC : 


BIN : 


HEX : 


OCT : 


DECI : 
HEXA : 


DB 
. RADIX 
DB 
. RADIX 
DB 
. RADIX 
DB 
. RADIX 
DB 
DB 


DB 
. RADIX 
DB 
. RADIX 
DB 
. RADIX 
DB 
. RADIX 
DB 
DB 


UP TL LT マー5.2 


20 

2 
00011110 
16 

0CF 


00011110 
16 
0CF 


.REOUEST (リン クロ ー ド 要求 ) 





外部 シン ボル に 対応 する シン ボル を 定義 し て いる 外部 モジ ュー ル の リン クロ ー ド を 要求 し ます . 
. REOUEST < ファ イル 名 > [, < ファ イル 名 >] 
. REOUEST SUBR 1 


@ REQUEST は リン クロ ー ド に 対す る 要求 で す . リン クロ ー ダ は エク スタ ー ナ ル シ ン ボル 
(EXTRN や < シン ボル > : : ) の 参照 を 解決 する た め に < ファ イル 名 > で 指定 し た モジ ュー ル 
を 検索 し 。 対応 する シン ボル が あれ ば 追加 モジ ュー ル と し て ロー ド し ます . 

@ < ファ イル 名 > に は ,。 ドラ イブ 指定 。 拡張 子 を 指定 し ませ ん . また , < ファ イル 名 >〉 の 長 さ は 7 
文字 まで で す . 

@ 文例 で は リン クロ ー ド 時 に エク スタ ー ナ ル シ ン ボル に 対応 する PUBLIC シン ボル が ロー ド 済 
の モジ ュー ル に な い 場 合 , SUBR 1 を 検索 し ます . 
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リス ティ ング 提 似 命令 
リス ティ ング 擬似 命令 は アセ ンプ ルリ スト の プリ ント に 関す る 擬似 命令 で す . 


フォ ー マ ッ ト 制 御 
アセ ンプ ルリ スト の ペー ジブ プレ ー ク , タイ トル , お よび サブ タイ トル を 指示 し ます . フォ ー マ ッ ト 制 御 擬似 
命令 は 次 の と お り で す . 
PAGE プ $EJECT 
TITLE 
SUBT ユ エエ L ノ /$TITLE 


一 般 リ ステ ィング 制御 
アセ ンプ ブル リス ト の 出力 ノ 抑 止 を 指定 し ます . 特に 指定 を し な く て も プロ グラ ム の 先頭 で . LIST を 指定 し た 
も の と みな し ます . 一 般 リ ステ ィング 制御 擬似 命令 は 次 の と お り で す . 
. LIST 
4 月 に 7 


楽 件 リス ティ ング 制御 
偽 条 件 プロ ッ ク 内 に 含ま れる ステ ー ト メン ト の アセ ン ブ ル リ スト の 出力 抑止 を 指定 し ます . 
4.5 の スイ ッ チ に 関す る 記述 も 参照 し て くだ さい . 条件 リス ティ ング 制御 擬似 命令 は 次 の と お り で す . 
. SFCOND 
.LFCOND 
. TFCOND 


マク ロ 拡 張 リ ステ ィング 制御 
拡張 リス ティ ング 擬似 命令 は マク ロ お よび REPT, IRP, IRPC で 展開 する ステ ー ト メン ト の リス ティ ング を 

制御 し ます . 拡張 リス ティ ング 制御 擬似 命令 は マク ロ ま た は リピ ー ト プ ブロック 内 の ステ ー ト メン ト に 対し て 有 
効 で す . 指定 が な い 場 合 は .XALL を 指定 し て いる も の と みな し ます . マク ロ 拡 張り ステ ィング 制御 擬似 命令 
は 次 の と お り で す .。 

.LALL 

. SALL 

AL 


CREF 情報 出力 制御 擬似 命令 
CREF 情報 出力 制御 擬似 命令 は クロ スリ ファ レン ス 情 報 を クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル へ 出力 する か 抑止 
する か を 指定 し ます . 本 擬似 命令 は MSX・M-80 スイ ッ チ ン C を 指定 し な いか ぎり 効果 は あり ませ ん . 
CREF 情報 出力 制御 擬似 命令 は ソー スプ ログ ラム の 任意 の 位置 に 指定 し ,。 プロ グラ ム の 必要 な 部 分 に つい て 
の クロ スリ ファ レン ス 人 情報 を 出力 する こと が で きま す . CREF 情報 出力 制御 擬似 命令 は 次 の と お り で す 。 
.CREF 
.XCREF 
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PAGE/$EJECT (フォ ー ム フィ ー ド ) 








アセ ンプ ブル リ スト の 改 ペ ー ジ を 行い ます . 
PAGE < 式 > 
$EJECT 
文 例 $EJECT 58 
解 説 @ 改 ペー ジ を 行い フォ ー ム フィ ー ド 擬似 命令 以降 の ステ ー ト メン ト を 次 ペー ジ か ら プ リン ト し ま 
す 。 MSX・M-80 は ペー ジ の 終り の リス ティ ング ファ イル 内 に フォ ー ム フィ ー ド 文字 を 置き ま 
す . 
@ < 式 > は 改 ペ ー ジ 後 の 1 ペー ジ に 出力 する 行 数 を 指定 し ます . < 式 > は 10 て 255 の 数 値 で す . デ 
フォ ルト の 行 数 は 50 行 プ 1 ペー ジ で す . 
TITLE (タイ トル ) 
アセ ンプ ルリ スト に プリ ント する タイ トル を 指定 し ます . 
TITLE < テキ スト > 
文 例 TITLE PROG1 
解 説 @ [IILE は アセ ンプ ブル リ スト の 各 ペ ー ジ の 最初 の 行 に プリ ント する タイ トル を < テキ ス ト > で 指 


定 し ます .。 1 つの モジ ュー ル に 2 つ 以 上 の TITLE を 指定 する と Q エ ラー と な り ま す . 

@ 同 じ モ ジュ ー ル 内 に NAME 擬似 命令 を 使用 し て いな い 場 合 ,、 く < テキ スト > の 先頭 6 文字 を モジ 
ュー ル 名 と し て 設定 し ます . TITLE, NAME 擬似 命令 が な い 場 合 , ソー ス フ ァ イル 名 を モジ 
ュー ル 名 と し て 設定 し ます 。 

@ 文例 は アセ ン ブ ル リ スト の 各 ペ ー ジ の 最初 の 行 に PROG1 と いう タイ トル を プリ ント し , 
NAME 擬似 命令 が モジ ュー ル 内 に な けれ ば モジ ュー ル 名 を PROG1 に 設定 し ます . 
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SUBTTL/$TITLE (サブ プ タ イ トル ) 


只 | 殿 
ドコ! 回 


アセ ン ブ ル リ スト に プリ ント する サ プ タ イト ル を 指定 し ます . 


SUBTTL 〈 テ キス ト > 
$TITLE ( < テキ スト >)) 


SUBTTL SPECIAL 1/0 ROUTINE 


SUBTTL 


@ SUBTTL し は アセ ンプ ブル リス ト の 各 ペ ー ジ の タイ トル の 次 の 行 に プリ ント する サブ タイ トル を 
指定 し ます . 
@ < テキ スト >〉 の 60 文字 以降 は 無視 し ます . 1 つの モジ ュー ル に 任意 の 数 の SUBTTL を 指定 す 
る こと が で きま す 。 
既に SUBTTL を 指定 し て いる 場合 , 前 の SUBTTL で セッ ト し た < テキ スト > は 最新 の 
SUBTTL の < テキ スト > で 置き 換わり ます . 既に 指定 し て いる サブ タイ トル の プリ ント を 解除 
する 場合 は < テ キス ト > の 指定 を 省略 し て くだ さい . 
@ 文例 の 最初 の SUBTTL に より , サブ タイ トル SPECIAL 1/O ROUTINE が アセ ン ブ ル リ 
スト の 各 ペ ー ジ の 先頭 に プリ ント され ます 。 2 番目 の SUBTTL は サブ プ タ イト ル の プリ ント を 
解除 し ます (空白 の サ プ タ イト ル が プリ ント され ます ), 


ドミ ー9 


.LIST (リス ト ) 


. LIST 以降 の ステ ー ト メン ト に つい て アセ ンプ ブ ルリ スト を 出力 し ます . 
| 書 式 | .LIST 


・ 
.XLIST ij listing suspended here 
s 生ま jisSting resumes here 


@ LIST は アセ ン ブ ル 開 始 時 の デフ ォ ル ト 状 態 で す 。 
@ MSX・M-80 コマ ンド で リス ティ ング ファ イル を 指定 し た 場合 に , 指定 し た ファ イル に リス ト 
を 軸 内 し ます 。 
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.XLIST (リス ト 抑 止 ) 





.XLIST 以降 の ステ ー ト メン ト の アセ ンプ ブル リス ト の 出力 を 抑止 し ます . 


.XLIST 
" 


.XLIST  : ISting suspended here 


.LIST  :IiSting resumes here 


@ ア セン ブル 開始 時 の デフ ォ ル ト は . LIST 状態 で す . . XLIST を 指定 する と, ソー スス テー トメ 
ント お よび 生成 し た オプ ジェ クト コー ド は プリ ント され ませ ん .。 .XLIST は 指定 する まで の ス 
テー トメ ント に 対し て 有効 で す . 
@ . XLIST を 指定 する と . LIST 擬似 命令 以外 の リス ティ ング 擬似 命令 の ステ ー ト メン ト を 無視 
し ます . し た が っ て . LIST 以外 の リス ティ ング 擬似 命令 が あっ て も 無効 で す . 


りや エエ も TTY\ー88 


.PRINTX (コン ソー ル メ ッ セ ー ジ 表示 ) 


アセ ンプ ブル 中 , < テキ スト 〉 を コン ソー ル に 表示 し ます . 
[ 書 式 | .PRINTX < 区 切り 記号 〉 < テキ スト > < 区 切り 記号 > 


文 例 1) .PRINTX * Assembly half done * 
2) IF1 
.PRINTX * Pass1 done*  : pasSs 1 message only 
ENDIF 
IF2 
.PRINTX ※* Pass 2 done * : Pass 2 message only 
ENDIF 


@ . PRINTX は < 区 切り 記号 > に は さま れ た < テキ スト > を アセ ン ブ ル 時 に コン ソー ル へ 表示 し 

ます 。 

@ . PRINTX 以降 の 空白 以外 の 最初 の 文字 を < 区 切り 記号 > と みな し ます . また , < 区 切り 記号 > 
か ら 次 の < 区 切り 記号 > まで が < テキ スト > で す . 

@ . PRINTX は 長 時 間 か か る 場合 に アセ ンプ ブル の 進行 状況 を 表示 し た り , アセ ンプ ルス イッ チ と 
し て 条件 値 を 表示 する と き に 役立ち ます . 

@ .PRINTX は パス 1, パス 2 の 両 パ ス で それ ぞ れ < テキ スト > を コン ソー ル へ 表示 し ます . ど 
ちら か の パス で の み 表 示 を し た い 場 合 , IF1, また は IF2 擬似 命令 を 使用 し て くだ さい . IF1 お 
よび IF2 に つい て は 条件 擬似 命令 を 参照 し て くだ さい . 
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.-SFCOND (信条 件 抑止 ) 


偽 条 件 プ ブロック の アセ ンプ ブ ルリ スト 出力 を 抑止 し ます . 
. SFCOND 
. SFCOND 


@ SFCOND は MSX・M-80 の スイ ッ チ グ X に 関係 な く , 以後 の 偽 条 件 プロ ッ ク の アセ ン ブ ル リ 
スト の 出力 を 抑止 し ます . 

@/X ス イッ チ を 指定 し な い 場 合 , 偽 条 件 プロ ッ ク に 対す る リス ティ ング 制御 擬似 命令 が な けれ 
ば 信条 件 プロ ッ ク の アセ ンプ ブル リ スト が 出力 され ます . また , プ X スイ ッ チ を 指定 する と 信条 
件 プロ ッ ク の アセ ンプ ブル リス ト は 出力 され ませ ん . 


.LFCOND (信条 件 出力 ) 


偽 条 件 ブロ ッ ク の アセ ンプ ブル リ スト を 出力 し ます . 
.LFCOND 
.LFCOND 


@ LECOND は MSX・M-80 の スイ ッ チ グ X に 関係 な く 以後 の 偽 条 件 の プロ ッ ク の アセ ンプ ブル 
リス ト が 出力 され ます . 

@ メス イッ チ を 指定 し な い 場 合 。 偽 条 件 プロ ッ ク に 対す る リス ティ ング 制御 擬似 命令 が な けれ 
ば 偽 条 件 プ ブロック の アセ ン ブ ル リ スト は 出力 され ます . また , プ X スイ ッ チ を 指定 する と 偽 条 
件 プ ブロック の アセ ンプ ブ ルリ スト は 出力 され ませ ん . 


り UTFT 1 エ ザ ー6 り 


. TFCOND (トグル リス ティ ング 偽 条 件 ) 


ノ X スイ ッ チ の 有無 に より 偽 条 件 プ ブロック の アセ ンプ ブ ルリ スト の 出力 を 決定 する . また , 
. TFCOND の 指定 を する た びに 出力 ノ 抑 止 を 反転 する . 


. TFCOND 
. TFCOND 


@ 偽 条 件 プロ ッ ク の リス ティ ング 制御 が 未定 の 部 分 は 。 2 つの . TFCOND で 囲ん で お く 事 に よ 

り , 次 の よう な 効果 を 得る こと が で きま す . 

a. ノ ヌ を 指定 する 時 , 奇数 番目 の . TFCOND と その 次 の . TFCOND まで の 間 の 偽 条 件 プロ 
ッ ク の アセ ンプ ブ ルリ スト は 出力 され , 偶数 番目 の . TFCOND と その 次 の . TFCOND まで 
の 間 の 信条 件 プロ ッ ク の 出力 は 抑止 され ます . 

b. ノ X を 指定 し な い 時 , 奇数 番目 の . TFCOND と その 次 の . TFCOND まで の 間 の 信条 件 ブ 
ロッ ク の アセ ンプ ブル リス ト の 出力 は 抑止 され , 偶数 番目 の . TFCOND と その 次 の . 
TFCOND まで の 間 の 偽 条 件 プロ ッ ク は 出力 され ます . 

@ プ XX スイ ッ チ を 指定 し な い 場 合 , 偽 条 件 プロ ッ ク に 対す る リス ティ ング 制御 擬似 命令 が な けれ 

ば 偽 条 件 プロ ッ ク の アセ ンプ ブル リス ト は 出力 され ます . 

また , プ メス イッ チ を 指定 する 場合 , 偽 条 件 プロ ッ ク に 対す る リス ティ ング 制御 擬似 命令 が な 

けれ ば 信条 件 プロ ッ ク の アセ ンプ ブル リス ト は 出力 され ませ ん . 
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.LALL 

機 能 | マク ロ お よび リピ ー ト プ ブロック の 展開 部 分 を アセ ンプ ブル リス ト に 出力 し ます . 

.LALL 

.LALL 

@ オ プ ブ ジ ェクト コー ド を 生成 する ステ ー ト メン ト か 否 か に か か わら ず 。 マ クロ お よび リピ ー ト プ 

ロッ ク の 展開 部 分 の すべ て の ステ ー ト メン ト を アセ ンプ ルリ スト に 出力 し ます 。. 

. ALL 

マク ロ お よび リピ ー ト プ ブロッ ク の 展開 部 分 の うち オプ ジェ クト コー ド を 生成 する ステ ー ト メン ト 
を アセ ンプ ルリ スト に 出力 し ます . 

.XALL 

.XALL 

@ 拡 張り ステ ィング 制御 擬似 命令 の 指定 が な い 場 合 は . XALL を 指定 し て いる も の と みな し ます . 

. SALL 

- 機 能 | マク ロ お よび リピ ー ト ブロ ッ ク の 展開 部 分 の アセ ンプ ブル リス ト へ の 出力 を 抑止 し ます . 

. SALL 

.SALL 
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. CREF (クロ スリ ファ レン ス 作 成 ) 





クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル を 作成 し ます . 
. CREF 
文 例 .、CREF 
@. CREF 以降 . XCREF の 指定 を する まで クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル が 作成 され ます . 
@. CREF は デフ ォ ル ト の 状態 で す の で , . XCREF 擬似 命令 を 使用 し た 後 で クロ スリ ファ レン 
ス ・ フ ァイル の 作成 を 再開 する と き に 使用 し て くだ さい . 
@. CREF の 機能 は MSX・M-80 の コマ ンド に グ C ス イッ チ を 指定 し た と き に 有効 で す . 
. XCREF (クロ スリ ファ レン ス 抑 止 ) 
[ 機 能 | クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル の 作成 を 抑止 し ます . 
| 書 式 | . XCREF 
| 文 例 | . XCREF 
@. XCREF は . CREF 擬似 命令 の 指定 を 解除 し ます .. XCREF 以降 . CREF の 指定 を する まで 


の 部 分 の クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル は 作成 され ませ ん . . XCREF を 使用 する こと に よっ て 
クロ スリ ファ レン ス 情 報 の 作成 を 指定 し た 部 分 だ け 抑止 する こと が で きま す . 

@. CREF と .XCREF は MSX・M-80 の コマ ンド に プ C スイ ッ チ を 指定 し た と き に 有効 で す . こ 
の た め 通 常 の リス ティ ング ファ イル (クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル で は な い ) を 出力 させ る 
場合 に は , MSX・M-80 の コマ ンド に プ C スイ ッ チ を 指定 し な い だ け で よく ,。 .XCREF を 使う 
必要 は あり ませ ん . 
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3.7 マク ロ 機 能 


マク ロロ 機能 を 使用 し て , プロ グラ ム 中 頻繁 に コー ディ ング する 部 分 を あら か じ め マ クロ と し て 定義 し , プロ 
グラ ム 中 の 任意 の 場所 で 何 回 で も 呼び 出し て 展開 する こと が で きま す . マク 機能 に より , 同じ コー ディ ング 
を 繰り 返す 必要 が な く な り ま す . 

マク ロ 機 能 に は 反復 擬似 命令 (REPT, IRP, IRPC) を 含み ます ,. また , マク ロ の ネス ト (マク ロ の 中 で 別 
の マク ロ を 呼び 出し , 展開 する こと ) の 深き は メモ リ 領 域 の 大 き さ で の み 制 限 さ れ ま す . 


マク ロ の 定義 


マク 定義 は MACRO ステ ー ト メン ト で 始め 。 ENDM で 終了 し ます . マク ロロ 定義 に 対す る オプ ジェ クト コ 
ー ド は 生成 され ませ ん . マク ロ 定 義 後 マク タロ を 呼び 出す と , 呼び 出し た 位置 に マク ロ の 展開 を 行い , 展開 ステ 
ー ト メン ト の オプ ジェ クト コー ド が 生成 され ます . 


UTILITY-ー64 


MACRO ン ENDM (マク ロロ 定義) 


マク ロブ ロッ ク を 定義 し ます . 
< マク ロ 名 > MACRO [< ダミ ー> [, < ダミ ー>... ]] 


ENDM 


解 説 @ MACRO ステ ー ト メン ト 以 降 ,」 ENDM まで の ステ ー ト メン ト を マク ロ と し て 定義 し ます . 
@ < マク ロ 名 > は 定義 むす る マク ロ の 名 前 で す . < マク ロ 名 > の 長 さ は 任意 で す が , 先頭 16 文字 が 
有効 で す . マク ロ を 定義 し た 後 (ENDM ステ ー ト メン ト 以 降 )、 マク ロ は 〈 マ クロ 名 > を オペ 
レー ショ ン フ ィ ー ル ド に 指定 し て 呼び 出し 展開 する こと が で きま す . 
< マク ロ 名 > は シン ボル の 規則 に 従い ます . 
@ < ダミ ー> は マク ロロ 定義 の 6 プロ ッ ク 内 で 使用 し て いる < ダミ ー> が マク ロ 呼 び 出し 時 の < パラ 
メー タ > で 置き 換わり ます 。 
< く ダ ミー> は 32 文字 まで の 文字 列 で す . また , < ダミ ー> の 数 は 一 行 に 入る まで いく つ で も 指定 
で きま す 。 く <〈 ダ ミー> と 〈 ダ ミー> と の 間 は カン マ (。 ) で 区 切り ます 、 


プログラム MOVE MACRO 欠 、 Y 
MOV HL Y 
MOV XX, HL 
ENDM 
呼び 出し 例 
MOVE AREA2, AREA1 
アセ ンプ ブル 結 果 
MOVE 
十 MOV HL AREA1 
十 MOV AREA2, HL 
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マク ロ の 呼び 出し 


マク ロ の 呼び 出し は マク ロ 定 義 後 プロ グラ ム の 任意 の 場所 で 行う こと が で きま す . マク ロ の 呼び 出し の 後に 
マク ロ 定 義 を する と エラ ー と な り ま す . 呼び 出し の 形式 は 次 の と お り で す . 


< マク ロ 名 > [< パラ メー タ >〉 [, 〈 パ ラメ ー タ >.. ]] 


@ 〈 マ クロ 名 > は MSX・M ステ ー ト メン ト で 定義 し た < マク ロ 名 > で す . 

@ 〈 バ パラ メー タ > は MSX・M ステ ー ト メン ト の 〈 ダ ミー> と 左 か ら 順 番 に 対応 し て いま す . 

@ 〈 バ パラ メー タ > の 数 は 任意 で す が , く < く パ ラメ ー タ > の 並び は 一 行 以内 に 収まら な く て は な り ま せん ., ま 
だ 。 パラ メー ゲ う 2 と < く パ ラウラ メー クタ > と の 間 は カン シマ (。) で 区 切り ます 。 

@ カ ンマ で 区 切っ た < パラ メー タ > を 山形 か っ こ (< >) で 囲む と , 山形 か っ こ 内 の すべ て の 項目 を 単 一 の 
(パラ メー タダ > と し で 扱い まず 。 


FGO 。 424345 …… 5 つの パラ メー タ と し て 扱い ます 。 
FOO <〈1.2.3.4.5> 。 …… 1 つの パラ メー タ と し て 扱い ます . 


@ < パラメータ > の 数 と MACRO ステ ー ト メン ト の < ダミ ー> の 数 は 一 致し な く て も 構い ませ ん .。 パラ 
メー タ > の 数 が < ダミ ー> の 数 より 多い 場合 。 余っ た 〇 パラメータ >〉 は 無視 され ます .。 また パラ メー 
タ > の 数 が < ダミ ー> の 数 より 少な い 場 合 , 不足 し て いる < パラ メー タ > を 空白 と みな し ます . 


プロ グラ ム EXCHNG MACRO XY 
PUSH X 
PUSH Y 
POP X 
POP MM 
ENDM 

呼び 出し 例 

LDA 2FH 
MOV HL, A 
LDA 3FH 
MOV DE, A 


EXCHNG HL DE 


UTF LT TE アー66 


アセ ンプ ブル 結果 


0000' 
000 ざ 
0004 
0007 


0008' 
0009 
000A' 
000B" 


3A002F 
67 
3A003F 
57 


ES 
D5 
E1 
D1 


+ 填 十 十 


LDA 
MOV 
LDA 
MOV 
EXCHNG 
PUSH 
PUSH 
POP 
POP 


けり LTUTPm67 


2FH 
HL, A 
3FH 
DE, A 
HL, DE 
HL 

DE 

HL 

DE 
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反復 撫 似 命令 


反復 擬似 命令 は 反復 プロ ッ ク を 反復 擬似 命令 の 位置 に 指定 し た 回 数 だ け く り 返 し 展開 し ます . 
反復 プロ ッ ク の 展開 は REPT, IRP。 また は IRPC ステ ー ト メン ト で 始め 。 ENDM, また は EXITM で 終了 
し ます . マク ロ と 反復 擬似 命令 と の 違い は 次 の と お り で す . 


@ マク ロ は マク ロブ ロッ ク を あら か じ め 定 義 し て お き , あと で 必要 な 場所 で 何 回 で も 呼び 出し て 展開 す 
る こと が で きま す 。 反復 擬似 命令 は 反復 プロ ッ ク を 反復 擬似 命令 の 位置 に くり 返し 展開 し ます . 他 の 
場所 か ら 呼 び 出 すこ と は で きま せん . 

@ マク ロ で は マク ロ 呼 び 出し 時 に パラ メー タ を 指定 する こと に よっ て , 展開 する マク ロ を 変更 する こと 
が で きま す 。, 


り T よ も TTYー6 8 


REPT ン ENDM (反復 ) 


機 能 反復 プ ブロッ ク を 指定 し た 数 だ け く り 返 し 展開 し ます . 


書 式 REPT < 式 > 


ENDM 


@ REPT と ENDM ステ ー ト メン ト 間 の 反復 プロ ッ ク を < 式 > の 回 数 だ け く り 返 し 展開 し ます . 
@ < 式 > は 16 ビッ ト の 符号 な し 整数 と し て 評価 され ます (< 式 > の 値 は 1 て 65535) 
@ < 式 > が エク スタ ー ナ ル シ ン ボル で あっ た り 定 義 し て いな い 項 目 で ある 場合 に は エラ ー と な り 


ます 。 
タ ョ クッ ぅ | 0000 X SET 0 
REPT 10 : generates DB1 -DB10 
X SET 拓 キ さ は 
DB X 
ENDM 
0000 01 中 DB X 
0001 02 中 DB X 
0002” 03 邊 DB X 
0003′” 04 ギ ギ DB X 
0004′ 05 キ DB X 
0005′" 06 中 DB X 
0006′ 0Z 中 DB X 
0007′ 08 事 DB X 
0008′ 09 こ DB X 
0009′ OA 中 DB X 
END 


UTILITY-69 
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IRP て ENDM (反復) 





反復 プロ ッ ク を 指定 し た パラ メー タ に 従っ て くり 返し 展開 し ます . 


IRP < ダミ ー>, << パ ラメ ー タ >〉 [, < パラ メー タ >. . , ]> 


ENDM 


@eIRP と ENDM ステ ー ト メン ト 間 の 反復 プロ ッ ク を く 〈 く パラメータ > の 数 だ け く り 返 し 展開 し ま 
す 。 また だ た, 展開 中 に 反復 プロ ッ ク に 含ま れる < ダミ ー> を 展開 回 数 に 従っ て 左側 か ら の パラ 
メー タ >〉 で 順次 置き 換え ます . 

@ < パラ メー タ > は 山形 か っ こ で 囲み ます . 

@ < パラメータ >〉 が な い 場 合 (  ), 反復 プロ ッ ク は < ダミ ー> を 取り 除い て 1 回 だ け 展 開 し 


ます . 
IRP 炎 。 く (1 2。3。 4 5 6, 7 8 9.10〉 
DB X 
ENDM 
0000' 01 中 DB 1 
0001” 02 DB 2 
0002” 03 中 DB づ 
0003 04 es DB 4 
0004′ 05 中 DB ら 
0005′” 06 キキ DB 6 
0006' 07 上 DB 7 
0007′ 08 す DB 8 
0008' 09 十 DB 9 
0009'′ 0OA キヤ DB 10 


UTILITY-70 


前 の 例 を MACRO 定義 内 で 使用 する 場合 


FOO MACRO X 

IRP Ta て く 和え 2 

DB MM 

ENDM 

ENDM 

FOO (1。 2、 3。 4。 5 6 ん る 上 30》 
0000′ 01 DB 
0001” 02 キキ DB 2 
0002” 03 生 DB 3 
0003′ 04 DB 4 
0004′ 05 中 DB に ) 
0005′ 06 ギ DB 6 
0006' 07 DB 7 
0007′ 08 叶 DB 8 
0008 09 キ DB こ 
0009′ 0OA DB 10 


マク ロロ 呼び出し の 時 の < パラ メー タ 〉 は 角 か っ こ で 囲ん で いる の で 単 一 の パラ メー タタ と し て 扱 か 
われ ます . 角 か っ こ は マ クロ の 展開 時 に 取り 除 か れ , IRP の パラ メー タ 内 の X と 置き 換わり ます . 


まま ok 上 まき 
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IRPCCENDM (反復 ) 





反復 ブロック を 指定 し た 文字 列 に 従っ て くり 返し 展開 し ます . 
IRPC < ダミ ー>, < 文字 列 〉 


ENDM 


@ IRPC と ENDM ステ ー ト メン ト 間 の 反復 プ ブロック を < く 文 字 列 > の 文字 数 だ け く り 返 し 展開 し ま 
す . また , 反復 プロ ッ ク に 含ま れる < ダミ ー> は 展開 中 に 展開 回 数 に 従っ て 左側 か ら < 文字 列 ) 


中 の 文字 で 順次 置き 換え られ ます . 
IRPC X。 0123456789 
DB X 
ENDM 
0000' 00 十 DB 0 
0001' 01 二 DB 1 
0002' 02 す DB 2 
0003′ 03 二 DB 3 
0004′ 04 士 DB 4 
0005'′ 05 二 DB 5 
0006' 06 士 DB 6 
0007'′ 07 十 DB 7 
0008'′ 08 十 DB 8 
0009′ 09 二 DB 9 


UT 上 THT※ー7 2 


マク ロ や 反復 ブロッ ク の 展開 を 終了 し ます . 
EXITM 


@ EXITM を 条件 擬似 命令 と 組み 合わ せ て 使用 する こと に より , マク ロ や 反復 プロ ッ ク の 展開 を 
展開 時 の 条件 に よっ て 途中 で 終了 する こと が で きま す . 

e EXITM を アセ ンプ ブル する と マク ロ や 反復 プ ブロック の 展開 を 中 止 し , 残り の 展開 に つい て の オ 
プ ジ ェ クト コー ド 生 成 を 行ない ませ ん . 

@ EXITM を 含む プ ブロック が 他 の プロ ッ ク の 中 の 入れ 子 に な っ て いる 場合 , 外側 の プロ ッ ク の 展 
開 は 続行 し ます . 


FOO MACRO X 

部 SET 0 
REPT X 

LM SE T 1 
IFE ャ ーーOFEPM: feet Y 
EXITM ・f true, exit REPT 
ENDIF 
DB Y 
ENDM 


FOO マク ロ は 呼び 出し ステ ー ト メン ト で 指定 し た 数 だ け バ イト 定義 を 展開 し ます . 定義 内 容 は 
01 か ら の 昇順 で す . 呼び 出し 時 に 255 より 大 きい 数 を 指定 し て も , 255 以降 の 展開 は し ませ ん . 


は た ドー ザ (9 
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ロロ 


LOCAL (マク ロ シ ン ボル ) 





弄 | 内 障 障 
吉 国 叶 央 


マク ロ 展 開 時 に マク ロ 定 義 中 の < ダミ ー> を ..0000 か ら ..FFFF の 重複 し な い シ ン ボ ル に 置き 換 
えて 展開 する よう 指示 し ます . 


LOCAL < ダミ ー> [, < ダミ ー> …] 
LOCAL A, B, C 


@ LOCAL は マク ロ 定 義 中 で の み 使 用 し ます . 

@ マク ロ 定 義 中 に LOCAL で 指定 し た < ダミ ー〉 を シン ボル と し て 使用 し て いる ステ ー ト メン ト 
が あれ ば , モジ ュー ル 内 で 重複 し な い ..0000 か ら ..FFFEF の シン ボル に 置き 換え て 展開 され ま 
ず 。 

@ LOCAL ス テー トメ ント は マク ロロ 定義 の 最初 に 指定 し な けれ ば な り ま せん (MACRO ステ ー ト 
メン ト の 次 の ステ ー ト メン ト ). 

@ 上 LOCAL ステー トメ ント は シン ボル を 自動 的 に 作成 する の で ,。 マク ロ 内 で の ラベ ル の 定義 。 参 
照 を する と き な ど に 便利 で す . 

@ LOCAL ス テー トメ ント は ..0000 か ら ..FFFFE まで の シン ボル を 定義 むす る の で 。 プロ グラ ミ 
ング 時 に ..0000 か ら ..FFFEF まで の シン ボル を 定義 し な いよ うに し て くだ さい . 


FOO MACRO NUM,Y 
LOCAL A,B,C,D,E 
A : DB 7 
B : DB 8 
だ DB 生 
D : DB Y 補 は 
史 . 5 DW NUM 十 1 
JMP A 
ENDM 
FOO 0C00H,0BEH 
0000'′ 07 填 .0000: DB 7 
0001′ 08 土 ..0001 : DB 8 
0002' BE 十 ..0002 : DB 0BEH 
0003'′ BF 填 ..0003 : DB 0BEH 十 1 
0004'′ 0C 01 填 ..0004 : DW 0C00H 十 1 
0006'′ C3 0000' 二 JMP .. 0000 
END 


り UTLF エ Yー7 4 


特殊 な マク ロロ 演算 子 
マク ロロ 定義 中 で は 次 の よう な 特殊 な 演算 子 を 使う こと が で きま す . 


ーー テキ スト や シン ボル の 連結 

3 展開 が 行わ れ な い コ メン ト 

OR 感嘆 符 の 次 の キャ ラク タタ を 文字 通り アー ギュ メン ト し て 扱 か う . 
6 式 を 現在 指定 され て いる 基数 で 表わす 数 に 変換 する . 


ーー 


ULT ミー( 5 
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& 
テキ スト また は シン ボル を 連結 し ます . 
文 例 1) PROC&X EQU $ 
2) MVI B, '&X/ 
@ 必 は マク ロ 呼 び 出 し ステ ー ト メン ト で は 使用 で きま せん . 


シイ 
ロ 


@ 引 用 符 で 囲ま れん た スト リン グ 内 で ダミ ー パ ラメ ー タ を 使う 場合 , また , シン ボル の 一 部 と し て 
ミー パラ メー タク を 使う 場合 (文字 列 と ダミ ー を 連結 する 場合 ) に ダミ ー の 直前 に & を 置き ま 
す . 交 が な いと き 。 展開 時 に ダミ ー パ ラメ ー タ と の 置き 換え を 行い ませ ん . 


ERRGEN MACRO X 
ERROR&X : PUSH B 
MVI B, &X* 
JMP ERROR&X 
ENDM 
呼び 出し 例 
ERRGEN  A 
ERROR&A : PUSH B 
MVI BA' 
JMP ERROR&A 


EL ジャー 


展開 を 行わ な い コ メン ト 、. 
MVI B, &X“ ・ ・COMMENT 


@ マ クロ 定義 中 , ( : : ) 以降 を 展開 し な い コ メン ト と し て 扱い ます 。.LALL 擬似 命令 の 指定 後 
で も マク ロロ 展開 の リス ト に は プリ ント され ませ ん . 
@ セ ミコ ロン 1 つ (: ) の コメ ント は マク ロロ 展開 の リス ト に プリ ント され ます . 


DBGEN MACRO X 
t ョ 避 生 GENERATION 
\ SET 0 

REPT X 
間 SET X 十 1 
「 玉 ※ 玉 水玉 

DB X 

ENDM 

ENDM 
呼び 出し 例 

DBGEN 3 
「※※ 洲 玉 玉 

DB Y 
「※※ 玉 玉 玉 

DB Y 
「※※*※ 六 六 

DB 衝 
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アー ギュ メン ト や パラ メー タ 中 の 感嘆 符 の 次 の キャ ラク タ を 文字 通り アー ギュ メン ト と し て 扱い 


ます . 


IRP 


@ 1 : は <〈: > と 同じ で す 。 


IRP 
DB 
ENDM 
DB 
DB 
DB 
DB 


机 香 UI( 





マラ 


- 


クロ の パラ メー タ と し て 指定 し た < 式 > を .RADIX 擬似 命令 で セッ ト し た 基数 に 従っ て 表わす . 


9% は 直後 に 続く 式 を 展開 時 の 基数 (. RADIX で 指定 し た 基数 . . RADIX の 指定 が な けれ ば 10 
進数 ) で 表わす 数 に 変換 し ます . マク ロ 展 開 時 に は 変換 後 の 数 が ダミ ー と 置き 換わり ます . 

9% は マク ロロ 呼び出し ステ ー ト メン ト の パラ メー タ に の み 使 用 で きま す . 

% を 使用 する 事 に より 。 パラ メー タ と し て 指定 し た テキ スト を ダミ ー と 置き 換え る だ け で な く 。, 
パラ メー タ に 値 を 持つ こと が で きま す . 

% に 続く 式 は , DS 領域 定義 擬似 命令 の 式 の 規則 に 従い ます . 式 は 絶対 値 で 評価 で き な け れ ば な 
り ま せん (リロ ケー タブ ル で な い 式 ). 


PRINTE MACRO MSG, N 
.PRINTX * MSG,。 N * 
ENDM 

SYM1 EQU 100 

SYM2 EQU 200 


PRINTE <SYM1 十 SYM2 =>, 9 (SYM1 十 SYM2) 
.PRINTX * SYM1 十 SYM2 三 300* 


% (SYM1+SYM2) は 式 の 値 を 計算 後 . ダミ ーN と 置き 換わり ます . % (SYM1+SYM2) の 代 


わり に 


(SYM1+SYM2) を 指定 する と 次 の ステ ー ト メン ト が 展開 され ます . 


.PRINTX * SYM1 十 SYM2 ニ (SYM1 十 SYM2) * 


UTILITY-7 9 
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楽 件 撫 似 命令 


条件 擬似 命令 は アセ ン ブ ル 時 の 特定 の 条件 を テス ト し, その 結果 に 応じ て コー ドブ ロッ ク を 生成 する か どう 
か を 決め ます . 条件 擬似 命令 の 形式 は 次 の と お り で す . 


IFxxxx [アー ギュ メン ト ] COND [アー ギュ メン ト ] 
[ELSE [ELSE 
] ・ 」 
ENDIF ENDC 
@ IFxxxx は 条件 を 終了 する た め に , ENDIEF と 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . また ,。 COND は 条件 


を 終了 する た め に , ENDC と 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . IFxxxx や COND に 対応 する ENDIF 
や ENDC が な い 場 合 , パス 1, パス 2 の 終了 時 に "Unterminated condition” の メッ セー ジ が 出力 き 
れ ま す . また , 対応 する IFxxxx が な い ENDIF, また は 対応 する COND が な い ENDC の 場合 。C 
シラー を 息 り ま す 。 

アセ ンプ ブラ は 条件 ステ ー ト メン ト の 真 偽 を 評価 し ます . 

評価 結果 が 真 で ある 場合 ,」 ELSE ステ ー ト メン ト が あれ ば IFxxxx。COND か ら ELSE まで の プロ 
ッ ク を アセ ン ブ ル し , ELSE 文 以降 ENDIF,、 ENDC まで の ブロ ッ ク を 無視 し ます . また 。ELSE ス 
テー トメ ント が な い 場 合 。 IFxxxx。COND か ら ENDIF, ENDC まで の ブロ ッ ク を アセ ン ブ ル し ま 
す . 

評価 結果 が 偽 で ある 場合 , ELSE ステ ー ト メン ト が あれ ば , IFxxxx。 COND か ら ELSE まで の プ 
ロッ ク を 無視 し , ELSE 以降 ENDIF,。ENDC まで の ブロ ッ ク を アセ ン ブ ル し ます ., また 。 ELSE ス 
テー トメ ント が な い 場 合 。 IFxxxx, COND か ら ENDIFE,、 ENDC まで の ブロ ッ ク を 無視 し ます . 
条件 ステ ー ト メン ト の 真 偽 の 評価 に つい て は 次 の ペー ジ に 述べ ます . 

条件 は 255 レベ ル ま で ネス ト (入れ 子 ) する こと が で きま す . 

条件 ステ ー ト メン ト 中 の アー ギュ メン ト は パス 1 で 解決 で きる も の で な けれ ば な り ま せん . IF, IFT, 
COND, お よび IFF, IFE の < 式 > は すでに 定義 きれ た 値 を 用 い , か つ < 式 〉> の 値 が 絶対 値 で な く て 
は な り ま せん 。 また, IFDEF, また は IFNDEF の アー ギュ メン ト 中 の シン ボル が IFDEF。 ま た は 
IFNDEF 以降 で 定義 S8 れ て いる 場合 , パス 1 で は 未定 義 と な り ま す が , パス 2 で 定義 済み と な り ま 
す . 

条件 擬似 命令 で は 偽 の 条件 が 成立 する 場合 , 真 の 条件 の 場合 と は 別 の コー ド を 生成 する た め に ELSE 
ステ ケー トドメ ン ト を 使う と と が で きま す 。 

ELSE は IFxxxx また は COND に 対し て 1 つ だ け 使 用 する こと が で きま す . 2 つ 以 上 の ELSE を も 
つ 条 件 。 ま た は 条件 が な い ELSE は じ エ ラー を 引き 起こ し ます . 


和 9 用 テー D 


IFxxxx ン ELSE ン ENDIF プ COND て ELSE て ENDC (条件) 


呈 
中 


中 
中 


中 | 中 届 | 唱 山 | 中 間 
2 誤 | 過 議員 誤 | 中 に 3 


章 
誤 


説 


IF < 式 > 
IFT < 式 > 
COND < 式 > 


@< 式 > が ゼロ 以外 の 値 に 評価 され た 場合 , 条件 は 真 と みな され 条件 プ ブロック 内 の ステ ー ト メン ト 
が アセ ン ブ ル さ れ ま す 。 


IFF < 式 > 

@< 式 > が 0 と 評価 され た 場合 。 条件 は 真 と みな され 条件 プロ ッ ク 内 の ステ ー ト メン ト が アセ ンプ 
ル さ れ ま す 。 

IF1 

@ ア セン ブル が パス 1 を 実行 中 の 場合 。 条件 は 真 と みな され 条件 プロ ッ ク 内 の ステ ー ト メン ト が 
アセ ンプ ブル され ます 。 IF1 は アー ギュ メン ト と し て の 式 を も ち ま せ ん 。 

IF2 

@ ア セン ブラ が パス 2 を 実行 中 の 場合 。 条件 は 真 と みな され 条件 ブロ ッ ク 内 の ステ ー ト メン ト が 
アセ ン ブ ル さ れ ま す 。 IF2 は アー ギュ メン ト と し て 式 を も ち ま せ ん . 

IFDEF < シン ボル > 

@< シ ン ボ ル > が 定義 きれ て いる か , また は 外部 に 宣言 され て いる 場合 。 条件 は 真 と みな され 条件 
プ ブロック 内 の ステ ー ト メン ト が アセ シブ ル さ れ ま す 。. 

IFNDEF < シン ボル > 


@< シ ン ボ ル > が 定義 きれ て いな いか , また は 外部 に 宣言 され て いな い 場 合 , 条件 は 真 と みな され 
条件 プロ ッ ク 内 の ステ ー ト メン ト が アセ ンプ ブル され ます . 


は よら Fm8 1 


環 | | 噂 
吉 | 時 


層 | 購 
誤 | 也 
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店 純 て アー ギュ メシ ト 〉 


@< ア ー ギ ュ メ ント > は 山形 か っ こ で 囲み ます . 

@〈 ア ー ギ ュ メ ント > が ブラ ンク ( 何 も 与え られ て いな い ) また は 空白 (2 つの 山形 カッ コ <) の 
中 に は 何 も 入 っ て いな い ) の 場合 。 条件 は 真 と みな され 条件 プロ ッ ク 内 の ステ ー ト メン ト が ア 
セン ブル され ます . 

@ IFB (お よび IFNB) は , 通常 マタ ロブ ロッ ク の 内 部 で 使用 され ます . IFB 擬似 命令 に 続く 式 
は た いて い ダ ミー シン ボル で す .。 マク ロ が 呼び 出さ れる と , ダミ ー は マク ロ 呼 び 出 し に よっ て 
渡さ れる パラ メー タ に 置き 換え られ ます . マク ロ 呼 び 出 し が IFB に 続く ダミ ー を 置き 換え る た 
め の パ ラメ ー タ を 指定 し な い 場 合 , 式 は プラ ンク と な り そ の プロ ッ ク は アセ ンプ ブル さ れ ま す . 


IFNB < アー ギュ メン ト > 


@〈 ア ー ギ ュ メ ント > は 山形 か っ こ で 囲み ます ., 

@ く < アー ギュ メン ト > が プラ ンク で な い 場 合 , 条件 は 真 と みな され 条件 プロ ッ ク 内 の ステ ー ト メン 
ト が アセ ン ブ ル さ れ ま す . 

@ IFNB (お よび IFB) は 通常 マタ ロブ ロッ ク の 内 部 で 使用 され ます . IFNB 擬似 命令 に 続く 式 
は た いて い ダ ミー シン ボル で す 。 マク ロ が 呼び 出さ れる と ダミ ー は マク ロロ 呼び 出し に よっ て 渡 
され る パラ メー タ に 置き 換え られ ます , マク ロ 呼 び 出 し が IFNB に 続く ダミ ー を 置き 換え る た 
め の パ ラメ ー タ を 指定 し な い 場 合 , 式 は プラ ンク と は な ら ず その プロ ッ ク は アセ ン ブ ル さ れ ま 


IFIBN 、 < デー ギュ メン ト 15。 (アー ギュ メン ト 2 


@< ア ー ギ ュ メ ント 1> お よび < アー ギュ メン ト 2> は 山形 か っ こ で 囲み ます . 

@ ス トリ ング 〈 ア ー ギ ュ メ ント 1> が スト リン グ < アー ギュ メン ト 2> と 同一 で ある 場合 に 条件 は 
真 と みな され , 条件 プロ ッ ク 内 の ステ ー ト メン ト が アセ ンプ ブル され ます . 

@IFIDN (お よび IFDIF) は 通常 マタ ロブ ロッ ク の 内 部 で 使用 され ます .。 IFIDN ディ レク ティ 
プ に 続く 式 は た いて い ダ ミー シン ボル で す . マク ロ が 呼び 出さ れる と ダミ ー は マク ロ 呼 び 出し 
に よっ て 渡さ れる パラ メー タ に 置き 換え られ ます . マク ロ 呼 び 出 し が ダミ ー を 置き 換え る た め 
の 2 つの パラ メー タ に 同じ も の を 指定 する と 。 そ の プロ ッ ク は アセ ンプ ブル され ます 。. 


科 下 ドド イー 和 6 の 


IFDIF < アー ギュ メン ト 1>,。 < アー ギュ メン ト 2> 


@< ア ー ギ ュ メ ント 1> お よび < アー ギュ メン ト 2> は , 山形 カッ コ で 囲み ます . 

@ ス トリ ング < アー ギュ メン ト 1> が スト リン グ < アー ギュ メン ト 2> と 異な っ て いる 場合 に 条件 
は 真 と みな され , 条件 プロ ッ ク 内 の ステ ー ト メン ト が アセ ン ブ ル さ れ ま す . 

@ IFDIF (お よび IFIDN) は 通常 マク ロブ ロッ ク 内 部 で 使用 きれ ます . IFDIF に 続く 式 は , た 
いて い ダ ミー シン ボル で す 。 マク ロ が 呼び 出さ れる と ダミ ー は マク ロ 呼 び 出 し に よっ て 渡さ れ 
る パラ メー タ に 置き 換え られ ます . マク ロ 呼 び 出 し が ダミ ー を 置き 換え る た め の 2 つの パラ メ 
ー タ と し て 異な る も の を 指定 し た 場合 に ,。 プロ ッ ク が アセ ン ブ ル さ れ ま す . 
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第 4 章 
MSX・IM-80 の 実行 


4.1 MSX・M-80 


MSX・M-80 は ソー ス フ ァ イル に 作成 し た ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ル し , リロ ケー タブ ル な ( 再 配置 可 
能 ) な オプ ジェ クト プロ グラ ム を 作成 し ます . オプ ジェ クト プロ グラ ム は ディ スク ファ イル に 保存 する こと が 
で きま す 。 また, オプ ジェ クト プロ グラ ム を 保存 する ディ スク 上 の ファ イル を オプ ジェ クト ファ イル と 呼び , 
指定 が な い 限 り フ ァイル 名 拡張 子 を .REL に し ます . 

オブ ジェ クト プロ グラ ム (.REL) は 実行 可能 で は あり ませ ん . オプ ジェ クト プロ グラ ム は MSX・L-80 で 処 
理 後 ,. は じ め て 実行 可能 と な り ま す . 


ノバ メス 

MSX・M-80 は パス 1 と パス 2 の 2 段階 で ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ル し ます . 

パス 1 で は プロ グラ ム 中 の ステ ー ト メン ト の 評価 を し ,。 オプ ジェ クト コー ド 生 成 量 を 計算 し ます . また , プ 
ログ ラム 中 の シン ボル に 値 を 割り 当て ,。 シン ボル テー ブル を 生成 し ます プロ グラ ム 中 に マク ロ 呼 び 出 し ステ 
ー ト メン ト が あれ ば マク ロ を 展開 し ます . 

パス 2 で は パス 1 で 生成 し た シン ボル テー ブル を 使用 し , オプ ジェ クト コー ド 中 の シン ボル や 式 の 参照 箇所 
に シン ボル や 式 を 代入 し ます . 

また ,。 マク ロ を 再び 展開 し 。 オブ ジェ クト ファ イル ( .REL) に リロ ケー タブ ル な オブジェ クト コー ド を 出力 
し ます 。 

MSX・M-80 は パス 1 。 パス 2 で シン ボル 。 式 ,。 お よび マク ロ の 値 を チェ ッ ク し ます . パス 2 で の 値 が パス 
1 で の 値 と 異な る 場合 , フェ ー ズ エラ ー と な り ま す . 
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4. ら MSX・M-B0 で 使用 する ファ イル 


MSX・M-80 は アセ ンプ ブル 時 に 次 の ファ イル を 使用 し ます . これ ら の ファ イル 名 は 4.3。 4 .4 で 述べ る MSX・ 
M-80 コマ ンド で 指定 し ます . 





クロ スリ ファ レン ス ・ 
ファ イル 
(.CRF ) 






4-| MSX・M-80 で 使用 する ファ イル 


ソー ス フ ァ イル 
アセ ンプ リ 言 語 で 書か ん た ソー スプ ログ ラム が 入っ て いる ファ イル 。 汎用 テキ スト エディ タ で 作成 し 


まず 。 


ププ ジュ ユタ トド プア デイ ル 
MSX※・M-80 で アセ ンプ ブル し た 結果 で ある オプ ジェ クト プロ グラ ム を 入れ る ファ イル . 


人 穫 ザ ィ イ ング プア イ 贅 
ソー スプ ログ ラム と 生成 し た オプ ジェ クト コー ド の リス ティ ング ファ イル で す 。 


ク グ mXA 9 ファ アレ シン スプ フ ザ イル 
MSX・M-80 で は プ C スイ ッ チ を 指定 する こと に より ,。 ディ スク 上 へ クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル 
を 作成 する こと が で きま す . クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル に は リス ティ ング ファ イル の 情報 に 加え 
て 内 部 ラベ ル の クロ スリ ファ レン ス 情 報 が 含ま れ て お り , CREF-80 クロ スリ ファ レン サ を 使っ て ク 
ロス リフ ァ レ ンス ・ リ スト を 得る こと が で きま す . 
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4.3 MSX・M-80 の 呼び 出し 


MSX・M-80 は コマ ンド で 呼び 出し ます . また ,。 この と き ア セン プル 中 に 使う ファ イル 名 や MSX・M-80 に 
対す る スイ ッ チ を MSX・M-80 コマ ンド で 指定 し ます . 
MSX・M-80 の 呼び 出し 方 法 は 次 の 2 通り が あり ます . 


(1) 呼び 出し 時 の コマ ンド に MSX・M-80 コマ ンド を 指定 する . 


A>M80 <MSX・M-80 コマ ンド > 

この 呼び 出し 方 法 は プロ グラ ム を 1 つ だ け ア セン ブル する 場合 に 便利 で す . この 呼び 出し 方 法 で 
は タイ ビ ピン グ の 手間 が 少く て すみ ます . 

この 呼び 出し 方 法 を 使っ て アセ ン ブ ル 処 理 を BATCH コマ ンド の 1 部 と する こと が で きま す . 
プロ グラ ム の アセ ンプ ブル 後 , 制御 は MSX・M-80 か ら オ ペレ ー テ ィング シス テム へ 自動 的 に 戻り 
洋 ず 。 

コマ ンド や MSX・M-80 コマ ンド は 大 文字 で 入力 し て くだ さい . 


(2) 呼び 出し 時 の コマ ンド に パラ メー タ を 指定 せ ず 。 コン パイ ラ の プロ ンプ ト に 応じ て MSX・M-80 コマ 
ンド を 指定 する . 


A>M80 
* く MSX・M-80 コマ ンド > 


この 呼び 出し 方 法 に より 1 台 の み の ド ライ ブ 構 成 で MSX・M-80 を 使用 する こと が で きま す . 
また , MSX・M-80 を 再 呼び 出し せ ず に 複数 の プロ グラ ム を 連続 し て アセ ンプ ブル する こと が で き 
ます . 1 つの プロ グラ ム の アセ ン ブ ル が 完了 する と , MSX・M-80 は アス タリ スク (*) プロ ン 
プ ト を 表示 し て 次 の MSX・M-80 コマ ンド を 待ち ます . 

プロ ンプ ト が 表示 され て いる 時 に MSX・M-80 を 終了 する 場合 は [CONTROL |] 填 [CI を キー イン し 
ます . 

MSX・M-80 コマ ンド は 大 文字 で 入力 し な けれ ば な り ま せん . 小文字 で 入力 する と ? Command 
と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます .。 
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4.4 MSX・M-8BD コ マン ド 


4.4.1 MSX・M-80 コマ ンド の 形式 


MSX・M-80 コマ ンド に は 。 アセ ン ブ ル 時 に 使用 する ファ イル と スイ ッ チ を 指定 し ます . コマ ンド の 形式 は 
炊 の と 寺 り で すす 。 


[< オプ ジェ クト ファ イル 名 >] [, [< リス ティ ング ファ イル 名 >]] = < ソー ス フ ァ イル 名 > プ < スイ ッ チ > 


〈 く オプ ジェ クト ファ イル 名 >。 く リス ティ ング ファ イル 名 >。 く < ソー ス フ ァ イル 名 > は 4.2 で 述べ た ファ イル 名 や 論 
理 デ バイ ス 名 を 指定 し ます . 


4.4.2 ファ イル 名 の 指定 
ファ イル 名 の 指定 方 法 は 次 の と お り で す . 


< デバ イス 名 > : < ファ イル 名 >. < 拡張 子 > 
例 ) A : SAMPLE. MAC 
デバ イス 名 


デバ イス 名 は ファ イル の 入出 力 装置 の 指定 で す . デバ イス 名 は 1 ~ 3 文字 で 。 直後 に コロ ン ( : ) を 付け ま 
す 。 デバ イス 名 を 省略 する と デフ ォ ル トド ライ ブ を 仮定 し ます 。 従っ て 。 フ ァイル が デフ ォ ル トド ライ ブ 上 に 
ある 場合 デバ イス 名 の 指定 は 必要 あり ませ ん . MSX・M-80 で 使用 で きる デバ イ ス 名 は 次 の と お り で す . 





指定 デバ イス 
を > 且 り 。 全 1 。 で デイ 所 光 ド タ ダイ デ 

PRN プリ ンタ 

CON コン ソー ル の スク リー ン ま た は キー ボー ド 
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拡張 子 
拡張 子 は 1 一 3 文字 の 英 数 字 で す . 拡張 子 の 前 に は ピリ オド (.) を 置き ます 。 拡張 子 の な い フ ァイル 名 の 後 
に は ピリ オド を 指定 し ます . 


例 ) A : SAMPLE . 


拡張 子 は 付け な く て も よく , また 任意 の 名 称 に する こと が で きま す が , 拡張 子 を 省略 する と 標準 的 な 拡張 子 
を 仮定 し ます の で 次 の よう な MSX-DOS で の 標準 的 な 拡張 子 を 付け る こと を お すす めし ます . 


拡張 子 ファ イル の 種類 





. MAC MSX・M-80 ソー ス フ ァ イル 
いい) 上 オプ ジェ クト ラフ ァイル 

. COM 実行 可能 ファ イル 

. PRN りり 科 テ ィ シダ アプ ァイル 

交 じ ツー スラ ファ イル 


MSX・M-80 スイ ッ チ は コマ ンド の 後に 任意 の 数 だ け 指 定 す る こと が で きま す , スイ ッ チ に つい て は 4.5 で 
述べ ます . 


例 ) A> M80 _ SAMPLE, SAMPLE = SAMPLE グ RC 





ファ イル 名 は その 一 部 , ある い は 全部 を 省略 する こと が で きま す . 次 に コン パイ ラ で 使用 する ファ イル と その 
省略 の 方 法 を 述べ ます . 


(1) ソー ス フ ァ イル 
ソー ス フ ァ イル の 指定 は 省略 する こと が で きま せん . し か し , ファ イル 名 の うち デバ イス 名 と 拡張 子 
を 省略 する こと が で きま す . デバ イス 名 の 省略 時 に は デフ ォ ル トド ライ ブ を , また , 拡張 子 の 省略 時 
に は . MAC を 指定 し た も の と みな し ます . 拡 張子 が . MAC で な い 場 合 拡張 子 を 省略 する こと は で き 
ませ ん . デフ ォ ル トド ライ ブ が A : で ある と き 次 の ファ イル 名 は 同じ で す . 


例 ) A : SAMPLE . MAC 
A : SAMPLE 
SAMPLE . MAC 
SAMPLE 
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(2 


オブジェ クト ファ イル 

オブ ジェ クト ファ イル の 指定 は オプ ショ ン で す . デバ イス 名 を 省略 する と デフ ォ ル トド ライ ブ を 指定 
し た と みな され ます . また ,。 拡 張子 を 省略 する と . REL を 指定 し た と みな され ます . 

オプ ジェ クト ファ イル 名 と リス ティ ング ファ イル 名 を 省略 する と , 拡張 子 が . REL で ある こと を 除い 
て ソー ス フ ァ イル と 同じ ファ イル 名 を 仮定 し ます . オプ ジェ クト ファ イル を ソー ス フ ァ イル 名 と 異な 
る ファ イル 名 に する 場合 , オプ ジェ クト ファ イル 名 の 指定 は 省略 で きま せん . 

また , オプ ジェ クト ファ イル と リス ティ ング ファ イル を 作成 する 場合 , オプ ジェ クト ファ イル の 省略 
は で きま せん . デフ ォ ル トド ライ ブ が A : の と き 次 の ファ イル 名 は 同じ で す . 


例 ) A:SAMPLE . REL 
A : SAMPLE 
SAMPLE 


リス ティ ング ファ イル 

リス ティ ング ファ イル の 指定 は オプ ショ ン で す . リス ティ ング ファ イル 名 の 前 に は カン マ (,) を 置き 
ます . リ ステ ィング ファ イル 名 を 省略 する と , プ L スイ ッ チ を 指定 し て いな い 限 り リ ステ ィング ファ イ 
ル は 作成 され ませ ん . プ L スイ ッ チ に つい て は 4.5 を 参照 くだ さい . 

デバ イス 名 を 省略 する と デフ ォ ル トド ライ ブ を 指定 し た も の と みな し , 拡張 子 を 省略 する と . PRN 
を 指定 し た も の と みな され ます . 


MSX・M-80 コマ ンド の 例 


・M-80 コマ ンド は 次 の よう に 省略 する こと が で きま す . 


オブジェ クト ファ イル の み 作 成す る . 


ー < ソー ス フ ァ イル 名 > 
< オプ ジェ クト ファ イル 名 > 三 < ソー ス フ ァ イル 名 > 


ー < ソー ス フ ァ イル 名 > の み の 場 合 , オプ ジェ クト ファ イル が ソー ス フ ァ イル と 同じ ディ スク 上 に 作 
成 さ れ ま す . オ プ ジ ェ クト ファ イル 名 は 拡張 子 が . REL で ある こと を 除い て ソー ス フ ァ イル 名 と 同じ 
で す 。 


例 ) M8O0 =NEIL 


上 の 例 は ソー ス フ ァ イル NEIL . MAC を 入力 し 。 オ プ ジ ェ クト ファ イル NEIL . REL を 出力 し ま 
す 。 
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@ オプ ジェ クト ファ イル や リス ティ ング ファ イル を 作成 し な い . 
, 三 く ソ ー ス ファ イル 名 > 


MSX・M-80 は ソー スプ ログ ラム の シン タッ クス チェ ッ ク を 行い ます . オプ ジェ クト ファ イル や リス 
ティ ング ファ イル を 作成 し な い の で アセ ンプ ブル 時 間 が 短く 。 エラ ー を より 早く 知る こと が で きま す . 


例 ) M80 , =NEIL 
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4.5 スイ ッ チ 


スイ ッ チ は MSX・M-80 に 対し て 追加 機能 や 代替 機能 を 指示 し ます . スイ ッ チ は MSX・M-80 コマ ンド の 最 
後に 指定 し ます . スイ ッ チ は いく つ で も 指定 する こと が で きま す が 。 各 スイ ッ チ の 前 に は スラ ッシュ ( プ ) を 
入れ ます . 


例 ) M8O0 =NEIL プ LR 
MSX・M-80 で 使用 で きる スイ ッ チ は 次 の と お り で す 。. 


表 4 一 | スイ ッ チ ー 覧 


メイ ッ チ 


/ 0 リス ティ ング ファ イル の アド レス 表示 を 8 進数 に する . 


ソー ス フ ァ イル と 同じ 名 前 (拡張 子 は .REL) の オプ ジェ クト ファ イル を ソー ス フ ァ イル と 同じ ディ 
スク 上 に 作成 し ます . プ R は MSX・M-80 コ マン ド で ,。 オプ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 する 代わ り に 
使用 で きま す . 次 の 2 つの 例 で は NEIL.REL と いう オプ ジェ クト ファ イル が 作成 され ます . 


例 ) M80、NEIL=NEIL/R 
M80, =NEIL/R 


ソー ス フ ァ イル と 同じ 名 前 (拡張 子 は .PRN) の リス ティ ング ファ イル を ソー ス フ ァ イル と 同じ ディ 
スク 上 に 作成 し ます . プ R は MSX・M-80 コ マン ド で , リス ティ ング ファ イル 名 を 指定 する 代わ り に 
使用 で きま す . 次 の 3 つの 例 で は NEIL.PRN と いう リス ティ ング ファ イル が 作成 され ます . 


例 ) M80 =NEIL プ L 
M80 , =NEIL プ L 
M80 NEIL=NEIL ン L 


CREF-80 ク ロス リフ ァ レ ンス 機能 で 使用 する , クロ スリ ファ レン ス 情 報 フ ァイル を ソー ス フ ァ イル 
と 同じ 名 前 (拡張 子 は .CRF) に し て 作成 し ます . クロ スリ ファ レン ス 機 能 を 使用 する 場合 。 プ C ス 
イッ チ を 指定 し て アセ モン ブル し な けれ ば な り ま せん . 詳細 は 第 6 章 「CREF-80 ク ロス リフ ァ レ 
ン サ 」 を 参照 し て くだ さい . 


Z80 オ ペコ ー ド の アセ ンプ ル を 指示 し ます . プク は プロ グラ ム 中 で .Z80 擬 似 命令 を 指定 し た の と 同じ 働 
き を し ます . 
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8080 オ ペコ ー ド の アセ ンプ ブル を 指示 し ます . プ I は プロ グラ ム 中 で .8080 擬 似 命 令 を 指定 し た の と 
同じ 働き を し ます . プク や エス イッ チ を 指定 し て いな い 場 合 , 1 を 指定 し た も の と みな され ます . 


グセ P を 指定 する ご と に , アセ ンプ ブル 時 に 使用 する スタ ッ ク 領 域 を 255 バ イト 追加 割り 当て し ます . 
〆P は アセ ンプ ブル 時 に スタ ッ ク ・ オ ー バ ー フ ロー エラ ー が 起 っ た 場合 に 使用 し . それ 以外 の 場合 に 
は 必要 あり ませ ん . 


DS (領域 定義 ) 擬似 命令 に よっ て 定義 むす る デー タ エ リ ア を ゼロ に 初期 設定 し ます . プ M ス イッ チ 
を 指定 し な い 場合 、 こ の デー タ エ リ ア は ゼロ に 初期 設定 され ず ,. プロ グラ ム 開 始 時 の デー タ エ リ ア 
の 内 容 は 保証 され ませ ん . 


偽 条件 の リス ティ ング を 抑止 し ます . プ X の 指定 が な い 場 合 , 偽 条 件 プロ ッ ク を リス ティ ング し ます . 


グ X は .TFCOND 擁 似 命 令 と 関連 し て 使用 され る 場合 が あり ます . 詳細 は 3.6.6 リ ステ ィング 擬似 
命令 を 参照 くだ さい . 





4.B メッ セー ジ 
アセ ンプ ブル 終 了 後 に 次 の メッ セー ジ が 出力 され ます . 
XX 
( ! Fatal errors [,yy warning] 
No 
xx は 重大 な 文法 エラ ー の 件 数 で す . また yy は 警告 エラ ー で す 。 メッ セー ジ は アセ ンプ ブル 終了 時 に コン ソー 


ル お よび リス ティ ング ファ イル に 表示 され ます ,。 プロ グラ ム に エラ ー が な けれ ば No Fatal Error” が 出力 き 
れ ま す . 
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MSX 


以下 , 


リス ティ ング フォ ー マ ッ ト 


<・ M-80 の リス ト は 次 の 2 つか ら 構 成 さ れ て いま す . 


アセ ン ブ ル リ スト 

ソー スプ ログ ラム と 生成 し た オプ ジェ クト コー ド が プリ ント し て あり ます 。 また ,。 プロ グラ ム 中 に シ 
ンタ ックス エラ ー が あれ ば , エラ ー コ ー ド が エラ ー の 発生 し た 行 に 表示 され ます . 

シン ボル テー プ ブル リス ト 

プロ グラ ム 中 の すべ て の マク ロ 名 と シン ボル が それ ぞ れ アル ファ ベッ ト 順 に リス ト さ れ ま す . 
MSX・M-80 の リス ティ ング は , 1 ペー ジ に 最大 行 数 を プリ ント し た 後 , また は PAGE 擬似 命令 ご と 
に 改 頁 し ます . 

1 ペー ジ の 最大 行 数 は PAGE 擬似 命令 で 指定 し て いれ ば その 行 数 , また , 指定 が な けれ ば 50 行 が 指定 
され た も の と みな され ます . 


リス ティ ング フォ ー マ ッ ト に つい て 解説 し ます . サン プル リス ト を 参考 に し て くだ さい . 


見 出し 
各 ペ ー ジ の 先頭 2 行 に は 見 出し が プリ ント され ます 。 見 出し の 形式 は 次 の と お り で す . 


[タイ トル ] MSX・M-80 z . zz PAGE x 
[サブ プ タ イ トル ] 
タイ トル 


TITLE 擬似 命令 で 指定 し た タイ トル が プリ ント され ます . TITLE 擬似 命令 を 指定 し な い 場 合 は 空白 
どなり ます 。 

サ プ タ イト ル 

SUBTITLE 擬似 命令 で 指定 し た サ プ タ イト ル が プリ ント され ます . SUBTITLE 擬似 命令 を 指定 し 
な い 場 合 は 空白 と な り ま す . 

バー ジョ ン 番 号 

プロ グラ ム の パー ジョ ン 番 号 を プリ ント し ます 、。 

MSX・M-80 z . zz (z . zz は バー ジョ ン 番 号 ) 

ペー ジ 番 号 

PAGE x (x は ペー ジ 番 号 ) 

た だ し シン ボル テー ブル リス ト で は PAGE S と 表示 され ます 。 
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⑥ 
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アセ ンプ ブル リス ト 
アセ ンプ ブル リ スト に は プロ グラ ム の テキ スト が 次 の 形式 で プリ ント され ます 。 


[E] XXXXm XX XXXXm [X.。。 XX] 


グ N ーー コノ /N | 


一 au PD 一 表 = 
| | ヶ ショ ン | 人 | オラ ジェ クト コー ド | ド | 引 | キス ト | 


エエ プーコ ヨード 

ノー スス テー トメ ント に エラ ー が ある 場合 だ け 1 文字 の エラ ー コ ー ド が プリ ント され ます . エラ ー コ 
ー ド の 詳細 は 4.8 を 参照 くだ さい . 

ーー 7 


セグ メン ト (PC モー ド に 対応 し て いる ) の 先頭 か ら の ロケ ーション を プリ ント し ます 。 ロケ ーション 








は MSX・M-80 コマ ンド で プ O ス イッ チ を 指定 し て いる 場合 は 8 進数 で 表示 され , プ 0 を 指定 し て いな 
い 場 合 は 16 進数 で 表示 され ます . 


⑩ 


PC モー ドイ ンジ ケー タ 
PC モー ド に よっ て 次 の よう な イン ジ ケ ー タ が プリ ント され ます . 


コー ド 相 対 モー ド 

”" 。 。 デー タ 相 対 モ ー ド 

|! COMMON 相対 モー ド 
空白 絶対 モー ド 

* 2 外部 参照 


オプ ジェ クト コー ド 
生成 し た オプ ジェ クト コー ド が 16 進数 で プリ ント され ます . 


X XX X X X X 
\ + \ 


1 バイ ト 目 3 バイ ト 目 2 バイ ト 目 

メメ メメ で は 上 位 パ イト と 下位 パイ ト と が 実際 に 生成 され る オプ ジェ クト コー ド と は 逆 に 表示 され ま 
『 

[W] 

INCLUDE 擬似 命令 で 他 の ファ イル か ら 呼 び 出し て 展開 し た ステ ー ト メン ト に は C が , また 
MACRO, REPT, IRP, IRPC 擬似 命令 で 展開 し た ステ ー ト メン ト に は 十 が 表示 され ます . 

テキ スト 

ソー スプ ログ ラム の テキ スト が プリ ント さき され ま す 。 
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シン ボル 
シン ボル は 次 の と お り プ リン ト さ れ ま す 。 


、。 朱 。 。 二 。 。 洒 XX 人 涼 @ 当 
! \ ! 
値 シン ボル の 種類 シン ボル 
シン ボル の 値 
MSX・M-80 が シン ボル に 対し て 割り 当て た 値 を プリ ント し ます . 
シン ボル の 種類 


シン ボル の 種類 に よっ て 次 の よう な 文字 が 表示 され ます . 


| PUBLIC シン ボル 

U 未定 義 シ ン ボ ル 

C COMMON ブロ ッ ク 名 
COMMON プロ ッ ク の サイ ズ が 16 進ま た は 8 進数 の バイ ト 数 で 表示 され ます . 
外部 シン ボル 

空白 絶対 値 

コー ド 相 対 値 

の デー タ 相 対 値 

| COMMON 相対 値 


村 LLbE ド エ ーー りす 


アセ ンプ ブル リス ト 例 


SOME USEFUL SUBROUTINES MS%・M-8g 1.00 
1 1 


01-Apr-85 


まま は L 


ENTRY 
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PAGE 1 こ ⑤ 


SOME USEFUL SUBROUT INES 


MUL 10.DMUL 10 ,DIV10 


ー 【[A]=A“"H[A]J※10,、 [B] 1S DESTROYED 


PUSH 


MOV 
MVI 
MOV 
MVI 


② ④ 
ツ ? j MUL10 
0000 ' て MUL 10 : 
0000' 47 = 
0O001' 07 
0O002" 07 
0003" 80 
0004'′ 07 
0005′  C9 
: DMUL10 - 
0006 DMUL 10 : 
O006′  C5 
0007' 4F 
O008"  O06 00 
OOOA' 6F 
OO0OOB′ 26 00 
O00D' 29 
OOOE' 29 
OO0F' 09 
0O010* 2 
OO11"  GC1 
CO12* 6G9 


j DIVIDE BY 10 


B ,A 


) 人 人 三 (A ネ 2 まま ど 寺 A) ま の 


[HL]=[A] ネ 10 


B 

CA 

B,0O 

し L.A 

H,0O jiSET UP LBC」 AND LHL] 

H 

H 

B 

H ji [HL] ニ ([HL ] ネ 2 ネ 2+ [LBC] ) ネ 2 
B 


B=A/10 A ニ =A MOD 10 


0013『 DIV10 
0013" 06 00 

0015『 DVLOP 
0015 ” 04 


0016" D6 OA 
0018" D2 0015 ′ -⑪ 


O001B'” 05 
001C” C6 0OA 
001E" C9 


シン ボル テー ブル リス ト 例 


SOME USEFUL SUBROUTINES MSX・M-8g 1.00 


MaCr 5 : 
ら SymbolS: 
0013IT' DIV10 ー⑭ OOO61'" DMUL10 
ik MUL 10 
⑪⑮) ⑪⑯) 


NO Fatal error (58) 


MV B,0O iCLR QUOT. 
INR B 
SU 10 sTRY SUB 
JNC DVLOUP ji TRY 0K,THEN ANOTHER TRY 
DCR B i00PS! EXCEED 0, 
AD 10 5 THEN ADJUST STUFF 
RET ) 。 & RETURN 
END 
01-Apr-85 PAGE ら 
OS“ DVLOP 


Lu 上 1 エー 6 


4.B8 エラ ー ヨ ー ド こと エ ラー メッ セー ジ 


プロ グラ ム 中 に エラ ー が ある 場合 , リ ステ ィング ファ イル と コン ソー ル に エラ ー コ ー ド また は エラ ー メ ッ セ 
ー ジ が 表示 され ます . 

エラ ー コ ー ド は リス ティ ング ファ イル の 該当 ステ ー ト メン ト の 行 の カラ ム 1 に 表示 され ます 。 また 。 エ ラー 
メッ セー ジ は リス ティ ング ファ イル の 終り に プリ ント され ます 。. 

エラ ー コ ー ド の 付い た 行 や エラ ー メ ッ セ ー ジ は ,。 リス ティ ング ファ イル の 出力 と は 別に コン ソー ル に 出力 さ 
れ ま す . 






Argument error 


擬似 谷 令 に 対す る アー ギュ メン ト の 形式 が 正しく な いか , 指定 値 が 範囲 條 で ある . 







Conditional nesting error 
IF の な い ELSE, IF の な い ENDIF、 IF に 対し て 2 つの ELSE が ある , COND の な い ENDC な ど 
の 場合 で す . 











Double Defind symbol 
参照 する シン ボル が 2 筒 所 以上 で 定 義 され て いる . 











External error 


エク スタ ー ナ ル シ ン ボル が 誤っ て 使用 され て いる . 














例 ) F00 SET NAME 半 時 : 
LXI B, 2-NAME 








Multiply Defined symbol 
定義 し よう と し た シン ボ ポル は すでに 定義 済み で す . 











Number error 


数 値 の 表現 が 間違っ て いま す . 












例 ) 8Q 





Bad opcode or objectionable syntax 
*・ ENDM や LOCAL が マク ロ 定 義 プ ロッ ク 外 に ある . 

*SET、EQU。MACRO に シン ボル 名 や マク ロ 名 を 指定 し て いな い 
・ オ ペコ ー ド が 間違っ て いる か , 式 の 書式 が 間違っ て いま す . 








例 ) か っ こ や り 引用 待 が 対 に な っ て いな い 。 演算 子 が 連続 し て いる . 










Phase error 
ラベ ル 。 ま た は EQU の シン ボル 名 の 値 が パス 1 と パス 2 と で 上 思 な る . 
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Questionable 


行 が 正しく 終了 し て いな い 場 合 な ど で す . これ は 警告 エラ ー で す . 


例 ) MOV AX. BX。 


Relocation 


式 内 の リロ ケー ショ ン を 間違っ て 使用 し た 場合 な ど . 
例 ) < アプ ソリ ュー ト >ー く リラ ティ ブッ > 
デー タ セ グ メ ント 。 コー ド セ グ メン ト , コモ ン セ グ メ ント の 各 領 域 は リロ ケー タプ ブル で す . 


Undefined symbol 
式 中 で 使用 し て いる シン ポル は 定義 され て いま せん . この 場合 , パス 1 で V エ ラー が 表示 され , パス 
2 で U エ ラー が 表示 され ます . V エ ラー の 説明 を 参照 くだ さい . 


Value error 

ッ マ ス 1 で 決ま る 値 を 持た な けれ ば な ら な い 擬 似 命 令 (た と えば .RADIX, .PAGE、 DS, IF, IFE 
な ど ) が 定義 きれ て いな い 値 を 持っ て いる . 

この ステ ー ト メン ト 以 降 で シン ボル が 定義 きれ て いれ ば U エ ラー は 表示 され ませ ん . 





8 3 ラー セー サー 一 硬 


END 文 が な い . また は END 文 が 偽 人 条件 IRP/IRPC/REPT プ ロッ ク や 
マク ロ 定 義 プ ロッ ク の 中 で 定義 きれ て いる . 


Unterminated conditional 条件 ブロック が 終了 し て いな い . 


Unterminated REPT/IRP/IRPC/MACRO 反復 擬似 命令 の プロ ッ ク が 終了 し て いな い . 


No END statement 


シン ボル テー ブル を 作成 中 に メモ リ が 不足 し た . 一 般 的 に マク ロ 定 義 
プロ ッ ク の 数 が 多い 場合 に 発生 し ます . マク ロ 定 義 プ ロッ ク は 内 部 の 

Symbol table ful コメ ント を 合 め て シン ボル テー ブル に スト ア さ れる の で , コメ ント の 
前 の セミ コロ ン ( :) を ダブ プル セミ コロ ン (: :) に 変え て みて くだ 
さい . 


xx は 重大 な エラ ー の 数 . また , yy は 警告 エラ ー の 数 で す . この メッ セ 
ー ジ は アセ ンプ ブル 終了 時 に コン ソー ル と リス ティ ング ファ イル へ 出力 
され ます . 


[xx] [No] Fatal errors 
[yy warnings] 





中 で EーJ 00 


第 ら 草 


IMSX・L-80 リ ンク ロー ダ 


9.1 MSX・L-80 

5.c MXX・L-80 で 使用 する ファ イル 
5.9 MBX・L-B0 の 呼び 出し 

5.4 MSX・L-80 コ マン ド 

5.5 スイ ッ チ 

5.B メッ セー ジ 

5.7 エラ ー メ ッ セ ー ジ 


ML LIU エー デル は 1 


中 5 意 LINK-80 リ ンク ロー ダ 


第 5 章 
MSX・L-80 リン クロ ー ダ 


5.1 MSXX・L-80 


MSX・M-80 や 他 の コン パイ ラ で 作成 し た オプ ジェ クト ファ イル (. REL ファ イル ) は まだ 実行 可能 で は あり 
ませ ん .MSX・L-80 リン クロ ー ダ は . REL ファ イル に 入っ て いる オブ ジェ クト モジ ュー ル を リン クロ ー ド し , 実 
行 可能 な プロ グラ ム に 変換 し て その まま 実行 し た り 実 行 可能 ファ イル (. COM ファ イル ) と し て ディ スク に セ 
ー プ し た り し ます . 

リン クロ ー ダ は 次 の 機能 を 持っ て いま す . 


@ 朴 アド レス を 絶対 アド レス に 変換 する . 
アセ ンプ ブラ や コン パイ ラ で 作成 し た オプ ジェ クト モジ ュー ル に は ラベ ル や 変数 名 が モジ ュー ル 内 で の 
相対 アド レス の 形 で 含ま れ て いま す ,。 MSX・L-80 は オプ ジェ クト モジ ュー ル を メモ リ 上 に ロー ド し, 
相対 アド レス へ ロー ドア ドレ ス を 加え て 絶対 アド レス に 変換 し ます . 

@ モジ ュー ル 間 の グロ ー バ ルリ ファ レン ス (外部 参照 ) を 解決 する . 
ある モジ ュー ル か ら 別 の モジ ュー ル を 呼び 出し た り , 別 の モジ ュー ル の ラベ ル や 変数 名 を 参照 する こ 
と を グロ ー バ ルリ ファ レン ス (外部 参照 ) と いい ます . 
リン クロ ー ド し よう と する モジ ュー ル が 別に アセ ンプ ブル また は コン パイ ル し て お いた モジ ュー ル を 呼 
び 出 し た り 参 照 し た りす る 場合 (モジ ュー ル 中 に CALL 文 や EXTERNAL シン ボル が ある 場合 ), 呼 
び 出 し 先 や 参照 先 の 絶対 アド レス が 呼び 出し 元 や 参照 元 へ 代入 きれ ます . 

@ 高級 言語 で 作成 し た プロ グラ ム に ラン タイ ムラ イブ ラリ を リン ク す る 。. 
BASIC コン パイ ラ ,。 COBOL-80, FORTRAN-80 な どの コン パイ ラ で 作成 し た オプ ジェ クト モジ ュー 
ル に ラン タイ ムラ イブ ラリ を リン ク し ます 。, 高級 言語 用 の ラン タイ ムラ イブ ラリ や ラン タイ ムラ イブ 
ラリ の リン ク 方 法 に つい て は ,。 各 コ ン パ イラ の ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル を 委 照 し て くだ さい . 

@ 実行 可能 プロ グラ ム の セー ブ 
リン クロ ー ド 後 の 実行 可能 プロ グラ ム を ディ スク 上 の 実行 可能 ファ イル (. COM ファ イル ) へ セー ブ 
する こと が で きま す .。 セー プ ブ し た 実行 可能 プロ グラ ム は オペ レー ティ ング シス テム の コマ ンド レベ ル 
で ファ イル 名 を 指定 する だ け で 呼び 出す こと が で きま す ( こ の と き 。, 拡張 子 . COM を 入力 する 必要 は 
あり ませ ん ). 


例 ) B : SAMPLE 


UTILITY-102 


ら . ど 


MBX・L-80 で 使用 する ファ イル 


リン クロ ー ド 時 に 使用 する ファ イル は 次 の と お り で す . 


1) 


[ 


= 


実行 可能 ファ イル 
(.COM) 





3-1 MSX・L-80 で 使用 する ファ イル 





オブジェ クト ファ イル 

コン パイ ル 。 あ るい は アセ ン ブ ル 済 み の オ ブ プ ジ ェ クト モジ ュー ル (オプ ジェ クト プロ グラ ム ) が 入っ 
て いる ファ イル 。 省略 時 の 拡張 子 は . REL で す . 

リン クロ ー ド で は 複数 個 の オプ ジェ クト ファ イル の 入力 が 可能 で す . オプ ジェ クト ファ イル を 指定 し 
な いと “NOTHING LOADED^ の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


実行 可能 ファ イル 
リン クロ ー ド 後 の 実行 可能 プロ グラ ム が 入る ファ イル . 省略 時 の 拡張 子 は . COM. 実行 可能 ファ イル 
の 指定 は オプ ショ ン で す . 


ラテ イデ ラリ ジア ァイル 

オブ ジェ クト ファ イル を LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ を 使っ て 集め , ライ ブラ リ 形 式 に し た も の . ラ 
あれ ば , ライ ブラ リフ ァイル が 検索 され 必要 な オプ ジェ クト モジ ュー ル が メモ リ 上 に ロー ド さ れ ま す . 
ライ ブラ リフ ァイル の 指定 は オプ ショ ン で す . また , FORTRAN-80, COBOL-80, BASIC コン パイ 
フ の ラン タイ ム モ ジュ ー ル ・ ラ イプ ラリ に つい て は 自動 的 に 省略 時 の ファ イル が 検索 され ます . 詳細 
に つい て は 各 コ ン パ イラ の ユー ザー ズ ・ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 
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ら .3 MSX・L- ヨ 0 の 呼び 出し 


MSX< 北 -80 リン クロ ー ダ は コマ ンド で 呼び 出し ます また , リン クロ ー ド 時 に 使う ファ イル 名 や リン クロ 


ー ダ に 対す る スイ ッ チ は MSX・L-80 コマ ンド で 指定 し ます , MSX・L-80 コマ ンド の 指定 の 方 法 は 次 の 2 通り 
が あり ます . 


(1) リン クロ ー ダ を 呼び 出す コマ ンド に MSX・L-80 コマ ンド 列 を 指定 する . 


A > L8O <MSX・<L-80 コマ ンド 列 > 
例 ) A > L80 MYPROG, SUB1, MYPROG プ NE 


(2) リン クロ ー ダ を 呼び 出す コマ ンド に は MSX・L-80 コマ ンド 列 を 指定 せ ず , 


リン クロ ー ダ の プロ ンプ 
ト (*) に 応じ て 指定 する . 
A > L80 
* < く MSX・L-80 コマ ンド 列 > 
* 〈MSX・L-80 コマ ンド 列 > 


MSX・L-80 コマ ンド を リン クロ ー ダ の プロ ンプ ト に 応じ て 指定 する 場合 . コマ ンド を いく つか に 分 け て 
指定 する こと が で きま す . リン クロ ー ド の 終了 は ノノ E, プ G スイ ッ チ を 指定 し た 時 で す . プロ ンプ ト は 
リン クロ ー ド を 終了 する まで 表示 され ます . 次 の 例 は (1) と 同じ 結果 に な り ま す . 
例 ) A>L80 

* MYPROG 

* SUB1 

* MYPROG プ N 

* ン E 


ディ スタ ドラ イデ が 1 人 台 の と き 記 リシン ク し よう と する オデ ジェ クト ブフ ァイル が 複数 の ディ スク に 入っ て いる 


場合 や 。 実行 可能 ファ イル を オブジェ クト ファ イル と は 別 の ディ スク に 作成 する 場合 。 異な る ディ スク へ の 入 
出力 の た びに ディ スク ドラ イブ の ディ スク を 交換 し な けれ ば な り ま せん . 
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5.4 MX・L-80 コ マン ド 


5.4.1 MSX<L-80 コマ ンド の 形式 


MSX・L-80 コマ ンド で は , リ ンク ロー ド 時 に 使用 する ファ イル と リン クロ ー ダ に 対す る スイ ッ チ を 指定 し ま 
す . MSXX・ 牙 -80 コマ ンド の 形式 は 次 の と お り で す . 


〈 く オプ ジェ クト ファ イル 名 > [, < オプ ジェ クト ファ イル 名 >] 
スイ ッ チ の 指定 方 法 に つい て は 5.5 で 説明 し ます . 
5.4.2 ファ イル 名 の 指定 
ファ イル 名 の 指定 方 法 は 次 の と お り で す . 


< デバ イス 名 > : < ファ イル 名 >. < 拡張 子 > 


例 ) A:SAMPLE . REL 


@ デバ イス 名 は ファ イル の 入出 力 装置 の 指定 で す . デバ イス 名 の 直後 に は コロ ン ( : ) を 付け ます . デ 
バイ ス 名 を 省略 する と デフ ォ ル トド ライ ブ が 仮定 され ます . 
@ 拡張 子 は 3 文字 以内 の 英 数 字 で す . 拡張 子 の 前 に は ピリ オド を 置き ます . 


例 ) A:SAMPLE . 


拡張 子 は 任意 の 名 称 に する こと も , また 付け な いこ と も で きま す が , 省略 する と 次 の よう な MSX- 
DOS の 標準 的 な 拡張 子 が 仮定 され ます の で , これ に 合わ せ た 拡 張子 を 付け る こと を お すす めし ます . 


拡張 子 ファ イル の 種類 





.。 REL オプ ジェ クト ファ イル 
.。 COM 実行 可能 ファ イル 


5.4.3 ロー ディ ング の 順序 
ロー ディ ング は 次 の 規則 に 従っ て 行わ れ ま す . 


@ MSX・L-80 コマ ンド に 指定 し た 順序 で オプ ジェ クト ファ イル の ロー ド , また は スイ ッ チ の 機能 が 実行 
され ます .。 た だ し 〆N, プ X, プ Y スイ ッ チ の 処理 は プ E また は プ G スイ ッ チ 実行 時 に 行わ れん ます. ス 
イッ チ の 詳細 に つい て は 5.5 を 参照 くだ さい . 

@ オブ ジェ クト モジ ュー ル の ロー ド 開 始 ア ドレ ス は 〆P, プ D スイ ッ チ の 指定 を し な い 限 り 103H か ら 
で す 。 オプ ジェ クト ファ イル を MSX・L-80 コマ ンド に 指定 する た びに オプ ジェ クト モジ ュー ル が 順 
次 隣接 し て ロー ド さ れ ま す . し か し , モジ ュー ル の 実行 順序 で ファ イル 名 を 指定 する 必要 は あり ませ 
ん . 
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@ ノ E ま た は プロ スイッチ を 指定 する と 。 それ まで に ロー ド し た モジ ュー ル 間 の グロ ー バ ルリ ファ レン 


5.4.4 


ス ( 外 部 参照 ) の 解決 を 行い , 実行 可能 プロ グラ ム の 実行 開始 アド レス へ の ジャ ンプ 命令 を 100 H て 102 
H へ 設定 し ます . 実行 開始 アド レス は オプ ジェ クト モジ ュー ル の 配置 と は 関係 あり ませ ん . 


例 ) L80 PROG1, SUB1, SUB2, PROG1 NE 


実行 可能 プロ グラ ム PROG1 の ロー ディ ング 結果 


ー | PRoer 
SUB1 
SUB2 


高位 アド レス 


MSX・L-80 コマ ンド の 例 
オプ ジェ クト ファ イル の リン クロ ー ド 後 実 行 可能 プロ グラ ム を 実行 する . 
例 ) * NEIL プ G 


NEIL.REL を リン クロ ー ド し 実行 し ます . 実行 可能 ファ イル は 作成 され ませ ん 
オブ ジェ クト ファ イル の リン クロ ー ド 後 , 実 行 可能 プロ グラ ム を 実行 可能 ファ イル へ セー ズブ し 実行 す 
る 。 


例 ) * NEIL, NEIL プ N プ G 


NEIL.REL を リン クロ ー ド 後 。 NEIL.COM ヘ へ セー ズ プ し 実行 する . 
複数 の オプ ジェ クト ファ イル を リン クロ ー ド 後 , 実行 可能 プロ グラ ム を 実行 可 能 フ ァイル ヘ セ ー プ し 
実行 する . 


例 ) * NEILN, BASPROG, ASMSUB1, ASMSUB2 プ G 


ASMSUB1.REL, ASMSUB2.REL, BASPROG.REL を リン クロ ー ド 後 。NEIL.COM へ ヘ へ セー ズブ し 実 
行 し ます . 
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5.5 スイ ッ チ 


MSX・L-80 スイ ッ チ は リン クロ ー ダ の 動作 を 指示 し ます . コマ ンド 列 に は 任意 の 数 の スイ ッ チ を 置く こと が 
で きま す が , スイ ッ チ の 前 に は スラ ッシュ ( ソ ) を 入れ な けれ ば な り ま せん . 


例 ) * NEIL, NEIL プ NG 


以下 の 表 は 。 各 ス イッ チ を 機能 別に まとめ た も の で す 。 各 スイ ッ チ の 詳細 に つい て は 表 の 次 に 解説 し ます . 


表 5 一 | スイ ッ チ 一 覧 













ロー ド し た オプ ジェ クト モジ ュー ル を リン ク ・ 実 行 し , 次 に オペ レー ティ ン 




































プロ グラ ム の 実行 グ G グ シ ステ ム へ 抜け 出す . 
グ G : < 名 前 > 《 名 前 > を 指定 する と , プロ グラ ム 開 始 ア ドレ ス が く < 名 前 > で 指定 し た パプ ブリ 
ッ ク シ ン ボ ル の アド レス に 設定 され ます . 
ロー ド し た オプ ジェ クト モジ ュー ル を リン ク し た 後 , オペ レー ティ ング シス 
グ E テム へ 抜け 出す . 
MSX・L-80 の 終了 Ja ca 是 9 本 ar - 
グ E : < 名 前 > 《 名 前 > を 指定 する と , プロ グラ ム 開 始 ア ドレ ス が く < 名 前 > で 指定 し た パプ ブリ 
ッ ク シ ン ボ ポル の アド レス に 設定 され ます . 
グ N 実行 可能 プロ グラ ム を 〆N の 直前 の ファ イル 名 で ディ スク に セー プ し ます . 












プロ グラ ム の セー プ ブ 


ライ ブラ リサ ー チ 





・P を 指定 する と , ブログ ラム 領域 (CSEG セ グ メ ント ) の み を セー プ し 
ます . : P の 指定 は ン X を 指定 し た と きのみ 有効 で す . 


〆S の 直前 の ファ イル 名 の オプ ジェ クト ライ ブラ リ を 検索 し ます . 
未定 義 の 外部 参照 名 を リス ティ ング し ます . 


グロ ー バ ル 
リス ティ ング 


外部 参照 マッ プ を リス ティ ング し ます . 





が 庄 さ 拓 
基数 の 設定 
到 を 16 信 (アフ ォ ルト 仁 ) に し ます 


オプ ジェ クト モジ ュー ル の ロー ド 開 始 ア ドレ ス を 設定 し ます . プ D ス イッ チ 
と 共に 使用 する 場合 、 プ P は プロ グラ ム 領 域 (CSEG) の ロー ド 開 始 ア ドレ 


敵 姓 が R 革 の ス を 設定 し ます . 


設定 





デー タ 領 域 (COMMON, DSEG) の ロー ド 開 始 ア ドレ ス を 設定 し ます . 


MSX・L-80 を 初期 状態 に リセ ッ ト し ます . 
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Intel ASCII16 進 形式 で 実行 可能 ファ イル を 作成 し ます . プ X ス イッ チ は グ 
N スイッチ と 共に 指定 し ます . 実行 可能 ファ イル の 拡張 子 は .HEX で す . 


シン ボル テー プ ブル を 出力 し ます 。 





スイ ッ チ の 指定 位置 は スイ ッ チ の 種類 に よっ て つぎ の よう に 異 り ます . 


1) 


〆G 


コマ ンド 列 の 先頭 , 最後 。 オ プ ジ ェ クト ファ イル 名 の 後 の 任意 の 場所 に 置く こと が で きる . また , 独 
立 し て 1 つの コマ ンド と し て 指定 する こと も で きる 。, 
(/E, ノ GR。 ン UM, ノ 0, ノ H) 


例 ) * グ G 
* ン M 


オブ ジェ クト ファ イル 名 の 後に 付加 し , その ファ イル に つい て 作用 する . 
に だ だ / 天 だ Y) 


例 ) * MYLIB プ ZS, MYPROG 
* MYPROG,。 MYPROG グ N 





その スイ ッ チ を 作用 させ た い オ ブ プ ジ ェクト ファ イル の 前 に 指定 する . 
し /P デア D) 


例 ) *P : 200, FOO 





グ な ビス イ ッ チ は コマ ンド 行 に 指定 し た オブ ジェ クト ファ イル を ロー ド , リン ク 後 。 プロ グラ ム を 実行 し 。 そ 
の 後に 制御 を オペ レー ティ ング シス テム の コマ ンド レベ ル へ 戻す こと を 指示 し ます 。 


次 の 例 は NEIL . REL を ロー ド ,。 リ ンク し , NEIL . COM と いう ファ イル 名 で 実行 可能 の プロ グラ 
ム を ディ スク 上 に セー プ し ます 。 また, リン ク 後 の プロ グラ ム が 実行 きれ 。 次 に オペ レー ティ ング シ 
ステ ム へ 抜け 出 ま す . プロ グラ ム の 実行 直前 に 5.6 で 説明 する メッ セー ジ と ゞ BEGIN EXECUTION/ 
メッ セー ジ が 軸 力 され ます 。 


例 ) L80 NEIL, NEIL プ NG 
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@ 実行 可能 プロ グラ ム を セー ブ す る 必要 が な い 場 合 は 次 の と お り に な り ま す . 
例 ) L80 NEIL プ G 


上 の 例 の 場合 プ ZN スイ ッ チ を 指定 し て いな い の で , 実行 可能 ファ イル は 作成 され ませ ん 。 この プロ グラ ム 
を も う 一 度 実行 する た め に は MSX・ 上 L-80 を も う 一 度 実行 し な く て は な り ま せん . 


グ G: < 名 前 > 
グ G: < 名 前 > スイ ッ チ は プ G スイ ッ チ の 機能 に 加え て , プロ グラ ム の 実行 開始 アド レス を 設定 し ます . 


@ < 名 前 > は ロー ド し た モジ ュー ル の 1 つ に あら か じ め 定 義 さ れ て いる パプ リッ クシ ン ボ ル (PUBLIC 
ステ ー ト メン ト で 宣言 し た ラベ ル ) で す 。 
@ IMSX<L-80 は ラベ ル と し て < 名 前 > を 持つ 行 を プア ログラム の 実行 開始 位置 と し , < 名 前 > の アド レス 

へ の ジャ ンプ 和 命令 が 100H-ー102H に セッ ト さ れ ま す . 

@ MSX・<L-80 は 自動 的 に つぎ の よう な プロ グラ ム 実 行 開始 アド レス を 設定 し ます の で 。 通常 は : < 名 前 > 

の 指定 は 必要 あり ませ ん . 

a. 高級 言語 (FORTRAN, BASIC。COBOL) の モジ ュー ル を リン クロ ー ド する 場合 は 高級 言語 の 
モジ ュー ル を メイ ンプ ログ ラム と みな し , この モジ ュー ル の 先頭 の 命令 を プロ グラ ム 開 始 アド レ 
えた し ます ず 。 

b. アセ ンプ ブリ 言語 の モジ ュー ル を リン クロ ー ド する 場合 は 。 END < 式 > ステ ー ト メン ト を 持つ モジ 
ュー ル を メイ ンプ ログ ラム と みな し , < 式 > を プロ グラ ム 開 始 ア ドレ ス と し ます . 

@ アセ ンプ ブリ 言語 の モジ ュー ル を リン クロ ー ド する と き , 次 の よう な 場合 に : < 名 前 > の 指定 を する 必要 

が あり ます . 

4 。 END < 式 > ステ ー ト メン ト を 含む アセ ンプ ブリ 言語 モジ ュー ル が 2 つ 以 上 ある 場合 

b. END < 式 > ステ ー ト メン ト を 含む アセ ンプ ブリ 言 語 モ ジュ ー ル が 1 つも な い 場 合 。 


@ 高級 言語 プロ グラ ム の 実行 に 先立っ て アセ ンプ ブリ 言語 の モジ ュー ル の 実行 を し た い 場 合 。 高級 言語 モ 
ジュ ー ル の 開始 点 で CALL 文 な ど を 使用 し て アセ ンプ リ 言 語 モ ジュ ー ル を 呼び 出し て くだ さい . 
グミ 
ノ E ス イッ チ は リン クロ ー ド を 終了 後 , オペ レー ティ ング シス テム へ 抜け 出す こと を 指示 し ます . 


@ リン クロ ー ド を 終了 後 プ ログ ラム の 実行 を し な い 場 合 プ EE スイッチ を 使用 し ます . MSX・L-80 の 終了 
は プ E ス イッ チ の 他 に プ G スイ ッ チ の み が 使 用 で きま す . リン クロ ー ド 終了 直後 に 5.6 で 説明 する メ 
ッ セ ー ジ が 出力 され ます . 

@ ノビ スイ ッ チ の 項 を 参照 し て くだ さい . 
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グ E : < 名 前 > 
グ E: < 名 前 > スイ ッ チ は ノ E スイ ッ チ の 機能 に 加え て , プロ グラ ム の 実行 開始 アド レス を 設定 し ます . 


@ < 名 前 > は ロー ド し た モジ ュー ル の 1 つ に あら か じ め 定 義 さ 8 れ て いる パブ リッ クシ ン ボ ル (PUBLIC 
ステ ー ト メン ト で 宣言 し た ラベ ル ) で す .MS 多 < 上 L-80 は ラベ ル と し て < 名 前 > を 持つ 行 を プロ グラ ム の 
実行 開始 位置 と し , < 名 前 > の アド レス へ の ジャ ンプ 命令 が 100 H--102 H に セッ ト さ れ ま す . 

@  : < 名 前 > の 指定 は プ G : < 名 前 > スイ ッ チ の 項 で 説明 し て いる よう な 場合 の アセ ンプ リ 言語 モジ ュー 
ル を リン クロ ー ド する と き に 必要 に な り ま す . 


〆 ど NN 


グ N スイ ッ チ は , リン クロ ー ド 後 の 実行 可能 プロ グラ ム を N の 直前 に 指定 し た ファ イル 名 で ディ スク 上 に 
ーー し まま 、 


@ < ファ イル 名 > は 出力 と な る 実行 可能 ファ イル 名 で す . < ファ イル 名 > の 拡張 子 を 省略 する と . COM が 
仮定 され ん ます . この ファ イル (実行 可能 ファ イル ) を COM ファ イル と 呼び ます . COM ファ イル 名 は 
必ず 〆N スイ ッ チ の 直前 に 付与 し て くだ さい . 

@ 。 ン N スイ ッ チ の 動作 は プ E また は プ G スイ ッ チ の 機能 を 実行 する まで 据え 置か れ ま す ./N スイ ッ チ 
は , プ N スイ ッ チ の 指定 以降 に プ E また は プ G の 指定 が な い 限 り 効 果 は あり ませ ん . 

@ 。/N スイ ッ チ を 指定 する 場合 , MSX・L-80 コマ ンド に は 1 つ 以 上 の リン クロ ー ド すべ き オ プ ブ ジ ェクト 
ファ イル 名 と , ディ スク へ ヘ セ ー ブ す る リン クロ ー ド 後 の 実行 可能 ファ イル 名 を 指定 し な けれ ば な り ま 
せん . 


例 ) L80 NEIL, NEIL プ NG 


上 の 例 は 最低 限 必要 な 項目 を 指定 し た コマ ンド です . 最初 の ファ イル 名 NEIL は リン クロ ー ド し よう 
と する オプ ジェ クト ファ イル 名 で す . 2 番目 の /N を 指定 し た ファ イル 名 NEIL は ディ スク に セー プ 
する リン クロ ー ド の 結果 の 実行 可能 ファ イル 名 (COM ファ イル 名 ) で す . 

@ また , コマ ンド に 指定 する ファ イル 名 の 順序 は 任意 で す . 


例 ) L80 NEILN, BASPROG, ASMSUB1, ASMSUB2 プ G 


上 の 例 は オプ ジェ クト ファ イル の BASPROG, ASMSUB1, お よび ASMSUB2 を ロー ド , リン ク 
し , NEIL と いう ファ イル 名 で 実行 可能 ファ イル を セー ブ し ます . 

@ /N スイ ッ チ を 指定 し て 実行 可能 ファ イル を セー ブ し な いと , リン クロ ー ド 終了 後に プロ グラ ム を 実 
行 す る 場合 に 再度 リン クロ ー ド し な けれ ば な り ま せん . 


UL4T ュ ユー1 1 


RA ? だ 


リン クロ ー ド 後 の 実 行 可 能 プ ログ ラム の うち プロ グラ ム 領 域 (CSEG エリ ア ) の み を /N ス イッ チ の 直前 の 
ファ イル 名 で ディ スク 上 に セー ブ し ます .: P の 指定 は , プ を 指定 し て Intel ASCII 16 進 形式 の ファ イル を 
作成 する と きのみ 有効 で す . 


@ < ファ イル 名 > ジ N は 実行 可能 ファ イル の プロ グラ ム 領 域 と デー タ 領 城 の 両方 を ディ スク に セー ブ し 
ます が , 実行 可能 ファ イル の サイ ズ を 小さ くす る 場合 な ど で は ン N : P の 形式 に する こと に より プロ 
グラ ム 領 域 部 分 だ け を ディ スク 上 に セー プ す る こと が で きま す . 


Ps 寺 だ だ しら え ゅ 


グ P ス イッ チ は , プ P スイ ッ チ 以降 に 指定 する オブ プ ジ ェ クト モジ ュー ル の ロー ド 開 始 ア ドレ ス を 指定 し ます . 
また ,/D スイ ッ チ を 共に 指定 し て いる と き , オプ ジェ クト モジ ュー ル の うち プロ グラ ム 領 域 (CSECG エリ ア ) 
の ロー ド 開 始 ア ドレ ス を 指定 し ます . 


@ くく アド レス > は カレ ント 基数 。 つ まり プ O スイ ッ チ の 指定 が あれ ば 8 進 で 指定 し, プ H スイ ッ チ の 指定 
が あれ ば 16 進 で 指定 し ます . また /O も /H も 指定 し て いな い 場 合 16 進 で 指定 し ます . 
〈 く アド レス > の 後 は カン マ (,) で 区 切り ます . 
グ P スイ ッ チ を 指定 し な い 場 合 , デ フォル ト の アド レス 103 H か ら オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル を 配置 し 
放す 。 

@ < アド レス > は ロー ド 開 始 ア ドレ ス で す . 


例 ) L80 グ P:103, NEIL, NEIL プ NE 


@ ノ P ス イッ チ を 指定 し , プ D スイ ッ チ を 指定 し て いな い 場 合 . オプ ジェ クト モジ ュー ル の うち デー タ 領 
域 (DSEG エリ ア と COMMON エリ ア ) が ノ P で 指定 し た < アド レス > へ ロー ド され, その 後 へ 隣接 
し て プロ グラ ム 領 域 が ロー ド され ます . 

@ ノア P ス イッ チ は プ P スイ ッ チ の 後に 指定 する ファ イル に 対し て 有効 で す が , プ P スイ ッ チ の 前 に 指定 
し た ファ イル に は 無効 で す . プ P スイ ッ チ は 指定 し た アド レス で ロー ド を 開始 し た い フ ァイル の 前 に 
置き ます . 

@ ノ P ス イッ チ と プ D スイ ッ チ を 指定 し て いる 場合 , オプ ジェ クト モジ ュー ル の うち プロ グラ ム 領 域 
が プ P スイ ッ チ に 指定 し た く ア ドレ ス 〉> ヘ ロー ド さ れ ま す .。 また , デー タ 領 域 (DSEG エリ ア と COM.- 
MON エリ ア ) と が 〆/D スイ ッ チ に 指定 し た < アド レス > か ら ロ ー ド され ます . 
プロ グラ ム が CSEG に 加え て DSEG, ある い は COMMON か ら 構 成 さ れ て いる と き ,/P と /D スイ 
ッ チ を 一 緒 に 使用 する こと が で きま す 。 

ASEG エリ ア の ロー ドア ドレ ス は P スイ ッ チ の 影響 を 受け ませ ん 。 

MSX・L-80 で は セグ メン ト が 自動 的 に 順次 隣接 し て 配置 され ます が , 同一 リン クロ ー ド セッ ショ ン 中 
に 2 つ 以 上 の プ P ス イッ チ を 指定 し て 複数 個 の プロ グラ ム 領 域 を 隣接 し な い ア ドレ ス に 配置 し 。 モジ 
ュー ル 間 に 空 ス ペー ス を 作る こと が で きま す . た だ し 空 ス ペー ス は 初期 化 さ れ ま せん . 
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@ モジ ュー ル の 配置 に つい て は 次 の 制約 が あり ます . 
a. ロー ド し よう と する 複数 の プロ グラ ム 領 域 が 重複 し な いよ うに アド レス の 指定 を し て くだ さい . 
重複 する と 警告 エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 
bp。、 プ ログ ラム コー ド エ リ ア が デー タテ エリ ア (DSRG エリ ア ) また は コモ ン エ リア (COMIMNON エリ 
ア ) に よっ て 分 割 さ きれ て は いけ ませ ん .。 た と えば 200 HH か ら CSEG を 配置 し , 300H から DSEG 
を 配置 し 。400 H か ら CSEG を 配置 し た り し て は いけ ませ ん . この よう な 場合 重大 エラ ー メ ッ セ 
ー ジ が 表示 され ます . 
デー タ 領 域 の サイ ズ は アセ ンプ ブル の リス ティ ング の 最後 を 見 て DSEG エリ ア と COMMON エリ ア の 
サイ ズ を 加え て 求め ます . 
@ リン クロ ー ド 時 に メモ リ が 不足 し て リン クロ ー ド で き な い プロ グラ ム を /P。 プ D スイ ッ チ を 使う こ 
だ 計 よ り リ シン クロード で 才 る こと が あり ます 。 
MSX・L-80 は リン クロ ー ド 時 に 相対 リフ ァ レ ンス ご と に 5 バイ ト で 構成 する テー ブル を 作成 し ます 
が ,/D お よび ノ P を 指定 する と この テー ブル を 作成 し な い の で , リ ンク ロー ド 時 の 必要 メモ リ 量 を 小 
さく する こと が で きま す . この 時 の プ P, プ D スイ ッ チ に 指定 する アド レス は 次 の と お り で す . 


グ P スイ ッ チ で 指定 する アド レス = ニ デ ー タ 領域 の サイ ズ 十 103H 
グ D スイ ッ チ で 指定 する アド レス 103H 


例 ) 
リン クロ ー ド 前 の オプ ジェ クト モジ ュー ル 


MODULA MODULB 


DSEG DSEG 
(100 バ イト ) (100 バ イト ) 





(100 バ イト ) (100 バ イト ) 


@ L80 MODULA, MODULB, PROGX〆N ビ E 


PROGX の ロー ディ ング 結果 


MODULA の 


MODULA の 
CSEG 


MODULB の 
CSEG 





エド ンー トリ る 


@ L80 MODULA, P : 400, MODULB, PROGX プ NE 


PROGX の ロー ディ ング 結果 





1CBH ァ 
400Hy 
MODULB の 
MODULB の 
CSEG 


@ L80 /P : 150, D : 400, MODULA, MODULB, PROGX プ NE 





PROGX の ロー ディ ング 結果 











空き エリ ア 
MODULA の 
CSEG 
MODULB の 
CSEG 
空き エリ ア 
MODULA の 
DSEG 
MODULB の 
DSEG 


ID メア ドレ レス) 







グ D ス イッ チ は ンプ D スイ ッ チ の 後に 指定 する オプ ジェ クト ファ イル の うち デー タ 領 域 (DSEG エリ ア と 
COMMON エリ ア ) を 分 離し 。 指定 し た ア ドレ ス ヘ ロード する よう に 指示 し ます . 


@ 。 〈 ア ゲド レス >〉> は カレ ント 基数 。 つま り プ 0 スイ ッ チ の 指定 が あれ ば 8 進 で 指定 し 。 ま た /H スイ ッ チ 
の 指定 が あれ ば 16 進 で 指定 し ます . プ O も ン H も 指定 し て いな い 場 合 に は 16 進 で 指定 し ます 。. 
@ <〈 ア ド シ レス > の 後 は カン マ (,) で 区 切り ます . 


例 ) L80 グ D: 103, NEIL, NEIL プ NE 


%。 プ D ス イッ チ の 指定 が な い 場 合 , プ P スイ ッ チ で 指定 し た アド レス か ら デ ー タ 領域 の ロー ド を 開始 し 
ます . まだ , プ P の 指定 も な い 場 合 , 103 H が 省略 時 の アド レス と な り ま す . 


ます も は ギー918 
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@ ノ D ス イッ チ は プ D スイ ッ チ の 後に 指定 する ファ イル に 対し て 有効 で す . プ D スイ ッ チ の 前 に 指定 し 
た ファ イル に は 無効 で す ,。 デー タ 領 域 を 特定 の アド レス ヘ へ ロー ド し た めい 場合 は その ファ イル の 直前 
に グ プ D ス イッチ を 指定 し ます . 
@ ノア D リ スイ ッ チ は グ プ P ス イッ チ と 関連 し て いま す の で , プ P スイ ッ チ の 項 を 参照 し て くだ さい . 
どら 


グ S スイ ッ チ は ググ S スイ ッ チ の 直前 に 指定 し た ファ イル を 検索 し 。 ファ イル に 含ま れ て いる モジ ュー ル を 参 
照 し て グロ ー バ ルリ ファ レス の 解決 を は か り ま す 。, 


@ 。/S ス イッ チ の 直前 の ファ イル は LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ を 使用 し て 作成 し た ライ プラ リフ ァ 
イル で す 。 
@ 。 ノ /S ス イッチ の 直後 は カン マ で 区 切り ます . 


例 ) L80 NEIL〆N, MYLIB グ S, NEIL プ G 


ン R 
グ R スイ ッ チ は MSX・L-80 を 初期 状態 に り リセット し ます . 


@ MSX・L-80 は 最初 に コマ ンド 行 を スキ ャ ン し ,R スイ ッ チ が あれ ば ロー ド さ れ て いる すべ て の ファ 
イル を 無視 し て MSX・L-80 を 呼び 出し た 直後 の 状態 に り リセット し ます . この と き ア スタ リス ク (*) 
プロ ンプ ト が 表示 され 。 コマ ンド の 入力 待ち と な り ま す . 
グ U 


グ U スイ ッ チ は 未定 義 状 態 の グロ ー バ ル シ ン ボル を コン ソー ル に リス ト し ます . また 。 プロ グラ ム 領 域 と デ 
ー タ 領域 と の それ ぞ れ の 先頭 アド レス と , 最終 アド レス お よび 領域 サイ ズ を 表示 し ます . 


グ U は プ G また は ノ E ス イッ チ の どちら も 含ま れ な い コ マン ド 行 で の み 有 効 で す . 
未 解決 状態 の グロ ー バ ル シ ン ボル が 多い 場合 。 スク リー ン が スク ロー ル ア ッ プ し て リス ト が 見 えな く 
な る こと が あり ます . スク ロー ル ア ッ プ を 止め た い 場 合 は [| CONTROL |T[IS| を 押し ます . また , これ を 
解除 する 場合 は | CONTROL |+[Q| を 押し ます . 

グ M 


〆 グ M スイ ッ チ は すべ て の グロ ー バ ル シ ン ボル を コン ソー ル に リス ト し ます . また 。 プ ログ ラム 領域 と デー タ 
人 顎 域 と の それ ぞ れ の 先頭 アド レス と 最終 アド レス お よび 領域 サイ ズ を 表示 し ます . 


@$ リス ト は プリ ンタ に 出力 する こと は で きま せん . 


FE1 時 1 は 1.4 


@ グロ ー バ ル シ ン ボル が 定義 済み で あれ ば グロ ー バ ル シ ン ボル の 後に その 値 が 表示 され , また , 未定 義 
で あれ ば アス タリ スク (*) が 表示 され ます . 

@ ブログ ラム 領域 お よび デー タ 額 域 の 先頭 ・ 最 終 ア ドレ ス と サイ ズ の 値 は プ /P と /D スイ ッ チ を 指定 し 
て いな いか ぎり 。 1 つの ラン プ エ リ ア と し て リス トト され ます 。 
グ P と プ D スイ ッ チ を 指定 し た 場合 , プ ログ ラム 領域 と デー タ 領 域 と が それ ぞ れ 別々 に リス ト さ れ ま 
す . 


〆0 


0 スイッチ は カレ ント 基数 を 8 進 に セッ ト し ます . 


@ 基数 の デフ ォ ル ト 値 は 16 進数 で す . O を 省略 する と 16 進 が 仮定 され ます . 


ン H 


〆 グ HH スイ ッ チ は カレ ント 基数 を 16 進 に セッ ト し ます . 


@ 基数 の デフ ォ ル ト 値 は 16 進 で す の で , 前 に プ O スイ ッ チ を 指定 し て いて 16 進 へ 変更 する 場合 以外 に 
は 使用 する 必要 は あり ませ ん . 


グ X 
グ え スイッチ は 実行 可能 ファ イル を イン テル ASCII HEX フォ ー マ ッ ト に し , グ XX の 直前 の ファ イル 名 で セ 
ー プ し ます . 
@ ノノ スイ ッ チ は N スイ ッ チ を 指定 し て いる ファ イル に 付与 し ます 。 


例 ) L80 NEIL, NEIL ン X ン N ン E 


グ え スイ ッ チ を 指定 し て いる 実行 可能 ファ イル の 省略 時 の 拡張 子 は . HEX で す . 

/X の 主 な 用 途 は PROM に 焼き 込む プロ グラ ム を 用 意 す る 場合 で す . 

HE フォー マッ ト の 実行 可能 ファ イル は ある マシ ン か ら 他 の マシ ン へ の プロ グラ ム の 移植 を 容易 に 
する 目的 で 作成 され まし た . HEX フォ ー マ ッ ト の 形式 は オプ ジェ クト コー ド よ り も コー ド の チェ ッ 
ク が 多く な り ま す . また 。 HEX ファ イル は 高度 な ライ ン エ ディ タ で 編集 する こと が で きま す . 
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ン Y 


シン ボル テー ブル を 作成 し レノ Y の 直前 の ファ イル 名 で セー ブ し ます . 


@ 。 ノ Y ス イッ チ は N スイ ッ チ を 指定 し て いる ファ イル に 付与 し ます . また , ノ E スイ ッ チ の 指定 を 必 
要 と し ます 。 


例 ) L80 NEIL, NEIL ブ Y プ NE 


@ ノンノ Y ス イッ チ を 指定 し て いる 実行 可能 ファ イル は . COM ファ イル と 拡張 子 . SYM を 持つ ファ イル 
と の 2 通り が 作成 され ます . た だ し , ノ スイッチ を 同時 に 指定 し て いる と , . SYMM フ ァイル と 
.。 HEX ファ イル と が 作成 され ます . 


例 ) L80 NEIL, NEIL プ Y プ X ノ NE 


生 和 1 まさ ー1 1 


5.5B メッ セー ジ 


リン クロ ー ド を 終了 する と 次 の メッ セー ジ が コン ソー ル に 表示 され ます . 


[mmmm nnnn yyl 

mmmm  :j 実行 可能 プロ グラ ム の 先頭 アド レス 

nnnn j 実行 可能 プロ グラ ム の 最終 アド レス 二 1 

YY , 1 ペー ジグ 256 バイ ト で 表す 実行 可能 プロ グラ ム の サイ ズ (ペー ジ 数 ) 


ロ .7 プ 7 エラー メッセージ 


LINK-80 で は 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 用 意 さ きれ て いま す . 


表 5 一 2 エエ ラー メッセー ジ 一 覧 










7? No start Address 


? Loading Error 










〆G ス イッ チ が 指定 され た が , メイ ンプ ログ ラム が ロー ド さ れ て いな い 







入力 と し て 与え られ た 最後 の ファ イル が MSX・L-80 に 対す る オプ ジェ クト ファ イ 
ル と し て 正しい 形式 で は な か っ た 。 


コマ ンド の 中 で 指定 され た く フ ァイル 名 > で 示さ れる ファ イル が , どこ に も 存在 し な 
い . 









7 < ファ イル 名 > Not Found 













最初 に 定義 し た COMMON プ ロックン XXXXXX が 最大 の も の で な か っ た . モジ 
ュー ル の ロー ディ ング 順序 を 変え ろ る か, また は COMMON ブ ロック の 定義 を 変え 
る 必要 が あり ます . 






2nd COMMON Larger 
グ XXXXXX 








パブリック (外部 ) シン ボル YYYYYY が 重 復 し て 定義 きれ て いる こと が ロー ディ 
ング 中 に 判明 し た . 






の Mult. Def. Global YYYYYY 

























Progr am 
26 Overlayi ] lxe > 
。  。 LData | ノ D ま た は ノ P に よっ て 皮 に ロー ド さ きれ て いる デー タ を 壊す 麗 れ が あり ます . D や 
start 三 XXXX ン P ス イッ チ で 指定 し た アド レス が MSX・L-80 の 領域 を 指し て いた り , 既に ロー 


jpublic 三 く < シン ボル >( XXXX ) 
External 三 く < シン ボル >( XXXX ) 


ド 済 み の 領域 を 指し て いる と き に 発生 し ます . 






上 も 1 ユー1 4Y 


第 5 章 MSX・L-80 リン クロ ー ダ 


ロ プロ グラ ム と デー タ 領 域 と が 重なっ て お り , その た め ア ドレ ス ま た は グロ ー バ ル シ 
? Intersecting So | Area ン ボ ポル の チェ イン エン トリ も 重なっ て いる (だ ぶっ て いる )。 最終 的 な 値 が この 重 な 
ーー っ た 領域 に ある た め , 現在 の 値 に 変換 する こと が で き な い . 


7 Start symbol 一 < 名 前 > 


グ E ま た は プ G が 指定 され た が , その 記号 が 定義 きれ て いな い . 
-Undefined 


EE また は プ G が 指定 され た が , デー タ , プロ グラ ム の いずれ か の 領域 の 先頭 アド 
| read レス が ロー ダメ モリ ー (モジ ュー ル を ロー ド す る た め に 利用 で きる メモ リ ) の 外 に あ 

る 。 Y < キャ リッ ジリ ター ン > と 答え た 場合 MSX・L-80 は プロ グラ ム ま た は デー 

タ の 領域 を 移動 させ 処理 を 続行 する . 

その 他 の 答 の 場合 は MSX・L-80 は 終了 する . いずれ の 場合 に お いて も /N が 指定 

し て あれ ば ,。 ロー ドイ メー ジ は 常に 保存 きれ る こと に な る 。 


? Cant Save Object Fi ファ イル を セー ブ プ し よう と し た と き に ディ スク エラ ー が 発生 し た . 
ant Sa 
! I Ve jeCt FIMG ディ スク が いっ ぱい で ある か , 書き 込み 禁止 の 場合 に 発生 し ます . 


オプ ジェ クト ファ イル が ロー ド さ れ て いな い の に , < ファ イル 名 > プ S 又 は ノ /E 又 は 
グ G が 与え られ た . 

即ち も. オプ ジェ クト ファ イル が ロー ド さ れ て いな い 時 に , ライ ブラ リ の 検索 . リン カ 
の 処理 終了 , まな は プロ グラ ム の 実行 が 要求 され た . 


ーー Above 
Origin 


Below 


Memory, Move, Anyway 
(Y or N) ? 


7 Nothing Loaded 
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中 6 剤 CREF-80 クロ スリ ファ レン サ 


第 6 章 
CREE-80 クロ スリ ファ レン サ 


B.1 CHEF-8 ロ 0 


CREF-80 クロ スリ ファ レン サ は MSX・M-80 で 出力 され た クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル を 入力 し 。 プロ 
グラ ム 内 の 内 部 ラベ ル と その 定義 位置 を クロ スリ ファ レン ス ・ リ スト へ 出力 し ます . この クロ スリ ファ レン ス ・ 
リス ト は デバ ッ グ に 役立ち ます . 


B. ど ビ RHEF-B0 で 使用 する ファ イル 


クロ スリ ファ レン サ の 実行 時 に 使用 する ファ イル は 次 の と お ぉ お り で す 。, 


CREF -80 
クロ スリ ファ レン サ 


クロ スリ ファ レン ス ・ 


リス ティ ング ファ イル ・ 
( PRN) 





6-| CREF-80 で 使用 する ファ イル 


(1) クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル 
MS※・M-80 で プロ グラ ム を アセ ンプ ブル し た 時 に プ C ス イッ チ を 指定 し て 出力 し た リス ティ ング ファ 
イル 。 クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル に は MSX・M-80 で セッ ト さ れ た 制御 文字 が 組み 込ま れ て いま 


す 。 クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル の 省略 時 の 拡張 子 は . CRF で す . 
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(》| 性 欠 り フ テレ ジジ スス ャ けり 系 ア ィング ファイ 
クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング は 。MSX・M-80 の リス ティ ング ファ イル に 加え て 次 の 追加 情報 


が 付加 され て いま す . 

4. ソー スス テー トメ ント の 各 文 に は クロ スリ ファ レン ス 番 号 が 付与 され て いる 。 

b. リス ト の 最後 に シン ボル が アル ファ ベッ ト 順 に 並べ て プリ ント され ます . さら に シン ボル の 後に 
は その シン ボル を 参照 し て いる 行 と 。 シン ボル の 定義 を し て いる 行 の 行 番号 が プリ ント され ます 
(定義 を し て いる 行 の 行 番号 に は # が 付与 され て いま す ). 

クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング ファ イル の 省略 時 の 拡張 子 は . PRN で す . この . PRN ファ イル は 

オペ レー ティ ング シス テム の コマ ンド (COPY。 TYPE コマ ンド ) を 使用 し て プリ シタ へ 出力 し た 

り , コン ソー ル の スク リー ン へ 表示 させ る こと が で きま す . また , CREEF-80 は MSX・M-80 と 同じ 

出力 装置 の 指定 を サポ ー ト し ます . 


BB.3 クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル の 作成 
クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル は , MSX・M-80 で プロ グラ ム を アセ ン ブ ル 時 に MSX・M-80 コマ ンド 列 
へ MSX・M-80 スイ ッ チ の C を 指定 し て 作成 し ます . 
例 ) M80 =NEIL プ C 
上 の 例 は NEIL . MAC を アセ ン ブ ル し , オプ ジェ クト ファ イル (NEIL . REL) と クロ スリ ファ レン ス ・ フ 


ァイル (NEIL . CRF) を 生成 し ます . 


6.4 CHEF-80 の 呼び 出し 


CREF-80 クロ スリ ファ レン サ は コマ ンド で 呼び 出し ます . また , ク ロス リフ ァ レ ン サ の 実行 時 に 使う ファ イ 
ル 名 を CREF-80 コマ ンド で 指定 し ます . CREF-80 コマ ン ド の 指定 の 方 法 は 次 の 2 通り が あり ます . コマ ンド 
は 小文字 で 入力 し て も 大 文字 で 入力 し て も 同じ で す . 小文字 は 大 文字 に 変換 され ます . 


(1) クロ スリ ファ レン サ を 呼び 出す コマ ンド に CREF-80 コマ ンド を 指定 する . 


A > CREF80 <CREF-80 コマ ンド > 


例 ) A > CREF80 PRN = NEIL 


UL TY デ 1 導 】 


間 6 意 CREF-80 クロ スリ ファ レン サ 


(2) クロ スリ ファ レン サ を 呼び 出す コマ ンド に は CREE-80 コマ ンド を 指定 せ ず 。 クロ スリ ファ レン サ の 
プロ ンプ ト (*) に 応じ て 指定 する . 


A > CREF80 
* <〈CREF-80 コマ ンド > 


次 の 例 は 1) と 同じ 結果 に な り ま す . 


例 ) A > CREF80 
* PRN 三 NEIL 





CREEF-80 は CREEF-80 コマ ンド を 処理 する と アス タリ スク (*) プロ ンプ ト を 表示 し ます の で , 次 の CREF 
-80 コマ ンド を 指定 する こと が で きま す 。 
CREF-80 か ら オ ペレ ー テ ィング シス テム に 抜け 出る に は [CONTROL + け [CI を キー イン し ます . 


B.5 CHEF-80 コ マン ド 


6.5.1 CREF-80 コマ ンド の 形式 
コマ ンド の 形式 は 次 の と お り で す . 
< クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング ファ イル 名 > = < クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル 名 > 
6.5.2 ファ イル 名 の 指定 
ファ イル 名 の 指定 方 法 は 次 の と お り で す . 


< デバ イス 名 > : < ファ イル 名 >. < 拡張 子 > 
例 ) A:NEIL . CRF 


ファ イル 名 の 指定 は 省略 する こと が で きま す 。 また ,。 クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング ファ イル に つい て 
は 論理 デバ イス 名 を 指定 する こと が で きま す 。, 以下 に その 方 法 を 説明 し ます . 


人 みみ 可 応 り サジ ァ レ シス = アァ イル 
クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル の 指定 は 全部 を 省略 する こと は で きま せん . し か し , デバ イス 名 と 拡 
張子 を 省略 する こと が で きま す . デバ イス 名 の 省略 時 に は デフ ォ ル トド ライ ブ を , また , 拡張 子 の 省 
略 時 に は .CRF が 仮定 され ます . 
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グロ スス 9 ブフ ァ レ ンス ァ リ ス ダ ティ ャ ンダ ア ァイル 

クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング ファ イル は 指定 を 全部 省略 する と 。 クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァ イ 
ル と 同じ ディ スク 上 に 拡張 子 が .CRF で ある 以外 クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル と 同じ ファ イル 名 で 
作成 され ます . また , デバ イス 名 を 省略 する と デフ ォ ル トド ライ ブ が 仮定 され , ファ イル 名 を 省略 す 
る と クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル と 同じ ファ イル 名 が 仮定 され ます . また , 拡張 子 を 省略 する と 
.・PRN が 仮定 され ます . クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング ファ イル と 異な る ドラ イブ に 作成 する 場 
合 , デバ イス 名 を 省略 する こと は で きま せん . 


例 ) CREF8O B:=A:NEIL 
また , . PRN 以外 の 拡張 子 で 作成 する 場合 拡張 子 を 省略 する こと は で きま せん . 
例 ) CREF80 NEIL . CRL = NEIL 


クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング ファ イル に 次 の よう な 論理 デパ イス 名 を 指定 し て プリ ンタ や コン 
ソー ル の スク リー ン へ 出力 する こと が で きま す 。 


ゲバ イス 名 | 出力 装置 





CON コン ソ ゾール 

PRN プリ ンタ 
CREF-80 コマ ンド の 例 
クロ スリ ファ レン ス ・ リ スト を プリ ンタ へ 出力 する . 
例 ) CREF80 PRN= NEIL 


NEIL . CRF を 入力 し 。 ク ロス リフ ァ レ ンス ・ リ スト を プリ ンタ へ 出力 し ます (ディ スク ファ イル は 


作成 され ませ ん ). 
クロ スリ ファ レン ス ・ リ スト を コン ソー ル の スク リー ン へ 出力 する 。 


例 ) CREF80 CON = NEIL 


NEIL . CRF を 入力 し 。 ク ロス リフ ァ レ ンス ・ リ スト を スク リー ン へ 出力 し ます (ディ スク ファ イル 
は 作成 され ませ ん ). 
クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング ファ イル を ディ スク へ 出力 し ます 。 


例 ) CREF80 NEIL =NEIL 
CREF80 =NEIL 


NEIL . CREF を 入力 し 。 ク ロス リフ ァ レ ンス ・ リ ステ ィング ファ イル を NEIL . LST と いう 名 前 で 
NEIL.CREF と 同じ ディ スク 上 に 作成 し ます . 
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共 6 半 CREF-80 クロ スリ ファ レン サ 


B.B リス ティ ング 制御 擬似 命令 


クロ スリ ファ レン ス ・ リ スト を オプ ショ ン で プロ グラ ム の 全部 で は な く 一 部 分 だ け 出 力 す る こと が で きま す . 
クロ スリ ファ レン ス ・ リ スト の 出力 ・ 抑 止 を 制御 する 場合 は , MSX・M-80 の 入力 と な る ソー スプ ログ ラム 中 
で つぎ に 掲げ る クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング 制御 擬似 命令 を 使用 し て くだ さい . 

これ ら の 擬似 命令 は オペ レー タフ ィ ー ル ド に 入力 し ます . 他 の リス ティ ング 制御 擬似 命令 と 同様 に アー ギュ 
メン ト フ ィ ー ル ド の 指定 は あり ませ ん . また , これ ら の 擬似 命令 は プロ グラ ム 中 の 任意 の 場所 に 置く こと が で 
きま す . 詳細 は 3.6 の CREF 情報 出力 制御 擬似 命令 の 項 を 参照 し て くだ さい . 


. CREF 

クロ スリ ファ レン ス を 作成 し ます 。 

. CRKEF は デフ ォ ル ト 状 態 で す 。 . CREF は , . XCREF 擬似 命令 を 使っ て クロ スリ ファ レン ス を 抑止 し た 
後 , 抑止 を 解除 し て クロ スリ ファ レン ス の 作成 を 再開 する と き に 使用 し ます . 

. CREF の 指定 は . XCREF の 指定 を する まで 有効 で す . し か し , MSX・M-80 コマ ンド で プ C ス イッ チ を 
指定 し な いと クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル は 作成 され ませ ん . 


. XCREF 

クロ スリ ファ レン ス を 抑止 し ます . 
.・ XCREF は , .CREF 擬似 命令 で セッ ト し た 状態 (デフ ォ ル ト ) を 解除 し ます . 
. XCREF の 効果 は . CREF の 指定 を する まで 有効 で す . 

プロ グラ ム の 一 部 で クロ スリ ファ レン ス の 生成 を 抑止 する と き に . XCREF を 使用 し て くだ さい 。 

. CREF と . XCREF は MSX・M-80 コマ ンド で プ C ス イッ チ を 指定 し な いと 効果 は あり ませ ん か ら , 通 
常 の リス ティ ング ファ イル (クロ スリ ファ レン ス 以 外 の も の ) を 出力 させ た い めい 場合 で も . XCREF を 使う 必要 
は な く MS※・M-80 コマ ンド に ププ C ス イッ チ を 指定 し な い だ け で よい 、. 
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B. プ 7 リス ティ ング フォ ー マ ヤット 


クロ スリ ファ レン ス ・ リ スト の 例 を 次 に 示し ます . 


SOME_ USEFUL SUBROUTINES MSX・M-8g 1.00 01-Apr-85 PAGE 1 
①ー Mt 形 表 よ も 選 SOME USEFUL SUBROUT TINES 
の ENTRY MUL 10 ,DMUL 10 DIV10 
う ト 
4 : MUL10 - [A]= ニ ATHEA] ネ 10, [B] 1S DESTROYED 
の | 
6 O000" 47 MUL10: MOV B,A 
7 0001 " 07 RLC 
8 0002 " 07 RLC 
9 0O003" 80 ADD B 
10 0004" 07 LC : 人 三 (A ネ 2 ネ ク +A ) キネ 2 
電 ! 0005 " C9 RET 
居 6 
3 : DMUL10 - [HL]=[A]* ネ 10 
14 5 
15 OCO6 ” 5 DMUL10: PUSH B 
16 0007 ”" 4F MOV な 。 人 
17 0008" 06 00 MVI 紀 。⑩ 
18 O000A”" 6F MOV に 。 八 
19 000B" 26 00 MVr H,0 iSET UP [BC] AND [HL] 
20 O00D” 29 DAD H 
の OOOE " 29 DAD H 
2 000F”" 09 DAD 1 
23 0010" 29 DAD H ji [HL] ニ ([HL] *2*2+ [BC」 ) * ネ 2 
24 O011" の 山 PO0P B 
どら 0012" C9 RET 
の e 
の 4 : DIVTBEE BY 3 は 9 
28 : 。 B= ニ A/10 A=A MOD 10 
29 5 
30 (9A9 財 本 池 0Q6 00 DIV10: MV B,0 iCLR QUOT . 
3 1 0O15" 04 DVLOP : INR B 
ぢ O016”" D6 0OA SU 10 * 上 RY SU 昌 
933 0018" 2 0605." JNC DVLO0P iTRY OK,THEN _ ANOTHER TRY 
34 001B" 05 DCR BB BGPSI XGCEEB の 。 
35 001C” C6 OA ADI 10 THEN ADJUST STUFF 
36 OO1E" C9 RET : 。 & RETURN 
3 が END 
SOME USEFUL SUBROUTINES MS%・-89 1.00 01-Apr-85 PAGE S 
NMaCr OS : 
S ッ mbol5: 
0013I" DIV10 OOO61I' DMUL10 0QO15" DVL0P 


O000I" KM ト UL10 


No Fatal errOor (5) 


⑨②ー DIv10 2 30# 
DMUL 10 2 15# 
DVLOP 31# 33 
MUL 10 2 6# 


① ク ロス リフ ァ レ ンス 番号 
② 変 数 名 と 変数 名 が 定義 し て ある 行 と 参照 し て いる 行 の クロ スリ ファ レン ス 番 号 
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LIB-80 ラ イブ ラリ マネ ー ジ ヤ 


7.1 
7 
7.3 
7.4 
7.5 
7.B 


LI 日 -8D 
LIB-80 で 使用 する ファ イル 
LIB-80 の 呼び 出し 
LIB-80 コ マン ド 

スズ スイッチ 

注意 事項 


たま 上 ルー ト 2 


北 7 剖 LIB-80 ラ イブ ラリ マネ ー ジ ャ 


弟 7 草 
LIPB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ 


7Z.1 LIB-80 


LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ は , オブ ジェ クト モジ ュー ル を 集め た ライ ブラ リフ ァイル を 管理 する ユー ティ 
リティ プロ グラ ム で , MSX-C コン パイ ラ の ライ ブラ リフ ァイル を 作成 する こと が で きま す . LIB-80 の 機能 は 次 
の と お り で す 。 


@ オブ ジェ クト ファ イル , ある い は 既存 の ライ ブラ リフ ァイル に 含ま れる オブ ジェ クト モジ ュー ル を 集 
め て ,。 新しく ライ ブラ リフ ァイル を 作成 し ます . 

@ ライ ブラ リフ ァイル に 含ま れる オプ ジェ クト モジ ュー ル 名 と ,。 オプ ジェ クト モジ ュー ル に 含ま れ て い 
る パブ リッ クシ ン ボ ル の 参照 , 被 参 照 状態 を コン ソー ル の スク リー ン に 表示 し ます . 


LIB-80 を 使っ て オブ プ ジ ェ クト モジ ュー ル を ライ ブラ リフ ァイル に 集め て お く と , LIB-80 で コマ ンド に < く ラ 
イブ ラリ ファ イル 名 > グ S を 指定 する だ け て 必要 な オプ ジェ クト モジ ュー ル が すべ て 実行 可能 ファ イル に リン 
ク さ れ ま す . この 機能 は サ プ ブルー チン が 多い プロ グラ ム の 場合 , LINK-80 コマ ンド で 1 つ 1 つ オブ ジェ クト モ 
ジュ ー ル ファ イル を 指定 する の に 較べ て 大 変 便利 で す . 


注意 LIB-80 は 新た な ライ プラ リフ ァ イ ル を 作成 する の に 便利 な 反面 。 コマ ンド の 指示 を 誤る と 既存 の ライ 
ブラ リフ ァイル を 破壊 する 可能 性 が あり ます . MSX・L-80 の 使用 前 に 既存 の ライ ブラ リフ ァイル の バ 
ッ ク ア ッ プ コピ ー を 取っ て お いて くだ さい 。 
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/. 己 LIB-80 で 使用 する ファ イル 


LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ の 実行 時 に 使用 する ファ イル は 次 の と お り で す 。 


7-| LIB-80 で 使用 する ファ イル 


当 プ ジェ クト ファ イル 
END< 式 > ある い は ENTRY ステ ー ト メン ト を 含む アセ ンプ ブリ 言 語 の プロ グラ ム を MSX・M-80 で 
アセ ン ブ ル し た 結果 . また は FORTRAN-80,。 COBOL-80,。 BASIC な どの コン パイ ル 結 果 で ある オ 
グ デジ ェ クト プ ァ イル で すず 、 


0) イデ ラリ ファ イル 
オプ ジェ クト ファ イル を LIB-80 で 集め た ライ ブラ リ イ メ ー ジ の ファ イル で す 。 
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/.9 LIB-8B0 の 呼び 出し 


LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ は コマ ンド で 呼び 出し ます . また , LIB-80 の 実行 時 に 使う ファ イル 名 や スイ 
ッ チ を LIB-80 コマ ンド で 指定 し ます . 
LIB-80 コマ ンド の 指定 の 方 法 は 次 の 2 通り あり ます . 
(1) ライ プラ リマ ネー ジャ を 呼び 出す コマ ンド に LIB-80 コマ ンド を 指定 し ます . 


A>LIB80 <LIB-80 コマ ンド > 


例 ) A>LIB80 <LIB-80 コマ ンド > 
この 場合 。 LIB-80 コマ ンド を 小文字 で 入力 し て も 大 文字 に 変換 され ます . 


(2) ライ ブラ リマ ネー ジャ を 呼び 出す コマ ンド に LIB-80 コマ ンド を 指定 せ ず 。 ラ イブ ラリ マネ ー ジ ャ の 
プロ ンプ ト (*) に 応じ て 指定 し ます 。 


A > LIB80 
* ッ > <LIB-80 コマ ンド > 


この 方 法 で は LIB-80 コマ ンド を い ぃ いく つか に 分 け て 入力 する こと が で きま す . 
LIB-80 か ら オ ペレ ー テ ィング シス テム へ 抜け 出す 場合 に は [ CONTROL |+[CI を キー イン し ます . 


/.4 LIB-BU コ マン ド 


7.4.1 LIB-80 コマ ンド の 形式 
コマ ンド の 形式 は 次 の と お り で す . 
[< 宛先 フィ ー ル ド > ニ ] < ソース フィ ー ル ド >〉 < スイ ッ チ > 


宛先 フィ ー ル ド 
宛先 フィ ー ル ド の 指定 は オプ ショ ン で す . = は 宛先 フィ ー ル ド の 指定 を する 場合 に 必要 と な り ま す . 宛 先 フィ 
ー ル ド に は LIB-80 で 作成 する ライ プラ リフ ァイル 名 を 指定 し ます . 


(ライ プラ リフ ァイル 名 > 


この フィ ー ル ド を 省略 する と FORLIB . REL (FORLIB . LIB で は あり ませ ん ) が 仮定 され ます . この た 
め , デフ ォ ル トド ライ ブ 上 に 提供 きれ た FORLIB . REL ラン タイ ムラ イブ ラリ が ある と FORLIB . REL が 
書き 換わり ます . 

FORLIB . REL を 新しく 作成 し な い 限り , 宛先 フィ ー ル ド の 指定 は 指定 し て くだ さい . 
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ソー ス フ ィ ー ル ド 
ソー ス フ ィ ー ル ド の 指定 は 省略 する こと は で きま せん ソース フ ィ ー ル ド に は 爺 先 フィ ー ル ド に 指定 し た ラ 


イプ ラリ ファ イル へ 加え た い オ プ ジ ェ クト ファ イル 名 ,。 また は 既に 作成 済み の ライ ブラ リフ ァイル に 含ま れ て 
いる オプ ジェ クト モジ ュー ル 名 で す 。 


- < オプ ジェ クト ファ イル 名 > 
〈 く オプ ジェ クト ファ イル 名 > 
還 < く ラ イプ ラリ ファ イル 名 >〈< く < オプ ジェ クト 
< ライ ブラ リフ ァイル 名 〉 << オ プ ジ ェ クト モジ ュー ル 名 >〉 |[ > 
モジ ュー ル 名 >> 
< ライ ブラ リフ ァイル 名 > 


〈 く ライ ブラ リフ ァイル 名 > 


@ オブ ジェ クト ファ イル 名 や ライ ブラ リフ ァイル に 含ま れ て いる オプ ジェ クト モジ ュー ル 名 は カン マ 
(。 ) で 区 切っ て いく つ で も 指定 で きま す 。. 


@ ライ ブラ リフ ァイル に 含ま れ て いる オプ ジェ クト モジ ュー ル 名 は 山形 か っ こ (④②) で 囲み ます . 


例 ) *FILE1, FILE2 <MODZ>。 FILE3 <MODR>, FILE4 





@ ライ ブラ リフ ァイル に 含ま れ て いる オプ ジェ クト モジ ュー ル は 次 の よう に 指定 する こと が で きま す 。, 
a. ライ ブラ リ に 含ま れ て いる オプ ジェ クト モジ ュー ル を 1 つ だ け 抜 き 出す 。 


例 ) * LIB1 = FILE1 <MODB> 


PLE. RE に に |. RE に 


MODB MODB 


MODC 
b. ライ ブラ リフ ァイル 含ま れ て いる オプ ジェ クト モジ ュー ル を カン マ で 区 切っ て いく つか 抜き 出 
ず , 





例 ) * LIB1 = ニ FILE1 <MODC, MODA, MODE> 





FIL 世 1。 尺 選 し LIB1.REL 





り ず 上 FT デー1 81 


第 7 章 LIB-80 ライ ブラ リマ ネー ジャ 


オプ ジェ クト モジ ュー ル は 既存 の ライ ブラ リフ ァイル で の 順序 と は 関係 な く , 指定 し た 順序 で 新 
し ゆい ライ ブラ リラ ァイル へ 入り ます 。 


c。 ラ イブ ラリ ファ イル の 先頭 か ら , 指定 し た オプ ジェ クト モジ ュー ル ま で を 抜き 出す . 


例 ) * LIB1 ニ FILE1 <〈.. MODC> 





FILE1。 RR 世 に LIB1. REL 


MODC 





抜き 出す 最後 の オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 の 前 に は ピリ オド を 2 つ 付 け ま す . 
d. 指定 し た オプ ジェ クト モジ ュー ル か ら ラ イブ ラリ ファ イル の 最後 まで を 抜き 出す . 


例 ) * LIB1 FILE1 <MODC.. > 


FILE1. REL に 皿 1 REL 





抜き 出す 先頭 の オプ ジェ クト モジ ュー ル 名 の 後に は ピリ オド を 2 つ 付 け ま す . 
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e. 指定 し た オプ ジェ クト モジ ュー ル か ら 別 に 指定 し た オプ ジェ クト モジ ュー ル ま で を 連続 し て 抜き 
出す . 


例 ) * LIB1 = ニ FILE1 <MODB.. MODD> 


FILEIL REL LIB1.REL 





抜き 出す 先頭 の オプ ジェ クト モジ ュー ル 名 と 最後 の オプ ジェ クト モジ ュー ル 名 の 間 に は ピリ オド 


を 2 つ 入 れ ま す 。 
f. 抜き 出す オプ ジェ クト モジ ュー ル の 指定 を オプ ジェ クト モジ ュー ル 名 二 オ フ セ ッ ト 番 号 , オブ プ ジ 


ェクト ファ イル 名 一 オフ セッ ト 番 号 で 指定 する . 
オフ セッ ト 番 号 は 1 て 255 で す 。 


例 ) * LIB1 = ニ FILE1 <MODB 十 2> 


FL 避 。 民 丘 し LIB1. REL 
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例 ) * LIB1 = FILE1 <MODD-3> 


PLE1。 R 世 し LIB1.REL 





例 ) * LIB1 ニ FILE1 <MODA 十 1.. MODE 一 1> 


FE1、 RE し LIB1.REL 





g、 ライ ブラ リフ ァイル に 含ま れ て いる オプ ジェ クト モジ ュー ル を 全部 抜き 出す . 
例 ) *LIB1 = FILE1 


FL 恨 選 し LIB1. REL 
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7.4.2 


ファ イル 名 の 指定 


ファ イル 名 の 指定 方 法 は 次 の と お り で す . 


例 ) 


〈 デ バイ ス 名 > : < ファ イル 名 >. < 拡張 子 > 


A: NEIL . REL 


ファ イル 名 の 指定 方 法 の 詳細 は MSX・L-80 で 説明 し た も の と 同じ で す . 


1) 


宛先 フィ ー ル ド 

宛先 フィ ー ル ド の ライ ブラ リフ ァイル 名 の 指定 は オプ ショ ン で す が 。 省略 を する と デフ ォ ル トド ライ 
ブ 上 の FORLIB . REL が 仮定 され ます の で 注意 し て 下さ い . また , デバ イス 名 の 省略 時 に は デフ ォ ル 
トド ライ ブ , 拡張 子 の 省略 時 に . REL が それ ぞ れ 仮定 され ます . 


ソー ス フ ィ ー ル ド 

ソー スス フィー ルド に は ライ ブラ リフ ァイル 名 か オブ ジェ クト ファ イル 名 を 1 つ 以 上 指定 し ます 。 デバ 
イス 名 の 省略 時 に は デフ ォ ル トド ライ ブ , 拡張 子 の 省略 時 に は . REL が それ ぞ れ 仮定 され ます . 
LIB-80 コマ ンド の 例 


オプ ジェ クト モジ ュー ル を 集め て ライ ブラ リフ ァイル を 作成 する . 


例 ) A > LIB8O 
* TRANLIB = ニ SIN,。 COS,。 TAN, ACO0G 
* OLDLIB <EXP> 
ネン E 





SIN . REL, COS . REL, TAN . REL, ACOG . REL お よび OLDLIB . REL に 含ま れる EXP モ 
ジュ ー ル を 集め て TRANLIB . REL と いう ライ ブラ リフ ァイル を 作成 し ます . 
ライ プラ リフ ァイル の リス ティ ング を 表示 する 。 


例 ) A>LIB80 
* TRANLIB . LIB プ U 
* TRANLIB . LIB プ L 


TKRANLIB .LIB に 含ま れ て いる パブ リッ クシ ン ボ ル の 内 MSX・M-80 で 未定 義 と な る 可能 性 の あ 
る シン ボル の リス ティ ング と ,。 TRANLIB .LIB に 含ま れ て いる すべ て の モジ ュー ル と パプ リッ クシ 
ン ボ ル の クロ スリ ファ レン ス ・ リ ステ ィング と を コン ソー ル の スク リー ン に 表示 し ます . 
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/.5 スイ ッ チ 


スイ ッ チ は LIB-80 に 対し て 追加 機能 の 実行 を 指定 し ます . スイ ッ チ は スラ ッシュ () が 付い た 文字 で , ス 
イッ チ フ ィ ー ル ド へ いく つ で も 指定 する こと が で きま す . スイ ッ チ の 一 覧 表 を 次 に 示し ます . 


表 7 一 | スイ ッ チ 一 覧 


現在 作成 中 の ライ ブラ リ を 宛先 フィ ー ル ド で 指定 し た ファ イル 名 で セー ブ し オペ レー ティ ング シス 
テム へ 抜け 出 ま す . ライ ブラ リフ ァイル と 同じ 名 前 の ファ イル が あれ ば 既存 の ファ イル が 削除 され 
ます . 


現在 作成 中 の ライ ブラ リ を 宛先 フィ ー ル ド で 指定 し た ファ イル 名 で セー ブ プ し ます . オペ レー ティ ン 
グ シ ステ ム に は 抜け 出し ませ ん . ライ ブラ リフ ァイル と 同じ 名 前 の ファ イル が あれ ば 既存 の ファ イ 
ル が 削除 され ます . 現在 作成 中 の ライ ブラ リフ ァイル を セー プ 後 。 他 の ライ ブラ リフ ァイル を 作成 
し た い 場 合 に 使用 し ます . 


指定 され た ファ イル 内 の オプ ジェ クト モジ ュー ル 名 と , オプ ジェ クト モジ ュー ル に 含ま れ て いる グ 
ロー バル シン ボル 定義 を クロ スリ ファ レン スス 形式 で コン ソー ル の スク リー ン へ 表示 し ます . プ ブリン 
タ へ 出力 し た い 場合 は LIB-80 実 行 前 に [CONTROL| 十 [IP| を キー イン し て くだ さい . 


ライ プラ リフ ァイル 中 の オプ ジェ クト モジ ュー ル に 含ま れる グロ ー バ ル シ ン ボル の う ち , 未定 義 と 
な る 可能 性 の ある も の を コン ソー ル の スク リー ン へ ヘリ スト し ます . 


現在 作成 中 の ライ ブラ リ を クリ ア し , LIB-80 を 初期 状態 に 戻し ます . LIB-80 の アス タリ スク (※*) 
プロ ンプ ト が 表示 され 新しい LIB-80 コ マン ド を 待ち ます . 
〆C は LIB-80 コ マン ド を 間違え て キー イン し た 場合 な ど に 使用 し て くだ さい . 


上 L ス イッ チ を 指定 し て 出力 する リス ト 中 の 数 値 の 基数 を 8 進 に し ます . 
0 は プル スイ ッ チ と 共に 指定 し ます . 


例 NEWLIB プ エン 0 


エス イッ チ を 指定 し て 出力 する リス ト 中 の 数 値 の 基数 を 16 進 に し ます . 16 進 は デフ ォ ル ト 値 で 
す の で , /H を 指定 し な く て も 自動 的 に 16 進 基数 と な り ま す . 
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Z.B 注意 事項 


ライ ブラ リフ ァイル は リン クロ ー ド 時 に ロー ド 済 み の オ ブ プ ジ ェクト モジ ュー ル だ け で は 解決 で き な い グロ ー 
バル リフ ァ レ ンス が あっ た と き , 1 パス だ け 検 索 さ れ ま す . この た め 。 ライ ブラ リフ ァイル へ オプ ジェ クト モ 
ジュ ー ル を 集め る 場合 , 他 の モジ ュー ル か ら 参 照れ る エン トリ ー ポ イン ト を 持つ モジ ュー ル が 後 へ 配置 され 
る よう に LIB-80 コマ ンド で 指示 し て くだ さい 。 
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DOmy> 


付 録 


ASCII キ ャ ラク ター コー ド 表 
MSX・M-80 撫 似 命 令 宮 
オペ コー ド 一 覧 表 

オブ ジェ クト ファ イル の 形成 
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付 を 


付 鍼 A 
ASCII キ ャ ラク タコ ー ド 表 


00H 20H SPACE 
001 01H 033 21 日 
002 02H 034 22 日 
003 03H 035 23 日 
004 04H 036 24 日 
005 05H 037 25 H 
006 06 H 038 26 日 
007 07 H 039 27 日 
008 08 日 BS 040 28 HH 
009 09H HT 041 29 日 
010 0AH 寺 っ 042 2AH 
011 0BH VT 043 2BH 
012 0CH ドド 044 2CH 
013 0DH CR 045 2DH 
014 0EH S0 046 2EH 
015 0FH S ら 1 047 2F 日 
016 10 HH DLE 048 30 日 
017 11 H DC1 049 31 日 
018 12 日 DC2 050 32 日 
019 13 H DC3 051 33 日 
020 14 日 DC4 052 34 日 
021 15 HH NAK 053 35 日 
022 16 日 SYN 054 36 日 
023 17 H TB 055 37 日 
024 18 H CAN 056 38 日 
025 19 H EM 057 39 HH 
026 1AH SUB 058 JA 日 
027 1B 昌 ESCAPE 059 3BH 
028 1CH FS 060 3C じ 日 
029 1DH GS 061 3DH 
030 1EH RS 062 3E 日 
031 1FH US 063 3F 日 


( QO = ⑨ の OO いい 己 の 


@ 
A 
B 
C 
D 
E 
F 
G 
H 
I 
J 
K 
に 
M 
N 
0 
P 
Q 
R 
S 
T 
U 
V 
W 
X 
Y 
Z 





LF= ラ イン ・ フ ィ ー ド ,FF= ニ フォ ー ム ・ フ ィ ー ド 、CR= ニ キャ リッ ジ ・ リ ター ン 、 DEL= ニ ラブ アウ ト 
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付録 日 
MX・M-80 撫 似 命令 表 


MSX・M-80 の 擬似 命令 を 機能 ご と の 一 覧 表 に 示し ます . な お , SET 擬似 命令 は 280 モー ド で は 使用 で き 
ませ ん . SET 以外 の 擬似 命令 は 280 モー ド で も 。8080 モー ド で も 使用 で きま す . 


Z80 命 令 セ モッ トモ ー ド に する 
8080 命 令 セッ トモ ー ド に する 





デー タ 定 革 と シン ボル 定義 











































< 式 > の 値 に シン ポル を 割り 当て 
エク スタ ー ナ ル シ ン ボル 宣言 


< シン ボル > ASET < 式 > 
[ く < ラベ ル >] BYTE EXT く シ ン ボ ポル > 

[< ラベ ル >] BYTE EXTRN く < シン ボル > 

[< ラベ ル >] BYTE EXTERNAL < シン ポル > 

[< ラベ ル >] DB < 式 >[, < 式 >…] 

[< ラ ベル >] DB 《 ス トリ ング >[< ス トリ ング >…] 
[< ラベ ル >] DC < スト リン グ > 

[ く < ラベ ル >] DEFB < 式 >[, < 式 >…] 

< シン ポル > DEFL < 式 > 

[ く < ラベ ル >] DEFM 〈 ス トリ ング >[, く スト リン グ >…] 
[ く < ラベ ル >] DEFS < 式 >[, < 値 >] 

[< ラベ ル >] DEFW <〈 式 >[, < 式 >…] 




















エク スタ ー ナ ル シ ン ボ ル 宣 言 

エク スタ ー ナ ル シ ン ボル 宣言 

1 バイ ト ず つの 領域 を 確保 し , 初期 値 を セッ ト 
1 バイ ト ず つの 領域 を 確保 し , 初期 値 を セッ ト 
スト リン グ の 領域 を 確保 し , 初期 値 を セッ ト 
1 バイ ト ず つの 領域 を 確保 し , 初期 値 を セッ ト 
< 式 > の 値 に シン ポル を 割り 当て 

1 バイ ト ず つの 領域 を 確保 し , 初期 値 を セッ ト 
吉 域 を 確保 し , 初期 値 を セッ ト 

2 バイ ト の ワー ド 領 域 を 確保 し , 初期 値 を セッ ト 
























[ く < ラベ ル >] DS < 式 >[, < 値 >] 右 域 を 確保 し , 初期 値 を セッ ト 
[< ラベ ル >] DW < 式 >[, < 式 >…] 2 バイ ト の ワー ド 領 域 を 確保 し , 初期 値 を セッ ト 
ENTRY く シ ン ポ ル >|, く シン ポル >…] パプ リッ クシ ン ボ ポル 宣言 
< シン ボル > EQU < 式 > 《 シ ン ボ ポル > に < 式 > の 値 を 割り 当て 
EXT <〈 シ ン ボ ポル >[, く シン ポル >…]] 外部 参照 宣言 
EXTRN 〈 シ ン ボ ル >[, く シン ポル >…] 外部 参照 宣言 
EXTERNAL < く シ ン ボ ポル >[, く シン ポル >…] 外部 参照 宣言 
GLOBAL < シン ボル >[, く シン ボル >…] パブリック シンボル 
PUBLIC 〈 シ ン ボ ル >[, く シン ポル >…]] 
< く シ ン ボ ポル > SET 〈 式 > 〈 式 > の 値 に シン ボル を 割り 当て 





ML まり すき 1 


PC モー ド 指 定 


ASEG 
CSEG 
DSEG 


COMMON < ブロ ッ ク 名 > 
ORG 〈 式 〉 

.・PHASE < 式 > 

.DEPHASE 


ファ イル 関係 


-COMMENT < 区 切り 記号 >< テ キス ト >< 区 切り 記号 > 
END [< 式 >] 

INCLUDE < ファ イル 名 > 

$INCLUDE < ファ イル 名 > 

MACLIB く フ ァイル 名 > 

NAME (^~ く モジ ュー ル 名 〉?) 

.RADIX 〈 式 > 

.REQUEST  〈 フ ァイル 名 >[ く ファ イル 名 >…] 


リス ティ ング フォ ー マ ッ ト 制 御 


擬似 命令 


PAGE < 式 > 
SUBTTL < テキ スト > 
TTTLE く < テキ スト > 
$TITLE (< テキ スト ツジ ") 


一 般 リ ステ ィング 制御 


LIST 


.XLIST 
.・PRINTX < 区 切り 記号 >< テ キス ト >< 区 切り 記号 > 


付 


絶対 モー ド に する 

コー ド 相 対 モ ー ド に する 

デー タ 相 対 モ ー ド に する 

COMMON 相 対 モ ー ド に する 

ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 変更 

.PHASE か ら .DEPHASE ま で の プロ グラ ム を < 式 > で 
指定 し た アド レス で 実行 





《 区 切り 記号 > で は さま れ た く < テキ スト > を コメ ント と する 
プロ グラ ム の 終了 

他 の ファ イル に 含ま れる ステ ー ト メン ト を 論理 的 に 挿入 
他 の ファ イル に 含ま れる ステ ー ト メン ト を 論理 的 に 挿入 
他 の ファ イル に 含ま れる ステ ー ト メン ト を 論理 的 に 挿入 
モジ ュー ル 名 定義 

基数 の 指定 

外部 モジ ュー ル の リン クロ ー ド を 要求 





り リス ティ ング の 区 ペー ジ 
サ プ タ イト ル の 指定 
タイ トル の 指定 

サ プ ブタ イト ル の 指定 





及 炎 ティ シダ を 出力 
リス ティ ング の 出力 を 抑止 
アセ ンプ ブル 中 に コン ソー ル メ ッ セ ー ジ を 出力 する 





り ギ よわ 1 ヤー1 4 


人 


条件 リス ティ ング 制御 


.LFCOND 偽 条 件 プロ ッ ク の リス ティ ング を 出力 


.SFCOND 偽 条 件 プロ ッ ク の リス ティ ング の 出力 を 抑止 
.・TFCOND メス イッ チ の 有無 に より 偽 条 件 プロ ッ ク の リス ティ ング の 出力 を 決定 する 





マク ロ 拡 張り リス ティ ング 制御 


マク ロ , リ ピー ト プ ブロック の 展開 部 分 を リス ティ ング する 
マク ロ , リ ピー ト プ ブロッ ク の 展開 部 分 を リス ティ ング し な い 


マヤ クロ, リピート プ ブロッ ク の 展開 部 分 の うち , オ プ ジ ェ クト コー ド を 生成 する ステ ー ト メン ト を 
り リス ネス ディ シグ する 





クロ スリ ファ レン ス 情 報 出 力 制御 


クロ スリ ファ レン ス 情 報 を 出力 
クロ スリ ファ レン ス 情 報 の 出力 を 抑止 





が 抽 


< 名 前 > MACRO [< パラ メー タ >[, く パラ メー タ >…]]| マク ロ 定 義 を 開始 
ENDM マク ロ 定 義 を 終了 
EXITM マク ロ の 展開 を 終了 


LOCAL < ダミ ー>[、 く ダミ ー>…] マク ロ 展 開 時 に マク ロ 定 義 中 の の ダミー パラメータ を ユニ ー 
ク な シン ボル に 置き 換え る 


REPT < 式 > 反復 プロ ッ ク を 指定 し た 数 だ け く り 返 し 展開 
IRP く ダ ミー>、 く 山形 カッ コ で 囲ま れ む パラメータ >| 反復 プ ブロック を 指定 し た バラ メー タ に 従っ て くり 返し 展開 
IRPC < ダミ ー>.< 廊 字 列 > 反復 プロ ッ ク を 指定 し た 女 字 列 に 従っ て くり 返し 展開 





上 1 ルー 旬 省 


条件 付き アセ ンプ ブリ 機 能 


<〈 く アー ギュ メン ト > 


く シ ン ボル > 


く (アー ギュ ズ メシ ント 15 < アー ギュ メン シト 2) 


(デー キ ギュ メン トド ト 1 か < デー ギュ メオ ンド 2) 


〈 ア ー ギ ュ メ ント > 


IFNDEF < シン ボル > 


く 式 > が ゼロ 以外 の 値 の と き 条 件 は 真 と みな され , 条 
件 ブロ ッ ク 内 が アセ ンプ ブル さ れる 


IFxX メ メメ や COND の 条件 が 偽 と な っ た と き に 展 
開 す る ステ ー ト メン ト を 開始 する 

.COND で 開始 し た 条件 プロ ッ ク を 終了 する 

IFX メ メメ で 開始 し た 条件 プロ ッ ク を 終了 する 

く < 式 > が ゼロ 以外 の 値 の と き 条 件 は 真 と みな され 条件 
プロ ッ ク 内 が アセ モン ブル され る 

く 〈 く アー ギュ メン ト > が プラ ンク の と き 条 件 は 真 と みな 
され 条件 プロ ッ ク 了 内 が アセ モン ブル さ れる 

< く シ ン ボ ル > が 定義 きれ て いる と き 条 件 は 真 と みな さ 
れ , 条件 プロ ッ ク 内 が アセ ンプ ブル され る 

<〈 く アー ギュ メン ト 1 > とく アー ギュ メン ト 2> が 同 - の 
と き 条 件 は 真 と みな され , 条件 プ ブロッ ク 内 が アセ ン 
プル され る 


く 式 > が ゼロ の 値 の と き 条 件 は 真 と みな され 条件 プロ 
ッ ク 和 内 が アセ ンプ ブル さ れる 


く 式 > が ゼロ の 値 の と き 条 件 は 真 と みな され 条件 プロ 
ッ ク |I 和 が アセ ンプ ブル され る 

〈 く アー ギュ メン ト 1> と く (アー ギュ メン ト 2> が 同 - - の 
と き 条 件 は 真 と みな され 条件 プロ ッ ク 内 が アセ ンプ 
ル さ れる 

< く ア ー ギ ュ メ ント > が プラ ンク で な いと き 条 件 は 真 と 
みな され , 条件 プロ ッ ク 内 が アセ ンプ ブル され る 


< シン ボル > が 定義 きれ て いな いと き 条 件 は 真 と みな 
され , 条件 プロ ッ ク I 和 内 が アセ モン ブル され る 


< く 式 ? が ゼロ 以外 の 値 の と き 条 件 は 真 と みな され 条件 
プロ ッ ク 内 が アセ モン ブル され る 


アモ セン ブル が ノバ パス 1 を 実行 中 条件 が 真 と みな され 
条件 ブロッ ク 和 内 が アセ ンプ ブル され る 


アセ ンプ ラ が バス 2 を 実行 中 条件 が 真 と みな され 条 
件 プロ ッ ク 条 が アセ ンプ ブル され る 
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付 


付 鍼 じ 
オペ コー ド 一 覧 表 


Z80 オペ コー ド 一 覧 表 と 。 8080 オペ コー ド 一 覧 表 を 示し ます . 


Z80 オペ コー ド 一 覧 





オヨ コード 機 能 

ADC A Add with Carry to Accumulator 
ADC HL, rp Add Register Pair with Carry to HL 
ADD Add 

AND Logical AND 

BIT Test Bit 

CALL Addr Call Subroutine 

CALL cond, addr Call Conditional 

CCF Complement Carry Flag 

CP Compare 

CPD Compare, Decrement 

CPDR Compare, Decrement, Repeat 
CPI Compare, Increment 

CPIR Compare, Increment, Repeat 
CPL Complement Accumulator 

DAA Decimal Adjust Accumulator 
DEC Decrement 

DI Disable Interrupts 

DJNZ Decrement and Jump if Not Zero 
EI Enable Interrupts 

EX Exchange 

EXX Exchange Register Pairs and Alternatives 
HALT Halt 

IM X Set Interrupt Mode 

IN Input 


は まち し イー ュ 4 5 


INC 
IND 
INDR 
INI 
INIR 
は 
JP 
JR 
JR 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
LDD 
LDDR 
LDI 
LDIR 


addr 


cond, addr 


cond, addr 

A, (addr) 

A, (BC) or (DE) 
Al 

A, R 

HL, (addr) 

data 

xy, (addr) 

reg, (HL) 

reg, (xy 十 disD) 
rp, (addr) 

PP 昌 L 

の F。 が 

dst, scr 

(addr) , A 

(BC) or (DE) , A 
| A 

R, A 

(addr) , HL 

(HL) , data 

(xy 十 disp) , data 
(addr) , xy 

(HL) , reg 

(xy 十 disp) , reg 
(addr) , rp 


Increment 

Input, Decrement 

Input, Decrement, Repeat 

Input, Increment 

Input, Increment, Repeat 

JumDp 

Jump Conditional 

Jump Relative 

Jump Relative Conditional 

Load Accumulator Direct 

Load Accumulator Secondary 

Load Accumulator from Interrupt Vector Register 
Load Accumulator from Refresh Register 
Load HL Direct 

Load Immediate 

Load Index Register Direct 

Load Register 

Load Register Indexed 

Load Register Pair Direct 

Move HL to Stack Pointer 

Move Index Register to Stack Pointer 
Move Register-to-Register 

Store Accumulator Direct 

Store Accumulator Secondary 

Store Accumulator to Interrupt Vector Register 
Store Accumulator to Refresh Register 
Store HL Direct 

Store Immediate to Memory 

Store Immediate to Memory Indexed 
Store Index Register Direct 

Store Register 

Store Register Indexed 

Store Register Pair Direct 

Load, Decrement 

Load, Decrement, Repeat 

Load, Increment 


Load, Increment, Repeat 


Lo UL1 湯 


NEG 
NOP 
OR 
OUT 
OUTD 
OTDR 
OUTI 
OTIR 
POP 
PUSH 
RES 
RET 
RET 
RETI 
SETN 
RL 
RLA 
RLC 
RLCA 
RLD 
RR 
RRA 
RRC 
RRCA 
RRD 
RST 
SET 
SBC 
SCF 
SLA 
SRA 
SRL 
SUB 
XOR 


COnd 


Negate (Two's Complement) Accumulator 
No Operation 

Logical OR 

Output 

Output, Decrement 

Output, Decrement, Repeat 

Output, Increment 

Output, Increment, Repeat 

Pop from Stack 

Push to Stack 

Reset Bit 

Return from Subroutine 

Return Conditional 

Return from Interrupt 

Return from Non-Maskable Interrupt 
Rotate Left Through Carry 

Rotate Accumulator Left Through Carry 
Rotate Left Circular 

Rotate Accumulator Left Circular 

Rotate Accumulator and Memory Left Decimal 
Rotate Right Through Carry 

Rotate Accumulator Right Through Carry 
Rotate Right Circular 

Rotate Accumulator Right Circular 
Rotate Accumulator and Memory Right Decimal 
Restart 

Set Bit 

Subtract with Carry (Borrow) 

Set Carry Flag 

Shift Left Arithmetic 

Shift Right Arithmetic 

Shift Right Logical 

Subtract 


Logical Exclusive OR 


りり 上 エエ ー」4『7 


8080 オペ コー ド 一 覧 


オペ コー ド 


ADC, ACI 
ADD, ADI 
ANA, ANI 
CALL 

CC 


機 能 


Add with Carry 
Add 

Logical AND 

Call Subroutine 
Call on Carry 

Call on Minus 
Complement Accumulator 
Complement Carry 
Compare 

Call on No Carry 
Call on Not Zero 
Call on Positive 
Call on Parity Even 
Call on Parity Odd 
Call on Zero 
Decimal Adjust 
16-bit Add 
Decrement 

16-bit Decrement 
Disable Interrupts 
Enable Interrupts 
Halt 

Input 

Increment 
Increment 16 bits 
Jump on Carry 
Jump on Minus 
JumDp 

Jump on Not Carry 
Jump On Not Zero 
Jump on Positive 
Jump on Parity Even 


Jump on Parity Odd 
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JZ 

LDA 
LDAX 
LHLD 
LXI 
MOV 
MVI 
NOP 
ORA, ORI 
OUT 
PCHL 
POP 
PUSH 
RAL 
RAR 

RC 

RET 
RLC 

RM 

RNC 
RNZ 

RP 

RPE 
RPO 
RRC 
RST 

RZ 

SBB, SBI 
SHLD 
SPHL 
STA 
STAX 
STC 
SUB, SUI 
XCHG 
XRA, XRI 
XTHL 


Jump on Zero 


Load Accumulator 


Load Accumulator Indirect 


Load HL Direct 

Load 16 bits 

Move 

Move Immediate 

No Operation 

Logical OR 

Output 

HL to Program Counter 
Pop from Stack 

Push to Stack 

Rotate with Carry Left 
Rotate with Carry Right 
Return on Carry 

Return from Subroutine 
Rotate Left 

Return on Minus 
Return on No Carry 
Return on Not Zero 
Return on Positive 
Return on Parity Even 
Return on Parity Odd 
Rotate Right 

Restart 

Return on Zero 
Subtract with Borrow 
Store HL Direct 

HL to Stack Pointer 


Store Accumulator 


Store Accumulator Indirect 


Set Carry 
Subtract 


Exchange D and E, H and L 


Logical Exclusive OR 


Exchange Top of Stack, HL 
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付録 


付 氏 け 
オブ ジェ クト ファ イル の 形式 


この 付録 は MSX・L-80 の リロ ケー タブ ル な オブ ジェ クト ファ イル の ロー ド 形 式 を 知り た い 方 の た め の 参 考 資 
料 で す 。 特に 必要 が な けれ ば 読み と ば し て くだ さい . 


オプ ジェ クト ファ イル は ビッ トス トリ ー ム より 成り ます . ビッ トス トリ ー ム の 中 の 個々 の フィ ー ル ド は 次 に 
述べ る も の を 除い て バイ ト 境 界 に 調整 され ませ ん ,。 リロ ケー タブ ル な オプ ジェ クト ファ イル に ビッ トス トリ ー 
ム を 用 いる 事 に より オブ プ ジ ェ クト ファ イル の サイ ズ が 小さ く な り , ディ スク に 対す る 読み 出し , 書き 込み の 回 
数 を 減ら す 事 が で きま す . 

ロー ドア イ テ ム に は アプ ソリ ュー ト と リロ ケー タブ ル ア イ テム と の 2 つの 基本 的 な 型 が あり ます . ロー ドア 
イ テ ム の 最初 の ビッ ト が 0 で あれ ば アプ ソリ ュー ト ア イ テ ム で あり , また , ビッ ト が 1 で あれ ば リロ ケー タプ 
ル ア イ テム で す 。 さら に ,。 リロ ケー タブ ル ア イ テム で は 次 の 2 ビッ ト に より 4 つの 型 に 分 けら れ ま す . 
MSX・L-80 で は オプ ジェ クト ファ イル 中 の ロー ドア イ テ ム の 種類 に よっ て 次 の 表 の よう な 編集 を 行なっ て リ 
ンク ロー ド し ます 。 


玲 D 一 1) 昌一 ドイ 沈 抽 一 覧 


アプ ソリ ュー ト な ロー ドア イ テ ム 
2 ピッ ト 目 以降 の 8 ビッ ト は アプ ソリ ュー トバ イト と し て ロー ド 


0 


特別 の LINK ア イ テ ム は ビ ピット スト リー ム 100 か ら 始 まり , 4 ビッ 
ト の 制御 フィ ー ル ド に よっ て 次 の よう な 種類 が あり ます . 

エン トリ 記号 (検索 の 対象 と な る 名 前 ). 

COMMON ブ ロック の 選択 . 


0010 | B フ ィ ー ル ド ソロ グラ アム 放 


10010 
| 0 0 1 1 | B フ ェ ー ル ド ライ ブラ リ 検 索 の 要求. 
10100 


0 100 | C フ ィ ー ル ド 拡張 子 LINK ア イ テ ム . 





で 上 ます エー ュ 1 5 0 





COMMON の 大 き さ の 定義 










外部 参照 記号 の チェ イン (A フ ィ ー ル ド は チェ イン の 先頭 ,。 B フ 


0110 | A フ ィ ー ル ド | B フ ィ ー ル ド 
ィ ー ル ド は 外部 参照 記号 ). 







エン トリ ボイン ト の 指定 (人 フィー ルド は アド レス , B フ ィ ー ル 


0 1 1 1 | A フ ィ ー ル ド | B フ ィ ー ル ド PA 
ド は 名 前 ). 











外部 参照 記号 ー オ フ モ セット. 外部 参照 記号 に 対す る ジャ ンプ 命令 
の た め に 使用 さき れる. 







1000 |A フ ィ ー ル ド 





外部 参照 記号 オオ フ セ モ セット. A フ ィ ー ル ド の 値 は 宏行 の 直前 に 現 
ロケ ーション カウ ンタ が 示す アド レス か ら 始 まる 2 バイ ト に 加え られ る . 





IECIETYEWESZE2H 






デー タ 誤 域 の 大き さ を 定 . 
(A フ ィ ー ル ド は 大 きる ). 






ロー ディ ング 時 の ロケ ーション カウ ンタ (A フ ィ ー ル ド は ロケ ー 
ーー き レジ カ ウ シダ タダ)。 













アド レス の チェ イン (A フ ィ ー ル ド は チェ イン の 先頭 番地 で あり 、 
チェ イン で 結ば れ て いる すべ て の エン トリ は ロケ ーション カウ ン 
タ の 現在 の 値 で 置き 換え られ る . チェ イン グ の 最後 の エン トリ は ア 
プ ソ リュ ー ト 番地 0 を アド レス フィ ー ル ド と し て 持っ て いる ). 





AA フィ ー ル ド 














フロ グラ ム の 大 きき の 定義 . 
(A フ ィ ー ル ド は 大 きる さる) 











プロ グラ ム の 最後 . 
(バイ ト 境 界 に さき れる) 










ファ イル の 終り . 






プロ グラ ム 相 対 


0 1 3 19 









皮 ブログ ラム の ベー ス ア ドレ ス を 加え て か ら 後 に 続く 16 ビ ピット 
を ロー ド す る 。 





当 該 プロ グラ ム の ベー ス ア ドレ ス を 加え て か ら 後 に 続く 16 ビ ッ ト 
を ロー ド す る 。 





19 













COMMON 相 対 


0 1 3 19 







当 談 プロ グラ ム の ベー ス ア ドレ ス を 加え て か ら 後 に 続く 16 ピ ビット 
を ロー ド す る . 


EL メート 5J 


付 銭 


A フィ ー ル ド : 
り 


YY:2 ビ ッ ト の 番地 型 フ ィ ー ル ド 
00… 絶 対 ア ド レス 
0 デブ デ ロ グ タム リラ ディ デブ 
10… デ ー タ リラ ティ プ ブ 
11… ラ モジ り ウデ ィ デ 
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B フィ ー ル ド : 
| 緒 | シン ボル (1 て 6 バイ ト の 文字 列 ) 
0 


ZZZ= ニ シン ボル の 長 さ (3 ビッ ト ) 
シン ボル ニテ 1 へ 6 文字 の 文字 列 


C フィー ルド : 


0 


3 1 1 


lll = 追加 情報 の 長き (3 ビッ ト ) 

F80 は プラ ンク コモ ン に つい て 0 の エン トリ 長 を 作成 し ます の で 0 は 1 を 意味 し ます 
S = 次 の よう な 8 ビッ ト の サ プ ブタ イプ 識別 子 

5 (X'35)…COBOL オー バー レイ セグ メン ト 標 識 

A(X'41')… 算 術 フ ィ ク ス ア ッ プ (算術 演算 子 ) 

B(X'42)… 算 術 フ ィ ク ス ア ッ プ (外部 参照 ) 

C(X43)… 算 術 フ ィ ク ス ア ッ プ (領域 ベー ス 二 オフセット) 
bbbbbb =1--6 バイ ト の 追加 情報 

名 前 に 対す る LINK アイ テム の 場合 追加 情報 は 6 文字 だ け で す . 


拡張 子 LINK アイ テム の 説明 


オォ オーバ レイ セグ メン ト 標 識 の 場合 追加 情報 の 長き は 2 バイ ト (11=010) で あり , 当該 オー バー レイ セグ メン 
ト 番号 が 値 b 二 49 に セッ ト され ます . この セグ メン ト は 直前 の セグ メン ト 番 号 が 0 以外 で ある 場合 , か つ ,/N 
スイ ッ チ が 有効 で ある 場合 に ファ イル 名 が 現 プ ログ ラム 名 で あり , 拡張 子 が .Vnn で ある ディ スク 上 の ファ イ 
ル に 書き 込ま れ ま す . (nn は 数 字 (b 十 49)」。 を 表す 2 文字 の 16 進数 で す ) . 


サ プ タ イプ  A, B, お よび C に よっ て ポー ラン ド 式 算術 テキ スト の 処理 が で きま す . 各 ア イ テ ム は 逆 ポ ボー 
ラン ド 式 と し て 読み 取ら な けれ ば な り ま せん . 1 つ 以 上 の サブ タイ プ B また は C の アイ テム の 次 に 1 つ 以 上 の 
算術 演算 子 (サブ タイ プ A) が 続き , Store-Result 算術 演算 子 (B.STBT また は B.STWT) で 終了 し ます . 
すべ て の 項目 は オフ セッ ト エ ント リ が すべ て 最終 (絶対 アド レス に 変換 され た あと フィ ックス アッ プ ・ テ ー プ 
ル に 置か れん ます ,. ポー ラン ド 式 は リン ク の 終り に フィ ックス アッ プ ・ テ ー ブ ル 外 で 実行 され , その 結果 は LINK 
アイ テム を 読み 込ん だ と き の PC に スト ア さ れ ま す . 


UY1L1TT エ ユー15% 


如 由 


5 王 


$EJECT 
$INCLUDE 
$1TTLE 
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十 ※ 愉 


ー ( 負 号 ) 
.6080 


.COMMENT 


CREE ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー63 


.DEPHASE 
上 ん ALL 
.LFCOND 
LIST 
.PHASE 
.PRINTX 
.RKADIX 
.RKEQUEST 
.SALL 
SFCOND 
.TFCOND 
し 
.XC じ KEF 
LLS 
.Z80 

P 


8080 オペ コー ド 


46 
62 


引 


A 
AND 


ASCII キ ャ ラク タコ ー ド 
ASCITI ス トリ ング 


ASEG 
ASET 


B 


BYTE EX 丁 
BY」E EXTERNAL 
DBYTE EXTRN 


C 
COMMON 


COMMON 相対 モー ド 
COND- て ELSE-CENDC 


CREF-80 
CSEG 


ML ユエ ユー 88 


27 

140 

21 

18, 41 
39 


97 
37 
97 


18, 44 
18, 44 

81 
7 120 
18, 42 


18, 43 


EQU 
EXITM 
EXT 
EXTERN 
EXTERNAL 


G 

GE 
GLOBAL 
GT 


IFF 

IFIDN 

IFNB 

IFNDEF 

ET 
RELSE-ENDIPF 


49 
38 
27 
36 
73 
37 
97 
97 


27 
38 
27 
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61 
61 
61 
82 
61 
63 
81 
961 
82 
82 
61 
61 
61 


MLMDE 一 一 一 ーーー"-ー 
ま 且 ee 交 800 ーーーーーーーーーーーーーーー 一 維 
LKP に ER ーーーーーーーーーーー 還 一 強 
に 

同人 , る ろ ろ ろ ゥ 々 Z 々 ろう タ ん ノ 0U と し 
詞 - ーーーーーーーー デ ーーーーーーーーー es 8 
ーーーーーーーー デ 王 
1 
yt ーーーーー 姿 ド レ ーー 宮 
M 

0 
MACROCENDM 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーー65 
MSX・L-80 一 ーー 一 ーーーーーーーーーー/, 102 
MSX・M-80 一 一 ーーーーーーーーーーーー 一 7 , 85 
MSX・M-80 擬似 命令 一 ーーーーーーーーー141 
馬 約 ーーーーー ト ーッ ー レ 8 
N 

同人 AME 一 一 ーーーー ーー 思 
めき めか めか むか む ヤー 
TEEEWAYyYXWjy 
問 生 ーーー 
0 

へ ぺ メメ RRnRRRRERRE 
ーーーーーーー ニ ーー ビン 移 


UTTLTTY-154 


P 
PAGE 
RE トード 
PUBLIC 


R 
REPTCENDM 


SHR 
SUBT] 工 
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28 


/ 

アー ギュ メン ト 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーー-20 
2 ドド デ ザ テー ルド 一 ーーーーー 一 8 
エク スタ ー ナ ル シ ン ボル 一 ーーーーーーーーーーー16 
居 
エン トリ サポ イン トーーーーーーーーーーーーー 6 


オブジェ クト ファ イル - 一 一 一 一 一 ーーーーー6, 87 
オプ ジェ クト プロ グラ ムーーーーーーーーーーーーーーー- 6 
ガサ デジ ダ ェ ダグ ト 至 ジ ュー ルーーーーーーーーーー 伸 
ーー 天 
オォ オペラ ンド ーー 一 一 ーーー デ ーー デーーーーーーーーー20 
オペ レー ショ ン 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーー19 
オペ レー ショ ン フ フィー ルド 一 一 一 ーーーーーーー 一 1 3 


オペ ビー ダ ーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 3⑳5 
オペ レー タ 定 義 ーーーーーーーーーーーーーー 一 一 25 














カ 

外部 参照 6 
外部 シン ボル (エク スタ ー ナ ル シ ン ボル ) 16 
カレ ント デ ロ グ ラム カウ ンタ ・ シ ン ボ ポル 24 
擬似 命令 19、29 
グロ ー バ ルリ ファ レン ス 6 





ロス リフ アァ レッ サ Se 
クロ スリ ファ レン ス ・ フ ァイル ーー 一 一 86, 120 
グロ サブ プア レン アン ス ・ リ ステ ディ シゲ ダ アァ イカ ル 一 19 
コー ド 相 対 モ ー ド 18, 42 
コメ ント フィ ー ル ド 13 








UTILITY-155 


プ マ 


実行 可能 プ ァ イル 一 一 ーーーーーーーーーーー103 マク ロ 一 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーー 一 19、 64 
索 紀 本 管 一 一 一 一 ーーーーーーーー デ 和 マク ロア セン プラ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 7 
人 P 有 る デジ ーー ぬ h ャ ツー、ー へ と 88 マク ロ 演 算 子 一 ーーーーーーーーーーーーーーー75 
ーー 4L。 釧 マク ロ 機 能 -- 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 1 0 
シン ボル 定義 ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーー31 マク ロロ 定義 ーーーーーーーーーーーーーー64, 65 
シン ボル フィ ー ル ド 一 一 一 ーーーーーーーーー 一 13 苑 令 セッ ト の 選択 一 ーーーーーーー 一 29 
スイ ッ チ (LIB-80) 一 一 一 ーーーーーーーーーー-136 モー ド - 一 一 ーー 一] 7 
スイ ッ チ (MSXX・ 工 -80) 一 ーーーーーーーー 一 106 文字 定数 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー22 
スイ ッ チ (MSX・M-80) 一 一 一 ーーーーー92 モジ ュー ル - 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 6 


数 値 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーー 一 20 

久 デ テー トメ ント 一 一 一 デーーーーーーー デ 38 プ 

絶対 モー ド 一 一 一 一 ーーーーーーーーーー 一 一 18, 41 ライ ブラ リフ ァイル - 一 一 ーーーーーー 一 103, 129 

ソー ス フ ァ イル - 一 ーーーーーーーーー6, 12. 87 ライ プラ リマ ネー ジャ ーーーーーーーーー 一 7, 128 

ソー スプ ログ ラム ーー 一 ーーーーーーーーーー 一 6 12 ラベ ル 一 一 一 ーー 一 一 15 
デオ ンダ ガ 半 以 准 令 ーーーーーーーーーー デ ー 嘆 


ダ リス ティ ング ファ イル ーーーーーーーーーーーーー87 
デー タ 相 対 モ ー ド 一 一 ーーーーーーーーーーー 一 一 43 生ま だり ササ ォ ーーー ず バ 
デー タ 定 義 -- 一 一 ーーーーーーーーーーーー 一 一 31 サダ が ー ダ デル ーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 7 

リン グロ ー ダ ーーーーーーーーーーーーーーーー7。 102 
ハ 本 記 ー ーーーーーー ィ バ u ジ ロ ピ バン コピ ui ぶ ーー 人 


パス 一 一 一 ご ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 86 
パプ リッ クシ ン ボ ル 一 一 一 ーーーーーーーーーーーー 一 一 1.5 
反復 一 一 ーーーーーーーーーーー 一 69, 70, 72 
披 杜 拉 半 0 全 ーーーーーーー ーー 疹 
プロ グラ ムカ ウン タ ・ モ ー ド 一 一 ーーーーーーー18 


UPT よ も TTYー1.56 


お 問い 合わ せ に つい て 


弊社 で は 厳重 に 梱 包 し た 上 , 細心 の 注意 を 払っ て 製品 を 発送 し て お り ま す . 万 一 , 輸送 上 の トラ ブル が 起こ っ 
た 場合 に は ご 一 報い た だ けれ ば 新しい も の と 交換 いた し ます . 

マニ ュ ア ル 作 成 に あたり , な る べく 詳細 な 説明 を する よう に 心がけ た つも り で す が , 理解 で き な い と ころ は , 
実際 に コン ピュ ー タ と 向き あっ て 納得 の いく まで 確か め て くだ さい . また , 他 の ペー ジ を 参照 する の も ひと つの 
方 法 で す . それ で も 疑問 点 が 解決 で き な い と き は , 購入 され た 販売 店 に 問い 合わ せる か , (株 ) ア スキ ー ユー ザー 
サポ ー ト (直通 電話 03-498-0205) まで お 電話 いた だ けれ ば , 係 が お 答え し ます 。 し か し な が ら 。 回 線 が 混み 合い 
こ 迷 惑 を か ける こと も あり ます の で ,。 な る べく お 手紙 に て お 願い いた し ます . その 際 に は , 下記 の 要領 で 記入 し 
て くだ さい . 記入 され て いな い 項 目 が 1 つ で も あり ます と , 回 答 で きか ね る 場合 が あり ます . 充分 注意 し て くだ 
さい 。 

また , 本 製品 以外 に 対し て の ご 意見 , ご 希望 が ど び ざ い まし た ら , 角 社 まで お よせ くだ さい . 


〈 く 記 >> 


1. 送付 先 〒107 東京 都 港 区 南青山 6-11-1 スリ ー エ フ 南 青山 ビル 
株 式 会 社 ア スキ ー ユー ザー サポ ー ト 係 
TEL 03-498-0205 (祝祭 日 を 除く 月 一 金曜 日 , 10 : 00 て 12 : 00, 13 : 00 一 17 : 00) 
2. 必要 項目 
(1 ) お 客 様 の 氏名 住所 (郵便 番号 )。 電話 番号 (市 外 局 番 も 含む ) 
( 2 ) 製 品名 , 製品 シリ アル 番号 
( 3 ) 機器 構成 
本 体 装置 名 メモ リバ イト 数 
C RT 装置 名 フロッピー ディ スク 装置 名 
プリ ンタ 装置 名 
その 他 1 /O, I/F 装 置 名 
(4 ) お 問い 合わ せ 内 容 
お 問い 合わ せ の 内 容 は , で きる だ け 製 品 の マニ ュ ア ル に 記述 され て いる 用 語 を 用 いて 。 具体 的 に か つ 明 
確 に 記述 し て くだ さい . な お , 障害 と 思わ れる 現象 に つい て は , その 現象 を 再現 可能 な 情報 が 必要 で す . 
当社 で 再現 で き な い も の は , 調査 が で きま せん . その 現象 が 発生 する まで の 操作 手順 , デー タ を 必ず 添付 
し て くだ さい . デー タデ ィ ス ク が ある 場合 は , その コピ ー も 同封 いた だ く と 調査 が スピ ー デ ィ に な り ま す . 
また , お 客 様 固有 と 思わ れる アプ リケーション の 設計 作成 , 運用 。 保守 に つい て は , 当社 の サポ ー ト 
範囲 外 で す の で , お 問い 合わ せい た だ いて も 回 答 で きま せん . ご 了承 くだ さい ます よう お 願い いた し ます . 


MS メーDOS TOOLS 
USER' S MANUAL 


1987 年 3 月 1 日 第 1 版 第 1 刷 発行 
監修 編集 株 式 会 社 ア スキ ー シス テム 本 部 
発行 所 株 式 会 社 ア スキ ー 
〒107 東京 都 港 区 南青山 6-11-1 スリ ー エ フ 南 青山 ビル 


振 替 東京 4-161144 
TEL (03)486-7111 


MSX-ーDOS TOOLS を 初め て 起動 し た 時 に は 、 必 ず バ パッ クア ッ プ ディ スク を 作っ て 
下さ い 。 デ ィ ス ク に は いつ どん な 事故 が 起こ る か わか り ま せん 。 大 切な マス ター ディ スク が 破 
損し て 読み 書き で き な く な っ て は 大 変 で す 。 予 備 の ディ スク を 作り 、 マ スタ ー デ ィ ス ク は 保管 
し て お いて 通常 は こち ら の 方 を 使う よう に し て くだ さい 。 予備 の ディ スク は 、 “format" 
"copy" の 2 つの コマ ンド を 使っ て 、 筒 単に 作る こと が で きま す 。 


パッ クア ッ プ ディ スク の 作成 は 次 の 手順 で 行い ます 。 

① マ スタ ー デ ィ ス ク の ライ ト ・ プ プロテクト ・ ノ ッ チ を 書き 込み 不可 側 に 動か し ます 。 (ライ 
ト ・ プ ブ プロテクト ・ ノ ッ チ に こつ いて は 、 マ ニュ アル 「MSX-DO0S- II -3 ラ イト ・ プ ロ テ ク ト ・ ノ 
ッ チ に つい て 」 を 参照 し て くだ さい 。) 


② マ スタ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ A に 入れ ます 。 こ こ で “ドラ イブ A" と は 、 次 の よう な ドラ 
イィ イブ を 指し ます 。 
※ 接 続 し て いる ドラ イブ が 1 人 台 の 場合 は 、 そ の ドラ イブ 。 
※ 接 続 し て いる ドラ イブ が 2 人 台 の 場合 は 、 デ ィ ス ク ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス ・ カ ー ト リッ 
ジ に 接続 され て いる ドラ イブ 。 
※ な お 本 体内 蔵 型 の ドラ イブ を 使用 し て いる 方 は 、 ーー 
の ドラ イブ を 用 いる 場合 の ドラ イブ 番号 」 を 参照 し て くだ さい 。 


新しい ディ スク の ライ ト ・ プ ロ テ ク ト ・ ノ ッ チ が 書き 込み 可 側 に な っ て いる こと を 確認 し 
て ドラ イブ プ B に 入れ ます 。 ドライブ が 1 台 の 場合 は 、 ラ イト ・ プ ロ テ ク ト ・ ノ ッ チ の 確認 
だ け を 行っ て 、 ド ライ プ に は 入れ な いで くだ さい 。 


④ プ ロン プ ト (A> 画 の 状態 ) より f ormat 較 と 入力 し ます 。 さら の で 町 も ト " コマ シ 
ド に つい て は マニ ュ ア ル 「MSX-DOS- II -39 FORMAT」 を 参照 し て くだ さい 。 


Drivye name? (A, B) と フォ ー マ ッ ト さ れる 方 の ドラ イブ 名 を た ず ね て きま 
す の で 、. 刀 あま 入力 し ます 。 


⑥2DD の ド ライ ブ を 后 用 し て いる 場合 選 、 こ の あと 次 の まう な メラ を ニ ジ が 表示 され ます 。 
これ は 2 DD の タイ プ の 一 例 な の で 、 も し これ と 違 う メ ッ セ ー ジ が 表示 され た 時 は 、 そ の 
ディ スク ・ ド ライ ブ プ の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 
A>format 了 較 
Dr ivye name? (A, B) B 


] Si1 式 g1@9.。 sided, 8sectors 

2 Single sided, 9sectors 

了 double sided, 8sectors 

4 double sided, 9sectors 

? 画 ー フ フォー マッ ト の 形式 を 選ぶ (フォ ー マ ッ ト の 形式 に つい て は マニ ュ ア 
ル 「MSX-DOS- II-40 ディ スク の 様式 」 を 参照 し て くだ さい 。) 


Key when ready と 表示 され た ら 、 ド ライ ブ が 2 人 台 の 場 


(OStrifke a 
合 は 、B ドライブ プ に 新しい ディ スネ スク が 入っ て で いろ る こ と を 確か め て か ら 何 か キー を 押し て く 
だ さい 。 ド ライ ブ が 1 台 の 場合 は 、 マ スタ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ か ら 技 き 、 こ れ か ら フ ォ ュ 
ー マ ッ ト さ れる 新しい ディ スク を 挿入 し て か ら 、 何 か キー を 押し て くだ さい 。 


⑧Format complete と 表示 され る と フォ ー マ ッ ト は 終了 で す 。 (機種 に よ 
っ て 違い が あり ます が 、 フ ォ ー マ ッ ト に は だ いた い 1 5 分 程度 か か り ま す 。) 


⑨ "copy" コマ ンド を 起動 し 、 マス クー ディ スク み を 新しい ディ スク に こ コ ピー し ます 。 
(TOOL コ マン ド の “diskcopy" を 使っ て コピ ー す る こと も 可能 で す 。 そ の 場 
合 は マニ ュ ア ル 「T00LS-17 DTITSKCOPY」 を 参照 し て くだ さい 。) 


⑩ プ ロン プ ト よ り c 


COpPY、 玉 。 いこ 1 (ドラ イブ A に ある すべ て の フ 
ァイル を ドラ イブ B に コピ 


ー す る と いう 意味 で す 。 


⑩< く ドラ イブ が 2 人 台 の 場合 > 
放 み G の OD 来 。 求 bk 
MSXDOS SS PS 
COMMAND COM 


SEARCH BAS ( 
は すま 1 1 es gg ig 痛 


上 記 の よう に 表示 され 、 こ れ で コピ ー は 終了 で す 。 ( 拉 種 に よっ て 違い が あり ます が 、 
コピ ー に は だ いた こい 5 一 1 0 分 程度 か か り ま す 。 ) 


く < ドラ イブ が 1 人 台 の 場合 > 
内 Je: の Oo る が 学 。・ 補 b-: 
MSXDOS 9 YO 
COMMAKNND COM 


所 18.0 CM に ーー 
MED COM 

LDS 人 BY 由 8 民 ら 1 も ta for 引 ょ と # 悦 @ 最 
and. St Ke ョ 系 .@ey _ he ra:dy 証 


上 記 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます (この 間 1 5 秒 ~ 1 分) 。 こ の メッ セー ジ が 表 
示さ れ た ら 、 マ スタ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ か ら 抜 き 、 フ ォ ー マ ッ ト さ わた 新しい ディ スク 
を 、 ラ イト ・ プ ロ テ ク ト ・ ノ ッ チ が 書き 込み 可 側 に な っ て いる こと を 確認 し て か ら ド ライ 
フ プ に 入れ 、 何 か キー を 押し て くだ さい 。 

な お ディ スク を 差 じ 換え る 際 に は 、 ド ライ プ の アク セス ・ ラ ンプ か 点灯 し て いな いこ と 
を 確認 し て か ら デ ィ ス ク を 差し 換え て くだ さい 。 ドウ イジ が ディ スク だ ア ク 呈 し て いる 
最 中 に ディ スク を 抜い て し まう と 、 デ ィ ス ク が 破損 し て し まう 危険 性 が あり ます 。 

所 し い デ ィ ス ク へ の 書き 込み が 終了 する と (この 間 1 5 1 分 和 護 ) 、 次 の よう な 
ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


1 臣 き 68r も 』1s 上 族 も も も 6.) 中 補い 兄 北 立 他 で て 商 き 

and strike aa key when ready 略 

この メッ セー ジ が 表示 され た ら 、 新 し い デ ィ ス ク を ドラ イブ か ら 抜 き 、 再 度 マ スタ ー デ 
ィ ス ク を 、 ラ イト ・ プ プロテクト ・ ノッ チ が 書き 込み 不可 側 だ な っ て いる こ と を 確認 し て か 
ちら ドイ アプ 拒 ん れ 。 何 か キ ー を 押し て くだ さい 。 こ の 場合 も 、 ド ライ ブ の アク セス ・ ラン 
プ が 点 訂 し て いな いか どう か 注意 し て 差し 換え て くだ さい 。 


この 作業 を 7 回 は ど 角 り 返 し ます と 、 最 後に 次 の メッ セー ジ が 出 て コピ ー は 欠 了 し ます 。 
8 が | 細 計 dk 1.Sc 胡 kg も も ら 8 Di9. dr ive B・ 
衣 を 


rikKe a key when ready 
角 二 二 光 es seopied 


0 必ず マニ ュ ア ル 「『MSX-DOS- TI-10 仮想 ドラ イブ 機能 」 を 


こ ご 芝 下 さい 


ーー *d 
ir"” コマ ンド を 使い 両方 の ディ スク の ディ レク トリ を 見 て 確認 し て みて くだ さい 。 ( 
紅 ま PP コマ ジル ド つ いそ で は ば マニュ プ アル 「MSR-D09。T-97 DI」 半 靖 妥 し で くだ さき れい 。 





) 
⑬ 最 後に バック アップ ディ スク を 起動 きせ て みて 、 正 し く パ バッ クア テッ プ が 作れ た か を 確認 し 
ます 。 一 度 本 体 の 電源 を 切り 再び 電源 を 入れ る か 、 ま た は リセ ッ ト し 、 バ パッ クア ッ プ ディ 
スク を ドラ イブ A に 挿入 し ます 。 マ スタ ー デ ィ ス ク の 時 と 同じ よう に 起動 すれ ば 、 バ パッ ク 
の は 全 59 起動 し な か っ た 場合 は 、 こ の 手順 で も う 一 度 や り 直 し て くだ 
が 


この 度 、 喘 社 の ソフ トウ エア 製品 (同封 の 磯 気 媒 体 や マニ アル な どの 印刷 物 に 記録 は 
記載 きれ た 情報 の こと を いい 、 以 下 、 ソ フト ウエ ア 製 品 ほ たる させ て いただき ます 。) を 件 購 
入 い た だ きま し で まこ と に あり が よう ざさ きら ま も 

導 福 で て は 、 お 客 様 に 対し まし て 、 下 記 の 内 容 の ソフ トウ エア 製品 使用 許諾 書 (U 下 、 本 
和書 と 上 いた し ます 。) を 設け る せ て 頂い て お り ま す 。 

導 社 上 いた し まし て は 、 お 客 様 が 本 書 の 内 容 に つき ご 理解 を 頂き 、 ソ フト ウエ ア 有 製品 を 
ご 使用 頂く こと を 希望 いた し て お り ま す 。 

ぉ 客 様 は 、 ソ フト ウエ ア 製 品 を ご 使用 に な る 前 に 本 書 を 充分 に お 読み に な り 、 そ の 内 傘 
に つき ご 理解 いた だ きま し た な ら ば 、 同 封 の り の 「 ユ ー ザ ー 登 録 カ ー ド 」 を 弊社 まで ご 返送 
下さい 。 喘 社 で は 、 本 書 の 内 容 に つい て ご 理解 頂き 、 同 封 の 「 ユ ー ザ ー 登 録 カ ー ド 」 を 
御 返送 頂い た お 客 様 に つき まし て 、 本 書 所 定 の アフ ター サー ビス を い だ た し て お り ま す 。 
この 「 ユ ー ザ ー 登 録 カ ー ド 」 を ご 返送 頂け な い 場 合 に は 、 弊 社 上 いた し まし て は 所 定 の 
ァ フ ター サー ビス を いた し か ね ます の で 、 よ ろ し (ご 了承 の ほど お 願い 申し 上 げ ま す 。 


【 ソ フト ウエ ア 製 品 使用 許諾 書 】 


株 式 会 社 ア スキ ー( 以 下 、 ア スキ ー と し ます 。) は お 客 様 に 対し まし て 、 以 下 の 内 容 て ソフ トウ ェ エア 製品 の 非 独占 性 、 非 譲渡 の 使用 許諾 を いた し ます 。 


W (アフ ター サー ビス ) 

お 客 様 か ら 返 送 さ れ た 「 ユ ー ザ ー 登 録 カ ー ド 」 に 基づき 、 ア スキ ー は ソフ トウ エ 
ア 製 品 に つき 、 次 の 内 容 で アフ ター サー ビス いた し ます 。 
(① ソフ トウ エア 製品 の 媒体 ( 確 気 デ ィ ス ク や テー ブ 等 ) の 不良 (磁気 に よる ブロ 
グラ ム の 破 壌 、 欠 損 ) の た め に 、 ソ フト ウェ エア 製品 が 購入 時 に お いて 正常 に 作動 
し な い 場 合 に は 代替 品 と 交換 し ます . 

ソフ トウ エア 製品 の 購入 か ら 1 年 以内 に アス キー が フロ グラ ム の 想 疲 (バグ ) 
を 修正 し た 改訂 版 ソ フト ウエ ア 製 品 を 発表 し た と き に は 、 そ れ に 間 す る 情報 を 提 
供 い た し ます . 


1 (使用 許 話 ) 
アス キー は ソフ トウ エア 製品 の 著作 権 又 は その 製品 化 に 必要 な 諸 権 利 を 保有 し て 
お り ま す .。 アス キー は 当該 権利 に 基づき 、 お 客 様 に 対し て 、 ソ フト ウエ ア 製 品 に 関 
し て 次 の 内 容 の 使用 権 を 許 庄 いた し ます 。 
ソフ トウ ェ エア 製品 を お 客 様 ご 自身 が 、 お 客 様 が 保有 する コン ピュ ー タ 上 て 使用 
(入力 、 記 憶 、 転 送 、 出 力 ) する 権利 。 但 し 、 当 該 使用 許 護 は 、 お 客 様 が 購入 し _ 
人 ドン トウ エア 製品 に つき 、 ア スキ ー が それ を 稼動 させ る 機 路 と し て 指定 し て い 。 ぞ 
ちゃ コン ピュ ー タ に つい て の み と さ せ て いた だ きま す 。 


Il (使用 許諾 の 期間 ) 

当該 使用 許諾 は 、 お 客 様 が ソフ トウ エア 製品 の 購入 し た 時 より 発効 し 、 ア スキ ー 
が お 客 様 に 対し て 、 間 前 の 通知 を 由 す こと に より 終了 させ る か 、 ま た は 、 お 客 様 が 
本 署 (に 遍 され る 事項 に 違反 し た こと に よる 使用 衝 諾 の 終了 の と きま で と し ます 。 


3) ソフ トウ ェ エア 製品 の 機能 の 追加 を 行っ た 場合 に その 旨 の 通知 を し ます , 
(が ソフ トウ エア 製品 の 使用 方 法 等 に つき 電話 及び 封書 に お ける 質問 を 受付 ます 


Y (第 三 者 の 使用 ) 
お 客 様 は ノ フ トウ エア 製品 及び その 税 製 物 を 販売 、 痕 布 、 賃 与 、 移 転 そ の 他 の 方 


li ( 雑 止 事 項 ) 法 で 、 第 三 者 に 使用 させ る こと は で きま せん . 


お 客 様 は 、 交 に 記載 する 事項 を し て は な り ま せん 。 

に ソフ トウ ェ ア 製 品 (マニ ュ ア ル を 含む ) の 全部 又は 一 部 を 、 細 人体 の 如何 を 問わ 
ず 控 抽 する こと , また 、 補 製 数 を 超え て 複製 する こと 。 

2 ソフ トウ エア 製品 の 内 容 ( ブ プログラム). を 変更 、 改 作 す る こと .. 


VI (アス キー の 免責 ) 
アス キー は 、 お 客 様 が ソフ トウ エア 製品 を 使用 し て 作成 し た 結果 (著作 物 、《 の 
他 の 創作 物 ) に つい て 、 一 切 の 綱 任 及 び 義 務 か ら 免 れる も の と し ます .。 お 客 欄 か オ 
書 の 一 事項 に で も 違反 し た 場合 に は 、 ア スキ ー は ソフ トウ エア 製品 に 関す る 一 切 の ) 
保障 及び 本 審 所 定 の 責任 及び 散 務 か ら 免 れ も も の と し ます ., 
"4 上 
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